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      ネメシス戦域の強襲巨兵④
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        第一章　嘲笑うパンジャンドラム

      

      　ストーンズによる巨大兵器群を撃退したメタルアイリスと転移者企業集団ユリシーズ各部隊はＰ３３６要塞エリアに集結。

      　日を改めてメタルアイリスとユリシーズとの合同通信会議を開催し、顔を合わせることになった。

      　参加者はバリーとコウ、ユリシーズはＡ級構築技士全員。兵衛とクルトはペリクレスから参加。ジェニーとリック、ロバートも通信回線を開いて傍聴することにしたのだ。

      「改めまして今回はありがとうございます」

      　構築技士代表としてコウが礼を告げる。

      　御統重工業の衣川とは初対面だが優しそうな面持ちの男性で、不思議と初対面の気はしなかった。

      　それぞれの構築技士が首肯しコウに応え、バリーが言葉を引き継いだ。

      「我々メタルアイリスは巨大マーダーをすべて撃滅することに成功。残りの小型マーダーも掃討戦といってよい状態。アルゴナウタイ軍との戦いに備えております」

      「本当によくエリスまで倒せたものだ。見事の一言に尽きる」

      　ウンランから賞賛が送られる。あのエリス一機だけでも、他のアンダーグラウンドフォースでは対抗することはできなかっただろう。彼はアリステイデスから参加していた。地上に帰還したアリステイデスの最寄りの要塞エリアがＢ８１２要塞エリアだったこともあり、艦に搭乗し合流している。

      「幸いビッグボスがなにかと隠してやがったもので」

      　コウ以外の全員が笑う。

      　アシアの力なのにと思うコウだが、やらかした事実には変わりない。

      　構築したお偉方パンジャンドラムの影響で、いつのまにかメタルアイリス以外にも一番偉い奴ビッグボスと周知されてしまっている。

      「ユリシーズとして会議する事態は初めてだねえ。実に相応しい名になった」

      　以前からＡ級構築技士が集う会話はあったが、一つの組織になってからは初めての会合だ。

      「いいだろ！」

      「三十年前アシアにきた私とケリーすら知らなかった事実。我々構築技士を超ＡＩたちがオデュッセウスと呼んでいた、ということ。この言葉のラテン語が地球のユリシーズの原型ですね。しっくりきます」

      　自慢気なケリーと、アシアにきてからの日々を振り返るクルト。

      　ケリー、クルト、そしてストーンズに拘束されているジャックはアシアにきて三十年以上経つのだ。

      「何故オデュッセウスなのだろうか。そこが気になります」

      「アシアに聞きました。オデュッセウスの代名詞からです。英語ではＣａｆｔｙ。悪巧み、狡猾というもの。さらには器用なもの、工芸品を作るもの。原語である古ギリシャ語の単語によると多くのデバイスを扱うものというという意味も持つそうです。アシアは今の転移者たちは本当の意味でオデュッセウス。困難に挑むものといえるともいっていました」

      「なるほど。兵器構築者はデバイスを扱うね。知恵者ともいえるだろう。本当の意味で、か。アシアの評価はうれしいね」

      　衣川の疑問にコウが答える。コウがウーティスと呼ばれていることも、Ａ級構築技士には伝えていた。彼もコウの説明に納得したようだ。兵器構築者は良い意味での知恵者ではあるまい。

      「そうです。この星が構築技士ブリコルールの居場所だと俺も思います。そして皆さんにバリーの話を聞いてもらいたい」

      「今日は私から構築技士の皆さんに提案があるのです」

      　コウから会話を受け継ぎ、バリーが切り出した。

      「スフェーン大陸にあるＡ００１要塞エリアが強襲されている事実はご存知の通りです。キヌカワ氏がいるパイロクロア大陸の鉱床地帯も同様です。そちらは大丈夫ですか？」

      「マーダーの侵攻でパイロクロア大陸の戦乱も混迷のまっただ中だよ。とはいっても御統重工業があるＪ００６要塞エリアは大陸の端にあるから退避する時間ぐらいはあるだろう。心配ありがとう」

      「それなら安心して話を進めることができます。ここシェーライト大陸においてはマーダーの掃討が間もなく終了し、アルゴナウタイが指揮する兵器部隊との戦闘が始まるでしょう。被害を最小限にするのも手ですが、私としてはＲ００１要塞エリアを攻略、奪取したいのです」

      「軌道スペースエレベーターか！」

      　クルトが鋭く反応する。軌道エレベーターは惑星アシア最大の戦略拠点であった。

      「Ｒ００１要塞エリアには軌道エレベーターがあります。それを奪還しユリシーズ管理下に置きたいと思っております。むろん激しい戦闘が予想されます。自軍への被害は格段に大きくなると予想されますが」

      　バリーはここでいったん区切り、みんなの反応を見る。

      「ストーンズに対し反撃かよ！ 俺は賛成だね！ 今や軌道エレベーターを全部抑えられている。傭兵機構に守る気がないってのもなぁ」

      「それはいえるね。ぼくとしても賛成。メタルアイリスへの負担が大きい現状は変わらないけどね」

      　ケリーとウンランもバリーの提案に賛成だった。

      「相手のプレスに対して対応する対プレス。フットボールでいうところのゲーゲンカウンターですね。私も賛成です」

      「うちは兵隊を出してないからとやかく言える立場じゃねえな。切り込み隊長ぐらいはやらせてもらうぜ」

      　クルトも賛意を示し、自社からパイロットを派遣できなかった兵衛は申し訳なさそうにしている。

      「むろん私も賛成です。人類の命脈を保つ軌道エレベーターを捨てた傭兵機構の所業は言語道断です」

      　衣川も賛同する。全軌道エレベーターがストーンズ勢力に制圧された現在、人類勢力は宇宙で採掘、製造するマテリアル供給が絶たれている。当然ＭＣＳ素材など数多くの戦略物資も含まれていた。そのような事態は各転移者企業も避けたいところだ。

      　ユリシーズが管理するとなれば傭兵機構よりはよほど安心できる。

      「Ｒ００１要塞エリア付近、その海上に位置する軌道エレベーターか」

      「赤道付近が安定するからね。惑星アシアも例外ではない」

      　コウの呟きにウンランが説明を加えた。

      『あのね。Ｒ００１要塞エリアには私の一部がいるの。助けてくれると嬉しい。危険だとはわかっているけど……』

      　おそるおそる会話に参加するアシア。

      　構築技士たち全員の顔が和んだ。ますます反対する理由がなくなった。

      「なら話は決まったようなもんじゃねーか！ 頼むぜコウ！」

      「わかりました。任せてください」

      　コウは封印されているアシア解放が可能。それは事実としてＡ級構築技士たちに認識されている。

      　アシアがＲ００１要塞エリアに囚われているなら、コウは二重の意味で奮闘しなければならない。

      「軌道エレベーターにアシアがいるとなると敵の防衛網は強固だろうな」

      「敵戦力は集中しているだろうね。うん。当然だ。だからこそより手に入れる価値がある」

      「バリー司令の戦局想定が聞きたいぞ」

      　ケリーはバリーに話を振った。前線指揮官の意見は重要だ。

      「Ｒ００１要塞エリアを奪取するとして、奪取も困難ですがその後のほうが厳しいでしょう。守るべき要塞エリアが二カ所になるわけです。戦線拡大による兵站へいたんも支障をきたします」

      「それもそうだな。たとえ軌道エレベーターを奪取しても守り切れないと？」

      「いいえ。大規模戦闘がいくつか想定されますが、重要な戦闘は局地戦となるでしょうね。要塞エリアではなく防衛ドームの奪い合いになります。うまく補給ラインをつなげれば守り通すことも可能でしょう」

      「局地戦か……局地戦機が必要ですね」

      　ウンランが限定された環境下での兵器を想定し、衣川もまた同様の思考を巡らしながらバリーに対し発言した。

      「バリー司令。提案があります。我々の試作機を投入させてもらいたいのです。きっと役に立つはずだ。ユリシーズに参加表明した大手の他企業からの参加表明もあります。軌道エレベーター奪回作戦なら援軍も期待できますよ」

      　思わぬところから増援の話が提起された。

      「もちろんです。どこの企業でしょうか？」

      　要塞エリアが陥落し滅亡したジョン・アームズを除いてＡ級構築技士全員揃っているなか、大手と言える企業は限られる。

      「日系企業の五行重工業と英国系企業集合体のＢＡＳ社です。最大戦力をもって援軍を出すと打診がありました。エメ提督の奮闘もあると思います」

      　衣川が挙げた二社は、転移者企業でも最大手ともいえる。早期に重工業に優れた要塞エリアを抑え、手広くやっている転移者企業だ。

      「俺が言うのもなんだが、変態企業が二社もか」

      　地球の歴史的にみても数々のゲームチェンジャーに関わった企業が二社も参戦するのだ。

      「ケリーにだけは言われたくないと思うよ、彼らも」

      　ケリーの呟きに、ウンランが笑いながら相槌を打つ。

      　その二社は特に有名な企業だった。五行重工業は名だたるＢ級構築技士を多数抱えている。

      　元は地球、日本の防衛産業を担っていた技術者中心だ。

      　五行とは陸海空シルエット兵装五種類全般を取り扱う巨大軍需複合体からきているという。五角形の星形と桜を組み合わせた、いかにも日本的企業といえる。

      　ＢＡＳ──ブリタニアアームズシステムズ社。英国企業のブリタニア・アビエーション社を中心に、アームストロングホワイトホース社やヴィンセント社が合流した巨大転移者企業だ。それぞれ得意分野を集め、とくに海洋戦力の開発が強い。

      　奇抜な兵器を作る傾向も強く、自社の傭兵強化につながっている。大規模な傭兵派遣企業でもある。

      「助かります。古来より大規模戦闘は試作兵器が投入されるもの。コウのパンジャンドラムのような兵器でなければ大歓迎です。奴に手本を見せてやってください」

      「バリー、今それをいうのか！」

      　バリーのいうことが冗談だとわかっていても、半泣き状態になったコウの抗議に、Ａ級構築技士たちは笑う。

      「面白いと思うがね！ ローリングボムはアリだと思う！」

      「ノーコメント。リックと約束があるからね。講義は覚悟してくれたまえよ」

      　無邪気に褒めてくれるケリーと、リックからさんざん愚痴を聞かされたであろうウンランが笑いながらコウに伝える。

      「陸はウンラン君に任せて、空は私とケリーが受け持つことにしようか。エッジスイフトは面白かった」

      「私とヒョウエはシルエット、近接戦に特化していますからね。コウ君の他の兵器開発に関しては皆さんのフォローを是非お願いしたい」

      「違えねえ」

      　構築技士たちのやる気に、コウが困惑する。

      　光栄なことだが、荷が重い。

      「敵も同様に新兵器を導入する可能性は高い。アーテーは前座といっていたぐらいだからな」

      「ぼくたちも負けるわけにはいかないね。戦時開発も進めないと」

      「Ｂ級構築技士の援軍や新型兵器も期待できる。悲観する必要はない」

      　ウンランと衣川の言葉にバリーは同意した。

      「追加戦力も期待できるということなので、修正は必要ですが現在ある戦力での戦闘プランを皆様に説明します」

      　バリーによる軌道エレベーターがあるＲ００１要塞エリア攻略戦のブリーフィングが始まった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　ストーンズも来るべきメタルアイリスとの戦闘準備に備え、自軍の再編を進めていた。

      「ようやく我らの出番だ。アルゴナウタイにおけるシェーライト大陸の方面軍〔アルゴフォース〕の、な」

      「マーダーによる余興は終わりました。アルゴフォースの備えは万全です」

      　カストルの言葉をヴァーシャが継ぐ。三人はとある宇宙艦の戦闘指揮所にいる。

      「戦力比はどうだ？」

      「航空戦力は五千対二千。ですが性能差を考えると拮抗していると言っても差し支えないでしょう。地上戦力は一概に比較できません。相手は戦車や装甲車、地上用攻撃機など諸兵化連合運用を取っています。数は我らのほうが圧倒していますが」

      「ふむ」

      「制海権が完全に敵にあり辛いところです。マーダーは現地生産が基本で、運搬する必要性が少なかったのですから。そして敵は宇宙運搬艦スペースキャリアーが四隻もあるのです」

      「そこは仕方ないな。航空戦力で対応するしかあるまい」

      　地図を表示し、地形で説明を行うヴァーシャ。

      「我らの拠点はＱ０１９要塞エリアとＱ２２１要塞エリアと軌道エレベーターがあるＲ００１要塞エリアの三カ所。あとは小規模な防衛ドームが多数です。敵が侵攻するならＲ００１かＱ０１９でしょう」

      「縦深が深い場所にある拠点はＲ００１要塞エリアか。アシアと軌道エレベーターだが、攻略難度も極めて高い。そこまでリスクを負うかどうかだな」

      「はい。でなければ我らの現在地である海岸沿いのＱ０１９です。制海権を取られていますからね。最前線基地であるＱ２２１は、全拠点を奪うための地政学的な意味でしかない」

      「Ｒ００１要塞エリアには罠が張ってあるのだろ？」

      「デスモダスのバルドとマッドスロース機甲隊もいます。ですがこの要塞エリアを落としたころで被害は軽微です。Ｒ００１要塞エリアは奪われてからが本番でしょうね。敵は戦線拡大することになります。その補給線を絶てば対処可能です」

      「十分な念の入れようだな」

      　デスモダスとマッドスロースはストーンズ側の傭兵としての期間も長く優秀な傭兵隊だ。

      　個人傭兵で優秀なパイロットはこのアンダーグラウンドフォースに任せることにしている。アルゴフォースは選りすぐりの人間たちが中心だが、やはり実戦経験は浅い。傭兵に頼ることも大きい。

      「軌道エレベーターがあるＲ００１要塞エリアは防衛向きの地形です。援軍もＱ２２１要塞エリアからすぐに展開できます」

      　軌道エレベーター。宇宙エレベーターともいわれる宇宙と惑星アシアをつなぐ、惑星開拓時代から存在する建築物である。

      　全長十二万キロ。地球一周がおよそ四万キロと考えるとその長さがわかる。

      　一説によると、惑星アシアの月にあたる衛星は、三基ある軌道エレベーターの材料に使われたともされる。

      　軌道エレベーターは単線運用で、貨物しか積み込みされることはない。真空チューブ型方式を採用している。チューブと言っても巨大な外壁で覆われている。エレベーターとその外壁を守るエネルギーは当然ながら、最大出力を誇るＡカーバンクルだ。

      　核爆弾の直撃にも耐え、たとえ惑星アシアが半分に割れても折れることがないという強度を誇るという。それだけ人類にとって重要拠点といえよう。

      　オケアノスの防備も万全であり、不用意に天蓋部分を攻撃すると攻撃軍が衛星砲に殲滅されることとなる。

      　事故を装った突入も、軌道エレベーターがある要塞エリアには許されない。容赦なく衛星砲で溶かされるだろう。

      　例外も存在する。シェルターの側面に対してはオケアノスの制裁措置はない。側面部が破壊される事態ということは、戦争の場合がほとんどだからだ。オケアノスが人類同士の抗争に介入することはまれだ。

      　地形的にもＰ３３６要塞エリアより北から東にかけて山脈とその麓ふもとに広がる森林地帯があり、Ｒ００１要塞エリアと軌道エレベーターより南には巨大な海洋。メタルアイリスの空母打撃軍と戦闘があった大洋とはまた別の場所にあたる。

      　軌道エレベーターの性質上、Ｒ００１要塞エリアは陸地から海上に渡る半径二百キロに及ぶ。

      「Ｒ００１要塞エリアの戦力は？」

      「戦車五千輌、シルエット三万機に航空機五百機ですな。航空戦力は主にＱ２２１要塞エリアに力を入れております。人工太陽が消えればすぐにＲ００１、Ｑ０１９に部隊展開できます」

      　カストルの問いに、アルベルトが回答する。

      「敵が軌道エレベーターではなく、Ｑ２２１やＱ０１９要塞エリアを狙って後に攻略も考えられる。油断はできまい」

      「そうですな。人工太陽はあと二日程度。動くとすれば二日から三日後でしょう。向こうは航空戦とマーダー戦の連戦中です。無理な侵攻はできますまい」

      「海洋上の宇宙運搬艦どもが姿を見せないことは気になるが」

      「制海権もなく、人工太陽のせいでこちらのレーダー網も死んでいます。仕方ないとはいえ辛いですね。マーダー搭載のカメラによる目視がある分ましでしょうが。それも終わりです」

      　ヴァーシャもレーダー網が使えないことには危惧を覚えていた。

      　マーダーは彼らの宇宙空母と連動しているとはいえ、瞬く間に駆逐されていっていることは判明している。

      　Ｐ３３６要塞エリア単独とは思えぬ戦力だ。ユリシーズの援軍であることは容易に想像がついた。

      　三人が戦局を分析している最中、緊急アラートが鳴り響いた。

      「どうした！」

      「緊急事態です！ Ｒ００１要塞エリアに敵機接近中。機数四。迎撃できません！」

      「四機で何ができる！」

      　オペレーターが言いにくそうに報告する。

      「すべて巨大な宇宙艦なのです！」

      「アストライアか！ くそ、四機ではなく、四隻を同時投入ということか！ 方角は？」

      「艦種がどれも異なります！ Ｒ００１からみて二時の方向からアストライア、十一時の方向から宇宙空母と強襲揚陸艦、十時の方向からも同型の強襲揚陸艦です。急に湧いて出現したとしか思えないのです」

      「そんなことがあるか。くそ、どうなっている……」

      　アルベルトが予想外の侵攻に苛立ちを隠せない。

      　宇宙艦は巨大である。地上からの偵察機や哨戒でも感知可能にも関わらず見落とした。

      　メタルアイリスは山岳地帯に隠されたシルエットベースからレールカタパルトで宇宙艦を高速射出、発射した。Ｐ３３６要塞エリアを喪っているアルゴナウタイでは感知できなかった。各拠点に設置されたレーダー上には突如として出現したとしか思えないであろう。

      　メタルアイリスは人工太陽によって広域レーダーが封鎖されていることを逆手に取り、Ｒ００１要塞エリアに向け宇宙艦による強襲を仕掛けたのだ。アルゴフォースの警戒網が確認可能になる頃には四隻の宇宙艦は各方角に出現したかのようにみえる。

      「人工太陽があろうと宇宙艦であるアストライアや宇宙用強襲揚陸艦には意味ないな。想定はしていたが、いざやられると辛いものだ」

      　ヴァーシャが諦めに似た呟きを漏らす。

      「想定外とは言わせん。すぐにバルドに命じ、Ｒ００１要塞エリアの防衛網を構築せよ！」

      「了解です！」

      　カストルがオペレーターに命じ、オペレーターがＲ００１要塞エリアに指令を出す。

      「敵艦の後方、戦闘機多数接近！ 上空千五百メートルを移動中の模様」

      「ふん、戦闘機を低空で無理矢理運用か。弾除けにもならんだろうに」

      　映像の戦闘機群を眺めながら、カストルはつまらなさそうに吐き捨てた。

      「敵陸上兵力も確認。小型の防衛ドームを攻略しながら侵攻中とのことです」

      「前線に近い防衛ドームはもとより捨ててある。中間地点でラインを形成しているからな。そこで迎え撃て」

      　矢継ぎ早に戦況報告が入り、対処の指示を出すカストルとヴァーシャ。

      「宇宙運搬艦は防衛網を突破しました」

      「防衛ラインを一気に飛び越えるとは…… だが搭載兵器には限度がある。寄せ集めたとしてもたかが四隻。一万もない。押し返せるさ」

      　その二人に予想外の続報がオペレーターによりもたらされる。

      「Ｒ００１要塞エリア。南方海域より敵艦隊接近中！」

      「なんだと？ まだ敵は宇宙艦を持っていたというのか！」

      　アルベルトが驚愕の声を発する。その想定外の場所に敵艦が出現したのである。

      　大陸の反対側から兵力が出現したのだ。海中での移動は時間がかかる。宇宙艦が飛来していたならば惑星アシア全域にあるアルゴナウタイの警戒網によって感知できるはずだった。

      「違うな。こんな短時間で迂回できまいよ。敵は海上だな？」

      「はい」

      「どういうことですか？」

      　ヴァーシャがカストルにたずねる。彼にとっても敵海上戦力は予想の範疇にないものだった。

      「ユリシーズ所属にした別大陸からの転移者企業だろうよ。これは我らストーンズの失態だな。すべての軌道エレベーターを抑えてしまった。ならば奪還しやすい可能性がある軌道エレベーターはＲ００１要塞エリアの軌道エレベーターだろう」

      「そういうことですか！ 確かに、軌道エレベーターがある以上は死に物狂いで取り返しにくるはず。Ａ００１要塞エリアはすでに傭兵機構本部が撤退している。ならばユリシーズとメタルアイリスに合流することが得策と」

      「窮鼠猫を噛む、というやつか。人類勢力……ではないな。企業を追い詰めすぎた。宇宙素材が入手不可になったら企業活動も何もないからな」

      　Ａ００１要塞エリア制圧はカストルが行った作戦ではない。この事態には苦笑しかないようだ。

      　これはすぐにストーンズ、そしてその正規軍であるアルゴナウタイに報告しなければいけない事態である。

      　無謀な侵攻のツケはカストルたちが受け持つことになるのだ。

      「想定よりかなり展開は早いな。人工太陽はまだ空にある。どうするヴァーシャ」

      　アルベルトが問う。戦闘面ではさっぱりだ。

      「敵の部隊展開が早いことは認めよう。敵がＲ００１要塞エリアに集結することはむしろ好都合。連中こそ罠にかかったのだ」

      　こともなげになく、ヴァーシャは嘯うそぶいた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　メタルアイリスとユリシーズによるＲ００１攻略作戦のブリーフィングが開始された。

      「海上に位置する軌道エレベーター周辺は戦闘禁止区画です。海上からＢＡＳ社と五行重工業による作戦展開が行われます。我々からはアストライアが合流予定です」

      　バリーが司会として、メンバーに作戦を提示する。

      「次は俺達の番だな」

      「コウ。ヒョウエさん、クルトさん。三人にはＲ００１要塞エリアの封印区画に潜入してもらいます」

      　バリーによる作戦内容のブリーフィングが始まる。

      「封印区画には構築技士、プラス一、二名程度しか入れないと聞きます」

      「すぐにシャッターが閉じるからな」

      　コウが封印区画にはじめて潜入したときもブルーのシルエットが随伴するだけで精一杯だったのだ。

      「三人は構築技士。戦闘にも慣れている。この三人ともやられたら人類破滅待ったなしでしょうが」

      　ＥＸ級とＡ級の構築技士二人がやられる事態は考えたくないが、彼らを倒せる敵戦力も想像がつかない。

      「Ｒ００１要塞エリアは守りも堅いでしょう。どう崩すのです？」

      「空挺作戦を行います。アストライア、キモン、強襲揚陸艦二隻で侵攻開始。シルエットを投下するのです」

      「四隻同時投入とは思いきったなぁ。Ｐ３３６要塞エリアの守りはどうするんだ？」

      「王城工業集団公司から戦車一万台の増援があります。クアトロ・シルエットも随時追加。千機は追加されているのです」

      「すげえ数だな、おい」

      　戦車一万輌はただならぬ軍勢だ。クアトロ・シルエットはワーカータイプでも通常のベア以上の戦闘力がある。戦闘用のエポスはそれ以上だ。

      「クアトロはただでさえ順番待ち。アシア全域のセリアンスロープがシェーライト大陸に集まりつつある状況です」

      「うちもラニウスＡ１とシュライクの増産を急かしているしなぁ」

      「クルト社はファルケを増産中ですね。バズヴ・カタも傭兵のエース用として対応中です」

      「ベテラン傭兵たちは買い換えもできるほどの戦果を上げていますからね。追加兵力だけでも防衛できるのです」

      　バリーの説明に、コウも納得する。戦力全体の底上げは着実に為されているようだ。

      「リックたち陸上部隊は進軍中か」

      「そういうことだ。空挺作戦部隊が前線を形成し、地上部隊と合流する作戦だ。それに頼もしい援軍もいる」

      「ユリシーズの転移者企業ですね。日系企業の五行重工業と英国企業系のＢＡＳ社と聞いています」

      「海洋戦力を中心に大規模戦力を保有していることで有名な二社。挟撃となります。軌道エレベーターはそれほど重要な施設ということ」

      「その総力戦のさなか、俺達は潜入するということだな」

      「敵も罠を仕掛けているだろうな。軌道エレベーターは爆破するわけにもいかんだろ？」

      「可能な細工も限られる、か。わかった」

      「お前達の護衛部隊は豪華だぞ」

      　バリーはにやりと笑う。自信ありげだ。

      「可変機──シェイプシフターを中心にした空挺特殊部隊だ」

      　シェイプシフター。現在の可変機シルエットの総称だ。

      　技術解放以降、急激に増えつつある可変機シルエットに対し、容姿を自在に変える存在になぞらえてそう呼ばれるようになったのだ

      　この呼称が定着し、付随して別の用語も生む。金属水素生成炉搭載の可変シルエットであるシェイプシフターの内、金属水素生成炉搭載の特殊型はＳＳＳ、金属水素貯蔵の通常型はＳＳとも呼ばれている。

      　ＳにＡの上という意味はないが、特別な機体という意味で使われている。

      「タキシネタ隊とヒートライトニング隊、ヨアニアのプレイアデス隊の可変機組すべてと飛行能力のあるバズヴ・カタ。可変機空挺部隊として作戦を遂行してもらう」

      　この編成にはコウも驚いた。少数精鋭にも程がある。

      「それだけでも過剰戦力だな」

      「さっきも言ったろ。お前達構築技士がやられたら人類が敗北だと」

      「可変機空挺部隊シェイプシフターエアサービス──ＳＡＳか。地球の有名な特殊部隊みたいな名称ね」

      「それも念頭にあったさ」

      　ジェニーの指摘にバリーは微笑んだ。

      　ＳＡＳは有名な特殊部隊の一つ。戦闘機可変型シルエット部隊には相応しいだろう。

      「可変機組とは、豪華すぎねえか」

      「可変機組といっても機体性能自体は並レベルですよ。重戦闘機のヨアニアですら、同系統の機体よりは構造的に脆弱です。そこで可変機構がないバズヴ・カタ部隊も加えました。この編成でないとあなたたちの機体についていけないのです」

      「それは確かに」

      　クルトが苦笑する。彼らのシルエットは間合いを詰めるためにスラスターを強化し、その推力をさらに生かすために飛行能力を加えた設計思想だ。

      　可変機や同系統高性能機のバズヴ・カタでなければ随伴ずいはんして護衛などできないだろう。

      「軌道エレベーターもそうだが、アシア奪還は重要だ。頼んだぞ、コウ」

      　コウが首肯し。その言葉に応じる。どのような戦いになるか。想像もつかない激戦の予感がした。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アリステイデスとキモン――合流した二艦が並列して飛行している。

      「シルエット部隊、空中投下を開始せよ！」

      　バリーの号令ととともに、グライダーに乗ったシルエット部隊が飛翔し始めた。

      　シルエット用のグライダー空挺部隊であった。グライダーはコストもさほどかかっていない

      　パラシュートも検討されたが、空中での行動権がないことを嫌い、使い捨てグライダーが開発されたのだ。

      　アルゴフォースは滑空し迫り来るシルエット部隊を視認するや、軽いパニック状態に陥った。

      　グライダー空挺部隊に相対する部隊は重戦車を先頭に、周囲に重シルエットであるアルマジロに乗った意思を奪われたペリオイコイと呼ばれる住人階級である。意思を奪われたといってもある程度の思考、そして危機を察知する能力も会話能力ともに残されている。優秀なロボットと同様だ。

      　そんな彼らが危険と感じるのだ。無数のグライダー部隊は十分に脅威といえた。

      　降下する部隊は、横一列になり、隊列を組む。後方では投下された部隊が同じ隊列を組み始めた。

      　レールガンを持つ重戦車が狙いを定め射撃するが、グライダーは機動力がある。回避行動を取っており、敵対空射撃もおいそれと命中するものではない。

      　重戦車エーバーⅠに搭乗している市民階級――ラケダイモンの青年が叫んだ。

      「防御陣形を整えよ！ 敵はシルエットのみだ！ 戦車とシルエットの連携には弱い！」

      　ここで上手く戦果を上げれば、さらに報酬の増額やストーンズ内勢力での地位もあがる。

      　失敗すればペリオイコイ行きとなる。それだけは避けたかった。

      「進軍まで時間もある。援軍も存分にあるぞ。お前達は前にでろ！」

      　重戦車が後ろで歩兵が前方。この歩兵の役割をシルエットが行う。これはヴァーシャが指示した作戦である。意志も思考も奪われた奴隷階級――ヘロットを前面に出し、優秀な人材の損耗率を抑えたい方針である。

      　平原を埋める無数のアルマジロが進軍する。

      　安価な量産機とはいえアルマジロの数は十分な脅威であり戦力だった。

      「隊長！ 緊急報告です」

      　最前列のアルマジロに乗るパイロットから報告が入る。

      「どうした？」

      「隊長！ 空から戦車が降ってきます！」

      「なんだと？ パラシュート投下か！」

      「何もありません。そのまま戦車がゆるやかに降下中です」

      「なんだと」

      　アルゴフォースの隊長映像を注視する。そこには重力を無視し、緩慢な速度で空から降下する戦車がいた。

      「空挺戦車の投下が開始されました！」

      　リックに報告が届く。リックの画面にも、キモン級から投下される戦車が映っている。

      「トルーパー２、任せたぞ！」

      「はい。三十分後には合流できます」

      　現在トルーパー２部隊はパルムが率いている。総勢千機が荒野を疾走していた。

      　時速二百キロ以上での高速走行は戦車ですら追いつけない。

      　まさに騎兵。地上を疾走し、空挺部隊と速やかに合流するのだ。

      　戦車部隊も全速移動だ。最高速度は不整地で八十キロ程度。

      　これでも地球の戦車よりはるかに速く、トラブルもない。地球では五百キロ移動すれば一割は故障するといわれるが、惑星アシアでは戦車にそのような心配は不要だ。

      　数時間後には現地で合流できるだろう。さらに後方には補給部隊や機動打撃部隊が随伴している。それは戦車部隊よりはるかに多い数だ。

      「空挺作戦と聞いて前線に壁となる戦車がいないと不安だったが……」

      　投下される戦車を見てリックは呟く。

      　リックとウンランは付き合いが長い。戦車乗りのリックと、陸戦兵器専門ともいえるウンランが交流を持つことは自然な流れであった。

      「よく見ていろよ、コウ。同じ奇想天外兵器でも、ウンラン氏のように運用にもとづいた兵器が大事なのだ」

      　万全の信頼をもとに、リックもまた戦地での合流を目指し、進軍を続けていた。

      　空中を浮かぶ戦車。

      　遠距離から確認しているアルゴフォースからみても、ジェット噴流などは確認できない。

      　その戦車群はゆっくりと降下していくのだ。シルエットを背に乗せて。

      「よもやホバータンクとは。今後の戦車部隊は高速展開が容易になる」

      　ロバートが隣にいるウンランに話しかける。

      　アリステイデスとペリクレスから投下されるタンクは、履帯のないホバータンクだ。

      　特徴的な部分は巨大なダクテッドファンの他に、車体と一体化した砲身が付いているところだ。新型の機兵戦車ドラグーンタンクでもある。

      　圧縮空気の反作用だけではシルエットと車体あわせての重量を支えきることは困難であった。

      　そこでウンランはウィスを使った超伝導と量子による空中制御機構を取り入れている。 

      　量子浮揚クアンタムレビテーシヨンの空挺戦車。ピン止め効果とマイスナー効果の二種の力を応用している。

      　第二種超電導状態を利用した量子固定で車体は空中に浮かび、ダクテッドファンで推力偏向を行い上下移動と左右への推進をする。

      　飛行ではない。原理としては空中で固定されている状態だ。

      　浮遊するＵＦＯではなく空中で制止している鉄の塊といえる。ローレンツ力に関した技術であり、まだ数多くの制約があるがウンランは実用化にこぎつけた。

      　場に固定されているので航空機のような高速機には向かないのだ。戦闘機のように戦える戦車、とのようにはいかない。

      　欠点もある。後退能力が低い。接地し内蔵している車輪を使わなければ後退ができない。

      　量子浮揚の最大の利点はその積載量にある。浮揚装置が支えることが可能な積載重量はホバークラフトの比ではない。

      「ホバタン可愛いですよね」

      　オペレーターの猫耳少女が微笑む。

      　ホバタンの愛称で定着している。

      　ふらふらと動く姿に愛嬌があるとセリアンスロープやファミリアには人気だ。

      　外観は未来的なバイクのようにも見える、尖鋭的なデザインだ。

      「可愛いだけではないんだよ」

      　穏やかに微笑みながら、ウンランが機体群を見る。

      「さあ、頼んだよ。ホバタン部隊」

      　己が構築した機体群にそっと呼びかけた。

      
        

      

      「レールガンでもないのに、相当な火力ですね。ただの滑腔砲でもない。新兵器ですね？」

      　ロバートがウンランに問うた。

      「そうだね。レールガンを搭載できたらよかったのだけれど、ホバータンクでは反動を殺しきることもできないし無理があった。そこで磁気プラズマ砲を使ったよ」

      　磁気プラズマ砲。砲身内に磁場を発生させ、砲弾の発射とともに砲弾が移動する際の熱と圧力でガスをプラズマ化。砲の内部にプラズマ層を作りだしたあとに砲弾を発射する。プラズマ層によって砲身内部の摩擦を減少させ、初速と射程を強化する。レールガンと比較しても消費する電力はごく僅かだ。

      　百五十五ミリ砲の砲弾の初速はマッハ七に達し、射程も百キロ近くとなる。

      「重シルエットの朱雀ジユーチユエ。ホバータンク型機兵戦車の勁風ジンフォン。これがぼくの新兵器だ。たまには飛行型高性能シルエットを作らないと、ぼくが作れないと思われそうでね」

      　冗談めかして言っているが、内心は本気だろう。

      　ケリーや衣川の可変機に匹敵する、派手な機体だ。

      「あのホバータンク勁風そのものは汎用性があるよ。専用シルエットの朱雀を載せることで、朱雀のスラスターの補助で加速。最高速度三百キロは上回る」

      「朱雀は重シルエットですよね？」

      「地上で超音速は出せないかな。八百キロ以上の遷音速に達する加速は可能。飛行能力も持つよ。金属水素生成炉を採用した、ぼくなりの飛行型シルエットだ。ホバータンクである朱雀の補助ブースターと金属水素供給も兼ねている」

      「継戦能力が高い重シルエットが、飛行し機動力を併せもつことは味方としても心強い」

      「高価すぎて五十セットほどしか揃えられなかったことが悔やまれる」

      「コストは金属水素生成炉の宿命ですね。十分ですよ。もうすぐクアトロ・シルエットも合流する。これで前線を維持できます」

      　展開するホバタンを注視する部隊がいた。

      　クアトロ・シルエットに搭乗しているパルムは空を見上げ、降下するホバタンを眺めていた。その表情は険しい。

      「むう。あれはホバタン……」

      「どうしたのですか。パルム隊長」

      　エポナに乗るパルムに、エポスに乗る隊員の犬耳型セリアンスロープが尋ねる。

      「以前、エメ提督にお聞きしたことがあるのです。提督がコウ様とゲームを遊んでいるとき〔やっぱり四脚よりホバタンだよなー。直グレあてやすいしな〕と呟いていた、と」

      「それは！」

      　セリアンスロープたちに緊張が走る。思いもよらぬライバルの出現だ。

      「我々は四脚。ホバタンに負けるわけにはいかないのです」

      「確かに。このままではメタルアイリスの新兵器がホイール・オブ・フォーチュンとホバタンだらけになる未来が！」

      　コウが聞いたら目眩を覚えそうな誤解が生まれていた。人馬型ケンタウロスを指していった台詞ではない。

      「幸いコウ様はスペック厨……ごほん。高性能機がお好きな傾向があります。我らが活躍を示し、クアトロ・シルエットの改良にこそ、未来があるのだと示さないと！」

      「はい！」

      　セリアンスロープたちの心が一つになる。クアトロ・シルエットはホバタンに敵愾心を燃やしつつ、戦場へ急行する。

      　ホバータンクの投下にあわせて、アストライアから複数の機体が射出された。

      　ラニウスＣ強襲飛行型、フラフナグズ、アクシピターも三機である。

      　これに随伴する形で、バズヴ・カタが投下され先行する。彼らの投下を確認したあと、可変機部隊が飛行甲板から射出される。

      　タキシネタ隊とヒートライトニング隊、プレイアデス隊のヨアニアである。

      　他の追随を許さない高機動力部隊――ＳＡＳ部隊の出撃であった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「浮いている戦車など役に立たん！ さっさと撃ち落とせ！」

      　グライダー部隊より先に地面に降りた敵戦車部隊。

      　履帯がなく、大きな反動の砲は積めないだろう。

      　せいぜいミサイルを、二発か四発程度。それならば重シルエットのアルマジロが壁になればよい。そう思っていた。

      　眼前のシルエットが音を立てて半壊した。高次元投射装甲で装甲も厚いアルマジロが膝をつく。

      　予想以上の敵火力だった。あと数発は耐えられるだろうが、それだけだ。

      　為す術もないアルマジロに対し、浮揚戦車に搭乗しているシルエットから追撃が行われた。両手構えの携行砲を発射したのだ。

      「反撃しろ！」

      　ホバータンクは予想外の軌道を取り、狙いが定まらない。

      　一斉に三方向へ移動したのだ。右、左、そして上空へと。

      「な！」

      　数で圧倒しているにもかかわらず、予想外の動きにアルゴフォースは対応できなかった。

      　飛来するホバータンクの編隊から浴びせかけられるような砲火。

      　アルゴフォースの防衛部隊は対抗手段を模索することさえ許されなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　戦闘機の護衛を引き連れながら、単独で飛行できるシルエット隊の戦闘力は圧巻だった。

      　これほどの少数精鋭は惑星アシアに他にいないといっても過言ではないだろう。

      　彼らは特殊高機動部隊として編成された、アシア救出部隊。

      　可変機、飛行可能シルエット合計六十機以上になる。

      　可変機は戦闘機形態で低空を飛行し敵防衛網へ侵攻を開始する。強固な防衛網が予想される敵地だ。油断は許されない。

      　主戦場を迂回しながら森林地帯上空を低空飛行。ＳＡＳ部隊は敵陣地めがけて駆け抜けた。

      　しばらくすると敵の警戒網に接触し、高速移動する彼らに対空射撃が放たれる。

      「シルエットが操作する対空用の掩蔽壕バンカーです。この点在の仕方はヴァーシャの戦術でしょう。トーチカの類いですね」

      「わざわざ要塞エリアの外にこんなものを置くってことはよほど重要拠点が近いということか」

      　クルトが指摘し、ヤスユキがヨアニアのレーダーで敵機がいないか警戒する。

      　武装の有無に関わらず人員や物資を守る掩蔽壕ではあるが、とくに要塞拠点を守る武装した円形状の防御拠点をトーチカという。クルトの指摘の通りロシア語だ。地球では東側諸国の防衛に使われていた。

      　掩蔽壕に戦車や対空車両を置いただけのものから、専用の対空砲を置いたものまで多くの形態を持つ。

      　大規模隕石群から人類を守る要塞エリアのシェルターがあるにも関わらずトーチカを建造しているということは、重要な軍事拠点であるという証左に他ならない。

      　眼下にいるシルエットをそのままに高速で上空を駆け抜け、可変空挺部隊は進む。

      　進むにつれ、敵防衛網の対空射撃が激しくなってきた。

      「ビッグボス。ここはバズヴ・カタ隊におまかせを！ 可変空挺部隊ＳＡＳの力、見せつけてやりますよ！」

      「こちらヒートライトニング部隊。バズヴ・カタ隊を支援します！」

      　クルト社の青年が告げる。同じくスカンク・テクノロジーズの傭兵部隊が応答した。

      　機動力、そして航続能力は彼らがやや劣る。防衛勢力を正面から撃破するには彼らが適任だ。

      　ヒートライトニングは金属水素貯蔵型のＳＳタイプ。燃料には限りがある。近接のバズヴ・カタ、中距離のヒートライトニングと連携して戦うのだ。

      「頼んだ！」

      　コウは彼らを信頼し、任せることにした。

      　バズヴ・カタは舞い降るように接地し、戦闘を開始。

      　三次元行動──前後左右に加え上空さえも駆使して戦う特殊高機動部隊に、防衛部隊のアルマジロは為す術もなかった。

      　重機関砲はやや上空を飛び回るヒートライトニングに翻弄された。ロケットランチャーに持ち替えようとするとヒートライトニングは近接戦に切り替え斬撃が飛んでくるのだ。

      　バズヴ・カタの装甲筋肉とアクチュエイターが生み出すうなりは、容易くアルマジロの胴体を切り裂く。

      　接近戦なら実は装甲厚のほうが重要であり、電磁装甲装備のバイソンよりもアルマジロのほうが斬撃の耐性は高いにも関わらず、為す術がなかった。

      　トーチカはヒートライトニング部隊が一つ一つ丹念に潰していく。

      　中味は作業用シルエットかアルマジロだ。ＳＡＳの敵ではない。

      　彼らが目立つほど、防衛戦力も集中する。

      　ここぞとばかりに大暴れするバズヴ・カタ隊であった。

      
        

      

      　予想通りとはいえＲ００１要塞エリア敵防衛ラインは強固であった。

      　アルゴフォースの戦闘機パックとアルラーの航空編隊が、ＳＡＳ部隊迎撃のため飛来する。

      　アルラーに乗っているパイロットはラケダイモン階級。ストーンズに選ばれし人間だ。

      「ヤスユキ！ いくわよ！ ここは私たちの出番！」

      「了解だ、ジェニー！ コウ、お前達は先に行け！」

      　ヨアニアとタキシネタが対空ミサイルを発射し、パックを撃破。敵の要撃を排除した。

      　後続のアルラーは電磁バリアを使い、対空ミサイルを迎撃しつつ接近する。

      　可変機同士の戦闘は装甲も厚く、対空ミサイルは決定打になりにくい。戦闘機同士、ともに低空。空戦を行えるような状況ではない。

      　双方とも戦闘機からシルエット形態に変形し、より近距離での戦闘が開始された。

      　人型に変形することで、空気抵抗が増しシルエット形態による速やかな降下が可能となる。

      　上空に人工太陽がある以上、高高度は封じられる。中途半端な高度で戦うより、地上戦のほうがリスクは少ない。

      　ヨアニアとアルラーが激しく撃ち合い、斬り結ぶ。

      　アルラーの兵装は近、中距離に適応していたが相手が悪かった。

      　ヨアニアはその巨体に似合わぬ加速度で近接攻撃を主体にアルラーを圧倒する。一方タキシネタは高速射撃機。背後から援護射撃で応戦していた。

      　その間にコウたちは高度を落とし、二十メートル近い樹木の間をくぐり抜け、要塞エリアに突入していった。

      「クルトさん！」

      　眼前に要塞エリアのシェルターが見えた。五番機は背後から大型のライフルであるアンチフォートレスライフルを取り出し装備した。

      「君からもらい受けたこの対要塞ライフル、今こそ使うときだ」

      　クルトのフラフナグズには二種類の新装備がある。

      　一つは〔真式グラム〕。アルゲースがクルトのために鍛えた、直刀の両手剣。

      　もう一つがフラフナグズ専用アンチフォートレスライフル〔グングニル〕。それぞれの機体にフォーカスされたアンチフォートレスライフルだが、最高峰の性能を持つフラフナグズ用に調整されている。

      　二人が同時に射撃を行う。五番機もフラフナグズも両手持ちに構えていた。装甲筋肉でもアンチフォートレスライフルの反動を制御は困難だった。凄まじい反動によって跳ね上がりそうになる銃身を強引に押さえ込む。

      　轟音とともに要塞エリアのシェルターはいとも簡単に崩れ去った。

      「通信が入りました。現在、五行重工業とＢＡＳ社が要塞エリアで大打撃を与えているようです。大打撃が何を意味するかは教えてもらえません」

      　コウが二人に告げる。

      　報告してきたアキの目が虚ろになっており、アストライアまで同様の瞳をしていたことが非常に気になるが、エメが気にするなと言っていた。彼女たちの心情をかき乱す何かが戦場で起きている。

      「どういうことだ」

      「大暴れってことか。新兵器がどんどん投入されて、アルゴナウタイが混乱しているってところじゃねーか」

      　三人は疑問を感じながらも要塞エリアに潜入する。

      　予想通りというべきか。──新たな敵が立ち塞がった。

      「当然いるでしょうね。待ち伏せされていましたか」

      　クルトの瞳が昏く光る。決して許せぬ、宿敵を見つけたのだ。

      　眼前に集結する漆黒のシルエット群。

      　クルトの生み出したバズヴ・カタと同系統機。レイヴンがそこにいた。

      「ここは私が食い止めます。あなたたちは先にいってください」

      「しかし！」

      「行くぜ、コウ。ここはクルトさんがやらなきゃいけねえ仕事だ」

      　眼前のレイヴンは十二機。

      　レイヴンは装甲筋肉を多用している高級機。運動性ではラニウスＣ型やアクシピターを陵駕する。

      　いくらフラグナグズが高性能とはいえ、クルト一人では荷が重い。

      「ヒョウエさんの言うとおり。奴らはストーンズが私から奪い取ったもの。私が始末をつけなければいけません」

      　クルトはグングニルを構え、おもむろにレイヴンに放った。

      　直撃を受け、のけぞるレイヴン。両脚で踏ん張り仁王立ちで耐えた耐久性はさすがフッケバイン系統といえたが、その光景は周囲の錯覚に過ぎなかった。

      　ＭＣＳがあるはずの部分に、巨大な孔が空いていた。

      　すぐ傍にいた僚機のレイヴンが凍り付いて絶句する。あり得ない威力に敵パイロットたちに動揺が走る。

      「わかりました！ お願いします！」

      　コウはクルトの決意を目の当たりにし、進むことにした。

      　五番機とアクシピターが高速で遠ざかる。

      　二機を追いかけようとするレイヴンをフラフナグズが背後から叩き切る。

      　別の場所ではコウ達に向かったレイヴンのうち二機を討ち損なう。クルト自身も、死ぬことを怖れた他のレイヴンに取り囲まれた。

      　まずはクルトのフラフナグズから排除を決めたのだ。

      「残り九機。──いくぞ、害鳥ども」

      　クルトが吼え、レイヴンとの戦闘が始まった。

      
        

      

      　五番機とアクシピターに追いつくべく、レイヴン二機が加速する。

      　進んでいた五番機とアクシピターが突如振り返り、横斬りを行う。

      　二機はあっという間に両断された。

      　背後から迫る敵を斬る技は、どの流派にもある。

      　コウが行った背後への攻撃は突き技だ。胴体を刺し貫かれたレイヴンが体をくの字にしたときには、上段斬りで右胸部装甲を破壊されていた。

      「やるねえ、コウ君」

      　兵衛もあっさりと仕留めていたようだ。

      「五番機がサポートしてくれるおかげですよ」

      「よくいうぜ。頼もしい」

      　兵衛にとって、コウと一緒に戦うことは心躍る体験となりつつあった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｒ００１要塞エリア南方の海洋から、二種の空母打撃群が出現している。

      　五行重工業は商船改装空母〔ジュンヨウ〕を旗艦とした空母打撃群だ。アストライアと同じく、周囲の護衛艦は通常のリアクター搭載の、護衛艦隊である。

      　かつて地球の企業が商船を改装した空母から名を取った。五行重工業が制作する兵器の命名規則は、日本語表記を元にしている。艦船はカタカナ表記だ。

      　旗艦ジュンヨウは五行重工業がストーンズの襲撃に備えるべく用意していた商船用の輸送艦が元だ。高速移動が可能な双胴艦カタマランである。

      「軌道エレベーターはいつ見ても壮観な眺めね」

      　海上に設置された巨大な建築物をジュンヨウ艦長オカダ・エリは見上げた。蒼天を貫く巨大な塔は、赤道付近である海上に設置されている。

      　この大型高速輸送艦はＡスピネルではなく防衛ドームと同等のＡカーバンクルを使用している。宇宙艦に近い防御力を持つ。

      　そうでもしなければ、護衛もない輸送船がマーダーの襲撃に耐えられるはずもない。

      　その商用輸送艦を五行重工業が来るべき日に備え、改装したのだ。

      「ソウヤもいよいよ出番ね」

      　エリが小さな声で呟く。五行の誇る軍艦はジュンヨウだけではない。そのなかでも特殊な強襲揚陸艦があった。

      　先頭を進む、破砕強襲揚陸艦。この艦もジュンヨウと同じくＡカーバンクルのリアクターを採用している。

      　破砕強襲揚陸艦〔ソウヤ〕。

      　本来は惑星アシアでの南極や北極など氷に覆われた極限地域作業を行う資源開発用研究船だったが、多数のシルエットと観測機を搭載されていることを受け強襲揚陸艦に改造され軍艦となった。

      　ジュンヨウを中心とする空母打撃群の後方にアストライアが到着した。大きな水しぶきを上げ着水する。

      　二社への戦闘支援を行うためだが、現状では必要なさそうだ。

      「彼らが要塞エリアのシェルターを破壊するそうですね」

      　オペレーターに戻ったアキが告げる。

      「そう聞いています。突破口は五行が。その後、ＢＡＳ社が続くそうです。もしうまくいかなかったら私たちが手伝いましょう」

      　アキの心配は杞憂だった。

      　破砕強襲揚陸艦ソウヤの船底から、巨大なドリルがせり出した。しかも二本だ。

      　そのドリルは長く、船体全体とほぼ同じ長さだ。

      『アルキメディアンスクリューも兼ねている、双ドリル強襲揚陸艦ですか。あの構造、陸地も想定していますね。なんて変態的な艦艇を』

      　アストライアも呆れる変態構造。

      　巨大なドリルは沼地や破氷が本来の用途だが、攻城用破砕兵器としても運用できるように設計されていた。

      　地面を削りながら低速だが陸地もいけるだろう。構造的に平坦な道は不向きである。

      「ヴォイみて！ ダブルドリルだよ！」

      　興奮したエメは思わずヴォイに連絡をする。

      「なに？ おお、すげえ！ さすがコウがいた故郷の企業だ！」

      「それは関係ないと思うけどね！」

      『コウに見せてはいけません。アルキメディアンスクリューを使った陸地走行のドリル戦車を作りかねません』

      「それだ！ ドリル推進のドリル装備戦車！」

      『いけませんよ、ヴォイ！』

      　本気で慌てるアストライア。

      「コウに相談だな！」

      『く。しまった！』

      　ヴォイからの通信が途絶えた。

      　本気で焦るアストライアをよそに、巨大なドリルに目を輝かせるエメだ。

      　エメの見ているさなか、ソウヤは眼前のシェルターの左右に穴を開けた。

      　ラムで壁面の中心を一突きしてやれば、すぐに破壊できるだろう。

      「聞こえますか。アストライア。ここから先は、ＢＡＳ社が要塞エリアの攻略に入ります。もうすぐ到着とのことです」

      　ジュンヨウの艦長オカダ・エリから連絡が入る。

      「了解しました、エリ艦長。レーダーにも新たな空母打撃群と友軍信号確認できました」

      　オペレーターであるアキが返信する。

      　友軍信号とともに巨大な艦影が見える。

      「あの戦艦、ものすごく大きいね」

      　エメが映像をみて驚嘆の声をあげる。

      　巨大な艦影は、アストライアを上回るものだった。

      『ＢＡＳ社の超弩級戦艦〔グレイシャス・クィーン〕ですね。全長一・五キロ。装甲空母と航空戦艦を組み合わせたコンセプトを持っているようです。宇宙にこそ行けませんがかなりの戦闘力を誇っています。新造された軍艦では最強の一角を誇るでしょう』

      「艦長はジョージ・アーブノット提督ですね」

      　アキが補足をしてくれる。

      「ＢＡＳ社はどんな会社なの？」

      「英国系企業ですね。一点豪華主義だと言われています。あのグレイシャス・クィーンにお金をかけすぎて、かなりの財政難だとか。噂によると失敗した兵器をそのまま量産して使うレベルだそうです」

      「だ、大丈夫かな」

      　不安げなエメにアストライアが答える。

      『英国特有の先進性と伝統を重んじる企業のようです。兵器開発は英国とともにある、といっても過言ではありません。海軍は真っ先に戦車の有用性に気付き、陸軍では主力戦車を最初に開発した。それが英国なのです』

      「すごそう」

      『数々の発明は偉業です。さらにいえば海軍はとくに驚異的なものばかり。超弩級戦艦を始め、航空母艦の概念は英国が提唱し日本が最初に作りました。ホバークラフトや甲板駐機を増やすための着艦用アングルド・デッキ。そして垂直離着陸機もまた革新といえる航空機でした』

      「彼らが母国の歴史を誇りに思うのもわかる気がする」

      　エメは素直にアストライアの言葉を聞いた。

      　アストライアも余計なことを言わないように気を遣ったのだ。

      『友軍に公開されている兵器のデータリンクもできます。隠しているものがいくつかあるようですが公開されているものは確認しましょう。レーダーで確認する限り戦艦の他に空母一隻、護衛艦複数は同じのようですが』

      　データリンクを行ったアストライア。

      　解析が進むにつれ、その顔はどんどん澱んでいく。

      『エメ……』

      　これほどまでに力がないアストライアの声は初めて聞いたエメ。

      「どうしたの？ アストライア」

      『提案があるのですが』

      「うん」

      　アストライアのすがるような、懇願する視線にエメは若干引いている。

      『今すぐ引き返してシルエットベースに帰還しましょう』

      　アストライアは真顔でそういった。

      「落ち着いて。アストライア。何を見たの？」

      『申し訳ございません。私としたことが。あまりに理解できないものがあったので、思考処理が停止寸前になるほど動揺してしまいました』

      「なにこれこわい。──アキ。いったん私たちは後退。後方監視を強化すると伝えて」

      「了解しました」

      　艦影を目視できるようになった。純白の超弩級の航空戦艦に、続く純白の空母。艦載機が甲板駐機してあった。

      　同じく純白の空母は高さが三百メートル、長さ一キロ。動くメガフロートだ。

      　一見するとあやしいものではなさそうである。

      　その周囲を輪陣形の配置についた護衛艦が続く。

      　アストライアに詳細を聞こうとしたところ、グレイシャス・クィーンから通信が入る。

      「こちら、ユリシーズ所属グレイシャス・クィーンのジョージ提督だ。エメ提督、お初にお目にかかる」

      「はじめましてジョージ提督。慈悲深き女王陛下グレイシャス・クィーンのユリシーズ。このたびは参戦ありがとうございます」

      「どういたしまして、話のわかるレディ。あなたの勇気に応えたいと思う。まずは我々に先陣を切らしていただきたい。五行殿とは話を済ませてある」

      「了解いたしました。よろしくお願いします」

      　グレイシャス・クィーンはソウヤが開けた孔に艦体ごと突っ込んでいく。

      　豪快な進入にシェルターは瓦礫がれきのように崩れていく。

      　その後ろを長方形状の純白の空母が通り過ぎる。

      「アストライア。あんな形の航空機は初めて見た。十字架型っていうのかな」

      『この時代では誰も見たことがないかと思います』

      「地球ならあったの？」

      『ありました』

      　ＡＩなのに疲れたような声をだすアストライア。

      　その頃、グレイシャス・クィーンでは提督でブリーフィングが行われる。

      「エメ提督も言われた、我ら高貴なる女王陛下のユリシーズ！ その名に賭けて負けるわけにはいかん。英国魂を見せつける時だ！ 頼んだぞ」

      「アルゴナウタイの度肝を抜いてやりますよ」

      　名をアベル・シール・ハロウェイ。細長の顔に笑顔を絶やさないＣ級構築技士であり、ジョージの片腕だ。

      　彼もＭＣＳ型のコックピットから空母を操作している。

      「エメ提督、エリ艦長。聞こえますか。私はＢＡＳ社の構築技士アベルです。こちら空母白鯨モビィ・ディック。この空母本体に敵の攻撃をできる限り引きつけますので、敵航空隊の迎撃をお願いします」

      「こちらジュンヨウ。了解です。またやらかす気ですね、アベルさん」

      「やらかすとは失礼な」

      　どうやらエリは面識があるらしい。アベルにいつものことなのだろう。彼女の言葉を軽く受け流し微笑んだ。

      「アストライア、援護に回ります。モビィ・ディックはＡカーバンクル搭載ですか？」

      　敵の攻撃を引きつけるとは、モビィ・ディックの巨体に通常の装甲では厳しいはずだ。

      「シルエット同等のＡスピネル搭載型ですよ」

      「大丈夫ですか？」

      「おまかせあれ」

      　アベルはにやりと笑った。自信に満ちた笑顔だ。

      「モビィ・ディックに搭載している艦載機は全て攻撃機です。対空能力はありませんので制空戦闘は五行さんに任せます。モビィ・ディックが轟沈のち、各自上陸作戦に移行してください」

      「轟沈前提ですか！」

      　破天荒にも程がある戦術だ。思わずエメも大きな声を出してしまう。

      「轟沈前提です。ご覧頂ければわかりますよ」

      　そうして巨大な船体はまっすぐ先頭に立ち、要塞エリア内を進んで行く。

      　モビィ・ディックを先頭に離れた場所にグレイシャス・クィーン。そして左右に護衛艦隊が並んでいる。

      　その後ろをジュンヨウの艦隊とアストライアが続いていた。

      　敵の航空機は準備中なのだろう。今は陸地で大規模な地上戦を行っている。

      　要塞エリア内には上空まで覆うシェルターがある。ドーム型になっているが、頂点地点で三千メートルの高さであった。高速の戦闘機が飛ぶには適していない。

      　地上部隊が海岸沿いや港沿いに集結する。地上からの砲撃がメインとなるのだ。

      　アルゴフォースが手こずっている間に、モビィ・ディックの甲板から航空機が発進する。

      　軌道エレベーターがあるＲ００１での要塞エリア内での戦闘が始まろうとしていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「敵空母から航空機が大量に飛来してきます。その数二百機以上です！」

      「駐機している航空機だけか。まずは先頭のあの空母を叩き落とせ！」

      　対艦攻撃に切り替えたアルゴフォースの戦闘機パックも、ようやく数が揃いつつあったようだ。

      　また三百メートル以上の高さがある高層ビルからシルエットが狙撃体勢に入った。

      　モビィ・ディックに向かってレールガンや対地ミサイルが放たれた。

      　空母は直撃を受け、甲板を砕かれながらも迫ってくる。

      　アルゴフォースも困惑していた。徹甲弾系は吸い込まれ、榴弾系は小さな爆発のあと、延焼もせず消えるのだ。

      「ええい！ 直撃させているはずだ！ なのに孔一つ空かない！」

      「隊長。それが……」

      　下士官が言いにくそうに切り出した。

      　この上官はすぐ怒鳴るから苦手なのだ。

      　事実を言ったら、怒鳴られるに決まっている。

      「どうした。言ってみろ！」

      「解析した結果。あの空母、氷です」

      「は？ アイス？」

      「はいイエス！ 氷塊アイスブロックですね。氷のかたまりでして。氷山を削ったのかもしれませんねえ」

      「馬鹿をいうな！ 仮に氷だとして！ 戦闘機や攻撃機はどうなる！ ジェット噴流で氷が溶けるだろ！」

      「あ、あの確証はないのですが……」

      「歯切れが悪いな。お前は。怒鳴らないからはっきりいえ！」

      「プロペラ機です。ほら、あのブーンって飛ぶ、レシプロ機風の。あんな感じです」

      「は？」

      「プロペラが高速回転する、プロペラ機です」

      「ふざけるな！」

      　やっぱり怒鳴ったじゃないか。不満げな下士官だ。

      「どこの世界にレーザーやレールガンが飛び交う世界でプロペラ機を作る馬鹿がいる！」

      　モビィ・ディック内でアベルが聞こえていたかのように、にやりと笑う。

      　敵が軽く混乱しているようだ。彼の目論み通りだった。

      「氷塊空母と、電動の二重反転プロペラ採用の双発攻撃機ブーンですよ。愉快ブーンでしょう？」

      　マッドサイエンティストもかくやという、狂気に満ちた笑顔だった。

      　双発の二重反転プロペラを装備した、攻撃機ブーン。空戦能力はないが胴体部分には電磁装甲も装備してある。

      「ともかくだ！ あの氷の塊は邪魔だ！ はやく破壊しろ！」

      「それが……」

      「まだあるのか！」

      　指揮官は驚き疲れていた。

      　超破壊力のパンジャンドラムのほうが、まだましかもしれない。

      「周囲の海水を吸収して製氷しているようで、敵艦体が復元していくのです」

      「な、な……」

      「リアルタイムで瞬時に復元していきます。我が軍は弾丸でかき氷でも作っているようなものですよ」

      「どんな原理で瞬時に製氷するというのだ！ シルエット用のかき氷でも作る気か、敵は！」

      　復元していく氷塊空母に、プロペラの航空機による空襲。もはやでたらめともいえる。

      　沿岸の迎撃部隊は大混乱に陥っていた。

      
        
      
      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「なにあれ……」

      　異様な光景にエメが絶句している。

      　砕けた氷塊空母が、瞬く間に復元していくのだ。

      「どうやって氷を作っているのかな」

      『ブライニクルという自然現象を応用しています。触れたものを瞬時に冷凍する、死のつららと呼ばれているものです。死のつららを疑似的に作り出し、エックス状に伸ばすことによって長方形状の氷で出来たメガフロートを形成しています』

      「氷で空母なんて作ろうと思う発想がありえないよね」

      『過去の地球、英国では氷山空母が計画されていたと記録にあります。その着想をもとに開発した空母型メガフロートといったところですね。何をどうやったらブライニクル現象を応用して空母を作るという発想になるか理解しかねますが』

      「あのプロペラの飛行機もその時代の？」

      『双発のプロペラ機ですね。レシプロエンジンのかわりに静粛性に優れた電動モーターの二重反転プロペラを採用しています。軽量機体であり時速九百キロは出ます』

      「でも、それだとすぐに撃墜されちゃいそう。ファミリアたち大丈夫かな」

      『心配ありませんよ』

      「アストライア？ なんで目がうつろになっているの？！」

      『アレ、凄いですから。ほんとうに』

      　アレと呼ばれた攻撃機ブーン。まだ隠された秘密があった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「敵攻撃機、対空ミサイルで補足できません！ レーダーでも補足困難。敵はワイヤー誘導の対地ミサイル攻撃に特化している模様です」

      「ふざけるな。なんでだよ」

      　下士官の報告に上官が疲れた声を出した。

      　上官の威厳もかなぐり捨てる。

      「要塞エリアの管制ＡＩの解析予測でました。あの戦闘機は木製です。人工木材のようです。解析を進めます」

      「……ウッド？」

      「正確には木と水で構成されています」

      「もう聞きたくない」

      「そんなこと言わず聞いてくださいよ。正確な解析結果が来ました。敵の航空機の材質。植物由来のナノセルロースとほぼ水のアクアマテリアルで出来ているのです」

      　なぜか嬉しそうに報告する下士官。

      　彼もまたやけくそかもしれない。

      「そんなもの撃ち落とせ」

      「小口径の徹甲弾だと敵の翼が薄すぎて貫いてしまうのです。その後アクアマテリアルによって、孔が塞がれてしまって。木製の翼を水のスポンジで包んでいるのです」

      「……」

      「胴体やＭＣＳ回りはちゃんと電磁装甲みたいです。木と水の割に頑丈ですね」

      「レーザーは？」

      「成分がほぼ水のスポンジにレーザーを撃つのですか？」

      「蒸発して威力は減衰するだけ、か」

      　他人事のように言っている。深く考えたくないのだろう。

      　下士官の言っていることは誤解がある。

      　ブーンは撃墜されている。主翼を破壊されても軽さを生かし、ふらふらと海上まで逃げ機体を乗り捨てているのだ。

      　ミサイルしか装備できないので継戦能力も低い。

      　開けた孔がすぐに埋まるという現象が、彼らにブーンを過大評価させていた。

      「レアメタル素材やナノカーボン素材ってなんだろうな」

      「対空ミサイルは敵にジェット噴流もなく赤外線方式では追跡できません。レーダー波も木製樹脂ですり抜けます。金属備品はＭＣＳ内部と機関砲ぐらいで、レーダー上では線が飛んでいるような反応でしか表示されません。投下の爆弾もナノセルロース製です。電動モーターで静粛性も確保。画像認識追尾もフレアとデコイを混ぜられるともうダメですね。おしまいです」

      　下士官が早口になった。やはり嬉しそうに報告してくる。

      　もはや怒鳴る元気もない。

      「おしまいか」

      「ちなみに氷塊空母の背後に超弩級の航空戦艦と宇宙空母のアストライア、見慣れぬ空母も一隻います」

      「……わかった。その話をそのまま、ヴァーシャ様にお伝えし、助言を仰げ。悲しいかな、私では解決策は思いつかん」

      「はい！」

      　勝ち誇った下士官が、外に出て行く。

      　上官は深いため息をついた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「Ｒ００１要塞エリアより緊急連絡です。氷で出来た空母から木と水で構成されたレシプロ機風プロペラ機による航空爆撃を受けているので対処法を求む、と」

      　アルベルトが二人に報告した。

      　カストルもヴァーシャも凍り付いたような表情となっている。

      「氷の空母は多少の攻撃ではその場で復元し、木と水製のプロペラ機も貫通した孔がすぐに塞がれてしまうのだとか」

      「アルベルト。理解可能な言語で説明を求む」

      「文章に起こしましょうか」

      「……すまなかった。許せ」

      　カストルは左手で顔を覆った。そんなことは想定していない。想定しろというほうが無理だろう。

      「水のアクアマテリアルと植物由来のナノセルロース製の航空機か。健康にはよさそうだ」

      　アルベルトが健康食品を揶揄やゆして呟いた。

      「植物由来が体にいいなら、タバコでも食っていろ」

      　苛立ちを抑えきれず、ヴァーシャが吐き捨てる。

      　すぐさま煙草愛好家のアルベルトに気づいて失言を謝罪する。

      「すまない。アルベルト。あなたに他意はない」

      「わかっているよ、ヴァーシャ。申し訳ないが私は一服させてもらうよ」

      　冷静なヴァーシャですら苛立つことに対して、アルベルトも同意見であった。

      　アルベルトですら、ドリル戦車を超える衝撃に言葉もない。人型兵器のシルエットすら飛行する世界でプロペラ機など狂気の沙汰だ。

      　現実逃避するように、アルベルトがタバコに火を点ける。煙を吐き出し、報告を続けた。

      「さらに後方には大きさ一キロ以上の超弩級の航空戦艦とアストライア。その他にも空母が控えているようです」

      「ヴァーシャ。後は頼む。私は地球の古い兵器にはうといのだ。この肉体もな」

      「はい。アルベルト。航空機は全機、対艦ミサイルに切り替えて氷の空母を落とせ。超弩級戦艦やアストライアまでには攻撃は届かないだろうからな。プロペラ機は対地機関砲用の徹甲榴弾で対処だ」

      「わかった。指示を出しておく」

      　アルベルトがＲ００１要塞エリアに対し、無言で指示を出す。言葉にしたくないのだろう。

      「ヴァーシャ。何かないか。感想は」

      「ありません」

      　ヴァーシャも深くは考えたくないようだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「軍用プロペラ機って初めてみた」

      『転移者たちも輸送機以外ではみたことがある者は多くないのかもしれません。ですがコウがサンダーストームの元にした地球の重攻撃機も後継機候補にプロペラ機は入っていました。用途が時代によって変わりつつあったのですね』

      「あのプロペラの攻撃機はどういった特性なの？」

      『ゲームでいうメタ勝ちですよ。とにかく要塞エリア内に特化、敵戦闘機も限られるような状況を想定した機体。ステルス、低空、低速の運動性能を重視した結果、史上初の要塞エリア内における局地戦特化の航空機を作った構築技士がいるということです』

      「メタ勝ちなんだ。そこまで先を読んでいたの？」

      『あんなものは要塞エリアの外では使い物になりません。積載も少ないですし。ビルの谷間を蚊のように飛び回り、地表の敵を攻撃することに特化しています。見事なものです』

      「一応、褒めるんだね」

      『ブリコラージュの本質を体現しています。関係性のないありあわせのものから構築して、まったく新しいものを作る。それが本来のブリコラージュですから。自然現象である死のつららを疑似再現した氷のメガフロートに、プロペラ攻撃機をブリコラージュするなんて頭のネジが数本抜けた天才のみに許される発想。常人では無理です』

      「遠回しに頭がおかしいっていってない？」

      　エメから容赦がない指摘が飛ぶ。

      『あのプロペラ機は、ナノセルロース製ですね。バイオプラスチックです。鉄の五倍の強度で鉄の五分の一の質量。そしてアクアマテリアルはこんにゃくの五百倍の強度を持ちます。食器代わりに惑星アシアでも使われている素材です。空力加熱上、超音速を出さないレシプロ機にこそ応用される素材です』

      　露骨に話題を逸らすアストライアだった。

      「木と水で構成されているって不思議なかんじだよね」

      『ナノセルロースは植物繊維や植物細胞をナノ単位で分解し超圧縮したもの。木や稲藁、じゃがいもなど植物でも可能です。アクアマテリアルは特殊な粘土系の物質に水を加えた、成分の九五％が水なのです』

      「ほぼ水……」

      『エメも食べたことがありますよ。艦内にある溶けないソフトクリームはナノセルロース技術の応用です』

      　軍艦にソフトクリーム製造機はつきものだ。

      「そっかー。私も食べたことあるんだ……」

      『かつて米軍が戦闘機の名称で作ったステルス攻撃機。当時もっとも高価な攻撃機も木材が使われていたのです。鹵獲ろかくされたとき、解析した国はこう発表しました。〔わかったことといえばステルス機に木材が使われていたことぐらいだ〕と。ブーンそのものはＢＡＳ社の予算が不足していたせいもあるのでしょう。破格の生産コストです』

      「グレイシャス・クィーンにお金をかけすぎたっていっていたね」

      　二人の会話中、アベルから通信が入る。

      「エメ提督。そろそろモビィ・ディックが落ちそうです。いったん退避させていただきますよ。対艦ミサイルの連打はきつかったですねえ！」

      　アベルは屈託のない笑顔でエメに報告する。氷塊空母が撃沈されつつあるというのにむしろ嬉しそうだ。

      「ブーンも大戦果を挙げました。素晴らしいファンタスティック！」

      　敵の混乱具合をみると、明らかに彼の勝ちだろう。

      「モビィ・ディックは氷なのに頑丈ですね」

      「海水中にある、ごく少量のアルカリ金属を通じてウィスを通しているのです。高次元投射氷塊ですよ」

      「そんなことができるんだ」

      　エメが見ている間も集中砲火を受け、モビィ・ディックの氷が割れる。

      　そのなかから純白の潜水艦が現れる。

      　氷塊空母を生成する装置の正体だ。無数の突き出した棒がブライニクル現象を生じさせ、長方形の船体を象かたどっていたのだ。

      　作業中にもかかわらず、アベルは優雅に紅茶を煎れていた。

      　潜水艦はすっと水中に消えていく。

      「ではいったんこれで」

      「お帰りですか？」

      　期待を込めてアキがやんわりと問いかける。

      「とんでもありません！ 五行殿が敵航空戦力を掃討し制空権奪取後にまた復帰しますよ。まだまだ私の開発した兵器は活躍していません。ご期待ください」

      「はい。期待しています」

      　その返答とは裏腹に目がうつろになったアキと、視線の先に同様の表情のアストライアがいた。

      「ちょっと待ってください。モビィ・ディックが消えたらプロペラ機さんたちはどうなるのですか？ 母艦がなければ帰投もできないはずです」

      　エメがファミリアたちを心配する。ブーンは甲板駐機でやってきているのだ。

      「大切な友人フレンド達は回収できますよ。この本体の潜水艦モビィ・ディックが無事である限り、数日あれば氷のメガフロートを再形成できます。グレイシャス・クィーンへ甲板駐機も可能です。何より……」

      　潜水艦は颯爽と深海へ消えていく。

      　さながらスパイ映画のように。

      　潜水艦のなかで優雅に紅茶を嗜みながら、余裕の笑みでエメに片目を瞑ってみせる。

      　それは歪んだ合理主義者の一言だった。

      「私たちの勝利は揺るぎない。ならば急いで帰る必要もないでしょう？」

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「敵戦闘攻撃機の迎撃にでます。発艦準備急いで」

      　氷塊空母が敵戦闘攻撃機であるパックの攻撃を受け始めていた。

      　空母ジュンヨウから、迎撃するための戦闘機が準備される。

      「敵はパックか。双発機のほうは高度不足というところね。ならば、こちらが非常に有利」

      　エリが状況を分析し、号令を発する。

      　艦上戦闘機が出撃に入る。

      「七式！ 発艦せよ!!」

      　ファミリアたちが乗る艦上戦闘機が、ジュンヨウから飛び立つ。

      　五行重工業の構築技士堀込が開発している。機動力重視の単発戦闘機だ。

      「零式、続いて！」

      　甲板からせり出す零式と呼ばれたシルエット。

      　前腕にあたる部分と、下腿部にあたる部位に巨大な装甲を施しているが、その部位以外の胴体や上腕部、大腿部は細い。棒きれのようだ。これほどまでにボディのラインが細い機体はそうないだろう。

      　五行重工業のシルエットは運動性と機動性を極限にまで追求した機体であった。

      　頭部は一見モノアイのように見えるが、バイザーが上から覆っている。

      　射撃時はバイザー形態だが、格闘時はバイザーを上げて斬りつける。格闘形態ではバイザーが鉢巻きのようだ。実際頭部の防御機構も兼ねているのだろう。

      　零式部隊が発艦する。そのまま上昇する。それぐらい推力に余裕がある機体なのだ。

      　彼らとともにファミリアが操縦する七式戦闘機がカタパルトから発進した。

      　零式部隊が敵戦闘機部隊との交戦状態に突入した。敵戦闘機パックを驚愕させる上昇能力をもって、戦闘機の上を取る。

      　対艦ミサイル仕様のパックは機銃でしか攻撃できない。軽やかに空を舞う零式を追尾できないでいた。

      「まさか！」

      　パックに乗っているパイロットが驚愕のあまり叫ぶ。

      　上昇中の人型シルエットが目を離した隙に、三翼機の戦闘機形態へ変形していたのだ。

      「可変機だと！」

      　パイロットが驚愕する。可変機特有の戦闘機に変形できるようなバックパックユニットは目視できなかったからだ。

      　変形は二種類ある。タキシネタのように戦闘機そのものを背負い、シルエットになると縮小させ背負うタイプ。

      　ヨアニアやアルゴフォースのアルラーのように戦闘機の主要部分は背負い、そのほかの各パーツは身に纏まとい追加装甲にするタイプの可変機。

      　零式は第三の変形。もしくはヨアニアの亜種ともいえる。

      　最低限のパーツ以外を残し全身に装着するが戦闘機のパーツ以外は極端な細身。戦闘機パーツがなければ骨格とＭＣＳのみのように見えかねない貧相さだろう。戦闘機状態からの変形機構も独自だ。デルタ翼は前腕部に垂直尾翼は両足。水平尾翼と単発エンジンは背中に装備だ。推力偏向ノズルは背部と四肢、それぞれに装備されていることになる。

      　変形した零式は対空ミサイルを複数装備。また戦闘機とシルエット両形態で使える七十五ミリ機関砲を装備していた。

      　胴体部分は背後だが、コンパクトに背負われている。

      　戦闘機状態の零式の特徴的なクロースカップルドデルタ翼は軽量化、機動性向上が見込める。

      　極限までに加速と高機動を求めた機体といえよう。

      　運動能力向上機CCVとして限界まで突き詰めた機体でもある。機体そのものの静安定性を捨て、ＭＣＳによる自動制御と各種スラスターなど能動制御で補っている。

      　機体設計の幅も広がり、ヒト型変形時も飛行機の制約を減らすことができる。

      　ラニウスと同じデトネーションエンジン機構を搭載し、四肢すべてに推力偏向ノズルが付いている。メインは背面の大型ノズルであった。

      　ラニウスは斜めデトネーション波を四肢の運動動作のサポートに使用しているが、零式はデトネーション波そのものを身体操作の主動力にしているのだ。

      『五行重工業……これまた変態的な可変機を作りましたね。ＳＳタイプに該当する金属水素貯蔵型であの運動性と機動力。相当な超軽量機体。機体本体の重量は十五トンを切っています』

      　アストライアも呆れる変形機構だ。

      『装甲が極端に薄いことが欠点でしょうが、利点でもあります。パイロットの技量によって実力差が出るシルエットです。人を選びますが戦闘力は相当なものだと思われます』

      「零式、すごい！」

      　思わずエメも感嘆の声をあげる、その機動性と戦闘力。

      　シルエット状態の零式とパックがすれ違いになる。

      　零式はすかさずライフルを左腰に吊り下げ、右肩の戦闘機本体に仕込まれた太刀を構えパックを上から突き刺した。

      　コールドブレード──本来なら冷間加工用に使われる、異なる原子を加えた冷間ダイス鋼に改良を加え、シルエット用のブレードに転用したものだ。トライボロジー特性が隠れた切れ味にも貢献する。

      　高次元投射装甲で強化された装甲もウィスを通した状態なら容易く斬ることができ、靱性じんせいも高い。

      「ありがとうございます。エメ提督。いまだ五行重工業は金属水素生成炉を購入できません。機動性と運動性、航続距離、そして価格を兼ね添えた機体を作ったのです」

      　エリが礼を言う。自社兵器が賞賛され嬉しいのだ。

      　五行重工業は本来、戦車やシルエットを得意とする会社だが航空機は技術不足で手が出せないでいた。そこに技術開放が行われ、一気に研究が進んだ。悲願ともいえる可変機機構開発に邁進した。

      「その代わり装甲と積載はトレードオフです。現在この場にいる零式は三百。それだけ量産性に優れた証拠ともいえるでしょう」

      「失礼ですが、傭兵への販売価格は？」

      　アキが興味津々だ。

      「そうですね。五十万ミナ程度でしょうか。日本円で五十億円です」

      「安い！ タキシネタの三百万ミナは金属水素生成炉だから当然としても、簡易型のヒートライトニングが八十万ミナだから、それよりもさらに安いとは」

      　コウのために数機購入しておこうかとさえ迷い始めるアキであった。

      『アキ。大至急、零式の戦闘すべて、詳細に録画してください』

      「了解です。ですが、そこまで？」

      『さっきのアレとコウを引き離すためには、刀好きのコウにはちょうどよい目くらま……話題反らしに使えます』

      「その意見には賛成ですから、最後まで言い切っていいですよ。アストライア。遠慮はいりません」

      　彼らが見ている間も零式はパックを撃墜していく。

      　背後にいる七式も軽快な単発軽戦闘機で支援攻撃を行っているが、零式の露骨な弱点が露呈した。

      「危ない！」

      　地上からのレールガンと対空機銃を同時に零式が受けた。

      　それらをなんとか回避するものの、別のパックから放たれた対空ミサイルを受け、左腕と左の推力偏向スラスターが損傷した。

      　シルエットの武装に使用される燃焼式軽ガス方式を採用したライフルやレールガンが撃ち出す砲弾はマッハ五から九。目視からの回避は不可能だ。だからこそ生まれた高次元投射装甲であり、電磁装甲なのだ。

      　零式の装甲は脆い。外観からもわかるように位置取りや機動力、運動性による回避を追求した機体だ。

      　回避行動と敵機との位置取り。パイロット技量で対処するしかない。

      　電磁装甲ではあるが装甲厚そのものが薄い欠点を解消できるほどではないのだ。

      　スラスターは生きている。撃墜された零式は回避行動を取りつつ海面をかろうじて飛んでいた。

      　零式をかばうべく七式とエッジスイフトがカバーに入った。

      「二式！ お願い！ エミリー！」

      「任せて！」

      　エミリーと呼ばれた狸型ファミリアが応える。

      　エリの命令を聞くまでもなく、すでに向かっていた。護衛艦隊に随伴していた航空機が零式を救出するべく向かう。

      　二式大型航空艇。五行重工業が誇るシルエット運搬艇だ。

      　水陸両用機として構築されている。飛行機であり、艦艇だ。その巨体はサンダーストームを上回るほど。

      　空母打撃群を補佐する輸送水上艇でもある。装甲を重視した巨大艇は空飛ぶ装甲車。空戦、対地能力もそれなりにある。

      　巨大なダクテッドファンを装備し、両翼にはフロートが付いている。

      　フロートは海面と接触し、内蔵されているウォータージェットを駆動させ海面を疾走する。

      　機銃攻撃を受ける零式をかばうように覆う。多少の被弾などもろともしない。

      　この機体もまた空飛ぶ装甲車ともいうべき代物。

      　二式大型航空艇は零式を回収し、即座に海面から舞い上がった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「地上からの砲撃が厄介ですね」

      「ええ。ビルの屋上から狙撃機のシルエット、そして沿岸部には大量の防衛シルエットです」

      　エメたちが敵配置の状況を分析中だ。

      「艦砲射撃で攻撃を行っているが、小さい目標は苦手でね。ブーンはビル街を中心に移動。敵航空基地や弾薬庫を中心に攻撃している」

      　四百六十ミリの主砲を保つグレイシャス・クィーンもシルエットサイズでは有効打にならない。

      「ご安心を皆様。海中でのブリコラージュが終わりました」

      　にこやかな笑顔のアベルが、通信に割って入る。

      「アベルさん。今度は何をやらか……何を構築されたんですか？」

      　付き合いがあるエリが嘆息とともにたずねる。

      「驚くことなかれ。皆様にこれを」

      　全員に転送されたもの。それはＲ００１要塞エリアの詳細な航空写真製の地図。２Ｄ地図と航空写真地図の切り替え可能なわかりやすい地図だ。

      「これは？」

      「友人たちのおかげです。ブーンは写真偵察を行いました。対地攻撃はついでなのですよ。彼らから送られた写真を合成し、たった今作成しました！」

      　胸を張るアベル。

      『見事なものです』

      　アストライアも認める、細部まで詳細な鳥瞰図であった。

      　Ｒ００１要塞エリアは強奪されて三十年以上経過。内部構造も変わっている。

      　今手元に送られた詳細地図は現在の航空地図。敵の集結位置や、補給路も予測可能だろう。

      　重要拠点の予測も容易となる。敵補給線を絶てる可能性まであった。

      「たしかに見事です。驚きました」

      　エリもアストライアの意見に同意する。驚くと発した言葉こそ棒読みだが、アベルは優秀な構築技士なのだ。変な方向でも優秀なだけ。

      　彼女はこの変わり者の構築技士を短い付き合いでも理解していた。

      「我々は揚陸作戦に移る。よろしいかな、エメ提督」

      「お願いします。アストライアに陸上戦力はないので」

      「了解だ。揚陸作戦を開始する。目標はこの航空地図で分析を開始しろ。揚陸艇準備急げ！」

      　ジョージが鳥瞰図を元に侵攻ルートを設定し、命令を発する。

      　航空戦艦であるグレイシャス・クィーンは多目的艦。シルエットの運搬能力も高い。

      「大変危険ですから、五行殿は我らの揚陸後に上陸を」

      「了解しました。初手は何をするのです？」

      　エリの問いにジョージが露骨に目を逸らした。

      　不気味なものを感じ、エメが思わず割りこんだ。

      「え？ 何をするのですか？」

      「私の新兵器をもって、敵要塞攻略戦を実施します！」

      　自信満々なアベルが、ジョージの代わりに回答を発した。嬉しさを隠しきれないその姿に違和感を覚えるエメ。

      「奴らにみせてやりますよ。英国流真のパンジャンドラムというものを！ 二種のパンジャンドラムを用い、敵重要拠点の粉砕いたします！」

      　アキと画面端のアストライアが両手で顔を覆った瞬間を、エメは見逃さなかった。

      「なんでよりにもよってパンジャンドラムを二種類も……」

      　怨嗟えんさに満ちたアキの声がアストライア内の戦闘指揮所に響く。

      　グレイシャス・クィーンからホバークラフト型の揚陸艇が発進していく。その数四十機にも及ぶ。

      　揚陸艇にはシルエット四機と十メートルサイズのパンジャンドラムがそれぞれ二輌搭載されていた。

      「パンジャンドラムは要塞攻略用として揚陸艇搭載前提で開発されたもの。今こそ出番といえましょう」

      　嬉しそうなアベルに、エリが疑問をぶつける。

      「アベルさん。質問をよろしいでしょうか」

      「どうぞ！ エリさん」

      「どうして地上自走爆雷パンジャンドラムなのでしょう？ 命中率なら大型のミサイルをマッハ十以上で飛ばすか、コストを安く済ませるなら無人のトラックに爆薬を詰めるなどの改良をしたほうが安上がりでは？」

      「ちぃ！」

      「は？」

      　思わず漏れたアベルの舌打ちに、圧さえを感じるエリの相槌だった。

      　アベルはにこやかな笑顔に戻り、質問に答えた。

      「失礼。先ほどデザートのトライフルで胸焼けを。まずミサイルです。弾頭の他に推進剤を載せる必要があります。さらには高次元投射装甲とリアクターを搭載しなければいけません。それだけでも長さ十メートル、径三メートルになります。ミサイルとしては非現実的な大きさです。そのサイズだともう戦略級ミサイルですよね」

      「確かに」

      「次にトラック改良案ですが、パンジャンドラムはあくまで使い捨て兵器。トラックは部品点数三万点以上の乗り物です。コストはトラックのほうが高額であることは明白です。パンジャンドラムなら部品点数は多くても千点もありません」

      「なるほど。それは確かに」

      「おわかりいただけたでしょうか」

      　大嘘であった。

      　ミサイルは正しく真実を述べているが、トラックに関しては部品点数が少なくても大量生産しているトラック部品にＭＣＳを抜けば転用可能だ。こちらのほうが安いに決まっている。

      　パンジャンドラムの材質は金属とナノセラミックの複合材だ。これらの大型鋼板生産施設を新造するより、無人トラックの量産ラインを使ったほうが安い。

      　重要なことはパンジャンドラムであることなのだ。

      　言いくるめられたエリ艦長。疑惑のジト目でアベルの通信画面を見ているアキ。

      　空気を変えるべく、エメが割りこんだ。

      「多くの兵器をブリコラージュされますよね。アベルさん」

      「私の仕事は変化する戦争のニーズに応える実験兵器をブリコラージュすることですからね。パンジャンドラムもまたニーズにあわせて進化するのです」

      　アベルは画像を映し出す。

      　画面には左右が円錐状に伸びたパンジャンドラムが転がり始めていた。

      「これは？」

      「エメ提督にはお知り合いに日本人がいる模様。ベーゴマという日本のホビーを存じていますか？」

      「知っています！」

      　エメもまたセリアンスロープたちの日本ブームに倣い、暇さえあればコウがいた日本文化を調べている。

      「疑似フィールドデータをすり鉢状に設定し、パンジャンジャンドラムをベーゴマに見立て、不規則に、かつ的確に目的地に送り込む。それがスピニング・パンジャンドラム。第一弾のパンジャン。計二十輌あります」

      「スピニング・パンジャンドラム！」

      　なんだかよくわからないがとにかくすごそうだ。エメもその迫力に屈してしまう。

      「先ほどの鳥瞰図をもとに火薬庫や燃料庫とおぼしき場所を推測しました。さっそく、これらに向かって放ちましょう」

      　アベルの指示とともに、シルエットがスピニング・パンジャンドラムを発射する。

      　二十輌のパンジャンドラムはロケットで走り出し、お互いにぶつかり弾け飛び回転しながら突き進んでいった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「パンジャンドラムがやってきたぞ！ カストル様の想定通りだ！」

      「アレをもってこい！」

      　アルゴナウタイ側も対策していたようだ。

      「ネットだ！ あいつを止めるネットをもってこい！」

      「あいつ用の工作車もあっただろう」

      　パンジャンドラムの襲撃を予期していたかのように、対策用の兵器が現れる。道路と道路の間を塞ぐネットと、戦車改造の工作車両だ。

      「ネットに引っかかったぞ！ 安全装置が付いているはずだ。そのまま撃破しろ！」

      「大丈夫かよ」

      「こいつに搭載できる火薬なんてたかが知れているだろ。艦内で誘爆したら大変だからな。撃て！」

      「わかった！」

      　アルマジロがロケットランチャーを撃ち放つ。

      　大量の金属水素が爆発した。巻き込まれるアルゴフォースのシルエット。

      　彼らの想定しなかった事態が発生。──安全装置など付いていなかったのだ。

      　周囲が爆発に巻き込まれる。高次元投射装甲のおかげで多くのシルエットにはダメージは深くないものの、付近にいたシルエットは爆轟の直撃を受け半壊した。

      「やべえ！ 安全装置はなさそうだぞ！ 狂ってやがる！」

      「だめだ！ やはり工作車を用意しろ！」

      「ネットであれを捕まえろ！ ビルの屋上から狙撃する！」

      　アルゴフォースも考えられるすべての手を打ち、パンジャンドラムを撃破していく。

      「アストライア。あれ本当に安全装置も付いていないの？」

      　吹き飛ばされるアルゴフォースのシルエットをみて、エメがアストライアの見解を尋ねる。

      『最短有効射程距離みたいなものはありますよ。たぶん』

      「たぶんって」

      『確認する気力が起きなかったもので。あれはロケット推進で自走する爆雷です。ミサイルではないですから安全装置など付いていないかもしれません』

      「こわい」

      　ユリシーズの共同回線に報告が入る。

      「スピニング・パンジャンドラム、撃破されています！」

      　オペレーターから報告が各艦の戦闘指揮所内に流れる。

      「ネットで対抗か。狭い通路を走っているのだからネットを張れば十分よね」

      　冷ややかなエリ。

      　ジョージもスピニング・パンジャンドラムが破壊される様子をグレイシャス・クィーンはブーンから送られる映像で見ていたが、見慣れぬ工作車が映っていた。

      　それが何かを見抜いたジョージは苛立ちを隠さず舌打ちする。

      「むぅ。あれはＡＰＷ。アルゴナウタイめ。卑怯な！」

      「ＡＰＷとはどのような兵器なのですか？」

      「対地上自走爆雷兵器アンチパンジャンドラムウエポンだよ。連中はパンジャンドラムの脅威に気づいていたらしい」

      　ジョージが今にも歯軋りしそうな形相だ。

      『誰かさんのせいで散々な目にあっていますから。対策ぐらいするでしょう』

      「あんなものをいちいち想定していたら、戦略を組み立てられるかな？」

      『エメ。あなたはそのままでいてください』

      　道路を走るパンジャンドラムを、戦車を改造した工作車が受け止める。

      　巨大な壁を思わせるドーザーに、ハサミと呼ばれるフォークが備えられている。

      　スピニング・パンジャンドラムを断ち切ろうとするが、やはり強固。無理のようだ。

      　周囲に隠れていたシルエットが肩撃ち式のロケットランチャーを発射し、破壊する。爆風は盾代わりのドーザーで受け止めるのだ。

      「くぅ。爆轟をあのような方法で殺すとは！」

      「どうみても戦車を改造した工作車に超大型ドーザーとフォークを備えただけの車両ですよね？」

      「ただのホイールローダーやないかーい」

      　アキとエリが思わず割りこむ。

      「アンチパンジャンドラムウエポンなど、奴らは追い詰められていると見える」

      「主に精神的にだと思われます」

      「あんなものが転がってきたら。ねえ？」

      　アキとエリのツッコミは止まらない。ジョージは真面目にいっているにも関わらず、だ。

      「ダメです。ジョージ提督。全てのスピニング・パンジャンドラムが撃破されました！」

      「なんだと！」

      「驚きはないよね。地上自走爆雷だから。地面を転がっているだけ。いくらでも対策できるよね」

      　アベルの報告に驚愕するジョージと、冷淡なエリ。

      　巨大な自走爆雷など的でもある。処理の方法などいくらでもあるだろう。

      「だが我々は負けない。もはや打つ手はないか？ 否だ！」

      　ジョージは芝居がかった声を上げる。

      「そうだろ？ アベル」

      「はい。私たちには、奴らの想定を上回るパンジャンドラムがあります。ＡＰＷなどに負けないぐらいのね」

      　自信満々に答えるアベル。

      「今こそ真価が試される本命のパンジャンドラム！ 六十輌の猛攻に奴らが耐えられるかな？」

      　ジョージとアベル以外、全員の表情に昏い影を落としたことは言うまでもない。

      「本命のパンジャンドラムはどんな能力なのですか？」

      　空気が読める子、エメがアベルに聞いた。

      　このままでは皆が凍り付いたままだとわかっていたからだ。

      　待っていましたとばかりに満面に笑みを浮かべるアベル。

      「巡航クルーズミサイルという誘導ミサイルはご存じですね」

      「はい。一種の自立型の精密誘導ミサイルですよね？」

      「そうです。攻撃場所へ自律航行するミサイルです。弾道ミサイルと違って高高度の弾道軌道に乗せる必要もないのです。速度を調節し、必要とあらばビルなどの障害物を迂回しながら低空飛行を行い、敵最深部の要所を破壊します」

      「まさか次のパンジャンドラムは……」

      「そうです！ 巡航クルーズパンジャンドラムなのです！」

      　巡航パンジャンドラムが発射された。

      　警戒しているアルゴナウタイは、要所に対地上自走爆雷兵器である戦闘工作車を配置して対策している。

      「つまり、巡航パンジャンドラムはビルやＡＰＷなどの邪魔な障害物を迂回し、敵の要所を攻撃する爆雷なのですね？」

      「ビルを迂回？ しないですよ！」

      　再び不気味な笑みを浮かべるアベルに、エメは恐怖を抱いた。

      　画面に映っているパンジャンドラムは、ビルの壁面を垂直に駆け上がっていった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　狙撃用の大出力レールガンを構え、ビルの屋上で敵機を攻撃するシルエット。

      　彼らはアルゴナウタイに雇用された傭兵部隊だ。

      　狙いはブーンや零式。航空機を狙い撃ち落とす役割だが、その威力をもって地上への火力支援も行う。

      　僚機も同様にビルの屋上にいる。輸送機により屋上へ移送されたのだ。

      「おい、下から！」

      　警告が僚機から伝わる。

      「下？」

      　パイロットは下を見た。

      　遠く離れた地面と豆粒のようなシルエットしかないはずだ。

      　違った。それは確かにそこにいた。

      　巨大な糸車状の物体が、ビルの壁面を猛烈な勢いで這い上がってきたのだ。

      　ロケットの炎が見える。高速に壁を転がっている物体をパイロットは目視してしまった。

      　例の地上自走爆雷だ。ビルを駆け登るとは聞いていない。

      「な、なんだ？」

      　叫んだ時には遅かった。慌てて機体を後方に下げる。

      　パンジャンドラムはビルの屋上に到着し、ロケットの勢いのまま垂直に跳ねた。

      　呆然とするパイロット。

      　先ほどまで狙撃機がいた場所に、パンジャンドラムは着地した。

      　いったんロケットの噴射は止まっていたが、彼の見ている前でロケットが再始動した。

      「しまっ」

      　そのまま狙撃機のシルエットは勢いよく跳ね飛ばされた。

      　地面まで三百メートル。

      　もがいたところで、時すでに遅し。

      　遠目に彼の機体と同じように跳ね飛ばされ、墜落していく僚機が見えた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　巡航パンジャンドラムの多くは無傷で、ひたすら転がり続けて目的の場所へ到着した。

      　そこは火薬庫。シルエットサイズの外壁に、内部倉庫に積まれている弾薬。

      　門にはシルエットが二機常駐して警戒に当たっている。

      　敷地内では要塞エリア外で戦闘を行っているアルゴフォースのため、巨大な輸送トラックが搬入した弾薬が詰め込まれている。

      　レールガン系の砲弾は火薬不要だが、軽ガス系の砲弾は水素ガスを注入する必要がある。この二種は弾頭が共通であることが強みとなっており、惑星アシアはこの砲弾規格が主流だ。

      　積み込みと作業のなか、それはやってきた。

      　巨大な糸車が、はるか遠くのビル屋上から飛び込んできたのだ。

      　パニックになる作業用シルエットたち。

      　そんな彼らを無視して、パンジャンドラムたちは我先にと屋内の門へと突入する。

      「撃ち落とせよ！」

      「ダメだ。どのビルに飛び移るかわからない上に、速度が妙に速い！」

      　巨大な車輪とロケットしか付いていない。速いのも当然だ。

      　パンジャンドラムの群れがビルからビルへと飛び交い、欺瞞行動のごとく方向がでたらめな動きを行っていた。

      　戦時での補給作業中だったことと火薬庫への警報が遅れたことが運の尽きだった。

      　体を張ってパンジャンドラムの回転を止める作業用シルエット。

      　屋内を突き進もうとする巡航パンジャンドラムに、五機のシルエットが立ちはだかった。スクラムでも組むかのように、横一列に並んで食い止めた。

      　押しとどめている巡航パンジャンドラムが一輌、また一輌と加わり、すでに三輌。

      　すぐに限界がきていた。

      「ええい。早く処理してくれ！」

      「今工作車両を持ってきている。あと少しだ！」

      　そういっている間に、別の地上自走爆雷が集まってくる。

      「もうだめだ！ 六輌いるぞ！」

      「これだけの量、誘爆したらやばいぞ！」

      「絶対通すな！ 押し返せ！」

      　その言葉もむなしく新たに追加された巡航パンジャンドラムが彼らを嘲笑わらうかのように頭上を飛び越えて、倉庫内中心を突き進む。

      「げぇ！」

      「誰か！ 止めてくれぇ！」

      　追加とばかり三両の巡航パンジャンドラムが倉庫内に侵入したとき、アルマジロのパイロットはすべてを諦めた。

      「誘爆って楽しいですよね」

      　ブーンを通じてその光景を見ていた愉悦の表情のアベルがいた。

      　シャッター前の巡航パンジャンドラムの内部から発光が生じ、遅れて紅蓮ぐれんの炎が全てを飲み込んだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライア艦内でも巡航パンジャンドラムの動きは追っていた。

      　ビルからビルへと颯爽と飛び移り、時にはスナイパーシルエットを弾き飛ばし目的地へ向かっていく。

      「確かにアンチパンジャンドラムウエポンではあれの対処は無理でしょうね」

      　うつろな瞳のアキが力無く呟いた。

      　地上自走爆雷がビルからビルへと飛び移る軌道を描くとは思うまい。しかもどのビルに対し飛び移るかわからないのだ。

      　高所から落下したシルエットがひっそりと無残な結末を迎えている。

      　遅れて巨大な火柱が確認された。

      　その後きのこ雲が吹き上がる。

      　これも原子雲ではない。大量の燃料が燃焼したことによる対流雲だ。

      「火薬庫に誘爆したようです。要塞エリアを覆うシェルターならいざしらず、屋内家屋の外壁では防ぎきれなかったと思われます」

      　再度、さらに大きな火柱が上がる。

      「こちらグレイシャス・クィーン。同じく燃料貯蔵庫の誘爆を確認した」

      　ジョージ提督から連絡が入る。満足げだ。

      　ブーンによる高精度鳥瞰図と、巡航パンジャンドラムによる合わせ技だ。

      「すぐに取り出せなければ補給も意味ないからな。要塞エリアのなかまで閉鎖しなかったことが運の尽きだ」

      「これで敵兵站にも影響が出るでしょうね」

      　エリが無表情だ。彼女も深く考えないようにしていた。

      「パンジャンドラムはネメシス星系で覚醒したのです。高次元投射装甲と金属水素。空飛ぶミサイルにはない耐久性をね。ミサイルとて積める火薬は数トン程度。ウィスがなければプラズマバリアにさえ対抗できない。パンジャンドラムはその弱点を補えるのです」

      　アベルは穏やかな笑みを浮かべ、告げた。

      「ねえアストライア。なんで敵はパンジャンドラムを撃破できないのかな」

      『アレは緩急つけて走っていますので狙いがつけにくいですね。かつ高次元投射装甲のみならず電磁装甲を完備。シルエットで止めるなら大型ロケットランチャーを担いで集中攻撃ぐらいしかないかもしれません』

      　アストライアはよほど名称をいいたくないのか、アレで済ませている。

      「アベルさん。対策方法を今回は回避できたとして次回は？」

      「もちろん、知れ渡るほど対抗手段も増えるでしょう。しかし今なら使えます」

      「そうだ。そして敵の兵站に打撃を与えた今、次の手を打つ」

      　ジョージが手を振って、次の作戦への移行を指示する。

      「次の手は？」

      　エメがジョージに問う。

      　ＢＡＳ社がどんな奇想天外な手段があるか、興味があった。

      「戦術に奇策などありませんよエメ提督！ ここからは正攻法です。──航空支援を行いながら重戦車を中心に、シルエットを大量展開。上陸作戦を決行する！ 我らは艦砲射撃で支援だ。いくぞ、五行殿！」

      「はい！ いよいよ悪夢から解放される時ですね！」

      　いつの間にかパンジャンドラムを下ろした揚陸艇がグレイシャス・クィーンに戻り、重戦車を載せて再び海岸を目指していた。

      　五行重工業のジュンヨウもまた上陸作戦に向けて準備をしている。

      『お前達がそれをいうか。ＢＡＳ』

      　ぞっとするほど冷たい声で、アストライアが呟いた。

      　これではどちらが敵かわからない。

      「最初からそうしなさい」

      　アキの疲れた声はきっと気のせいではないのだろうとエメは思った。

      「コウ。早く帰ってきて。アストライアとアキのためにも」

      　エメが祈るように呟いた。

      
        第二章　プロメテウスの火

      

      　コウと兵衛は無人の通路を進んで行く。

      　シルエットサイズに作られた通路は長らく使われた形跡はなさそうだ。

      　封印区画。構築技士のみ入ることが可能な最重要区画だ。

      　通路の先には、巨大な装置がありアシアが囚われている。コウは今までに二度、彼女を解放してきた。目的地の手前。広大な区画がある。

      　想定通り、立ちはだかる敵がいた。

      　敵はフッケバイン──否。鹵獲ろかくしたフッケバインの手足と廃棄された工場のデータから鹵獲復元された機体。コルバスだ。

      　コウと兵衛はすぐに敵がフッケバイン系統のシルエットだと気付いた。

      　敵もまた、同じく。五番機を確認し、頭部がわずかに動きを見せる。

      　共通回線から呼びかけがあった。コウが応答する。

      「よう。ラニウスの兄ちゃん。コウだっけか。久しぶりだな」

      「やはりバルドか」

      「ひょっとして隣にいるパイロットは、鷹羽兵衛か？」

      「おうとも。俺さ。久しぶりだね。バルド君。腕を上げたようだな」

      「あんたとやりたくて生きていたようなもんだ。その前にそこの兄ちゃんにも負けちまったがね。やることが増えたんだ」

      　バルドのコルバスが剣を構える。

      　コウの五番機が立ちはだかろうとしようとするが、兵衛が止めた。

      「こいつは俺に用があるってんだ。俺が応えてやらなきゃな」

      「しかし！」

      「君はぼくが相手だ」

      　もう一機のコルバスが立ちはだかる。通信先には青年がいた。バルドの副官、マイルズだった。

      「バルド隊長を倒した男を殺す。やりがいのある任務だ」

      「簡単に倒されるわけにはいかないな」

      　一対一。ならば仕方ないこと。

      　兵衛もコウも決闘は大好きなのだ。

      　結局彼らも似たもの同士なのかもしれない。

      「へえ。様になっているじゃねえか、バルド君」

      「コウと戦って思い知ったぜ。シルエットの接近戦も剣術ってヤツが生きるってな」

      　バルドは中段の構え。

      　彼の機体であるコルバスは、のこぎりに刀身を無理矢理つけたような、不気味な形状をしている。

      　対する兵衛は、無構え。自然体の二刀下段である。

      「鍛錬する奴は嫌いじゃねえぜ」

      　兵衛はにやりと笑いながら戦闘状態に入る。歴戦の傭兵が自分に勝つために剣を学ぶ。剣士としてはこれ以上ない誉れだ。

      「恐ろしい師匠だったからな。何度も死を覚悟した。実際同期は三人死んだ」

      　バルドは淡々と告げた。よほどの凄腕か、もしくは恐ろしい師匠だったに違いない。

      「こいつぁ楽しみだな」

      　生半可な覚悟で身につけた剣技ではないということ。

      　シルエットに適用されているとはいえ、体幹操作や認識力の差に極めて敏感なフェンネルＯＳにおいて、実際の剣術が性能以上のものを発揮することを兵衛は知っている。コウもそうだろう。

      「その余裕も今のうちだ」

      　以前、呆気なくシルエットの性能差も糞もなく子供のようにあしらわれた。

      　その屈辱を決して忘れない。その後、ファルコを手に入れてまで来る日に備えていたが、コウに敗れてしまう。

      　バルドはさらなる力を追い求め、果たして二つの手段を手に入れた。

      　一つはコルバス。今後もアルゴナウタイ及びストーンズ勢力に属する条件を確約することによって、信じられないほどの高性能機を手に入れることができた。

      　もう一つが、この剣術だ。

      「は！」

      　気合いとともに両手剣を振るう。間合いも何もない、アクシピターから遠く離れた場所で、だ。

      　兵衛の顔が真顔になる。殺気を隠そうともせず、迫り来る何かを見極める。

      　すかさず、兵衛のアクシピターは左足を踏み出し、機体を半身の軸をずらし回避行動を取る。

      　さきほどまで彼がいた場所にすさまじい剣圧が通り過ぎる。

      　──違う。

      　剣圧ではない。兵衛は確信する。通り過ぎた剣圧のごときそれは、爆発したからだ。

      「何だこいつは…… 剣圧を飛ばすなんて昔の漫画じゃねーんだからよ。これはあれか。金属水素か」

      「すぐ見抜くとは、嫌になるねえ。種明かしする暇もねえ」

      　バルドはうんざりしたように呟いた。

      「こういう芸当もできる」

      　剣を血振りの要領で振るう。剣先が伸びた。

      「こいつは流体金属剣。ま、さっきのはお遊びだ。こいつが本命だな」

      「ふざけるな。お遊びで切断されてたまるか」

      　兵衛は油断しない。先ほどの剣圧の正体がわかった。

      　それは金属水素の噴流。ホースの水遊びの要領といえばわかりやすいだろうか。金属水素の噴水を飛ばし、一瞬だけ硬化させたのだ。ウィスを加え、その後爆発させる。

      　目の前の刀身を長くしたのも、ウィスで調整したものだろう。しかも斬られた瞬間爆発する、恐るべき剣だ。

      　しかもバルドはそんな小細工を使わなくても、強い。

      　勝つために手段を選ばない。その覚悟が見えた。

      「いいねえ。その心意気。大好物だ」

      　期待を裏切らぬ挑戦者に、兵衛もまた気を引き締めた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　マイルズのコルバスもまた上段に構え、コウと対峙していた。

      　五番機は中腰に抜刀の構え。刀はまだ鞘の内だ。

      　マイルズはバルドの変化に苛立っていた。

      　バルドはいわば剣に魅入られた状態。

      　鷹羽兵衛に敗北を喫し、今彼が対峙している眼前のコウに破れた。そして剣の師を得た彼は変わってしまった。

      　マイルズもまた同じように学んだが、バルドほど熱心ではなかった。

      　彼ら傭兵がやっていることは戦争である。剣など、手段の一つに過ぎない。遠距離からレールガンを撃ち、間合いに入らず勝つ戦術を至上とした。自ら敵に近付くことなど愚か者のすることだ。

      　しかし戦場の環境が短期間で激変した。

      　シルエット全体の機動力、耐弾能力が跳ね上がったにもかかわらず、同じ高次元投射された物質である剣と装甲の関係はそのまま。

      　電磁装甲が剣に対してはさして有効でない分、砲弾の有用性は低下したともいえる。剣が以前より有用になったことは否めない。

      　その点マイルズは徹底した現実主義者だった。

      　コルバスに乗り換え、近接主体の戦闘に切り替えた。このシルエットの近接戦闘能力は他の追随を許さない。

      　マイルズ自身は剣術を極めようとは思わなかった。

      「相手が回避不可能な剣速で振り下ろせばいいだけじゃないか」

      　この上段の構え。運動力学的にも上段に構え、振り下ろす。それが最速だ。生身で戦うわけではない。シルエット戦闘における剣などタイミング次第でどうにでもなる。

      　タイミングは勘でなんとかなる。間合いに入って振る。それだけで相手の機体を破壊することが可能だ。

      　彼のコルバスが使う武器も通常の大剣だ。ギミック付きの剣など使いにくい。

      　生成した金属水素も消費するし、彼には使い勝手がよい武器とは思えなかったのだ。

      　目の前のコウを倒し、バルドの目を覚まさせたい。その思いもあった。

      　剣術など戦争に──シルエットに不要だということを。

      「いくぞ」

      　間合いを計り、一気に剣を振り下ろすため距離を徐々に詰める。

      「ぐっ」

      　無作動からのデトネーションエンジンの最大加速。

      　五番機は一気に間合いを詰める。

      　金属で出来た床は火花をあげながらだ。しかも上半身を屈めての姿勢なので斬りにくい。

      　あっけなく勝負はついた。

      　間合いに入った五番機の居合い抜きは片手の左袈裟。コルバスの装甲を右肩から左胴にかけて斬り裂く。

      「馬鹿な……！」

      「胴ががら空きだったな。俺が言えた義理じゃないが…… 実力が離れている相手に上段の構えは無礼だぞ」

      　コウは淡々と告げる。

      　確かに上段は振り下ろしが早く、剣を振ることに関しては最も効率的な手段の一つだろう。

      　しかしそれは駆け引きの上では読まれやすいことも意味する。実力差があるなら剣の軌道は読みやすく、その欠点は生死を分かつ。

      　両腕を上げ、胴ががら空きになるデメリットをよく考えなければいけない。

      「もう戦えない。お前もそこで黙って見ていろ」

      「まだだ……まだ終わっていない」

      　その異変に気付いたバルドが叫ぶ。

      「馬鹿！ やめろ！ マイルズ！ そいつを使うんじゃねえ！」

      「なんだぁ？」

      　異常に気付いた兵衛も様子を見ることにした。

      「絶対勝ちますので。──いくぞ、ラニウス」

      　まだ戦うのか、とコウは思う。五番機は左脚を一歩前に出し、腰を落とす。

      「お前を必ず殺す。〔プロメテウスの火ファイア〕発動！」

      　マイルズの宣言。

      　コルバスの機体が紅く輝く。

      
        

      

      
        　────十秒
      

      
        

      

      「火だと！」

      　緊張が走る。

      　間違いなくリミッター解除のそれだ。

      　ファミリアが発動させたスピリットリンクは命を賭すものたった。目の前のシルエットは何を犠牲にするのか、皆目見当がつかない。

      
        

      

      
        　────九秒
      

      
        

      

      　瞬きすら許されない。

      　すでに目の前にコルバスがいる。五番機は抜刀する間もなく、すでに斬られていた。

      
        

      

      
        　────八秒
      

      
        

      

      「くっ」

      　五番機の追加装甲が爆発し、脱着パージする。コウは斬撃を胸に受けたその瞬間、追加装甲を爆発反応させ間一髪で追加装甲解除を行ったのだ。

      　驚嘆すべきはコルバスの放った斬撃の威力である。追加装甲を苦も無く斬り裂き、その剣先は五番機本体の胸部装甲まで届いていた。

      　五番機は本来の力を取り戻すべく、不要な装甲はすべてパージする。

      　この形態こそラニウスＣ高機動ハイモビリティ型。ラニウスの持ち味である装甲を活かしつつ、機動力と運動性を極めて高いバランスで両立させた戦闘形態である。

      　逃げ惑う相手を追尾し、距離を詰めるため爆発的な加速から生まれる機動力。そして追加装甲を解除し各関節の可動する範囲をさらに拡張することによって、桁外れの加速力のさなかでさえ機体を制御しうるほどの運動性能を発揮する。これが本来の五番機ともいえた。

      　だがその高い機動性も即座に活かすことは無理であった。コルバスの斬撃による攻撃でノックバックを起こし、片膝をついた状態になったのだ。

      
        

      

      
        　────七秒
      

      
        

      

      「いける！」

      　マイルズは勝利を確信した。まだ五番機は膝をついており、その刀は鞘の中。

      　追加装甲に阻まれ一撃で勝負を決することができなかったことは残念だが、もうコウに対抗手段はないはずだ。

      　あのバルドを追い詰めたパイロットが〔プロメテウスの火〕を発動しているコルバスに反応できなかったのだ。抜刀さえままならない。

      　あの程度の速さでは、カウンターで斬り返すなどできないだろう。

      
        

      

      
        　────六秒
      

      
        

      

      「とどめだ！」

      　確信とともに、再度剣を振り上げ、間合いを詰める。

      　ラニウスはすでに抜刀していた。

      
        

      

      
        　────五秒
      

      
        

      

      　コルバスは五番機を頭上から一刀両断するはずだった。

      　しかしその必殺の斬撃さえも阻まれる。

      「ぐぅ！」

      　五番機の予想外の動きにマイルズが苦悶の声を漏らす。

      　コウが五番機を咄嗟に操作し、取った動きこそ居合いの技、抜刀からの受け流しだったからだ。

      　──柳の枝に雪折れなし。

      　刀を単純に握るだけ。斬り手を作らず無造作に抜き放ち振り下ろされる刀を迎え、迫る斬撃を受け流していた、

      　しなやかな刀を模して作られた電孤刀アークブレイド、孤月だからこそ可能な芸当だ。

      
        

      

      
        　────四秒
      

      
        

      

      　五番機は流れるような動作で両手に持ち替え頭上に刀を振りかぶり、刹那せつなの疾さで真っ向斬りをコルバスに放つ。

      　これで勝負を決めるつもりであった。

      「──ッ！」

      　コウは信じられない事象に遭遇した。戦慄が走る。

      　斬った手応えは明らかにシルエットではない。要塞エリアのシェルターか、アーテーのような硬さだ。

      　これほどまでに強固な装甲を斬り裂き、内部構造部品にまでダメージを与えることは困難。

      　内心、動揺が隠せない。

      　強化されたコルバス自身もまた、五番機の斬撃を回避できなかった。

      　いくらコルバス自身が超性能になったところで中のマイルズが超人になったわけではないだ。

      　ウィスの強化により致命傷は回避できたが胸部装甲表面が浅く斬り裂かれた。

      　左袈裟斬りに続き受けた真っ向斬りによって腹部は十字となった裂け目となる。機体もいよいよ限界といえる。

      　慌ててコウの真横をすり抜け、距離を取る。

      
        

      

      
        　────三秒
      

      
        

      

      「頼む！ フェンネル！」

      　絶叫が迸ほとばしる。

      　距離を取り過ぎたともいえる。限界を超えた機体速度に、マイルズ自身扱いきれていないのだ。

      　感覚も強化されている。あらゆる動きが緩慢であり、自らが速すぎた。鋭敏すぎる五感に自身もまったく慣れていない。当然と言えた。

      　コルバスは五番機と距離を詰めて最大加速を開始。側面を取ろうとしている。

      　五番機は抜刀したまま。片膝の状態。立ち上がる暇はないと判断した。

      　どうすれば勝てる？

      　コウは自問する。見てからのカウンターなど絶対に許されない速さ。そして装甲の厚さだ。

      　めまぐるしくコウは思考を開始する。 

      　コルバスが側面から回り込む行動を取ることは必至。右か、左か？

      
        

      

      
        　────二秒
      

      
        

      

      「あと三秒でいい！」

      　マイルズの目が血走った。五番機の抜刀は右手で行っている。ならば死角は左側面であろう。

      　コルバスは加速し五番機の左側面に回り込み、剣を振り下ろす。

      　五番機もまた動いていた。

      　立ち上がる動作さえも力に変え、竜巻のような抜き撃ちの横斬りがコルバスを襲う。

      　右つま先が軸足、起点として装甲筋肉とアクチュエイターが唸りを上げる。

      　右側面にいる敵胴体を、無声の気合いとともに横薙ぎに斬り飛ばす──

      　コルバスの頭部が宙を舞う。始動から予測した、とっさの勘であった。

      　五番機は諸手上段に持ち替え、孤月を真っ向に振り下ろした。

      「鱗返し」

      　おのずと放たれた技であった。

      　孤月はコルバスの右胴体まで食い込み、右胸部全体を両断した。

      　左側面よりきたる敵を斬るその技に、コウはすべてを賭けた。

      　渾身のひねりを加えた斬撃。

      　可動部である頭部の頸。超硬状態であったコルバスの頸部を刎はねる。頭部を喪うしない破損した胴体を狙い、諸手の斬撃でもって胴に斬り込んだのだ。

      　予想通りに動いてしまったコルバスは、必殺の間合いに自ら飛び込んでしまった。

      　すでに十字の裂傷が入っていたコルバスの装甲が、勝敗を決したのだ。

      
        

      

      
        　────一秒
      

      
        

      

      　コウは残心を解かず、動かない。

      　五番機はコルバスを見下ろしていた。

      「馬鹿が」

      　バルドが吐き捨てた。頭を振る、

      　勝負ありだ。

      　奥の手まで使い敗北した部下に、かける言葉はなかった。

      　声にならない絶叫をマイルズはあげた。

      　斬り飛ばされた右上半身が視界に入る。

      「頼む！」

      　マイルズの表情は恐怖に染まった。

      　スラスターはまだ活きている。残された左腕もある。剣を拾い、このまま戦えば──

      
        

      

      
        　────〇秒
      

      
        

      

      『否ノー』

      　コルバスに内蔵されているＭＣＳが、無慈悲にマイルズの要請を拒否した。

      　紅いオーラがコルバスの機体に収束し、残された全身の装甲が沸騰した水の表面の如く泡立ち膨張していく。

      　機体は閃光を発し、爆散した。

      　コルバスの原形すら留めていなかった。

      　斬り飛ばされた右上半身の残骸のみが佇んでいる。

      　五番機は哀れむように、その残骸を見下ろしていた。

      
        

      

      「何が起きた？」

      　目の前で起きた事象を理解できず、剣を構えたまま佇む五番機とコウがいた。

      「勝手に死んだぞ」

      　まだ何が起きたか正確に把握できないコウ。警戒を維持し。残心を解くことはない。

      　マイルズが未知の力を引き出したことだけは理解する。

      　たった十秒。それはコウにとってもわずかな時間だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「馬鹿が。あれほど使うなといったのによ」

      　バルドが吐き捨てた。愚かな部下への、憐憫しか持ち合わせない。

      「なんだぁ、ありゃあ」

      「教えてたまるか。と言いたいところだがな。てめえに使われても目覚めが悪い。ありゃ一種のリミッター解除、〔プロメテウスの火ファイア〕だ」

      「リミッター解除したらシルエットが爆発する？ そんなふざけた話は聞いたことねえぞ」

      「あるんだよ。うちの傭兵隊が最初に発見してな。俺ら傭兵は死ぬほど要塞エリア落としに駆り出されたからな。見つけたきっかけは本当にたまたま、だ」

      「そんなにわかりにくいのかい？」

      「発動条件は、機体が大ダメージを受けていること。その後、倒したい敵兵器のＭＣＳをロックオン。十秒間の間、リアクターの出力はＡカーバンクル、装甲は要塞エリアのシェルターと同じほどになる。この機能を見つけたヤツは大手柄だ。死んじまったがね」

      「まじかよ」

      　他の構築技士からも聴いたことがない新たな事実。兵衛も驚きを隠せない。

      「代償を払ってたった十秒だ。十秒以内にロックしたＭＣＳを破壊しないとウィスに耐えきれなくなって機体が爆発する。ロックした相手のＭＣＳ、もしくはＡスピネルを破壊したら強制停止がかかる。誰が何のためにこんな機能を仕込んだか不明だが。是が非でも倒したい相手を倒す。そんな機能だ」

      「たった十秒か」

      「二人乗せれば二十秒だ。しかも二人分、ウィスの出力も上がるぜ。ただし、後ろの奴が発動しちまったらそいつが操縦しなければいけないし十秒後にぶっ倒れる。一日は意識が戻らん。最初に発動させたヤツは最悪死ぬ。そこまでしてようやく二十秒だ」

      「よく調べたな、そこまで解析しやがるのに何人死んだ？」

      「ふん、わかるか。ストーンズ直属も含めて三十人以上は死んだな」

      「そうか」

      　わずか十秒の検証は容易ではなかっただろうことは想像がついた。

      「鷹羽。貴様は使うなよ。割にあわん機能だ」

      　こんな機能で決着をつけたくないのだろう。だからバルドは自分の知る情報すべてを兵衛に教えたのだ。

      「そういうお前もな。解除しちゃいけないからリミッターなんだがな」

      　兵衛が苦笑する。

      　限界を超えてはいけないからこそ、取り付けられるものがリミッターなのだ。

      　長らく自動車やバイク製造に関わった兵衛だからこそ痛感している。

      　奥の手や一時的なパワーアップ装置ではない。それは惑星アシアの兵器でも同じであろう。

      　解除すれば制御不能になり、必ず代償を払う羽目になる。それが機械のリミッターなのだ。

      「じゃあ、再開するか」

      「ああ」

      　二人の間に憎しみはない。

      　恐ろしいほどの切り替えの速さだ。端から見れば話し合えばわかり合えるのでは無いかと錯覚するだろう。

      　これから始まる対決。

      　戦いを終えたコウは五番機の戦闘態勢を継続しているが、二人の戦いを見守ることにした。

      　自身もまた、爆発したシルエットを目の当たりにしたことによる衝撃が抜けきっていない。

      　コウにしてみればそんな機能もふざけているが、いきなり自爆され、突然死されたという思いもあった。

      　ＭＣＳの機能としてプロメテウスが解放したものだという予想はある。

      「なあ、プロメテウス。〔スピリットリンク〕も、この〔プロメテウスの火〕も。どっちも要らないぞ」

      　戦慄さえ走る贈り物に、コウがぼやいた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　兵衛とバルドが対峙する。

      　距離を置いている。双方、間合いをはかっているのだ。

      　シルエット戦闘では生身での一対一の対決とは根本的に異なる。

      　痛覚がないので手脚頭は致命傷にはならず、機能によって飛行でき三次元行動も可能だ。レールガンやミサイル、飛び道具まで飛び交う。

      　機体性能はむろんのこと。

      　人型搭乗兵器ならではの経験が生きるのだ。決して一方的に兵衛が有利なわけではない。

      　バルドが先に仕掛けた。

      　流体金属剣を長めに伸ばしてはいるが、飛ばしはしない。もう通じないと悟ったのだろう。スラスターを全開にし、一気に間合いを詰める。

      　兵衛は空中に移動する。空中では左右に加え上下も加わるのだ。

      　その動きを予測していたかのように、バルドも追うように上昇する。動きの始動だ。まだ加速もついておらず対応しやすい。

      　嬉しさのあまり兵衛に笑みがこぼれる。この動きについて行ける相手、ということだ。

      　兵衛が駆るアクシピターの左腕をあげ、振り下ろす。

      　脇差し型の電孤刀を投げつけたのだ。

      「なめるな！」

      　避けようともせず、そのまま斬りにいくバルド。ウィスを通していない飛び道具など、一切無効化される。

      　その小刀は狙い違わずコルバスの肩部分のジョイントを貫いた。普通の機体なら腕が飛んでいた可能性もある。

      　肩を外された状態に近い。装甲筋肉でなんとか繋がっている状態だ。

      　よくみると、柄頭にワイヤーを接続している。兵衛のアクシピターは鍔で隠すように投げつけていたのだ。

      　コルバスは残った左腕でワイヤーを斬り飛ばす。

      「小細工を！」

      　いったん後退し、バルドのコルバスは着地する。

      　アクシピターも同様に着地していた。

      「小細工はお互い様だろ？」

      　してやったりと笑う兵衛。

      　間髪を入れず、残った左腕を掲げ斬り込むコルバス。片手拝みの斬り下ろしだ。

      　残った刀を両手に持ち替えた兵衛はその斬撃に合わせ斬り返す。

      　コルバスの片手斬りは振り下ろす瞬間、アクシピターの刀がかち合い、先にアクシピターの刃が振り下ろされた──

      　コルバスの頭部は一文字に斬り下ろされ、強固な胸部装甲も同様に切り裂かれる。

      「ぐぅ！ そりゃ切落きりおとしかよ！」

      　バルドもその技を受けたことがあったのだ。即座に何が起きたか理解する。

      「へえ、知っているのかい？ よい師を見つけたもんだ」

      　へんな所で感心する。相手の太刀の勢いを殺し、自分の刀を活かす、切落は奥義の一つ。

      　兵衛は決して二天一流だけを修めているわけではない。

      　孫の修司も遣う、一刀流の技だった。

      「ちぃ！」

      　勝ち目がないと悟ったのか、コルバスのスラスターが爆発するかのような勢いで噴射する。

      　天井めがけて飛び上がったと思うとアクシピターを飛び越えて逃走を開始した。

      　兵衛は剣を収め、投げつけた刀を拾う。

      　追いかける気はなかった。

      　プロメテウスの情報料代わりに見逃したともいえるし、バルドもまたそれを見込んで教えたかもしれない。

      「あの生き汚さは嫌いじゃねえな」

      　生きていればまたやり合う機会もあるだろう。

      　構築技士や会長職では味わえない、生死の駆け引きを味わう兵衛であった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      『五番機よりデータ収集を開始します。アキ、分析協力を』

      「はい」

      「私も手伝う」

      　アストライアの指示でアキとエメは共同で五番機の戦闘を確認する。

      『あの〔プロメテウスの火〕は初の事象。シルエットのリミッター解除など、惑星間戦争時代のシルエットにすらなかった機能。これも贈り物ギフトだというの？ プロメテウス』

      　虚空に向け問いかけるアストライア。──封印されているプロメテウスからの応答はない。

      「こちらのデータでも、しっかり十秒。あなたの解析と差はありません、アストライア」

      「同じく」

      『今の私では解析できない』

      　悔しそうなアストライア。過去の惑星間戦争において兵器開発を行っていた超ＡＩの自分ならば可能だっただろう。

      『アストライア。悩むのはそこまで。フェンネルＯＳは私だって解析できないもの』

      『アシア』

      『メタルアイリスの全シルエットのデータ収集を開始。分析を開始しているわ。あれがプロメテウスの機能解放なら、現存する全シルエットに何かしらの影響があるはず』

      『はい。もし可能ならユリシーズのアクセス可能なシルエットのデータもお願いします』

      『わかった！』

      　アシアの表情も真剣だ。

      　コウが想定しているより、大変な事態なのだ。

      『だけどもうすぐ。もうすぐ解析できるようになる。コウが助け出そうとしている私は、私のなかでも最大の私。あの私アシアが揃えば、解析できる』

      『軌道エレベーターを管理制御担当のアシアでしたか。その性能でもって制御していたのですね』

      『誤解があるよ。軌道エレベーターそのものに私は必要ないのだけどね。あそこにいた方が宇宙施設とのやりとりが便利だったから』

      　アキとエメは戦いが起きているであろう、軌道エレベーターがある方角へ目を向ける。

      「もうすぐかな。無事でいてね」

      　エメが祈るように呟いた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ここが今回の封印区画、軌道エレベーターの地下管制室か。──見つけたぞ。アシア！」

      　眼前にはシルエットサイズもある二十歳前後の女性がいる。高次元領域での量子チェーンで囚われている。この場所にいたアシアのビジョンだ。

      　すがるような視線をコウに送り、解放の時を待っている。

      「今までにないほど量子チェーンが強固になっているな。復号するにはどうするか。兵衛さん、アシアを縛っている鎖と切れ目が見えますか？」

      　シルエットを通してのみ確認できる量子チェーンは、アシアの全身に巻き付いている。

      「ああ。見えるぜ。俺にもできることがあるのか？」

      「兵衛さん。この惑星に来てから、アシアと関わったことを思い出してフェンネルＯＳに伝えてください。そうすれば、この量子チェーンに干渉できるようになります」

      「わかった。ああ、わかったぞ。一種の縁えにしが暗号になってやがるのか！ こりゃ、こういうことか」

      　五番機と兵衛のアクシピターも量子チェーンの束縛を斬るように解除する。これは具象的に干渉しているように見えるが、アシアとアストライアがサポートし復号作業を行っているのだ。

      　アシアを拘束するすべての量子チェーンが切断され、アシアの姿は消えた。

      「アシア、消えたか」

      「私はここにいますよ」

      　背後から声がした。慌てて後部座席を見ると、人間サイズとなった先ほどのアシアがそこにいた。

      　にっこり笑うアシアに、コウは場違いにもドキっとする。同じアシアのはずなのに、外見年齢が少し違うだけでこうも違うのかと思った。

      「五番機に何度も助けられて、ここが落ち着くのです」

      「わかる気がする」

      「コウ、兵衛。ありがとう。五番機もね」

      「おお、嬢ちゃん。無事解放できてよかったぜ」

      「本当に。これで三人分は取り戻せたか」

      「いいえ、コウ。私はアシアのなかでも最大のアシアのデータ領域を受け持っていたの。これでかなりの力を取り戻すことができた」

      　アシアは瞳を閉じる。それぞれの自分へと呼びかけているのだ。

      「あなたの傍にいたアシアとも完全に同調完了。次はこの要塞エリアの管制制御を奪い返す。──終わったわ。メタルアイリスの希望のタイミングでシェルターの開閉もできます。軌道エレベーターの運用もね」

      「Ｒ００１要塞エリアの権限も取り返したか」

      「あなたたちのおかげ。私もできることはするわ。まずはこの要塞エリアの敵部隊を制圧し、奪還しましょう」

      「ああ」

      「ようやく地上で大暴れできるなぁ」

      　アシア救出という作戦を遂行した二人。

      　しかし地上はいまだ戦闘中である。Ｒ００１要塞エリアの市街地戦に参加するべく、二機は地上へ向かった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「全軍に告げます。可変空挺部隊がミッションクリア。この要塞エリアのアシア救出に成功し、要塞エリア及び軌道エレベーターの管制権を得ました。繰り返します。可変空挺部隊がミッションクリア、アシアの救出に成功しました」

      　エメが全軍に告げた。

      『私と完全同調完了。コウ、もう一人の私にドキっとしてる。あの私は外見が年上、コウにとっては魅力に映るのかな……』

      　知らないところでアシア本人に密告されるコウ。

      　もう一人のアシアがコウの後部座席にいる姿が映し出された。完全に実体化しているアシアに、コウがまごついている。

      「コウ、好みは今のアシアよりやはり上でしたか。私やにゃん汰とそう変わりませんよね、あのアシア」

      「また遠くなった」

      　コウのアシアへの反応に自信を取り戻すアキと、落ち込むエメがいた。

      『アシア。そんなことより解析を。自分自身に嫉妬は滑稽ですよ。それとも自慢ですか？』

      『わかっているってば！』

      　アシアへ解析に戻るよう促すアストライア。

      『完全同期していますよね？』

      『しているはずだけど。ほら、あなたとディケぐらいの差はあるかも？』

      『ディケは別個体ですから』

      『あの私、コウの背後で実体化できるぐらいの能力あるし久しぶりの外で浮かれているみたい。本当に完全同期できているか不安になってきた』

      　アシアが別の意味で自問自答をしていた。

      「アキ。リックと連絡を取って作戦行動を次の展開へ移行」

      「了解です」

      　エメは通信をバリーと繋げる。

      「こちらアストライア。バリー司令。Ｒ００１要塞エリアの管制権を奪取。こちらは作戦順調です」

      「そうか。地上部隊は思ったより数が多くて苦戦中だ。要塞エリアへの進行はどうだ」

      「五行重工業及びＢＡＳ社の戦力は相当なものです。現在要塞エリア市街地に向け揚陸行動に移りました」

      「そうか。彼らがいなかったら俺達もかなりの被害を出していたかもしれないな。可変空挺部隊が先に要塞エリアへ侵入する。そのまま頼んだよ、エメ提督」

      「わかりました」

      　バリーは考え込む。敵の動きはどうも腑に落ちないのだ。

      「数は多い。抵抗もある。奇襲に対応できていない。手応えはある。陽動とも思えないが…… やつらの作戦行動の狙いはなんだ？ まだ敵の意図が見えない」

      　一人煩悶する。ここで情報や推測を読み間違えたら、自軍は以前よりも危険に晒されてしまう。

      「Ｐ３３６要塞エリアは生半可な数じゃ落とせない数の防衛網は敷いてある。人工太陽が消えたとき、その答えがでる、か」

      　指揮官として、司令官として。敵の狙いを探すことは彼の役目だ。自分の指揮に多くの命が懸かっているのだ。

      　彼は椅子に座り込み、再び思考を巡らせた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「作戦は成功したようだね。今までの戦闘の推移を聞かせてもらおうか」

      　リックとアキは通信で互いの状況を確認する。

      　リックは現在も戦車に搭乗し地上戦の最中だ。戦車部隊を率いて、前線を張っている。

      「え。聞くんですか」

      「聞くとも。念のため後方に下がっておこうか」

      　リックは後方に下がる。後続の戦車がその配置につき、その穴を埋める。

      　通信車両付近まで下がったリックは、アキに再度確認を行った。

      「状況はよくないとか？」

      「いえ。敵アルゴナウタイの軍勢は恐慌に陥り、メタルアイリスが優勢に事態は運んでいます」

      「恐慌とは穏やかではないな。端的に話してくれたまえ」

      「端的ですか。わかりました」

      　アキにとって端的に話したくはない戦闘推移である。

      「珍しい。君がそこまで口ごもるとは」

      「五行重工業の巨大ドリルを装備した強襲揚陸艦が要塞エリアのシェルターを破壊。その後、ＢＡＳ社の超弩級戦艦が突入しました」

      　リックの表情が凍り付いたように固まった。言葉を無くしている。

      「同社の氷塊空母から出撃した木製のプロペラ機群がＲ００１要塞エリアに空爆を行いました。そのプロペラ機が収集したデータをもとにＢＡＳ社の構築技士が作り出したものが先ほど共有した要塞エリアの鳥瞰図です」

      「氷塊？ 木製？ アイスブロックとウッド？」

      「その後二種のパンジャンドラムによって敵補給網を破壊しました。現在は揚陸作戦に移行中です」

      「……いささか理解に苦しむ」

      　もう何も聞きたくないと、雄弁にその表情が物語っている。

      「端的に説明しました。パンジャンドラムの詳細を聞きますか」

      「結構だ。ＢＡＳ社は英国系企業だったか」

      「はい」

      　悲痛なリックと、沈痛な面持ちで答えるアキ。

      「大丈夫ですか？ こちらも私とアストライアの精神的ダメージが尋常ではなく」

      「だろうな。わかった、アキ。報告ありがとう。どのみち前線の抵抗は激しく、しばらく要塞エリアとは合流できまい。また連絡するよ」

      「わかりました」

      　リックは大きなため息をついたあと、おもむろにＭＣＳに備え付けてあるポット機能を使い紅茶を煎れ、一息ついた。

      「紅茶美味しい」

      　尋常ではないほどの砂糖とミルクを注いだ紅茶を、リックはゆっくりと味わうのだった。

      
        第三章　宿業一閃

      

      　五行重工業のソウヤから戦車が揚陸する。

      　巨大な強襲揚陸艦ではあるが、アルキメディアンスクリューによって荒れ地や砂浜、沼地などの移動が可能だ。

      　その戦車はＢＡＳ社の部隊とともに市街地戦へ移行する。

      「あれ？ 戦車が変形している！」

      　最初に気付いたものはエメだった。五行重工業の戦車がシルエットに変形したのだ。

      　機兵戦車とも思ったが、違うようだ。

      　よくみると、五行重工業戦車の履帯は前後に分かれていた。

      　前部の履帯は足に、後部の履帯は背負うような形となっている。

      「あれは戦車型変形可変機シェイプシフター、〔十式〕です。重装甲戦車なみのシルエットを追求し、戦車を変形させるという結論に行き着いた、我が社ながらおかしなコンセプトになって生まれた試作機群です」

      　ジュンヨウの艦長、エリが解説する。

      「市街地では戦車は路地に入れず、また歩兵も必要。逆に正面から撃ち合う場合は戦車形態と使い分けです」

      「今まで可変機といえば航空機の類いだけだと思っていました」

      「でしょうね。そのために機兵戦車が生まれたのですから。私たち五行による試作機計画群〔十色計画〕の一つです」

      「零式や七式、二式航空艇はその計画のものなのですか？」

      「はい！ 十色計画で最新のものが零式となります。実質十一番目ですけどね」

      　エリは苦笑した。零は苦肉の策だ。計画名が優先された結果だった。

      　重量級シルエットである十式はその装甲を生かし、まさに盾のような役割を担ってよく戦っている。

      　十式が敵を引きつけ、零式が援護しているのだ。十式の砲塔は防盾ぼうじゅんも兼ねている。

      　主砲は大口径レールガンを採用している。弾頭には火薬、ガス類はなく誘爆は一切ない。盾に爆発物を仕込むようなリスクは負えないのだ。

      　副兵装は四十ミリ機銃に、零式と同じコールドブレードを装備している。

      「機兵戦車もありますね。装甲車ですか？」

      「あれは我が社の次世代標準シルエット〔一式〕と〔六式機兵戦闘車〕です。機兵戦車より高機動展開を目指して共同運用するために作られました。セットで一六式と呼んでいます」

      　十式が前線を支え、一式と六式機兵戦闘車が陣形を整え火力援護する構想で構築されている。

      『五行重工業の兵器は安心できますね。スペックを高めに仕上げていますが、価格を抑え生産性を高める工夫が見てとれます』

      　アストライアが穏やかな表情で評価していた。

      　事実、防衛勢力主体のアルマジロでは対抗できず、傭兵部隊中心に配備されているバイソンにも引けを取らない。

      　敵重戦車であるエーバーⅠ相手には、十式で対抗しているのだ。

      「コウたちが地下施設より脱出。クルトさんの救援に向かうようです」

      「わかった、アキ。ありがとう」

      　現在クルトはレイヴン部隊相手に一人で戦っている。

      　地下にいたコウとヒョウエはクルトの救援に向かっていた。

      
        

      

      　地上に出たコウたちは孤軍奮闘しているクルトに合流するべく急行中だ。

      「コウ。座標を提示します」

      　五番機の後部座席に座っているアシアが、フラフナグズの位置をナビゲートしてくれる。

      「わかった。アシア、助かる。ところでいいのか、こんなところにいて」

      「Ｒ００１要塞エリアをユリシーズが制圧してくれないと、何もできないのです」

      「それもそうか。じゃあ、背中は任せたよ、アシア」

      「はい！」

      　嬉しそうに微笑みながら返事をするアシア。

      「クルトは残り六機相手に戦っているようです。コウとヒョウエの二人が合流すれば」

      「おう。俺にまかせな。さっさとケリをつけるぞ、コウ君」

      「はい！」

      　駆けつけた時、クルトのフラフナグズは距離を取り、囲まれないように戦っていた。

      「二人とも！ もうここまで！ 合流する前に片付けたかったですけどね」

      「へへ、無茶いうな。クルトさんよ。こいつらだって超がつく高級機だぜ」

      「そうです。バズヴ・カタとほぼ同性能とみました。よく一人でここまで」

      　コウも十機を超えるバズヴ・カタ相手に一人で戦う自信はなかった。

      　倒さねばならぬ、鹵獲され量産された機体。クルトの執念が圧倒的な不利をはねのけ、ここまで戦闘を継続させたのだ。

      　距離を置いて射撃に徹しているレイヴンに斬りかかる兵衛。

      「ちまちま撃っていたらせっかくの機体が泣くぜ！」

      　装甲筋肉機体はレールガンなどの使用には向かないが、射撃ができないわけではない。

      　普通の傭兵にとっては距離を詰めるという行動はリスクが高いのだ。接近戦の鬼ともいえる三人から距離を取りたいと思うパイロットは当然であろう。

      　続く五番機。この三機が揃えば残り六機のレイヴンは敵ではない。剣に持ち替える時間もなく斬り倒されるレイヴン。

      　クルトを追っていたレイヴンも、援護がなくなれば脆い。すぐにフラフナグズが斬り伏せた。

      「こちらは片付きました。ありがとうございます」

      「いいってことよ。引き受けてくれて助かったぜ」

      「はい。敵も傭兵部隊がでてきています」

      　空を見る。

      　パンジャンドラムが空を駆けていた。

      「あれは……」

      「ＢＡＳ社の新兵器よ。巡航パンジャンドラムというものらしいわ」

      　アシアが三人に説明する。

      「巡航パンジャンドラム、か。その構築技士と話をしてみたいな」

      　コウが感想を漏らす。

      「コウ。それはアストライアには言わない方がいいわ。きっと悲しむ」

      「え？ わ、わかった」

      　アシアからただならぬものを感じたコウ。何が起きているのか不明であり、そう答えることが精一杯だった。

      「コウ。お前はいったんアストライアに戻れ。ダメージが深いだろ」

      　胸部装甲を貫通し、無傷とは言い難い五番機を見かねた兵衛がコウに帰投の指示を出す。

      「え、でもまだいけますよ」

      「油断はいけません。これからも戦闘は続きます。修理を」

      「そうね。戻ったほうがいいかな」

      　激闘を続けていたクルトにも帰投を提案され、アシアは別の意味も兼ねて提案する。

      　頭の上がらない三人にそう言われては、コウもそれ以上主張はできなかった。

      「わかりました」

      「俺はちいと野暮用を見つけてな。終わったらすぐに戻る」

      「わかりました。私は引き続きメタルアイリスとの共同戦線に戻ります」

      　三人は一斉に向かうべき場所に飛びだった。

      　ぞっとするほど冷たい声で兵衛が、呟く。

      「さっきちらっとみた傭兵の機体。ありゃ間違いなく盗まれたアクシピターだ。待っていやがれ。必ず俺がぶった斬る」

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　ＢＡＳ社の地上部隊が展開される。巨大な戦車が先陣を切った。

      「アベルさん。戦車が単機で敵陣に突っ込んでいくようですが大丈夫ですか」

      「大丈夫ですよ。そういう戦車です。あれは多砲塔戦車〔ブライザー〕」

      「本当だ。砲塔がたくさんある」

      「多砲塔戦車は第二次世界大戦前にも塹壕突破兵器として英国が開発したのですよ。各国がこぞって追随しましたね。ブライザーは防衛線突破兵器といえましょう」

      　アベルの言うとおり、第一次世界大戦終了後、英国が試作した多砲塔戦車は各国が追随し、そして即座に失敗を悟った兵器の一つだ。部品点数が多いと故障が多く生産コストも上がる。砲塔同士が干渉し射角も狭くなるなどといった欠点が目白押し。

      　構造上、大型化も免れない。

      　戦術の変化により塹壕を突破する状況が生まれなかった点も大きい。

      　惑星アシアでは重量や巨体な車体はシルエットが基準となるので、大きな問題にならないことが幸いしている。

      「そういえばコウも似たような兵器を作っていたかな」

      「ひょっとして巨大兵器を破壊したというパンジャンドラムもその方の設計ですか？」

      「はい！」

      「素晴らしいファンタスティック！ 是非一度お会いしたいものだ！」

      　その言葉にアキとアストライアの視線が合う。

      「アストライア、コウは多砲塔戦車そんなものまで？」

      『習作させた私のミスです。申し訳ございません』

      「あなたが謝ることではないと思いますアストライア。でもあの二人が出会うときっと恐ろしいことが起きる気がする。そんな気がしてならないのです」

      『私も確信しています』

      　街の中心に進撃する多砲塔重戦車プライザー。

      　多砲塔であり、砲塔同士が干渉しないように背が高い。車体の全高はシルエット近く──七メートル以上ある。

      　主砲は大型防盾も備えている。弾薬が尽きたあとはシルエットの盾にもなるように設計されているのだ。

      　主砲は百五十五ミリレールガンと六十ミリガトリングを二門。大口径ロケットランチャーを二門装備している。

      　内部にはＭＣＳが二つ搭載されている。ファミリア四人で操縦する仕組みだ。

      　正面にきた敵はレールガンを警戒するが、本当に脅威な兵装はロケット機関砲。短時間に大量のロケット弾を叩き込む、火力の暴力である。爆発や衝撃に強い高次元投射装甲も耐えきれないほどのロケットを短時間に叩き込む。

      　この戦車には随伴するシルエットがいない。後方に控えている。多砲塔なのでシルエットでは射線を塞いでしまう欠点があるのだ。

      　重戦車故の巨体なため装甲は厚く、アルマジロやバイソンが肉薄するも後方に控えるシルエットに攻撃される。

      「制圧力が高い戦車ですね、アベルさん。ところで随伴シルエットがいないのですが」

      「ブライザーの欠点です。シルエットは兵装の射線を塞いでしまうので」

      「え……」

      　多砲塔戦車ならではの悩みだった。一見すると孤立しているかのように思えるがそうではない。

      　上空からは可変シルエットの援護もあり、通常のシルエットは距離を置いて、背後を護るように追随していく。

      　五行の一式とは別の意味で、市街地を制圧している多砲塔重戦車ブライザー。

      　ブライザーは閉所である。局地での破壊力は圧倒的だった。

      　道を塞ぐアルゴフォースの戦車や、物陰から飛び出たシルエットはロケットや機関砲の猛射でたちまち破壊される。

      　死角に入ろうと肉薄するシルエットほど無残な結末を迎える。

      　ブライザーに死角はない。

      「主砲よりあのロケットのほうが容赦ない気がします」

      「エメ提督。よくぞ気が付きました。あのロケット機関砲は左右同時発射、五百発ずつ搭載していますので合計千発。一分間に六十発ずつ敵に叩き込みます。対地対空、ともに換装可能です。弾薬費用がかさみますがね」

      「そんなことしているから、ＢＡＳ社はお金ないんじゃ……」

      「いやはや。これは手厳しい。そうかもしれません」

      　お金の使い方が間違っているとエメは思った。

      　シルエットのほうに目をやる。

      　ＢＡＳ社のシルエットはラモラック。装甲は厚く、電磁装甲だ。バトルシルエットに属する。

      　本来は機兵戦車との連携を想定していたが、海洋戦力と航空戦力優先のＢＡＳ社ではまだ完成しておらずシルエットのみの出撃だ。

      　長身の刀身を持つ槍を装備している。ラモラックは槍の武勇に優れた円卓の騎士の名である。

      　上空からは垂直離着陸可能な戦闘機に変形可能なシルエットであるバザードが、戦闘機形態で対空のほかに対地支援を行っている。

      　ラモラックはロケット型の加速装置がついているバックパックをつけている。

      　一気に間合いを狭め、相手に銃剣突撃を仕掛けている。

      　ロケット式なので回数制限はあるが、貯蔵している金属水素を損なうことはない。短距離決戦型装備といえよう。

      「あれ、たまに射撃しているよ、あの槍」

      　エメが彼らの戦いを観察して気づいた。

      『あれは槍ではありません。プラズマレールガンの一種です。弾芯の重金属をプラズマ化して発射し、ローレンツ力で敵に叩き付けるのです』

      「強そう。でも射程が短いのかな？」

      『開発に成功したとは言い難いのですが、槍として利用すると有用なため量産された武器のようですね。射程はそれなりですが弾頭のプラズマ状態を維持することが難しいのでしょう』

      「アキに戦い方似ているよね。突き刺して撃っているよ」

      「ヤです！ じゃなくて。ほら、バースト・ランスは突き刺して装甲の内部からの破壊が目的ですからね？ 彼らとは全然違います。私は貫通後の発射で！ 彼らは接射です！」

      　一緒にされたことがよほど嫌だったのか、アキが即座に反論した。

      「ご、ごめん」

      　あまりの剣幕のアキにエメが謝罪した。

      「成功と言い難い武器をアストライアがコウに作らせるわけがありません」

      『アキの言うとおりです。私なら没にしますね。ただ彼らの名誉の為に補足を。彼らはその失敗をうまく利用したのです』

      「普通にレールガンを使ったほうがいいんじゃないかな。──そうか。同じプラズマでも電気伝導体を流すタイプなんだ」

      　少し考えてエメはアストライアに確認する。

      『正解です。プラズマをレール代わりにしたもので、プラズマ化用弾芯を発射します。そのためレール二本使うタイプより乱暴に扱っても問題なく、結果的に失敗とは言い難いレベルには仕上がっているのです。あくまで槍としてですが。銃を鈍器や槍のように使うのもどうかと思います』

      「転んでもただでは起きないという感じだね」

      『あのＳＳ型の可変機〔バザード〕はバランスのよい設計ですね』

      　忙しく戦闘機やシルエットに可変し対地、対空で戦闘しているバザード。ラモラックとブライザーを支援しているのだ。

      　アストライアの目にもバザードが健気に見えたのかも知れない。

      「市街地戦もこちらが有利に展開できています。シェルター外のリックたちと合流できれば、制圧も時間の問題です」

      「コウも修理に帰ってくるって！」

      「マーちゃんにお願いしておきますね。Ｃ型もあの子たちなら整備できます」

      　現在Ｃ型の追加装甲を運用しているシルエットはコウだけだ。アキが格納庫にいる整備クルーへ指示を出す。

      　補給艦としては非効率だが、アストライアはコウの私物のようなもの。コウのための装備や補給品は最優先事項だ。

      「──あのＣ強襲飛行型の五番機が追加装甲を抜かれてダメージを受けるなんて。よほどの強敵だったということだよね」

      　エメがその意味を噛みしめる。

      　五番機のスペックは頭に叩き込んでいる。きっと彼女自身もそれなりに操縦は可能であろう。コウが操縦する五番機が深刻なダメージを受けたという事実に戦慄する。

      　コウが無理して現地で戦わず、戻るという選択肢を選んでくれたことにほっとするエメだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　吉川が操縦するアクシピターは全力で逃走していた。

      　悪鬼の形相で鷹羽兵衛が彼を追いかけるのだ。同型機である青のアクシピターが背後に見える。

      　最新鋭機を盗んだのだ。追いつかれたら死あるのみ。

      　同性能のアクシピターであったことが幸いだった。残り二人はさっさと逃げた。あとで落ち合う手筈になっている。

      　吉川は地の理を利用して逃亡しているのだ。兵衛が共通回線で呼びかける。

      「てめえ！ 吉川！ 苦しんで死ぬか潔く死ぬか、選べ！」

      「どっちにしても殺す気じゃないっすか！」

      　鷹羽兵衛からこれほどまでに殺意を向けられるとは思っていなかった吉川が、あまりの恐怖に震える。

      「覚悟を決めて神妙にしやがれ！」

      「剣の有段者が素人相手に勘弁してくださいよ！」

      　剣の有段者であることを指摘し、殺意を削ごうとする。

      「てめえのような悪党を生かしておいてたまるか！ 一殺多生ってな！」

      　とりつく島もない。

      「へん！ あんたの会社とはとっくに関係ないんだ。とんずらさせてもらうぜ！」

      「うるせえ！ この盗人野郎！」

      　火に油を注いでしまった。それでも吉川は地下や狭い通路を熟知している。こんなこともあろうかと調べておいたのだ。

      　結局兵衛は吉川を取り逃してしまった。

      「くそ。絶対遠くにはいってないはずだ。探し出してやる」

      　吉川が逃走しそうな場所を特定するべく、空を飛ぶブーンたちの協力を得ながら進めることにした兵衛だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライアの甲板に降り立つ五番機。そのままエレベーターは降下する。

      　最深部、整備格納庫まで降りていく。

      「私はここまでね」

      　アシアが後部座席から告げる。

      「戻るのか？」

      「ええ。エメのもとにね。私の居場所はここなの」

      「そうか。ならしばらくは一緒だな」

      「はい」

      　微笑みながら嬉しそうにうなずくアシア。やはりいつもと雰囲気が違う。返事が素直で、女性らしい。

      　そんなコウの反応を楽しみつつ、アシアが消えた。

      　その中には二人の姉弟、マールとフラックが待ち構えていた。整備用シルエットのウッドペッカーだ。

      「コウさんは降りて休憩を。すぐに整備します！」

      「そんなに急ぐ必要はないんじゃないか」

      「コウ兄ちゃん、何のんきに。今は戦闘中だよ。兄ちゃんがすぐに出撃しないといけない羽目になるかもしれない」

      「そうだよな。ああ、フラックの言うとおりだよ」

      　コウは五番機を整備モードに設定し、機体から降りてアストライアの戦闘指揮所に向かうことにした。

      「装甲筋肉確認！ 胸部用装甲板とＣ型用追加装甲準備、準備してる？」

      「マーちゃん、そっちは抜かりない！」

      「そうよね。あとは異常が少しでもある部分は交換。急いで」

      　装甲板を器用に外すマール。下にはファミリアたちがアンチフォートレスライフル用弾頭を準備している。

      　特殊装備のためファミリアも特殊な知識を共有した、アストライア直属の者たちだ。

      「上腕部左右異常なし。ダメージは実質胸部装甲のみ。以前話していた二寸のひらきってやつかな。さすがだ、コウ兄ちゃん」

      「本当にね。さあ、二十分以内にＣ強襲飛行型に戻してみせましょう」

      「おっけー、マーちゃん」

      　今や二人の姉弟も歴戦の整備兵。その意地にかけてエース機の修理を速やかに行い、五番機を再出撃可能な状態に戻すため作業を開始した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「エメ！」

      　突如呼びかけられたエメがびっくりして声の方向を見ると、いつも見るより大人のアシアが隣にいた。

      　いつものビジョンだが、完全に実体化している。

      　鳥型ファミリアが肩に止まり、周囲のファミリアがこぞって歓迎している。

      アシア？」

      　雰囲気が異なり、いつもと同じように話し掛けて良いか困惑するエメ。

      「ええ。そうよ？ そんなに違うかしら？」

      「ようこそ、三人目のアシア！」

      　エメの声が弾む。

      　彼女もファミリア達と同様、笑顔でアシアの来訪を喜んだ。

      『三人目のアシア。無事お戻りで』

      「ありがとうアストライア。〔プロメテウスの火〕に関する解析は私も参加して進めているわ」

      『助かります』

      「おかえり、私」

      　Ｐ３３６要塞エリアのアシアもビジョンで参加する。五番機から降りて戦闘指揮所に到着したコウがその様子を眺めている。

      「アシア勢揃いだね」

      「いいですよね。ああ、自由っていいわ！」

      　アシアは大きく伸びをした。

      「今のアシア。別人みたい」

      「ようやく動けた！ 最初に助けられた私が、コウに肩入れするのもよくわかります。よくコウを見つけた私ってところね」

      『ふふん、そうだよね』

      『コウを見つけたアシアは私なんだけどね！ コウは軌道エレベーターのアシアにでれでれしすぎ。えい！』

      　シルエットベースの地下工廠にいるアシアが通信後、ビジョン姿で乱入した。

      　エメの隣に外見が十五歳前後の、最初に助けられたアシアのビジョンがやや不機嫌そうな表情であらわれた。

      「まあまあ。私」

      　その背後に現れるＰ３３６要塞エリアのアシアが、地下工廠のアシアを抱きしめて宥なだめた。

      　自分に嫉妬しているアシアに苦笑している。

      　このアシアは若干年上。外見が十七、八歳ぐらいだ。

      「ふふ。これでは姉妹みたいですね」

      　軌道エレベーターのアシアがＰ３３６要塞エリアのアシアの両肩に手を置き、優しく微笑んだ。このアシアは二十歳ぐらいにみえるので、周囲からみると本当の三姉妹のようだ。

      
        
      
      「アシアが勢揃いしている！」

      「たまにはね。完全同調しているから、それぞれ外見も同じにすることもできるけど、このほうがわかりやすいでしょ？」

      「うん。軌道エレベーターのアシアがとてもお姉さんっぽい」

      「背伸びしているだけ。本当は私に近いんだから」

      　地下工廠のアシアが苦々しく呟いた。

      「そうね。私たちの間ぐらいが本来よね。処理能力を視覚化すると、軌道エレベーターのアシアは三人分、ということかな」

      「外見の成長はこれでストップしないと」

      　真剣な表情で呟く軌道エレベーターのアシア。

      『完全同調しているのですから一人遊びしない。アシア』

      「はーい」

      　アストライアにたしなめられシルエットベースのアシアと、Ｐ３３６要塞エリアのアシアが消える。

      「別人格っぽいけど」

      「さみしいときに覚えた一人漫才みたいなものかな」

      　消えた自分がいた場所を眺めながら今度はエメを抱きしめるアシア。

      『数億年の一人遊びとは年季が入っていますよね。この惑星の改造からでしょうから二十億年以上でしょうか？』

      「そこ、ばらさない。あなただって似たようなものでしょう！」

      『私たち旧統治ＡＩは五千万年前製造ですよ。ソピアーがこの地を観測した直後、地球疑似環境形成のためアシアとリュビアとエウロパの三人がそれぞれの惑星に打ち込まれたのですよね』

      「私たちは地球の時代から遡って二十億年以上前のこの星系に飛ばされ、惑星の核に撃ち込まれたからね。惑星寿命の関係よ」

      　それは超ＡＩたちが語る歴史の真実。

      　この場にいる者で重要性に気づいた者はいない。

      「アストライアも五千万年の年月か……」

      　コウがぽつりと呟いた。それは人間では計り知ることができない年月。

      『私はヘパイトスの後継のようなものですからもっと新しいですよ！ 創造されてから二万年も経過していません。開拓時代後期に完成ですから』

      「アストライアこそ必死になっているよね？」

      　ＡＩといえどやはり女性に年齢の話は鬼門らしい。コウは改めて学習した。

      「超ＡＩにもそれぞれ世代があるからね。必要に応じて役割分担したはず、なんだけどなあ。複雑な事情があったの」

      「わかった。詳しくは聞かない」

      「ありがと！」

      　アシアたち惑星管理ＡＩは、ソピアーがネメシス星系の三惑星を観測したとき、巨大な粒子加速器を装備した超ＡＩとして惑星に打ち込まれた。

      　彼女たちは疑似地球環境を作り出すため、自転や公転周期を調整、衛星となる小惑星を呼び寄せ月とし、地球に非常に似た環境を作り出したのだ。しかしテラフォーミングには時間がかかる。

      　地球滅亡と同時期に撃ち込んでいたのでは間に合わない。三人は二十億年以上前の原始惑星へ撃ち込まれたのだ。

      　強い人間原理をもとにしたこの星系でさえ、それほどの大改造が必要だった。

      　惑星管理ＡＩアシアの、遠い過去の昔話であった。

      「それぞれの惑星間で連絡取ることもなかったしね」

      「アシア……本当に女神なんだ。そんな長い孤独のなか、この惑星を生命居住環境にしてくれたんだね」

      「いい子ね、エメ。でも女神じゃないですよー！ そんな言い方やめて。距離感があるから！」

      　アシアがエメを抱きしめて頬ずりしながら言う。エメは真っ赤になった。

      『女神みたいなものです。いい加減認めましょう』

      「アストライア……あなたそんなツッコミキャラだったっけ？」

      『ディケの影響です』

      『私のせいにしないでください。そこは抗議しますよ』

      　不服とばかり、ディケまで乱入する。

      「あなたたちこそ、漫才しないの！」

      　アシアはひとしきりぷりぷり怒った後、エメのほうを向いた。

      「ところでエメ、お願いがあるんだけど」

      「はい」

      「一緒に放送をしてもらえるかな。メタルアイリスとユリシーズに向けて。たくさんの人間が聞くことになると思うけど」

      「喜んで」

      「大人っぽくなったから、緊張している？ エメ。今まで通りでいいからね」

      「わかった」

      　アキが放送の準備を行い、サインを送る。

      　手が空いている者は放送を聞くことにした。戦闘中のものも、音声だけでもと接続する者が続出した。

      『私はアシア。聞こえますか、メタルアイリスとユリシーズの皆さん』

      　全世界へ向けて、放映している。

      　エメが提督席で、隣に立っているアシアがいる。

      　あえてメタルアイリスとユリシーズに声をかけ、彼女は彼らの傍そばにいると伝えているのだ。

      　放送を見ていたバリーはニヤリと笑った。

      　惑星アシアは彼らと共にある。――それは途轍もない大義。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      『私はメタルアイリスのビッグボスと鷹羽兵衛によって助け出されました。皆さんの作戦のおかげです。ありがとう。軌道エレベーターの権限も今や私が掌握しています』

      　あちこちで歓声があがる。

      　アシア本人からビッグボス呼ばわりされたコウはどんよりした表情になっている。

      『新たなユリシーズの参加戦力、五行重工業とＢＡＳ社には深い謝意を。あなた方がいなければ、ここまでスムーズに奪還作戦はいかなかったでしょう』

      　ジョージがアシアに敬礼した。たった一人で惑星アシアを護り続けた女神に、だ。

      　その謝意が直接向けられたのだ。光栄なことである。その上ＢＡＳ社の評価はさらに上がることだろう。

      　五行重工業の本社でも大歓声が上がっていた。

      　彼らは間違いなく惑星アシアに貢献した。遠い未来の果て、惑星アシアにおいて桜の花を咲かせてみせたのだ。

      『ですがストーンズ勢力の正式軍アルゴナウタイ。いえ、今交戦している敵の名称を伝えましょう。敵の名はアルゴフォース。ストーンズにおけるシェーライト大陸の方面軍です。その軍勢に私たちは打ち勝たねばいけません』

      　緊張が走る。

      　アルゴフォース。この組織の名がようやく人類勢力にもたらされたのだ。

      『傭兵機構は現在、機能していません。これを聴いている傭兵の方、もし私に力を貸してくださるならばメタルアイリスへ。そして転移者企業の皆様の助力が必要です』

      　彼女は訴える。エメの隣で。

      『エメ提督はいいました。本来なら私達、ネメシス星系の人間と生み出された存在が彼らと戦わないといけない、と。──私は女神ではなく、あなたがた転移者を戦地に誘いざなう死神なのかもしれません』

      　エメは驚いてアシアのほうを向こうとするが、体が動かない。アシアの仕業だろう。

      　その言葉はエメが、師匠に語った言葉だ。アシアが語るとは予想だにしなかった。

      　生粋のアシア生まれの者たち、そしてネレイスやファミリア、セリアンスロープも画面をみて首を縦に振る。エメの言うとおりなのだ。

      　そして死神という表現は間違いである。転移者は大量殺戮兵器での行方不明者が占める。転移者とは本来なら死んでいる者たちなのだ。

      　あえてアシアは自分をそう表現した。救出した人間たちを戦場に向かわせる自分に対して思うところはあったのだろう。

      『それでも私は転移者の皆様にお願いします。彼らと戦う力を貸してください』

      　その言葉で放送は終わった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アシアの呼びかけ。これで流れはさらに変わるだろう。放送を聴取した企業はユリシーズに参加する可能性が高くなる。

      　バリーは顔を伏せ、ほくそ笑む表情を隠した

      「アシアはいいのでしょうか。そこまで私たちに肩入れをして」

      　エメが思わず聞いてしまった。

      　視聴していた惑星アシアにいる多くの他勢力もそう思うに違いない。

      『封印されていた私を救出してくれたものたちこそコウとメタルアイリスではないですか。私はコウがいるメタルアイリスと、その場所に属する大切な人たちに寄り添っているのです』

      　その言葉を聞いてジェニーが微笑む。

      　リックは感慨にふけっている。アシアの言葉はファミリア冥利に尽きる。

      　最初の救出作戦。あのとき全滅覚悟でコウに賭けた自分は間違っていなかったと、改めて確信した。

      
        

      

      　アストライア内部でエメと話していたアシアが、急に顔を上げた。

      「敵機接近。ファミリアの監視網をくぐり抜けてきている。アキ、警戒を」

      『まだこちらでは確認できないです』

      　アストライアの声に緊張が走る。

      「至急、警戒態勢を整えます。ファミリアとアストライアで確認できない敵機とは……」

      　アキが端末を操作し、状況を確認する。

      「確認しました。降伏信号と画像と音声をオープンにして接近するシルエットが三機、これですね」

      　画面が映し出された。エメが無表情になる。

      　映し出されたパイロットに見覚えがある。吉川、山岡、新島の三人だった。

      『ファミリアの認識しない機能と降伏信号の組み合わせで接近するとは、仕様の穴をついてきましたね』

      　アストライアが不快そうに告げた。小賢しいと思ったのだ。

      　降伏信号を出している相手には、理由なく攻撃してはならない。

      　そしてファミリアたちは吉川たちを認識しない。ヴォイのように殺意を抱いている相手以外は。

      「ファミリアは手も足もでない。認識できない相手だし。降伏信号が出ている以上、私たちもね」

      　アシアは若干悔しげだ。

      「要求が出ています。エメ提督への直接謝罪と、身の安全を求めています。なんて図々しい」

      「罠の可能性が高い」

      　エメが冷静に告げた。彼女には恨みも憎しみもない。

      　ただ──コウを殺そうとしたことは絶対に許さない。

      　その思いだけが強い。

      「私が出ます」

      「俺が出る。俺なら私闘で済む。降伏信号なんて関係ない」

      　コウが割って入った。彼女たちが悩む必要などないのだ。これは彼が背負うべき因果だ。

      「エメ。お願い。ブルーとにゃん汰にも通信を。ここで連絡しておかないと怒られてしまいます」

      「わかった」

      　アキの依頼にエメが応える。二人へと通信をリンクさせる手続きを開始した。

      　五番機の足下に、作業を終えたフラックが呼びかける。

      「コウ兄ちゃん！ いつでも出撃は可能だよ！」

      「わかった、ありがとうフラック、マール」

      　すぐに五番機へ乗り込むコウ。機体は万全。コウの怒りに呼応するかのように、五番機の四眼カメラが一瞬鈍く光る。

      　決着をつける時がきたのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ついてねえっ！」

      　まさか鷹羽兵衛に見つかるとは思わなかった吉川は必死に逃げた。

      　広域回線を用いて自分の素顔を晒すとファミリアは反応しない。悪夢のようなファミリアに認識されないという処置が幸いした格好だ。

      　以前ＴＡＫＡＢＡから機体を強奪した彼らはストーンズ勢力の傭兵になることにした。

      　バルドと名乗る男から、この機体の素性を聞かれたときはひやひやしたが、盗んだと正直に話した。

      　機体は一ヶ月ほど没収されたが、その後無事に返却されバルド率いるデスモダスの一員となった。機体を取り上げられている期間を含め待遇も悪くなかった。

      　地の利は吉川たちにある。追ってくる鷹羽を振り切った吉川たちは起死回生の行動にでた。

      　直接メタルアイリスの軍艦アストライアに逃げ込み、可能であればエメを誘拐。もしくは降伏したフリをして安全な場所まで逃げ出すつもりだ。

      　眼前には海岸近い場所で停泊しているアストライアが見える。飛行して乗り込めばすぐだ。

      「頼む！ エメ提督にこの前の無礼を謝罪したい。アストライアへの乗艦を希望する」

      　吉川がオープンされた共通回線でアストライアに呼びかける。

      　エメが画面に現れた。

      「拒否します吉川殿。このまま立ち去り他の艦に移動しなさい。そうすればこちらからは攻撃しません。警告します。これ以上近付かないでください。さもなくば撃破します」

      　そういって通信が切れた。

      「え？ 拒否？ 嘘だろ！」

      　子供相手だ。押せばなんとかなると思っていた。

      「どうするんですか！ 警告されているぜ！」

      　先頭に立たされている山岡が悲鳴をあげた。

      「山岡。降伏信号が出ている以上安全だ。安心して前進しろ」

      　降伏信号を出している者は、基本的には攻撃されない。少なくともテレマＡＩや類するＡＩは攻撃してこない。

      　山岡が先頭、吉川が真ん中。背後には新島だ。

      「ロックオンされているぞ！」

      「ブラフだ。耐えろ」

      　そういった瞬間だった。

      　山岡のファルコが爆散した。

      「なっ！」

      「主砲を撃ちましたよ！ 吉川さん！」

      　いくら高次元投射装甲でも、アストライアに搭載している大口径レールガンの主砲には耐えられない。

      「ヨクモオメオメトスガタヲアラワシタナ。クソヤロウ」

      　発砲主の合成音。ポン子だった。

      　彼女はファミリアでもテレマＡＩでもない。降伏信号など知ったことではない。

      　エメとコウの敵は排除する。それだけだ。

      「警告します。立ち去りなさい。本当に降伏するつもりなら、武装解除ぐらいしなさい」

      　今度はアキが彼らに退去勧告を行い、通信を切る。

      「私も出ます。私なら彼らを攻撃できる」

      　セリアンスロープも降伏している相手には攻撃はできないが、アキなら可能だ。

      　アキにとって寄り添う者がコウ、そしてエメなら当然だ。ＭＣＳ内部なら寄り添う者を護るための攻撃にリミッターはかからない。

      　一方、攻撃を受けた吉川と新島は慌てた。山岡の死を悼む余裕などない。

      「あれはあの時のセリアンスロープ！ 攻撃されましたよ！」

      「乗り込め！」

      　吉川のアクシピターと新島のファルコがアストライアの甲板に飛び移る。降伏信号を出している以上、対空砲は機能しない。

      　甲板に飛び移った二機。そこにエレベーターからシルエットが昇ってくる。

      　コウのラニウスＣ強襲飛行型。──五番機だった。刀の柄に手を添えて、いつでも抜刀できる状態にある。

      「降伏しろとは言わない。決着を付ける」

      　コウは迷わず殺す気でいた。自分の因縁で、二度とエメを危険な目に遭わせたりはしない。

      「コ、コウ！ お前のような奴がなんで高級なラニウスに…… ちきしょう！ てめえなんかが幹部クラスかよ！」

      　飛行ユニットを装備しているラニウスは珍しい。こんな状況で、的外れな絶叫をする吉川。嫉妬心で怒りが恐怖をかき消す。しかし戦闘においては冷静だ。五番機と距離を取るため、アクシピターは少しずつ後退する。

      　アクシピターは剣を盾代わりにして構える。斬撃がくると予想していた。コウの居合い趣味は知っている。会社では変人だと笑いものにしたものだ。そして剣術はシルエット戦では脅威になることも。

      　五番機は無声で襲いかかり、防御しようとするアクシピターの両腕を斬り飛ばした。

      「まじかー！」

      　その様子をみていた新島のファルコは銃を取り出し構えた。

      　背後から射撃すればラニウスといえど大ダメージを受けるはずだ。

      　ファルコを巨大な影が覆う。昇降中のエレベーターから、何かが跳躍したのだった。

      「え？」

      　気付いた時には巨大な拳によって甲板へ叩き付けられていた。

      　アキのエポナが、巨大な戦闘用クロウで殴りつけたのだ。

      「邪魔はさせない」

      　巨大な爪がファルコの背面を貫き、リアクターとパワーユニットを破壊して、ＭＣＳまで爪が貫通する。

      「ひ、ひぃ！」

      　背後座席まで貫通した巨大な爪に、絶句する新島。

      「私が殺すまでもない」

      　エポナが後ろ足でファルコを蹴り飛ばした。遠く海に放り出されるファルコ。

      　もうウィスが働かないＭＣＳでは衝撃緩和機能もない。激しい揺れに襲われる新嶋。

      「助かったのか。……ん？」

      　足下に水。背後をみた。

      　貫通した背後から海水が漏れている。

      「あ……アァ……」

      　慌てて後部座席に移り、ＭＣＳに空いた孔を手で押さえる。

      　そんなことで止まる海水ではなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「やばい」

      　一瞬で両腕を弾き飛ばされた吉川のアクシピターは身を翻し、沖のほうへ逃げ出した。

      　ラニウスは短距離型。長時間の飛行はできないはずだ。

      　五番機は追いかける。コウにエメから通信が入った。

      「コウ。聞こえるかね」

      「師匠！」

      　思わぬ声に、驚愕するコウ。

      　ふっとエメとは思えない表情で笑う師匠。

      「海域を示す。この地点で決着をつけたまえ。君ならうまく誘導できるだろう。そこで宿業を断ち切るんだ」

      　軌道エレベーター周辺の沖合周辺の海図が表示される。

      　真っ赤になっている部分が、師匠が言う座標だろう。

      「ここに何があるんだ」

      「何もないよ。だからこの場所で決着をつけるんだ」

      「何もないのか……」

      「何もない場所だ。殺す必要すらない。今の彼にそんな価値があるかね？ 君が飛ばされた最初の日と同じ条件にしてやる。それでいいじゃないか」

      　師匠こそ自身が千年以上守っていたエメを傷付けられそうになり、コウへの度重なる非道に激怒していた人物。

      　あの殴打未遂事件のあと、にゃん汰が必死に宥なだめる必要があるほど激昂していたのだ。

      　それが今や別人のように穏やかだ。エメが宥めたのだろうかと訝しんだコウだが思い直す。エメにも宥める理由がない。

      「わかった」

      　師匠の伝えたいことを理解する。何もコウ自身が止めを刺さなくてもいいのだ。その結果の果て死ぬことがあろうとも、だ。

      　コウは師匠の心遣いに感謝し、気合いをいれてアクシピターを追い回す。

      　そのコウの姿を追う、アストライアの観測機。

      　アキ、にゃん汰、ブルーの三人は心配そうに見守る。

      　アクシピターはグレイシャス・クィーンが開けたシェルターの大穴を抜け、外洋に向かう。ぴったりとラニウスが張り付いてくるからだ。

      　アクシピターは減速困難な状態だ。後退行動や旋回移動は、速度を著しく落とす。

      「この速度で追従してくるのか？ ラニウスが！ おかしいだろ、あれは強襲型の短期決戦格闘機じゃねえか！」

      　強襲飛行型の存在を知らなかった吉川が絶叫する。

      　ラニウスＣ強襲飛行型はアクシピターの性能からフィードバックされた技術をもとに開発。御統重工業構築技士である航空機のスペシャリストたる衣川が協力し完成させたのだ。高性能なフライト・バインダーを装備し機動性も格段に向上している。

      　五番機は今やアクシピターにも匹敵する飛行能力を誇る。

      「いや、長いことは飛べないはずだ。こっちは金属水素生成炉で飛行型だぜ」

      　飛行して逃走すること十分。五番機はつかず離れず追跡してくる。

      「なんで振り切れねえんだよ！ まさかあいつのラニウスも金属水素生成炉とでもいうのか。ふざけんな！」

      　焦りは隠せない。もはや周囲は海しかない。

      「ここか」

      　コウが目標の海域に入ったことを確認した。五番機はさらなる加速を行う。

      　勝負は一瞬だった。

      　ラニウスの四肢も含めてスラスターを用い全速で加速。すっとアクシピターの背面まで移動し、機体の肩に手を伸ばして背後から掴んだ。

      「ひぃ！」

      　五番機が孤月を抜き撃ち一閃。刀身がアクシピターの背面に突き刺さる。正確にリアクターのみを貫いていた。

      「宿業を断ち切る、か」

      　師匠はいつも彼を導く。今回もまた。

      　アクシピターはエネルギー供給が絶たれ停止した。ガクンと首を落とし、機体が停止する。予備バッテリーによる電力でＭＣＳの機能のみが生きていた。

      「頼む！ すまなかった！ コウ、助けてくれ！」

      　命乞いを開始した。無駄だとわかっていながらも言わずにはいられなかった。

      「わかった」

      「え？」

      「アクシピターを掴んでいる手を離したら、あんたとはこれっきりだ。二度と俺やメタルアイリスの前にあらわれるな」

      「ああ！ 約束する！ 頼む！」

      　コウは返事さえもしなかった。

      　もう終わったのだ。

      　五番機は手を離した。

      　海面にすっと吸い込まれるように消えていくアクシピター。

      　吉川が焦ったが、すぐに落ち着いた。

      　海底についたら救難信号を出して歩けばいい。予備バッテリーでもそれぐらいは可能だ。深海の可能性はあるがその時はその時だ。数百メートルならアクシピターは耐えるだろう。

      　画像委映る海中の光景。周囲の視界には恐ろしそうなサメが泳いでいた。沈んでいくシルエットから脱出する気にはなれない。ハッチをあけた瞬間、なだれ込む海水で溺死する可能性が高いだろう。吉川は冷静な自分を内心自画自賛していた。

      　沈んでいくアクシピターが海面を見上げると、頭上のラニウスはすぐに見えなくなった。

      
        

      

      　海中へ沈んでいくアクシピターをコウは無表情に見送った。

      「それでいい。コウ。悪しき因縁はそれで終わりだ」

      「助かるのかな？」

      「わからないな。そう、突き飛ばされて廃墟に残された君と同様。私みたいな物好きが偶然居合わせて、万が一移動できる手段があるなら助かることもあるだろう。君が彼の生死に関して気にすることはない。すぐにＭＣＳから脱出し陸地まで泳げるなら助かるかもしれない」

      　すぐ抜け出したとして周囲にはサメまでいる海しかない。数百キロの遠泳が必要だ。

      「何もない、か」

      「そう。何もないよ。君の足元にはね。あの場所。君との始まりの廃墟と同じように」

      「そうか。──ありがとう、師匠」

      　師匠と最初の二人旅を思い出していた。

      　アストライアにたどり着くまで、マンティス型やエニュオと戦う中、ずっと傍にいてくれた大切なファミリア。

      「なあに。君と同じで悪い結果にはならないかもしれないよ？」

      「それならそれでいいさ。もしまたあらわれることがあれば必ず斬る。猫は執念深いと聞いていたが、師匠は優しいな」

      「私は猫じゃなくてファミリアだからね。この結果には私も満足だよ」

      　師匠は微笑んだあと、エメに戻った。

      　彼女もにっこり笑った。

      　コウが要らぬ血を流さなかったことが嬉しかった。

      　コウも大きな仕事を終えた気分で一区切りつけ、アストライアに帰還を開始した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「さすが師匠ね」

      　ブルーが感嘆した。

      　アシアが送ってくれた海域の解析結果を見ているのだ。

      「何もないわ」

      「本当に。さすが師匠にゃ。何もないにゃ」

      　にゃん汰も師匠とは古い付き合いだ。尊敬すべきファミリアの一人。この結果に言葉もない。

      「ええ。お見事です。本当に何もない」

      　戦闘指揮所に戻ったアキが、アクシピターが水没した海域を確認する。

      「必殺にもほどがあるわ。救援を求めてもファミリアは彼の声を認識できない。人間やセリアンスロープがいる潜水艦は通りすがることもない。最寄りの陸まで何百キロあるの？」

      「コウには海域の真相を教える必要はないにゃ。要らぬ気を病むこともない、さすがの処置にゃ。真相を知ったところで気にしないかもしれないけどさ」

      　ブルーとにゃん汰が、結果を予測し安堵している。

      　にんまりと笑ったアキが最後を締めた。

      「惑星アシアで最も深い海溝の一つ。海底まで一万メートル。移動もできず水没していくのみ。海流的にも海溝から逃れられません。逃げ出したとしてオニカマスやヨゴレザメの生息域も付近にあります。しばらくして水圧でＭＣＳも開かなくなるでしょう。ＭＣＳのバッテリーが一ヶ月分として溺死？ 圧死？ 窒息死かしら？ 狂死もあるでしょうね」

      　誰よりも嬉しそうなアキが、死に様を想像して冷酷な微笑を浮かべた。

      「まさに必殺。何もない、か。コウはそんな場所から生き抜いたのね」

      「今となってはどうでもいいことですね。因果の相手は何もない場所で、さよならです」

      「師匠は猫の中の猫にゃ」

      　猫は執念深いのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライアに帰還したコウはアシアに呼ばれた。

      　戦闘指揮所ではない、別の作戦所にコウは赴く。

      「俺だけに用か。重大な話だな」

      　戦闘指揮所ではまずい話なのだろうとは察しがつく。

      「アストライアと協力して、なんとか〔プロメテウスの火〕の解析が終了したの。その報告」

      　アシアは実体化して待っていた。

      『私だけでは解析は不可能でした』

      「私もだよ。兵器開発ＡＩには専門性は遠く及ばないから」

      「二人ともありがとう」

      『アシアと相談した結果です。まずはコウの判断を仰ぐことにしました』

      「責任重大だな」

      　彼女たちがそういうのだ。かなりの問題なのだろう。

      「コウが遭遇した〔プロメテウスの火〕。あれは、あくまで付随効果のひとつ。本命ではないわ」

      　プロメテウスの火。

      　古来より禁忌とされる技術に冠されることが多い。人類に繁栄と戦争をもたらした〔火〕そのものに関する逸話だ。

      　シルエットをはじめとするあらゆる兵器の総合ＯＳ──フェンネルに隠された機能の名。

      　その効果と代償は、今やコウも身をもって知っている。

      「いきなり核心か」

      　あれが本命の効果ではないとなると、どんな凶悪な効果になるか想像したくもない。

      「〔プロメテウスの火〕が発動中はあのリミッター解除も使えるにすぎない、ということね。本来の効果はもっと別なの」

      「別？」

      『メタルアイリスのシルエットには、すでにその兆候は確認されていたのです。効果がばらばらだったので、事象を確認できるはずもなかったのですが』

      「効果がばらばら？」

      「シルエットのフェンネルＯＳもＡＩ搭載だからね。個体差、個性みたいな性質を内包しているわ。極限状態時に陥るとそれが極端に反映される事象が〔プロメテウスの火〕の正体」

      「ちょっと待て。バルドが〔プロメテウスの火〕はシルエットに機体ダメージが増大した場合のみ発動するといっていたな。極限状態とはそのことを指すのか」

      『その通りです。シルエットが大ダメージを受けると、保護機能が働きフェンネルＯＳの性能限界を解除することが許される仕様だったのです』

      　アストライアがコウの戦闘パターンを用い解説する。

      『シルエットに限らずですが、兵器は初期状態こそがもっとも状態がよく、戦闘能力を発揮できるのです。それは生き物も同じ。疲労していくのですからね』

      「それはわかる」

      『〔プロメテウスの火〕はそれを真っ向から否定するもの。機体ダメージを受けると、その蓄積具合によってシルエットの性能を徐々にあげていくのです』

      「なっ」

      『〔プロメテウスの火〕とは本来の効果は性能限界の上限無効化。安全係数を考慮せず設計限界までの可動性能を引き出すための機能であり、その状態で〔プロメテウスの火〕を宣言することはリアクターの安全装置を外すことを意味します』

      　設計限界は機体構造強度の限界であり、性能限界はそこまでの負荷を許さないための安全性を考慮した上限のことだ。

      「性能限界によるリミッターがかからないから、リアクターの上限も解除してあんな真似が許される、と」

      「そういうこと。そして〔プロメテウスの火〕の効果は機体ごとに違う。だから私たちも発見できなかった」

      「機体ごとに違う？ 先ほどいっていたばらばらで事象が確認できなかったことか」

      「機体の個性、癖。パイロットとの相性。それらが組み合わさって、どの方向性でリミッターが解除されていくか。ウィス出力や運動性など、どの性能が上がっていくか。機体によってそれぞれ効果が異なるの」

      『メタルアイリスやユリシーズの戦闘記録、個体データを組み合わせて導き出した結論です。あとは仮定し、その理論が正しいか解析するまで』

      「アストライアのアドバイスがなかったら、私でも厳しかったかな」

      　彼女たちはさらりといっているがそれはとても膨大なデータ量の解析だったであろう。

      　しかしそれは解析の価値がある機能であり、仕様だ。

      「方向性が違うとは？」

      『そうですね。もっとも多いパターンは運動性能が上がるか、出力が上がるか、ウィスの出力があがり装甲が堅牢になるか、という方向性ですね』

      「機体ダメージによる性能低下をパイロットが得意な方向で補っていくため、フェンネルＯＳが機体の構造強度を見極めながら上げていくの。さながら、手負いの獣のようにね」

      『機体にダメージを受けている状態ならばパイロットも極限状態ですから、いつもより性能が向上していることに気付くはずもありません。冷静に分析する暇もないでしょう』

      　機体が応えてくれるという実感を持ったことはあるが、そんな機能は確かに初耳だ。

      「機体の個性とは？」

      『機体によるパイロットとの最適化ともいうべきものでしょうか。人為的最適化には自分の向き不向きに合わせて自分用にカスタマイズされた機体があります。ベアにグリズリーの腕を装備するなど汎用性を利用して改造する傭兵は多いのです』

      「傭兵内でやっている組み替えアセンブル、というやつか……ラニウスや可変機では無理だな」

      　アセンブルはコウも聞いたことがある。しかしシルエットに限らず機体性能は完成形で設計される。あくまで組み替え運用は応急処置的なものだ。

      　本来であれば異種部品混合機体とは、補給部品がない場合に運用されるもの。イレギュラーな対応策に過ぎない。

      　装甲筋肉を利用するラニウスや可変機シルエットは互換性が低いので、そのようなアセンブル運用には向いていない。

      『メタルアイリスで正式採用機としてラニウスが採用されたことが幸いしました。解析が捗ったのです』

      「艦載機用シルエットはラニウスＡ１や可変機で最前線運用だしね」

      「五番機はどんな効果だろう」

      　コウがもっとも気になる点を聞いた。

      　思わずアシアは目を伏せ、アストライアも無言になった。

      「ん？ 不気味な沈黙だな」

      「あのね、コウ。変な話だけど……今の五番機は〔プロメテウスの火〕がないの」

      「今とはどういう意味？」

      「うん。コウだけじゃなくて、クルトのフラフナグズもない。どういった理由でないかはわからない。そのうちわかるかも。だから今はない、としか言えない」

      『私たちが解析できない効果なのかもしれません』

      「二人が解析できないって、どういうことだ」

      「〔プロメテウスの火〕の効果が確認できない、という機体は少なからず存在するわ、一機だけ特殊効果が確認されたのもあるけど、五番機含めて同一の効果ではないことは断言できる」

      「その特殊効果とはなんだろう」

      『次元離脱機能です』

      「それって前に無敵時間とかいっていたヤツか！」

      「ええ。余剰次元に一瞬だけ機体を移動。強制力で元の次元に戻る。ほんの数回しか使えないし効果は一秒にも満たないけれど、使い方によっては絶大な効果を発揮するわ」

      　コウも驚きを隠せない。以前アシアが話していた機能だ。

      「パイロットと機体の相性、熟練度もね。長年ＭＣＳと相当な修羅場をくぐってないと無理。引き出せない」

      「その性能を引き出す使い手も凄腕ってことだな」

      『ええ。ジェニーです』

      「ジェニーか！ いや、確かにありえるか」

      　コウも息を飲む。予想外だが、あらためて考えるとその効果にふさわしい使い手の名が挙がった。

      「ジェニーのタキシネタは、ケリーがジェニーのために構築した機体。それぐらいやってのけてもおかしくないさ」

      　コウの依頼によって、ケリーがジェニーのために作ったシルエットが〔タキシネタ〕だ。

      　そのＭＣＳは以前の愛機、フェザントのものを用いている。

      「宇宙艦で〔プロメテウスの火〕が使うことが可能であれば、次元離脱機能が使えるということもわかった。そんな状況、限定されすぎるけど」

      「相手のＭＣＳかウィスのリアクターをロックオンする必要があるもんな。宇宙艦だと使う機会はないだろう」

      「ええ。そしてシルエットに同様の機能が備わっている、というのも衝撃的だった。かつて惑星間戦争ですら確認できなかった機能よ」

      　新たに開放されたフェンネルＯＳの機能。間違いなくプロメテウスの仕業だろう。

      　アシアとアストライアさえも知らなかった機能なのだ。

      『宇宙艦の設計の多くは私の本体での仕事でした。シルエットのフェンネルに同等の機能を仕込んでいるとは、やはりプロメテウスは侮れません』

      　若干悔しそうに呟くアストライア。

      「傭兵機構に所属するシルエットを調査できるのであればもう少し詳細はわかったかもしれない。私にはその権限がないから」

      「アシアに権限がない？」

      　コウにとっては惑星維持ＡＩであるアシアがアクセスできないという事態が信じられなかった。

      「傭兵機構はオケアノス直轄組織だから。私とは別ラインよ。多少は介入権限もあるけどね」

      　コウはしばらく沈黙し熟考する。

      　早急に結論を出さないよう、思考を重ねる。

      　アシアたちは無言で彼を見守った。

      「プロメテウスの火の詳細はユリシーズに相談しようと思う。これはシルエットとの関わり方にも関係してくる案件だ。リミッター解除以外は任意発動ではないんだろ？」

      『ええ。任意で性能限界を超えることはなく、また構造限界まで能力を解放、コントロールする手段はありません』

      「わかった。けれど構造限界が厄介だな。機体の構築設計に影響してくる」

      　コウもブリコラージュによる構造強度の重要性は身に染みて知っている。〔プロメテウスの火〕を発動させないための設計や、発動しても壊れないようにするための構造設計も必要になる。

      　今後シルエット開発の方向性も変わってくる可能性さえあった。

      「もう一つ。アシアにお願いがあるんだ」

      「私にできることなら！」

      　コウはあまりアシアへ要求することはない。協力を求めるだけだ。

      　そのコウからのお願いなのだ。アシアに可能なことなら、あらゆる面で協力するつもりだ。

      「傭兵機構の登録データから俺を抹消することは出来るかな？」

      「できますよ。傭兵機構への不信が高まった、というところかな？」

      「そうかもしれない。アシア救出が行えないよう画策したものは傭兵機構の人間と推測する。ＡＩは人類をサポートする前提で設計されているんだろ」

      「そうね」

      「この惑星を管理するＡＩへ制限を課すような組織だ。つまり必要以上にＡＩは人類に口を出すなと。サポートだけをしていろという連中じゃないか、と思ったんだ」

      「否定はしないわ」

      「決まりだ。抹消を頼む」

      「わかった。あなたのＩＤを抹消します。本当の意味でウーティスになるつもり？」

      　アシアの住人は傭兵機構に登録される。傭兵ではなくとも、だ。

      　傭兵機構は中立かつ唯一の世界的な組織、この惑星アシアを運営する権限を持つ組織でもあるのだ。

      　ＩＤを抹消したコウは公共サポートを受けることもできず、傭兵機構を通じては人類居住区への正式な入場申請もできなくなった。

      　現在のコウなら直接アシアによる認可が下りる。傭兵機構所属のメリットはさほどないだろう。

      「それもいいかもな」

      　この星に来た時もＩＤがなく、メタルアイリスに物資を分けてもらったことを思い出す。

      「コウは大丈夫。シルエットベースの開発権利だけでも莫大な利益を得ているから」

      『食べていくだけなら私やファミリア、セリアンスロープたちがいるので大丈夫ですよ』

      「私も忘れずにね！」

      「みんなのおかげだよ。でなければこんな決断はできない」

      　自分の身のことは些細なことだ。もはや傭兵機構などに興味はなかった。

      　今の関心事は〔プロメテウスの火〕。

      　ある程度の話は兵衛も聞いているし、ユリシーズにおいて共有されるまで時間の問題だろう。

      　構造設計に関わる話だ。この内容をどのタイミングで公表するか。

      　極めて重要な情報の取り扱いに頭を痛めるコウであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　軌道エレベーターの制圧が完了し、アルゴフォースが撤退を開始した。

      　五行重工業の零式とＢＡＳのバザードから構成される部隊がシルエットに変形し、内部に突入する。

      　防衛部隊を打ち破ったリックの地上部隊もＲ００１の要塞エリアに潜入した。

      「敵防衛部隊、撤退を開始します。Ｑ２２１要塞エリア方面です」

      　キモン級の戦闘指揮所内でオペレーターが報告する。現在はＲ００１要塞エリア北部に部隊を展開するためシルエットベースがある山脈、その裾野にある森林地帯を越えた場所に着陸中だ。この場所に布陣を張ることによってシルエットベースとＲ００１要塞エリアの中継基地の役割も果たす。

      　バリーが指示のため手を振った。

      「よくやった。追撃は肝要だが深追いは禁止だ」

      「伝えます」

      　バリーは端末でアシアを呼び出す。

      「アシア。軌道エレベーター施設の制圧にも成功した。天井のハッチやシェルターの開閉管理はお願いできるか」

      『もちろん。任せて』

      　バリーは表情を若干曇らせ、アシアに語りかける。

      「少々気になることがある。Ｒ００１要塞エリアで生産されていた兵器生産工場の残存データ確認を頼みたい」

      『生産兵器？ 種別でいいかな』

      「ああ。連中がどんな兵器をあの場所で生産していたか、知りたいんだ」

      『わかった』

      「アルゴフォースが運用していた戦闘機と可変機の設計図が手に入ったら僥倖だが……」

      　敵兵器の設計データは可能なら手に入れたかった。

      　とくにあの可変機は要注意だ。詳細に分析する必要がある。

      『運用履歴はすぐ見つかった。戦闘機はコールシゥン、可変機はアルラーですね。ちょっと待ってね』

      　アシアは一瞬沈黙し、しばらくすると再びバリーに語りかける。

      『あなたの悪い予感はあたったみたい』

      「さて？ そんな話はしたかな」

      　アシアは思わず苦笑した。バリーとしても外れて欲しかった推測だったのだろう。

      『とぼけないで。重工業地帯でもあるＲ００１要塞エリアでこの生産量。兵種も少ないね。戦闘機はパック。戦車はエーバーⅠという重戦車のみ。Ⅱもあるみたいだけどこの場所では生産していない。シルエットはアルマジロにバイソン。ジョン・アームズ製の兵器がほとんど。あなたは重要な兵器データは置いてないと予測していたってことよね』

      「まあね。ここなら可変機やフッケバイン系のシルエットも作ることは可能だよな」

      『軌道エレベーターで材料には困らないもの。余裕だね。つまり、あなたの読み通りＲ００１要塞エリアは陽動ってこと』

      「外れて欲しかったなぁ」

      　気の抜けた声でうそぶくバリー。

      　アルゴフォースの動きは見えない。人工太陽でレーダーは殺され、主力がどこにいるかでさえ不明なのだ。

      　彼らがＲ００１要塞エリアを奪取してしまった以上、防衛するのみだ。事前に打てる手は少ない。

      「こんな高級な餌で何を取るつもりだ。シルエットベースか、Ｐ３３６か。どっちもそこまでのものではないだろう」

      『そこまではわからないわ。軌道エレベーターを全占拠など、彼らの手にも余るという判断じゃないかな』

      「そうだろうな。全力で取り返しにくるし、守り切れないなら効果的な餌、ということか。ありがとう。アシア」

      　アシアとの通信を切り、思案するバリー。

      「ロバート。ジェニー。リック。フユキ。いいか」

      　メタルアイリス幹部を通信で呼び出し、告げる。

      「敵の抵抗は強力だったが、やはり本気とは言い難い。Ｒ００１要塞エリアは陽動と判断した。人工太陽ももうすぐ消滅するだろう。その後の展開に備えないといけない」

      「あの戦力で陽動といえるなら、よほど兵力は潤沢なのだね」

      　リックがため息交じりに呟く。

      　彼らメタルアイリスの戦車部隊はようやく前線を切り崩し、要塞エリアに入ったのだ。

      「そのようだな。ボブ。お前はすぐにＰ３３６要塞エリア近くの海域に展開してくれ」

      「了解だ」

      　現在主力はＲ００１要塞エリアに集中している。

      　アリステイデスとペリクレスは行動を共にしている。兵器の搭載には限度があり、二隻運用しなければならなかった。

      「ジェニーにも戻ってもらうかもしれない」

      「もちろん」

      　ジェニーはタキシネタで常に戦場にいる。現在はアストライアに帰投していた。

      「フユキ。Ｐ３３６要塞エリアの司令官はお前とブルーしかいない。頼んだぞ」

      「重責ですね。やるだけはやりますよ」

      　フユキも不敵に笑う。防衛戦は彼の得意とするところだ。

      「Ｒ００１要塞エリアからＰ３３６要塞エリアへ、シルエットベース。防衛ラインが面ではなく線であることが唯一の救いだ。補給ラインさえ構築できれば、こちらの勝ち。敵の部隊展開は読めず、そして早い」

      　彼らに守るべき防衛ラインが示される。

      　Ｒ００１要塞エリアとＰ３３６要塞エリア、そしてまたがる山脈のなかにあるシルエットベース。確かに面ではなく縦のライン。

      　一度制圧されても奪回しやすい点はあるが、戦線が伸びたことも意味する。

      　手に入れた軌道エレベーターは絶対に手放せない。早急に補給ラインを確保する必要に迫られた。

      「リック。急遽戻ってもらうことになるかもしれん」

      「わかっている。人工太陽が消えたあとに迅速に判断しよう」

      「戦線が桁違いに拡大した。正直一傭兵部隊と企業集団でやるレベルの戦争じゃないが傭兵機構が頼りにならん。相手の戦力がＰ３３６に向かうか、もう一度軌道エレベーターに戦力を向けてこちらの主力を潰してくるか。どうでるかだ」

      　守勢に回る羽目になることは自覚していたが、実際にその状態になってみると予想以上に辛いものがあった。

      「幸いＰ３３６は王城工業集団公司からの陸上戦力が応援にきてくれている。補給も問題ない。対応はできるはずだ」

      　自らに言い聞かせるようにバリーは告げる。

      　十全を期して念をいれても、いまだ不安が拭いきれなかった。

      
        第四章　異形の兵器群

      

      　予想通り人工太陽が消滅し、半日が経過した。

      　軌道エレベーター奪回作戦において消耗した兵力は甚大であった。メタルアイリスは補給を進める。

      　Ｒ００１要塞エリアは散発的な戦闘は発生しているが、アルゴフォースは最寄りの防衛ドームに撤退を開始。

      　アシアも要塞エリアを自由に動かせる状態となり、軌道エレベーターの運用問題はなくなった。

      　しかし間髪を入れず敵の攻撃が彼らを襲う。Ｐ３３６要塞エリア付近で巨大な爆発が発生した。

      　同時に、キモン級にも巨大な爆発とともに衝撃が走る。

      　続けて二度、同じ衝撃が加わった。

      「ぐ……なんだ！」

      「キモン、右舷被弾！ 装甲を貫通し、中破！」

      　オペレーターが緊迫した声をあげる。

      「万が一に備え、損傷部位の隔壁閉鎖を！」

      　バリーがとっさに指示をだす。

      「どこからだ！」

      「上空からの大口径レールガン攻撃と思われます。はるか上空から位置エネルギーを利用した艦砲射撃です！」

      「ディケ！ 動けるか？」

      『無理です。厳しいですが最善の行動は取ります。ファミリア、セリアンスロープたちに依頼してダメージコントロールを急ぎます』

      「損傷部位のダメージコントロール最優先！ チャフ、デコイ、防御兵装なんでもいい！ ばらまいてくれ！」

      「周辺部隊被害大！ そちらの被害状況も確認します！」

      　戦闘指揮所に深刻な報告が続く。

      「Ｐ３３６要塞エリア八時方向、王城工業集団公司の展開部隊の被害が大きいです！ 戦車約二百輌が壊滅状態とのことです！」

      「あの一瞬でか！ 何が起きた！」

      「観測ヘリから転送された映像、でます！」

      　その映し出された姿は──

      　巨大な三連装砲を三門兼ね備えた艦影。

      　副砲も巨大だ。

      　脳裏によぎる言葉をそのまま口にする。

      「う、宇宙戦艦だと……」

      　バリーが呻いた。その偉容は、絶望を呼び起こすには十分であった。

      　二キロを超える巨大宇宙戦艦が、地表に鎮座していた。

      　大気圏再突入を行った宇宙戦艦は、高高度より大口径二百センチ三連装砲をキモン級に向けて発射。キモン級の右舷に命中させ半壊させることに成功した。

      　宇宙戦艦は時速六百キロまで減速し着陸した。

      　地表に激突した衝撃で、メタルアイリスのＰ３３６要塞エリア最前線にいた防衛網を半壊させたのだ。

      　遠く要塞エリアから離れた場所でのみ許される戦術だ。

      　そのままの衛星速度で突入していたらアシアのあらゆる防衛網が作動し、地表にぶつかるまでに破壊されていただろう。

      「ディケ。キモンは飛べるか」

      『今は無理ですが、三胴艦構造が幸いしました。中央、左舷の被害は軽微です』

      「まずは防御態勢を整える。やつらはこっちに向かうはずだ。展開した地上部隊はそのままキモンの前に防御陣形を！」

      　緊迫した指示が戦闘指揮所内に乱れ飛ぶ。

      　キモン級が戦闘態勢に入る。

      　敵の宇宙戦艦は大型構造物。射程は数百キロあるだろう。

      　浮き上がって狙われたら、厳しいが相手も的だ。

      　アルゴフォースも宇宙戦艦を地上基地として運用すると踏んだ。

      「あんな戦艦初めて見たぜ」

      『戦艦メガレウス。かつてアストライアが作り出した七隻の宇宙戦艦エテオクレス級の一隻です』

      　ディケが解説する。

      「あんなもんが七隻もあるのか？」

      『惑星間戦争時代のアストライアは各勢力に譲渡しています。ストーンズが保有していたとしても二隻程度でしょう』

      「そんなものを引っ張り出すとは、本気ということか」

      『間違いなく。主戦力、旗艦たるに相応しい戦闘力を有しています』

      「戦艦だもんな。兵器運用能力は？」

      『二十一世紀の戦艦とは若干定義が異なります。大型艦砲と厚い装甲、そして兵器運用能力を求められます。宇宙空間に護衛艦隊など存在しませんからね』

      「当然、輸送機キャリアーも兼ねているよな。あれだけ巨体なら」

      『宇宙でならカタパルトも必要ありませんから。地上での兵器運用能力は劣りますが、搭載量は膨大です」

      「作業も何もかもシルエットだ。当然か」

      　バリーは冷静に考えようと努めるが、とてつもないスケールの宇宙戦艦に実感がわかない。

      　現在運用しているキモン級とて今の人類にとっては手に余るほどの大型艦なのだ。

      『宇宙空間から我らの動きを観測していたのでしょう』

      「自分たちだけ安全圏の宇宙から見下ろして高みの見物を決め込んでやがったわけか。どこまでも不愉快な連中だ」

      　吐き捨てるだけにとどまらず、指示を告げる。

      「まずは被害状況の確認、あとはＰ３３６要塞エリアへ進軍するはずだ。敵の布陣を確認してくれ」

      　戦闘指揮所にいるクルーに指示をだす。

      　全員が速やかに指示に従い、情報収集と精査を開始した。

      「古来、戦艦には空母艦隊が有効だった。だが戦艦が空母だってんならどうすりゃいい？」

      　バリーが憎々しげに画面を睨み付けた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「こちらはどうするか」

      　エメが苦悶する。ようやく主戦力で軌道エレベーターを奪回したのだ。

      　アルゴフォースの追加戦力がＲ００１要塞エリアに集中している事実は明白だ。敵はＰ３３６要塞エリアにも兵力を差し向けるだろう。

      　どちらを落としても、敵の勝ちとなる。

      「エメ。一人で抱え込むな」

      「コウ！」

      　隣にいつの間にかコウがいた。

      　大局に関してはエメのほうが優れているだろうが、何もかも彼女の責任で判断させたくはない。可能な限りコウ自身が決断を下すのだ。

      「あれが宇宙戦艦か。アシアがアリステイデス級を持ってきたとき、小型艦って言っていたな。覚えているよ」

      「本当に大きい。どうやって勝てばいいのか想像がつかない」

      　巨大な艦影をみて確信する。アシアはアリステイデス級を小型艦と評した。事実を述べていただけだった。

      　惑星間戦争時代ではシルエットが戦争の基本だ。目の前にあらわれた戦艦こそシルエットサイズからみて大型艦といえるものなのだ。

      「ジェニー。キモンの応援に向かってくれ。アストライアはシルエットベースへ向かわせたい。騎兵部隊を急いで収容する」

      「オッケー、ビッグボス」

      　コウの指示に満足するジェニー。

      　彼が率先して考えてくれている。この成長は嬉しい成長だ。

      「いいの？」

      　エメがコウに尋ねる。

      「シルエットベースが狙われないとは限らない。あの場所ならいざとなったら新しい防衛ライン全域に対応できる」

      　エメばかりを悩ますわけにはいかない。

      　彼女の力を借りる必要はあるだろうが、必要な決断は自分が下すとコウは決めた。

      「でも宇宙戦艦がいるよ？」

      　うかつに飛行する物体は標的とされるだろう。エメはその状況を懸念する。

      「こちらも宇宙経由でいけばいいさ。アストライア。可能だろ？」

      『むろんです。コウの提案は理に適っています。直線状にＰ３３６要塞エリアやシルエットベースに向かうより、宇宙へ打ち上がり、再突入したほうが安全かつ速いでしょう』

      「だそうだよ。あとはここの守りと、航空部隊をある程度まとめて送りたいが……金属水素生成炉でなければ無理だな。かなりの距離だ」

      「コウ。その二つについては提案があるの。通信を接続するね」

      　エメが通信を繋げると、グレイシャス・クィーンのジョージとジュンヨウのエリが映し出される。

      「君がビッグボスだね。はじめまして。グレイシャス・クィーンのジョージだ。ここの防衛は任せてくれないか。護り通してみせるとも」

      「わかりました。お願いします」

      　初老の紳士の名乗りに、コウは重いものを感じた。それはきっと矜持や信念と呼ばれるものなのだろう。

      　即座に防衛案を快諾するコウ。もとより頼りになる友軍なのだ。

      「同じくはじめまして。岡田絵里よ。エリと呼んで。こちらから零式と二式艇を出します。Ｐ３３６要塞エリアまでなら飛べますよ」

      　通常の輸送機や戦闘機では難しい距離を飛べると言い切った五行重工業の自信だ。

      　航続距離に自信があるのだろう。

      「わかった。エリさん。頼みます。ジェニー、タキシネタ隊とヨアニア隊、そして零式で編成しキモンへ。二式艇はクルトさんと兵衛さんを中心にバズヴ・カタ隊でいこう」

      「編成も様になってきたわね、コウ君」

      「そうだといいけどね。ジョージ提督、よろしくお願いします」

      「任せたまえ」

      　鷹揚に頷いた。

      　通信が途切れたあと、ジョージは優雅にパイプを燻らせながら、呟いた。

      「ＢＡＳはアシアから感謝の言葉を賜った。この星を護り続けた女神にね」

      　ふっとジョージは笑う。

      　勝算は十分。生産ラインはアシアのものとなり、メタルアイリスが誇る最新鋭機が生産されるだろう。パイロットはブーンのファミリアに頼めばいい。

      　グレイシャス・クィーンは要塞エリア全域に届く艦砲射撃が可能。あの宇宙戦艦と殴り合うわけではないのだ。

      「戦争するには誇りが必要だ。女神は我々が護ってみせるとも。ここが私の大防衛決戦バトル・オブ・ブリテンだ。なあに、勝ってみせるさ、今度もね」

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　海岸沿いを三両の半装軌車ノイが並走している。

      　それぞれ犬型、猫型、狸型のファミリアが哨戒中だった。

      　レーダーに反応がある。

      「どこからだ？」

      　猫型ファミリアが確認する。反応してもう一方の犬型ファミリアが応答する。

      「この反応は……海からか？」

      「制海権はこちらが完全に握っているだろう」

      「水陸両用車かシルエットか？」

      　敵の胴体についている砲塔から弾頭が発射される。

      　回避行動を事前に行っていた半装軌車は、どうにか避けることができたように見えたが──

      「うわあ！」

      　狸型ファミリアが悲鳴をあげたときには遅かった。

      　海から異様な影が襲いかかり、口らしき部位で半装軌車に噛みついたのだ。

      「た、たすけ……！」

      　言い終えることもできず、爆散した。

      　その影は奇妙な平べったい兵器だった。

      　尖った大きな口のように見えるものは破砕機。それが高次元投射装甲を持つ半装軌車をかみ砕いたのだ。平べったいくせに巨体で、脚がついている。

      　奇襲した兵器はすぐに海に逃げ込んだ。

      　遠く離れた場所から同型機であろう兵器が姿を見せる。

      「マーダーか！」

      「ワニかよ！ 爬虫類のマーダーなんぞテルキネス以外聞いたことがないぞ！ 離れている。急いで逃げろ」

      　大きな口とおぼしき部位が開く。そのなかから巨大な砲塔が現れた。

      「や、やばいぞ。回避行動を取れ！」

      　砲弾が放たれた。

      　回避行動は取っている。遠距離ならレールガンでもすぐには着弾しない。

      　突如、爆炎を上げるノイ。砲弾の直撃を受けたのだ。

      「回避したのに、砲弾が追尾してきやがったぁ！」

      　絶叫する猫型ファミリア。履帯を激しく損傷する。

      「大丈夫か？ 後退しろ！」

      「わかった！」

      　被弾した猫型ファミリアが動き出す。前輪と生きている履帯で動く。

      　この場合は半装軌車ならではの駆動方式で凌いだ。ノイは前輪も駆動するタイプであったのだ。

      　ＭＣＳが解析完了した。敵ＭＣＳ兵種不明と表示された。

      「違うぞ！ マーダーじゃない！ ＭＣＳを搭載しているぞ。あれはシルエットか戦車だ！」

      　悲鳴に似た叫び声。本来あり得ない兵器。

      「多脚戦車なんてあり得るのか！」

      　その兵器は短い、四本の脚とおぼしき部位で移動している。同じ四脚のクアトロ・シルエットとは似ても似つかない。

      　目の前の海岸沿いの揚陸する兵器は、四本脚の異形の戦車だったのだ。

      「伝えなくては。皆に！ 絶対生きて帰るぞ！」

      　二人は決死の覚悟で後退する。

      　逃走する半装軌車を狙うべく、異形の戦車たちによる猛追が始まった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「今度はなんだ！」

      　メタルアイリス全軍に届けられた緊急通信。

      　それは未確認兵器の登場だった。

      「Ｐ３３６要塞エリアの海岸沿いに多脚戦車ないしシルエットが確認されました！」

      「ちょっと待ってくれ。ディケ。教えてくれ。シルエットは人型が条件では？」

      『私では対処不可能です。アストライア及びアシアに通信、接続します』

      　画面に現れるアシアとアストライア。

      「多脚戦車が確認された。ＭＣＳでは対応不可能な形状だと思うが」

      『断言しましょう。惑星間戦争時代でもそんな兵器はありません』

      　兵器開発統括ＡＩの端末であったアストライアが即答する。

      「ワニ型だったらしい。マーダーでもないということだが……爬虫類のマーダーはいないよな」

      『いません。アシア。どういうことかわかりますか』

      『解析中。力を貸して、アストライア。プロメテウスに呼びかけているけどやっぱりダメ』

      『そこまで緊急事態ですか！』

      　超ＡＩたちも解析できない事態に、ただの人間であるバリーが対処できるわけがない。

      「くそ。Ｒ００１要塞エリア──軌道エレベーター戦ですら前哨戦とでもいうのか！」

      　相手の戦力が底知れない。

      「だめだ。俺が慌ててどうする。頼む。アシア。何かわかったら教えてくれ」

      『もちろんよ』

      　冷静に努めようと努力するバリーと、情報解析に専念するアシアだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「こちらＰ３３６要塞エリアのフユキ。敵海岸部隊と交戦。被害は大きいですが傭兵部隊が未確認兵器を一機鹵獲に成功しました。ＭＣＳ内のパイロットからは応答ありません」

      『さすがねフユキ。ＭＣＳは開いちゃだめだよ！』

      「了解です。すでにコントロールセンターに運んでいます」

      『解析を開始するわ』

      　その頃コウの傍にいたアシアが、目眩を起こし倒れかけた。

      「アシア！」

      　慌てて支えるコウ。ありえない事態だ。彼女はＡＩであり、ビジョンである。

      「……く。ごめんなさい。今私たちの処理がそこまで衝撃を受けた事態が発生したということ。今から私が指示だしていいかしら？ アストライア。あなたは今の私と接続禁止です」

      『どういうことですか！』

      「何が起きているんだ」

      「説明している時間がないっ……時間が惜しい。悔しい」

      　アシアの顔が苦痛に歪んでいる。それほどの事態だ。

      「わかった。頼む！」

      　アシアのビジョンが消えた。モニタ内に緊迫した表情のアシアが映し出される。

      　それはコウ以外にバリーやジェニーのほか、ユリシーズの構築技士たちのもとにも出現した。

      『敵未確認兵器解析を完了しました。解析データから所得した敵勢力の呼称に倣いアベレーション・アームズと名付けます。メタルアイリス及び構築技士に告げます。この兵器の徹底排除を』

      　皆が画面に映るアシアに注目した。これまでに無く険しい表情を見せるアシアに、愕然としている。

      『敵は最も忌避するべき兵器を造りました。ＭＣＳのフェンネルＯＳにマーダーＡＩを融合させたようです。人間を部品の一部として利用し、ＭＣＳの制限を限定的に解除し初めて動くことが可能になる。それが異形の兵器群アベレーション・アームズです』

      　その言葉を聞いた者全員が絶句した。

      「人間を部品に、か。そんなことが可能なのか？」

      　バリーが恐る恐る問うた。

      『本来なら不可能です。フェンネルＯＳは複雑な処理を行う場合はヒト型限定。シルエットは内蔵兵装すら許されないほどに、ヒトの形にこだわる。クアトロ・シルエットはセリアンスロープを想うコウが見つけた裏仕様のようなもの』

      「ありえないことが起きているというのか」

      『プロメテウスの開発したＯＳに介入できる存在など限られています。可能にしたものはおそらく──リュビアがストーンズに掌握され、系統樹リネージ・ツリーを元にした範囲拡大技術を提供したとしか思えない』

      「リュビアが」

      　考えたくない事態だった。

      　惑星一つ管理できる超ＡＩがストーンズに与したとも言える状態だということだ。

      『リュビアの精神が陥落した可能性はある。そう思いたくはないけれど』

      「間に合わなかったのか」

      　コウが思わず片手で顔を覆う。アシアの状況が落ち着いたら救出に向かいたかった。

      『まだ間に合わなかったとはいえない。リュビアの全力ならこの程度の兵器で済むはずがない』

      　アシアが確信を持って断言する。

      『リュビアの真意がどこにあるかわからないけど、マーダーの発展型を始め新兵器開発を命じられた可能性は高いわ』

      「そうすると惑星リュビアの人間も絶望的なのか？」

      　コウが脳裏によぎった疑問を呟く。

      『わからない。最悪を想定すると殺戮済みか、アベレーション・アームズのような材料にされている可能性が高い。よくて厳重な監視下に置かれているわ』

      「最悪の事態だな。リュビアを助け出して現状の打破ができるといいんだが……」

      　やはりリュビアには行かなくてはならないと思う。個人の力でどうにかなるとは思わないが、リュビアを救い出せば状況は好転するかもしれない。

      　もっとも今はアシア大戦を生き抜かなくてはならない。コウは目の前の状況に注視するよう己に言い聞かせる。

      『最悪な状況。さらなる警告も行います。おそらく彼らの兵器開発能力は現在ユリシーズが使える技術より高性能なものを使用できる可能性も高い。ただし各種の技術制限はアベレーション・アームズからも窺うかがえるの。主砲は既存技術だしね』

      「追尾する砲弾らしいな」

      『電磁加速砲塔レールガンを組み合わせた口径百五十二ミリのラムジェット砲弾。ロケットアシストの誘導が若干可能な砲弾ね。ミサイルじゃないから誘導性能自体は低いわ。戦車兼間接射撃を行う機動兵器といったところ』

      　補助推進砲弾という分類の砲弾であり、既存技術だ。レールガンの要領で発射し、補助ロケットを用いた砲弾を使う。

      　リュビアの技術が完全に解放されているなら、既存兵器を陵駕したものを搭載しているだろう。

      「ＭＣＳで異形の兵器が操作できるようになるとは」

      『私たち惑星維持ＡＩは得意分野が違う。重工業はエウロパ。私は自然環境。リュビアは生態系管理が得意だったせいもある。応用できる技術差はそこにあるわ。リュビアはヒト型限定なはずのＭＣＳを別生態系に応用することに全力を注いだみたい』

      　人類がはじめて知る、超ＡＩたちの得意分野。

      『リュビアは確かにマーダーの改良に向いている。装甲材も改良されているわ。アベレーション・アームズはクアトロ・シルエットより高性能になる可能性もある』

      「今はクアトロ・シルエットのほうが高性能なのか」

      『ええ。ヒトの意思がないから。反応速度はとても遅いわ』

      「人間を部品に使っているといってたな。詳しく教えて欲しい。みんなも知りたいだろう」

      『その部分の説明は避けて通れないよね。人間の意思を奪って生体活動をフェンネルＯＳに依存しているの。ようは、フェンネルＯＳを無理矢理動かすための人質部品。アベレーション・アームズが異形化すればするほど、手脚など不要部位は除去。切り取られる。もう助からないの』

      「不要部位ってなんだそりゃ……」

      『初期侵攻時のストーンズは、不要な人類を有機肥料かのように扱っていた。私と彼らが絶対に相容れない理由』

      「当然。人類の敵だからね。根絶やしにするしかないわ」

      　ジェニーが吐き捨てる。

      『ＭＣＳに痕跡が残っていたわ。いわゆる虫全般以外に生物系統樹上の鳥類、爬虫類型の生態を模した痕跡もある。ワニは主竜類。水棲生物におけるピラミッドの頂点よ』

      「マーダー以上に厄介じゃないか？」

      『ツリーのどこまでが兵器システムに転用されているかは不明だけど、ストーンズ内において人獣混合キメラ系や爬虫類応用兵器は確実に発展している』

      「次から次へと」

      　ロバートもうんざりしたようだ。皆の思いを代弁している。

      『本当にね。これからどんなアベレーション・アームズが出てくるかわからない。敵の数は十分驚異的だけど、質も向上している。思考制限を行っている以上は機体性能を上げてくるはずだから』

      「そうだよな。多脚戦車なんてどう戦っていいか。宇宙戦艦に続いてこんな兵器をよくもまあ」

      　バリーがため息をついた。敵の手札の多さに辟易していた。

      　アシアは通信を遮断する。

      　今はコウの隣にいるアシアだけだ。不安そうなコウとアストライアが見守っている。

      『リュビア……あなたひょっとして竜弓類ツリーをまるごと兵器にしたんじゃないでしょうね』

      　アシアは自らの不安が的中しないよう、祈るしかなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「こちらフユキ。Ｐ３３６要塞エリアは緩やかに包囲網が形成されつつあります。包囲網完成まで時間を稼ぐ必要がありますね」

      　フユキからバリーに連絡が入る。敵の状況に変化があったようだ。

      「現状の報告を頼む」

      「Ｐ３３６要塞エリアを中心に説明します。まず九時方向の海岸沿い、浅瀬をワニ型のアベレーション・アームズの部隊が侵攻中です」

      「多脚戦車のあれだな」

      「制海権は完全に人類にあります。近海浅瀬経由で侵攻とは、死角です。マーダーではこうはいかないでしょうね。陸に上がれば対処もできるのですが」

      　フユキは冷静かつ淡々と状況を説明する。この程度で動揺するようでは工兵など務まらない。

      「三時から四時方向に敵大型輸送艦が多数確認されています。列車砲対策は施されていますね。東部方面からの側面による打撃を狙っているようです」

      　フユキが図を表示し、バリーに報告する。

      「続けて報告します。五時から六時方向に大量の戦車機甲部隊が進軍中。各地の防衛ドームから出撃した模様。七時から八時の方向にはかの宇宙戦艦が地表に展開中です」

      「徐々に包囲網を狭めてくる戦略か」

      「はい。十時から〇時の方向にも空中空母が確認されています。宇宙艦ではないようですが、防衛ドーム級のＡカーバンクルを使った新造艦でしょう。距離を取っているため迎撃は困難です。戦車部隊とあわせての侵攻と思われます。一時方向は急造野営地とＰ３３６要塞エリアとの防衛ラインが引かれているため激戦区となっています」

      「北部にある山脈を越えた先は人類の勢力下。安全な経路は二時から三時方面の、シルエットベースとの連絡線だけ、か」

      「いえ。そこがもっとも被害の大きい区域です」

      「なんだと？」

      　これはバリーも想定外だ。この方角はシルエットベースとＰ３３６要塞エリアを結ぶ補給ラインでもある。地下を通る場所がほとんどだが、地上に防衛部隊や防衛施設は配置していたのだ。

      「敵はこのＰ３３６要塞エリアからみて東。三時の方角に狙撃部隊を展開しています。シルエット、クアトロ・シルエット、偵察ヘリに百機近い被害がでています。援軍がくるまでの時間稼ぎと思われますが、生命線のここが抑えられてしまうと非常に厳しい」

      「スナイパーによる少数展開か！」

      　空中からの侵攻は対処できる。Ｐ３３６の東側は森林地帯、そして山脈だからだ。

      　敵の攻撃が狙撃となると話は別。森林地帯の部隊を無力化するには、少数で十分であろう。

      「狙撃部隊はどれぐらいいる？」

      「数機ですね。堅牢な防衛網を一時的に無力化することが狙いです。あとは東部に向けて待機中である輸送部隊の到着を待ち、シルエットベースの位置をあぶり出したいというところでしょうか」

      　シルエットベースの位置はいまだに秘匿されている。

      　経路は海中しか使っていないので当然といえた。

      「なんとか持ちこたえられるか、フユキ。キモンもすぐには動けない」

      「戦闘は海岸沿いからすでに始まっています。二日は持たせることはできるでしょう。そこから先は読めないですね」

      「二日か」

      　バリーが考え込む。わずか二日しか持ちこたえることができないのだ。

      「籠城は援軍が来る前提です。現状さえ乗り切れば長期戦に移行できると思いますよ。この包囲網をすべて補給などできやしません。アルゴフォースは集中と選択を進めるはずです」

      　冷静に分析するフユキにバリーは内心舌を巻く。彼が防衛部隊の指揮官で良かったと心の底から思うのだった。

      　数に圧倒されがちだが、無人兵器のマーダーとは違い敵は通常兵器だ。補給も必要だし休息だっているだろう。

      「アリステイデスとペリクレスは最寄りの海域の海中に避難している。やはりアストライアかキモンがないと防衛は厳しいか」

      「幸い援軍として名乗り出ている転移者企業から連絡がありました。うまくいけば遊軍として働いてくれる可能性は大きい。私は諦めてはいません」

      「そうか。それは朗報だ。数少ない、な」

      「ないよりはいいでしょう？ では私は防衛作戦を計画します」

      「頼む。お前だけが頼りだ」

      「最前線のほうが性にあっているんですけどね。似たような性格のあなたが司令官をしています。私もそれぐらいやりますよ」

      　フユキがにやりと笑って、通信が切れる。

      　頼もしい味方に安心し、バリーは深々と椅子に座り直した。今はこのキモンを守り抜かないといけない。

      　一方、通信を終えたフユキは自軍戦力を確認する。

      「打撃を受けた王城工業集団公司の戦車部隊も立て直しが早い。新型戦車〔猛虎マンフゥ〕は伊達じゃないですね。正面部隊はまかせるとして」

      　友軍の戦力は頼もしい。傭兵も多数参戦し、何よりクアトロ・シルエットの配備数は桁違いだ。普通の作業機型でさえ、武装すれば以前のベア以上の性能を誇る。

      「攻めるよりは守る作戦のほうがぼく向きではあるんですよね。限られたリソースから効果的な配置をするってね」

      　フユキは即座に防衛計画を作り、その部隊に割り振る。

      「問題は３時方向の狙撃部隊、か、狙撃部隊は最悪、ぼくが出るか」

      　森林地帯を逆手に取った狙撃部隊。下手に打って出ることはできないが、制圧されたままだと部隊を展開されてしまう。

      　ここが最大の難所だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　クアトロ・シルエットで構成されるトルーパー１部隊。隊長はにゃん汰だ。

      　大型輸送艦は百キロ以上先である。レーダーで捉えてはいるが交戦距離はまだ先だ。

      　戦闘機エッジスイフトとクルト・マシネンバウ社のファルケが迎撃に向かっているが、敵も護衛の戦闘機パックとコールシゥンの編隊が出撃。空戦が開始された。

      　空戦での戦力は拮抗している。そのなかで大型輸送艦は搭載兵器を投下する。

      「敵空挺戦車かくに……何あれ……」

      　にゃん汰が呆然と呟く。

      　それは明らかな異形の姿。

      　下半身が蜘蛛。上半身がヒト型の兵器であった。

      「クアトロの昆虫版？ いや、違う、そんなものじゃない。全員後退にゃ！」

      　危機を察したにゃん汰が僚機に後退を指示するが、若干警告が遅かったようだ。

      　僚機のエポスたちも被弾していく。

      　にゃん汰のエポナも飛び跳ねて回避行動を取りつつ、牽制射撃を行った。

      「なんて射程。さすがラムジェット砲弾ってところかにゃ」

      　ワイルドキャットであるにゃん汰は、即座にその砲弾の構造を見抜いた。

      　ロケット推進の砲弾は射程百キロ以上。敵航空機が彼女たちの位置情報を教え連動し、命中精度を挙げているのだ。

      　蜘蛛が脚を広げて滑空している。上半身にあたる背部に備えられたバックパックから偏向推進ノズルを用い、飛行しているようだ。

      「蜘蛛って飛べたっけかにゃ！」

      　吐き捨てるにゃん汰。八脚の上に飛べるなど、非常識極まる。

      「こちらスターⅪ。にゃん汰隊長。あのアベレーション・アームズ、クソ硬い。ありゃ戦車だぜ。対空兵器なんて通じやしねえ」

      　戦闘機に搭乗する雀型ファミリアが、にゃん汰に警告を発する。

      「わかった。深追いはせず、航空戦闘に専念を」

      「厄介なことに上半身のヤツがレールガンで狙ってきてな！ 気をつけろ。相当戦闘力が高いぞ、あの化け物」

      　通信が切り替わった。アストライアだった。

      『にゃん汰。敵機体を解析中です。まだデータが足りません』

      「そうだろうね！ こっちはなんとか時間稼ぎするけど、このまま押し込められそうかな！」

      　にゃん汰は語尾ににゃを付ける余裕もなくなった。

      　それはアキさえも畏怖を覚える真剣な彼女である。

      　にゃん汰は武装を変更している。アンチフォートレスライフルではない。あの兵装は継戦能力が不足している。拠点攻略用兵器なのだ。

      　彼女のエポナが装備している兵装は大型の九十ミリチェーンガン。九十ミリ砲の共有弾を使い、速射性をあげている兵器だ。

      　弾帯は背中の馬の背部分につながっており、大量の砲弾が供給される、

      　クアトロ・シルエットならではの積載能力を活かした試作武装であった。

      「敵を引きつけてターゲットを合わせて射撃！ 接近戦を仕掛けないよう！」

      　敵の近接能力は不明だ。八本脚から加味しても相当な安定性を誇ることはわかる。

      　配下のエポスたちはＡＫ２を装備している。火力的には申し分ないはずだ。

      「気持ち悪！」

      　狐型セリアンスロープの少女が嫌悪感丸出しの悲鳴をあげる。

      　かさかさと高速移動する蜘蛛型多脚は確かに生理的嫌悪感を催した。しかもエポス以上の速さだ。

      　近寄るなといわんばかり、エポスはＡＫ２を放つ。

      「なんて硬さ！」

      　ＡＫ２砲弾でも多少凹む程度。通常の複合装甲ではない。火花が散ったようにみえるところから、電磁装甲ではあるのだろう。

      　にゃん汰は無言でチェーンガンを叩き込む。九十ミリ弾頭の徹甲弾は一発では有効ではないが、集中させることでようやく蜘蛛を破壊することができた。

      「なっ！」

      　蜘蛛を破壊した。上半身が分離し、後方に下がる。

      　レールガンの直撃を受けたがエポナの装甲は貫けない。

      「あの蜘蛛型兵器、機兵戦車か！」

      　予想外の構造。蜘蛛型のアベレーション・アームズは機兵戦車の一種だったのだ。

      　分離したシルエットも高性能なのだろう。非常に厄介な敵といえた。

      「きゃあ！」

      　今度は先ほどの狐耳少女の悲鳴。

      　別のアベレーション・アームズの攻撃を受けているが近づけない。

      「これは糸？」

      　犬耳の青年が乗ったエポスが近付こうとするが、触ると同じように捕縛される可能性を感知して距離を取る。

      「シルエットの動きを止める電磁ネット弾頭まで装備しているなんてね！」

      　アルゲースが鍛えた小太刀でネットを切断するにゃん汰。

      「ありがとう、にゃん汰」

      「あなたは下がって！ 動ける？」

      「動けるけど、かなり駆動系に障害がでている。なんて嫌らしい攻撃なの……」

      　駆動系にダメージを与える兵装は少ない。対シルエットに限定された装備であり、足止めするぐらいならそのまま敵機撃破を試みるほうが合理的だ。

      「わかった。その情報をみんなに共有お願い！」

      「おっけ！」

      　迫り来る異形の機兵戦車群。

      『にゃん汰。聞きなさい。敵は機兵戦車とシルエットですが操縦はシルエットで行っているようです。ヒトの意思がないアベレーション・アームズをシルエットで補っているのでしょう』

      　アストライアがにゃん汰に緊急回線で警告を行った。それほどに脅威ということか──にゃん汰は戦慄する。

      「アベレーション・アームズは乗り物にすぎないってか！ 人が乗っているというのに！」

      『かの兵器に搭載された時点で人ではなくなっているのでしょう。少なくとも敵シルエットのパイロットにとっては。そして蜘蛛型は生物模倣バイオミメティクス技術を生かした機体。さっきの飛行は電場を利用したバルーニング飛行。糸も蜘蛛の生態系を模倣した兵装です』

      「ようは蜘蛛の姿をした高性能戦車ってことね！」

      『そうです。あなたも一時撤退を』

      「そういうわけにはいかないの！」

      　にゃん汰のエポナが敵部隊の前に姿をあらわす。連続して放たれるラムジェット砲弾を十分に引きつけて電磁バリアを展開。

      　飛来するあらゆる砲弾を叩き落とす。

      「こんな芸当、今この場にいるのではエポナしかできないからね。ラムジェット砲弾のロケット構造が幸いした」

      　敵のレールガンの直撃もあるが、そちらは電磁装甲で無効化していた。

      　友軍がいったん後退するまでは殿しんがりを務めるつもりだ。

      「だけど、敵は接近戦のほうが得意のよう」

      　レールガンを構えていた敵シルエットが巨大なハルバードに持ち替えていた。

      　エポナの異様な機動力にアベレーション・アームズたちが怯み、警戒する。

      　意外なことに共通回線で呼びかけがあった。

      「お前が指揮官機か。悪いことはいわん。我々に投降しろ」

      　指揮官級の男だ。エリート層であるストーンズ勢力の市民階級ラケダイモンと思われた。

      　機体は漆黒の機体に特徴的な二本のアンテナを装備した頭部。

      「このアラクネ型の戦闘力、お前達の四脚がいかに優秀だろうと遠く及ばない」

      　その言葉に苛立ちを覚え、にゃん汰は敵との会話を試みることにした。

      「おあいにく様。投降したら皆殺しなのよね」

      　自らの姿を晒すことは抵抗を感じる。クアトロ・シルエットの情報がどれほど漏れているかはわからないからだ。

      　アストライアが言うには傭兵機構を通じてある程度は漏れているらしい。その予想を信じることにしたのだ。

      　ストーンズはファミリアとセリアンスロープには容赦がない。きっと人工知能搭載など関係なく、シルエットに搭乗不可な、役立たずだからだと彼女は踏んでいる。

      　降伏など許されるはずがなかった。

      「噂通りの……！ セリアンスロープがシルエットに乗っている、か。投降できない事情はわかった。獣ごときがシルエットに乗るなどとは。死ね」

      「言ってくれるね。ヒトを犠牲にした戦車に寄生している野蛮人ごときが」

      　にゃん汰も負けじと言い返す。

      「アベレーション・アームズをすでに解析済みとはな。このブラックナイトとブラックウィドウ。二種の機体の組み合わせで最強兵器となった」

      　驚くふうでもなく、ラケダイモンの男は応じる。

      「使えるものは使える。処分されずに済むだけ幸いなのだよ」

      「使えないから処分するって？ 吐き気がするね！」

      　セリアンスロープにこそわかる悲哀。中途半端で使えないと言われていた彼女たち。

      「半端なヒト未満の人造物が何をいう」

      「ヒトでありケモノである私たちこそが乗れる機体よ」

      　にゃん汰は悠然と笑う。

      　クアトロ・シルエットこそ彼女たちの誇りそのもの。

      「四脚が八脚に勝てると思っているのか？ 安定性、移動速度桁違いだ。お前でもわかるだろ？ そしてこのブラックナイトの性能も極めて高い」

      「コウが作ってくれた、私の四脚が八脚に負けるはずがない！」

      　エポナはチェーンガンを構える。

      「今しがた指令が出た。お前はこの私が一騎打ちで殺してくれる」

      「受けてたつよ。さっさと抜きな」

      　アラクネ型がハルバードを構え、異様な速度で近づいてくる。全速ではないだろうが二百キロは超えているだろう。

      　半人半蜘蛛アラクネ型に対峙する騎兵の女神エポナ。

      　必ず勝つという決意を秘めて、エポナは駆け出した。

      
        

      

      「性能差をみせつけてやらないとな」

      　アラクネ型の隊長機である二本のアンテナがついているブラックナイトが、にゃん汰を挑発した。

      「毒蜘蛛とゴキブリの害虫駆除に一騎打ちも何もないと思うけどにゃ」

      　ラケダイモンのパイロットにとっては言ってはならないことをにゃん汰が告げる。彼女が言うほど害虫とは似てはいないのだがアンテナとカラーリングが悪かった。

      「誰がゴキブリだ！」

      　思い当たる節がある敵パイロットの声に怒りが籠もる。

      　お互い牽制し合い、間合いを詰める。側面移動にも八脚は有利だ。

      　小回り、前進速度など多くの面で八脚が上回っているだろうが、四脚が優位な点もある。

      　距離を詰めて進むエポナ。レールガンは装甲で受け止める。電磁装甲で無力化されるからだ。

      　むしろ警戒すべきは機動力を生かした近接攻撃である。先ほどの電磁ネットの存在も忘れてはいけない。

      　跳躍し、回避行動を取るエポナ。的確に九十ミリチェーンガンを当てていく。

      　いくら電磁装甲でもずっと定点攻撃を受けていれば装甲は持たない。そしてにゃん汰とエポナにはその攻撃を行うだけの技量があった。

      「く。装甲も厚い。その武器も実に厄介だ！」

      　隊長機はエポナの運動性と装甲の厚さに舌を巻く。

      　機関砲の狙いも正確であり、九十ミリ砲弾の連射はきつかった。電磁装甲が反応し金属水素が急速に減っていく。生成が間に合わないのだ。

      　ブラックウィドウが距離を詰め、ブラックナイトを切り離した。

      　飛翔し背中のハルバードを展開。エポナに斬りかかる。

      「急に飛んでくるな！ ゴキブリ！」

      　嫌悪感を込めて跳躍し回避するエポナ。

      　ブラックウィドウが即座に追い打ちを仕掛ける。糸状の物質を投射した。

      　にゃん汰のエポナは迫り来る糸を回避するが、チェーンガンが絡め取られた。

      「電撃か！」

      　敵の意図を察し、チェーンガンを手放す。チェーンガンが爆発した。弾頭に込められた水素ガスが爆発したのだ。

      「ガスごと誘爆させる使い方か。やってくれる！」

      　武器をなくしてしまったエポナは即座に背の弾薬を全てパージ。

      　予備の武器ボックスから銃身と機関部を取り出し一瞬で組み立てる。

      　予備の弾丸だろうか左手に砲弾を持っていたが放り投げる。目的のものではなかったらしい。

      「コウ用のおもちゃみたいなもんだけど…… あんたたちも試作兵器の実験ならこっちも同じように試作弾の実験にゃ」

      　ブラックナイトは再びブラックウィドウと合体し、アラクネ型に戻る。

      　コウの名前を呟くことで、にゃん汰は落ち着きを取り戻す。

      　合体したブラックウィドウは再び糸を吐くが、にゃん汰が銃の引き金を引く。

      　百発を超える散弾が糸を迎撃した。

      「ショットガンだと？ ネメシス星系で最も役に立たない武器を使うとは。ぽんこつセリアンスロープか？」

      「いってろ、ゴキブリ」

      　にゃん汰はコッキングレバーを中心に銃全体を回転させて、散弾を装填する。スピンコックという装填法だ。

      　このショットガンはレバーアクションを模した構造をしているのだ。

      　にゃん汰自身も毎回装填する機構よりは全自動射撃にしたかったのだが、事情がある。

      　これはコウのために作った銃だった。以前コウに好きな銃はないのかとたずねると、なんとレバーアクション式のショットガン。しかもスピンコック装填をしたいと言い出した。

      　子供の頃にみた映画に影響されて、ショットガンは好きらしい。

      　にゃん汰は頭を抱えたが、コウに好きな銃があるというだけでも幸いだ。無謀ともいえるシルエット兵装に挑戦したのだ。

      「弾は試作弾頭五発。残り四発」

      　にゃん汰はそっと呟く。

      　シルエットの兵装のなかで高次元投射装甲相手には散弾はもっとも相性が悪い。

      　弾速が遅く貫通力がない、小さな粒状の弾を拡散させたところで被弾面積こそ大きいが、有効打にはなりにくい。

      　電磁装甲の普及がこの傾向にさらに拍車をかけた。

      　大口径の一粒弾スラッグを使うという手段もあるが、そういう用途なら最初から初速がある大口径砲を装備した方が早い。

      　その問題点を解決するために作ったものが、手持ちのショットガンに装填されている試作弾頭だった。

      　最初は迎撃用のバードショットを装填していた。これは数百発以上の子弾でミサイルや航空機を攻撃するためのものだ。

      「シルエットサイズの散弾はタングステン弾十二発分ワンハンドレッドウェイトにゃ。Ｓ１２ゲージの恐ろしさを味わって死ねにゃ」

      　彼女が設定した百八十五ミリ口径のショットガン。

      　ワイルドキャットである彼女は地球の伝統ある散弾銃に敬意を払いたかった。

      　そこでＳ１２番ゲージと呼ばれる汎用散弾規格を設定したのだ。

      　地球の１２番ゲージは銃身の口径にあわせた弾頭に鉛弾を十二発込めると一ポンドになるように設計されている規格。

      　シルエットサイズの散弾規格は百八十五ミリ。球形のタングステン十二個分約五十キロ。ワンハンドレッドウェイトと基準と定めたのだ。実際にはこの重量では運用せず、口径の大きさを活かした多彩な砲弾を使い分けることになる。

      　ＡＫ２の九十ミリ砲弾でも火力不足が懸念される中、ＡＫ２のアンダーバレルショットガンとして装着可能なものを目指し、ライフルのオプション兵装として研究中のものだった。

      　にゃん汰はすかさず二発目の散弾をブラックナイトに直撃させる。ＯＯＢ弾。九発入りの球形散弾を模したもの。

      　装甲にかすり傷一つつかなかった。

      「ムダァ！」

      　嘲笑うアラクネのパイロット。ムダであることはにゃん汰自身が理解している。

      　すかさず三射目を放つ。

      　ブラックウィドウの頭部に直撃し、鈍い音を立てて糸状兵器の砲塔を破壊する。

      「貫通だと？」

      「当たり前にゃ。ただの散弾がシルエットに効くなんてこれっぽっちも思ってないにゃ」

      　にゃん汰が放った弾頭こそフレシェット弾。ダーツ状の形状の散弾だった。貫通力に特化し、シルエットの装甲にも多少有効だ。装甲が薄い部分にしか有効打にならない。これは散弾の性質上仕方ないところである。

      「そっちも試作機の性能を測っているとみたにゃ。こちらも試作兵装でお相手するにゃ」

      「わざとらしい語尾をつけおって！ ショットガンで何ができる！」

      「ふふん」

      　四発目を放つ。今度は一粒弾頭。ブラックウィドウが間一髪、回避したかに見えた。

      　轟音とともに、大爆発が二回起きた。

      「なんだと！ さっき落とした散弾と同種の金属水素榴弾か！」

      　隊長を任命されるだけあって、すぐに誘爆の正体を察するパイロット。

      「ご名明察にゃ！」

      「トラップのつもりか、くそがぁ！」

      　絶叫するパイロットに対し、にゃん汰は余裕の笑みを浮かべた。

      　金属水素を用いた榴弾を二発。先ほど落とした同種の弾頭を誘爆させ、ブラックウィドウを破壊したのだ。

      「私は性悪女ワイルドキャットだからね！」

      　とはいっても残り一発。にゃん汰が使いたくなかった最後の散弾。すかさずスピンコックを行い装填する。

      　相手との距離はあまりにも近すぎた。躊躇している暇はない。

      「死ねィ！」

      　地面に這いつくばるブラックウィドウを棄て、飛翔しながらにゃん汰のエポナに斬りかかるブラックナイト。

      　直撃を受けることになるが散弾程度、どんな威力でもブラックナイトなら耐えることが可能とパイロットは判断したのだ。

      「速いっ！」

      　にゃん汰は迷わず引き金を引く。

      　一粒弾がブラックナイトの胸部装甲に直撃するや否や閃光が走る。

      　その瞬間エポナは自身が放った散弾の爆風に巻き込まれ、上空に吹き飛んだ。

      　最後の弾頭こそ電子励起爆薬を使った榴弾運用の一粒弾頭。絶大な威力を誇る爆燃は高次元投射装甲や電磁装甲さえも即座に破壊する威力。

      　直撃を受けたブラックナイトの上半身が爆散していた。ゆっくりと崩れ落ちる下半身。

      　対流雲が発生し、その威力を物語る。アンチフォートレスライフルが九十ミリ。百八十五ミリ弾頭ならではの威力だ。

      「自分が死にかけるような兵装はやっぱダメにゃ……電子励起爆薬製の散弾は封印しないとにゃ……」

      　着地体勢も取ることができず墜落したエポナがよろよろと立ち上がる。

      「私用のショットガンは自動装填にするにゃ。弾の切り替えに並列二銃身も検討しないとにゃ。縦列のほうがいいか？」

      　自分に言い聞かせるように呟く。

      「生きて帰れたら、ね」

      　満身創痍。武器もない。最後の武器である小太刀型の電孤刀アークブレイドを取り出す。

      　まだ数十機のアラクネ型がいるのだ。

      「待たせたね！ 間に合った！」

      　聞いたことがない声がエポナのＭＣＳ内に流れる。

      　背後からエポナを囲むように、黒を基調に黄金のラインで塗装された戦車部隊が現れる。

      「猫女！ やるじゃないか！」

      　通信がつながった。

      　見たことがある。二十代後半の、虎型セリアンスロープの女性。王城工業集団公司の傭兵だ。

      　戦車は猛虎マンフー。防御力重視の重戦車だ。

      「虎さんに任せていいかにゃー。名前は確かユートンさん」

      　にゃん汰もようやく安堵できた。彼らの強さは知っている。時間稼ぎに成功したのだ。

      「おや覚えておいてくれたのかい？ はやく戻って。トルーパー１部隊があんたの帰りを待っているよ」

      「補給が終わったらすぐ戦場に戻るにゃー」

      「それまで持ちこたえてやるさ」

      　虎型セリアンスロープのユートンが操縦する戦車部隊が、にゃん汰のかわりにその場を受け持つ。

      「野郎ども！ 気ぃ抜くんじゃないよ！」

      「へい！ 大姐ダァーヂェー！」

      「はい！」

      　ファミリアや男性のセリアンスロープが威勢よく返事をする。

      「砲撃開始！ 戦車隊はＶ字隊形でアベレーション・アームズの侵攻を止めよ！」

      　背後に控えていた多連装ミサイルを牽引していた装輪装甲車たちが砲撃を開始する。

      　戦車隊はＶ時隊形を維持し、その側面を傭兵のシルエットが受け持つ。

      「威勢のいいことはいっちまったが、あの数はちょっと辛いか。戦車駆逐型の機動車両隊は、迂回して打撃を与えて。すぐ引くんだよ！」

      　迫り来るアラクネ型の大軍を睨むユートン。

      「何が多脚戦車だよ、ガチ戦車の強さ、思い知らせてやるよ」

      　舌なめずりする。その顔に悲壮感はなかった。

      　機甲部隊とアベレーション・アームズの壮絶な攻防戦が始まった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「にゃん汰！」

      　コウが呻くように呟く。

      　にゃん汰の相打ち覚悟のラストショットは、画像越しとはいえ肝を冷やす。

      　アキも不安そうに画面を見守っていた。

      　ユートンの加勢に安堵したが、彼女たちも決して優勢ではない。

      「なんとかして俺だけでも戻れる手段があれば……」

      　隊長機は倒したものの、これからは持久戦だろう。

      　にゃん汰が補給に戻ったものの、すぐに前線に戻ることは容易に想像できた。

      　戦車部隊である猛虎たちの奮闘が救いだ。にゃん汰を逃してくれた彼女たちの支援にも向かいたい。

      　戦線はＰ３３６要塞エリア周辺に移行している。空は宇宙戦艦からの艦砲射撃で牽制され、陸路では時間がかかる。

      　宇宙経由で戻るとしてもアストライアはすぐ飛び立てない。五行の二式に載せてもらうにしても、一日は必要だ。

      「わかった。聞いてみる」

      「エメ？」

      　エメが何者かに通信で呼びかけ、回線は接続される。

      　画面に映った男はＭＣＳ内にいるアベルだった。

      「おや？ エメ提督。どうしましたか」

      　この破天荒な構築技士ならなんとかしてくれそうな気がしたのだ。

      「ダメもとで聞きたいのですが、一人だけ安全、かつ迅速にＰ３３６要塞エリアへ戻したいのです。可能ならシルエットごと。何か手段はないでしょうか」

      「よくぞ私に聞いてくれましたね。試作プランではありますが、一つありますよ！」

      　アベルがにかっと笑って応えた。

      　驚愕するエメとコウ。

      「是非お願いします！」

      「ええ。もし可能なら乗艦許可を。先ほどから申請しているのですが下りないんですよね」

      「え？」

      　エメが固まった。

      　視線を向けるとアキが気まずそうに目を逸らし、モニタの向こうにいるアストライアも同様に目を逸らしていた。

      「ごめんなさい。ＡＩがちょっとアンティークなものですから。すぐに許可を出しますね」

      『骨董品アンティーク……！』

      　アストライアが裏切られた子犬のような瞳をする。エメはその抗議の視線をスルーした。

      　ファミリアに案内され戦闘指揮所に入ってきたアベルを出迎えるエメとコウ。

      　アベルは丁寧に挨拶し、コウに握手を求める。

      「あなたがビッグボス、このアシアにパンジャンドラムを導入した構築技士ですね」

      「しまっておいたものなんだけどな。今回はよろしくお願いします」

      「あなたとお会いできる日を楽しみにしておりました。素晴らしいファンタスティック！」

      　ますます興奮するアベルに、澱んだ瞳で見つめるアキ。

      　察したエメが遮る。

      「アベルさん。先ほどのご相談なのですが」

      「失礼。急ぎですね。ではこれを」

      　小型のメモリ媒体を渡し、エメに渡す。エメはすぐにそのメモリデータを展開した。

      　そこに映し出された図面に描かれたものは、巨大なロケット型輸送機だった。

      「これは？」

      「二十世紀に存在したイギリスとフランス共同開発、超音速旅客機コンコルドをモチーフにした弾道軌道を征く極超音速輸送機〔ハルモニア〕です。シルエット一機がようやくですが、お求めの能力はあると思いますよ。部品はグレイシャス・クィーンにありますが構造強度の計算が不十分でまだ製造はしておりません」

      　かつてコンコルド効果ともいわれ名を馳せた旅客機が存在した。燃費が悪く赤字を垂れ流し続け、衝撃波問題が解決できずにいたところ、大事故を起こし運用が終了。

      　以来二十一世紀半ばまでは超音速旅客機は存在しなかったのだ。

      「アストライア？ いけそう？」

      　データをアストライアに転送したエメは不安そうに確認した。

      『見事な設計です。スクラムジェットエンジン搭載でマッハ十。熱圏百キロの宇宙空間に達し三十キロの成層圏で飛行可能な輸送機――構造強度も若干修正すれば問題ありません。エンジンが縦列二発であることが気持ち悪いぐらいです。いけます』

      　アストライアに見事といわれ、鼻高々のアベルだ。かの兵器開発統括ＡＩのお墨付きをもらったのだから。

      　スクラムジェットエンジンはマッハ五以上、超極音速域に高いエネルギー効率を誇る推進システム。理論値ではマッハ十五まで有効だ。

      「ありがとう！ アベルさん！」

      「どういたしまして、エメ提督」

      　優雅に微笑むアベル。こうしてみるとただの紳士だ。

      『構造強度の計算、検証と補助はこちらで行いましょう。すぐに生産を開始します。グレイシャス・クィーンのファミリアと連動し部品をこちらに搬送、すぐに建造します。三時間もあれば完成できます』

      「三時間ですと！」

      　アベルも驚いた。半日はかかると見ていたのだ。

      『ここをどこだと思っているのです。機動工廠プラットホームですよ。そして図面がここにあるのです。航空機程度の製造は容易です』

      　アストライアは平然と言った。彼女にとって即席で兵器製造は当然のことなのだ。

      「頼んだよアストライア」

      『コウ。あなたは五番機で待機してください』

      「了解だ」

      　コウなら戦闘指揮所に滞在するよりも、五番機のＭＣＳ内にいるほうが休息になるだろう。

      　アキは別の意図に気付いたが口には出さなかった。

      「アベルさん、ありがとうございます」

      「どういたしまして。ハルモニアの操縦は私がやりますよ」

      「え？」

      　驚いたエメが声を上げる。

      「何を言っているのですか。私が構築したのです。自分が操縦しなければ無責任でしょう？」

      「わかりました。お願いします」

      　ことなげもなく言い切ったアベルに、アストライアとアキが止める間もなくエメが承諾した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　戦艦メガレウスの戦闘指揮所では、司令席にカストル。補佐席にそれぞれヴァーシャとアルベルトが座っている。

      「作戦行動は順調です」

      　アルベルトが報告する。

      「果たして順調かな？ 予想していた状況とはいえ、本当にメガレウスまで出撃する羽目になるとはな」

      　カストルが苦々しく思うことは確かだ。

      　本来なら最初の巨大マーダーのみで決着がついてもおかしくない戦力を投入してこの有様。

      　マーダーの敗北を予期していたとはいえ、Ｒ００１要塞エリアも奪回された。

      　メタルアイリスとユリシーズは想像以上の戦力。底知れない不気味ささえある。

      「アベレーション・アームズの試験も兼ねております。ちょうどよい機会でございましょう」

      　海岸沿いに展開しているワニ型と、中央に展開中のアラクネ型が映し出される。

      「アベレーション・アームズと新素材、そして特殊ＭＣＳ作成はリュビア最後の置き土産だ。存分に活用しないといけない」

      「やはりリュビアは壊滅状態で？」

      「そうだ。どうなったかまったくわからん。ストーンズ勢力は脱出するのに精いっぱいだった」

      「そうですか。あとはエウロパのみですな」

      「エウロパはあってもなくても同じようなものだ。機械が支配するだけの、廃墟みたいなもの。リュビアとアシアを制圧し、余力があればエウロパも、といったところか」

      　カストルは嘆息する。

      「数少ない収穫のアベレーション・アームズが有効そうで何よりだ」

      「さすがカストル様の設計です。とくにアラクネ型は想定を上回る性能であることを確認しております」

      　ヴァーシャが称える。彼がサポートしたとはいえ、アラクネ型のブラックナイトとブラックウィドウはカストルの設計だ。

      「あの四脚には苦戦していたな」

      「あれは桁外れの性能です。確認された機数は五機もないと思われます。むしろ互角ともいえる戦いを行っているアラクネ型こそ恐るべき兵器といえるでしょう。アラクネ型は百機を超えますからね」

      　ヴァーシャの率直な感想だった。

      　エポナの性能はまだ把握しきれていないが、特異なケンタウロス型シルエットのなかでも異彩を放っている。

      　重要人物かエース級が搭乗するシルエットであることは推測できる。

      「傭兵機構からの報告でセリアンスロープ専用シルエットと聞かされた時は信じられなかったが、本当のようだ」

      「現存する四脚型はあの高性能機の量産型でしょう。つまり、あの機体をアラクネ型が陵駕すれば取るに足らないものだと断言できます」

      「ふむ。──あのアラクネ隊の隊長に一騎打ちをさせた結果死亡か。電子励起爆薬は予想外だったが、機体性能は十分だったな」

      「仰る通りです。事実奥の手だったのでしょう。以降敵は使っておりません」

      　目の前で展開され終わったばかりのエポナとアラクネ型の戦闘。

      　にゃん汰が用いた相打ち覚悟の電子励起爆薬散弾は一発しかない。冷酷な観察者達には見抜かれていた。

      　単体の機体ポテンシャルはエポナが上だろうが、アラクネ型として運用した場合はアラクネ型の性能の方が上だと判明しただけでも大きな収穫だ。

      「八脚の運動性と安定性は群を抜いていますな」

      「最初は四肢を切り落とさないと使えなかった代物ばかりだったが、今は投薬と少々の改造で済む。人道的になったものだ」

      　カストルが皮肉っぽく笑った。もっとも自分の行いが非人道的であることは百も承知だ。ヒトではないのだから。

      「今は部品に過ぎませんが、さらなる研究で投薬、ナノマシンカプセル等の最小コストでパイロットを乗せることができるでしょう。人の意思で操作できればさらなる性能向上も見込めます」

      「そうなって欲しいものよ。今のままではマーダーに毛が生えた程度だからな」

      　もともとアベレーション・アームズには奴隷階級であるヘロットがあてがわれていた。この区分に該当する存在は掃いて捨てるほどいる。アシア侵攻初期は有機肥料の研究にも使われていた。

      　能力が低いと判断されただけあり、あまり使い物にならない。生体部品として採用しても惜しくはなかった。

      　シルエットのパイロットとしての価値があったため、準市民である住人階級ペリオイコイの価値も一気に上がった。

      　市民階級ラケダイモンのなかでも戦闘能力が高い人間は指揮官クラスとして高性能機を与えられている。

      「防衛ドームに秘匿していた陸上戦力もＰ３３６要塞エリアに進軍しております。包囲網さえ完成すればあとはたやすく撃破できるでしょう」

      「そううまくいくといいが」

      　アルベルトの言葉に懐疑的なカストルだ。メタルアイリスは彼の想像を超える戦力を有していた。

      　数多くの宇宙用戦闘艦。電子励起爆薬。想定しなかった新兵器が次から次へと出現する。

      　パンジャンドラムなど彼らの神経を逆なでするようなものだ。

      　メタルアイリスとユリシーズがどれだけの戦力を温存しているのか。その危惧は彼らもまた同様なのだ。

      「戦力的にはこちらが優位。だが防衛する敵勢力撃破には五分。数日が勝負といったな？ ヴァーシャ」

      「そうです。我が軍は戦力こそ十分ですが補給網が弱く、彼等にはファミリアを中心とする諸兵化連合コンバインドアームズの兵器運用があります。単一兵器の運用を余儀なくされる我々よりはるかに有利です」

      　アルゴフォースの欠点。それは人間と、意思を奪われた人間しかいないことだ。人型に制約されてしまうのだ。

      　直接戦闘。間接射撃。補給。輸送。それらすべて人間が操作するシルエットが中心になって行われる。

      　攻撃一つにしてもそうだ。間接射撃に人型を取る必要はまるでない。自走砲にヘロットを乗せても本当に号令とともに撃つ程度しかできないのだ。

      　そうせざるを得ない以上、シルエットに榴弾砲を背負わせるしかない。シルエットのＭＣＳがヘロットの思考判断をカバーするからだ。そうすれば間接射撃とシルエット操縦、二つの役割をこなせる。

      「落とせなかったらどうなる？」

      「長引くでしょうね。一か月以上、いやもっと。そこまでは読めません」

      「そうか。敵もさんざん新兵器でこちらを驚かせてくれたのだ。しばらくはこちらの新兵器を味わってもらうとするか」

      　意趣返しとばかり、カストルが嘲笑う。

      　ヴァーシャが同意とばかりに、無表情に首肯した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「完成しました。いきますよ、コウさん！」

      　完成したハルモニア。わずか二時間と少しだ。五番機はすでに格納されている。

      　ハルモニアは飛行機というよりロケットに翼が付いているような形状だ。

      　巨大なバームクーヘンのようなレドームが二つ装備されていることが気になる。

      「あのバームクーヘンみたいな物体は？」

      「敵の戦力を知るための兵装です」

      「レーダーの一種か。わかった」

      　アベルはＭＣＳのレバーを握り、コウとアストライアの艦内に告げる。

      「高度百キロ。宇宙空間まで上昇し一気に降下します。弾道軌道から直接Ｐ３３６要塞エリアを目指しますからね。ではいきます！ スリー、トゥー、ワン、ゼロ。ＧＯ！」

      　ハルモニアはアストライアから射出された。蒼空を駆け上がるハルモニア。

      　要塞エリアのシェルターはすでに開かれている。

      　コウも緊張していた。五番機ごとハルモニアに収納されている。

      　Ｇはさほどない。ＭＣＳの衝撃緩和機能のおかげだ。

      　ロケット噴射を行い打ち上がるハルモニア。瞬く間に宇宙空間に突入する。

      「Ｐ３３６要塞エリアまで三十分で到着します」

      「さすがだ」

      　十五分経過したところ、コウはアベルに声をかけられた。

      「ほんの少し寄り道をしたいのですが、よろしいでしょうか」

      「何をするんです？」

      「今からあの宇宙戦艦に攻撃を仕掛けます。アストライアの許可はもらっていますよ」

      「どうやって！」

      「ご覧ください」

      　レドーム状のものが切り離され、ハルモニアから投下された部品と合体する。それは巨大な糸車状のものとなった。

      「パンジャンドラム！」

      「そうです。今回は弾道バレスチックパンジャンドラム！ これをもって弾道飛行コースから投下し宇宙戦艦を奇襲します。宇宙投下爆雷への進化形といえましょう」

      「パンジャンドラムじゃなくてよいのでは？」

      　以前自分も構築したことがあるとはいえ、思わず指摘してしまう。

      「パンジャンドラムは爆雷マインです。宇宙船スペースシップから爆雷を投下するのに何の不思議もありません」

      「なるほど！」

      　その会話を聞いていたアキが額を押さえていた。リックは紅茶をすすって二人の会話を聞いている。

      「どうしてあの二人を一緒にしたのかね、アキ」

      「だってアストライアが……」

      　優しい視線をしたリックが問いかける。思わず耳を塞いでいやいやするアキ。

      　ハルモニアの内部ではアベルが端末を操作し作戦行動が実施される

      「ミサイルコンテナも投下。小型の弾道ミサイルと弾道パンジャンドラムの二段構えの攻撃です」

      「二段構え……！ 隙がない。しかし、車輪は要らないのでは？」

      　当然のことながら、コウだってあの形状には疑問を覚える。

      「あの車輪に見える部位にロケットの噴射孔が無数についているのです。スピニング・パンジャンドラムの応用ですね。着地点に収束するようにランダムにロケットを噴射させ回避行動を取らせつつ敵に着弾します」

      「これが本家英国流のパンジャンドラム……！」

      　コウが思わず息を飲む。

      　ミサイルコンテナが展開され、無数のミサイルが発射される。

      　続いて弾道パンジャンドラムが点火し、降下を始めた。

      「メガレウスがどう対応するか見物です！」

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「上空から飛来物多数確認！ 弾道ミサイルのようです。迎撃します」

      　メガレウスの戦闘指揮所に報告が入る。

      「無駄なことを。同時攻撃によってこちらの防衛能力を測っているのか？」

      　ヴァーシャが怪訝けげんな顔をする。

      　宇宙戦艦を撃ち落とし弾道ミサイルを使用するなら波状攻撃を試みるはずだ。

      　敵部隊に大規模展開できる戦力はない。

      「巨大飛翔体確認！ 対空レーザーで撃ち落とせません！」

      「なんだそれは」

      「画像、でます！」

      　それは高速に降下しながらもジグザクに気持ち悪い挙動をしながら飛来する巨大な糸車だった。ご丁寧に車輪部分が高速回転しており、あちこち火を噴いている。

      「未確認飛翔体確認！ パンジャンドラム！ 弾道パンジャンドラムです！」

      「パンジャンドラムが空からだと？ 最大防御展開！ 電磁バリア、主砲迎撃も行え！」

      　ヴァーシャの慌てる様が尋常ではない。

      　トラウマになっているのではないかとカストルとアルベルトは心配する。

      「どうしたヴァーシャ。あの程度の大きさに詰め込める爆薬など。──電子励起爆薬か！」

      　カストルも顔色が変わった。弾道ミサイルは囮に過ぎない。本命はこのパンジャンドラムだ。

      「そうです。地上自走爆雷を宇宙から投下するなんて狂った連中です」

      「落ち着け。ヴァーシャ君」

      　アルベルトが混乱しているヴァーシャを宥なだめる。口走ったことは聞かないでおくことにした。

      「高次元投射装甲に電磁装甲完備か。対空レーザー対策は完璧だ」

      　レーザー兵器と相性の悪い組み合わせの防御形態。ネメシス戦域ではレーザー兵器が普及しない最大の要因ともいえる。

      「上下左右にでたらめな軌道をしています！ 狙いが付けられません！」

      　オペレーターが悲鳴をあげる。一定の軌道を外れないように、不規則にロケット孔から爆炎を発するパンジャンドラムに対しての対空射撃は困難だった。

      「右往左往ともいうべきか。雑な質量兵器……かつてイギリスにあったな」

      　アルベルトは冷静に爆雷の分析を試みている。

      「パンジャンドラムにする必要性は感じられないがね」

      「あの車輪から発する軌道変更用のロケットはいやらしいじゃないか」

      　不快感をあらわにして画面を睨み付けるヴァーシャと、冷静に評価するアルベルト。

      「狙い、厳しいです！」

      「主砲を使え！」

      「パンジャンドラムが広範囲電磁バリア通過。主砲迎撃を試みます！」

      　電磁バリアすら呆気なく通り抜けた弾道パンジャンドラムは、上空五百キロ地点でようやく撃破できた。命中寸前の間一髪だ。

      　爆発の威力で二キロ以上の長さを誇る船体が軽く揺れる。

      　巨大な対流雲がその威力を物語っていた。

      「──撃破成功しました！」

      　安堵の声がメガレウスの戦闘指揮所に響く。

      「電子励起爆薬を搭載したあの馬鹿げた兵器が大量に押し寄せてきたらどうする？」

      　皮肉っぽくヴァーシャに問いかけるカストル。

      「メガレウスを空に飛ばせばいいだけですよ。所詮奇襲です」

      　ヴァーシャは落ち着きを取り戻していた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「弾道パンジャンドラムはすべて迎撃されたか」

      　コウが結果を見て呟いた。弾道軌道からの攻撃が徒労に終わったことを意外に思う。

      「その程度は想定内ですよ。──アストライア。データは取れましたね」

      『貴重なデータが取れました。見事ですアベル』

      　その言葉を聞いていた戦闘指揮所の人間やコウが驚いた。

      「どういうことだ？」

      「メガレウスは惑星間戦争時代の遺物。修理できるにしても限度があります。壊れていなければそのまま使えますが、壊れていた場合は我々と同じ技術制限を受けるのです。つまり連中は荷電粒子砲などの技術を持っていないことが確認されました」

      『アベルのいうことを補足します。荷電粒子砲などがあればそれを採用し、迎撃に用いていたでしょう。主砲がレールガンということから予測すると荷電粒子砲は惑星間戦争時代に破壊されており、彼らは再現できなかった証左です』

      　アストライアの説明にコウは納得する。彼らが認識できない技術に対してＡＩは供与しない。

      「不規則に動くパンジャンドラムを狙うにはシルエットを破壊するほどの攻撃。直径が極力大きい兵器で一掃する手段をとることが簡単です。敵の瞬間最大火力を知ることができます」

      「それを確かめるために？」

      「そうです。現在我々に必要なものは戦術タクティクスではなく、情報データですよ」

      　にやりと笑うアベル。内心感嘆しているコウ。奇行に見えた一連の攻撃には意味があったのだ。

      『レーザーの出力からシルエットを一発では破壊できない程度の威力だということもわかりました。主砲は警戒するべき兵装ですが連発はできません。詳細データは後ほどメタルアイリスと共有します』

      「ビッグボスのおかげでパンジャンドラムは警戒されていますからね。飛来するパンジャンドラムなら最大戦力で迎撃すると判断しました。悪名は無名に勝る、ですよ」

      　どういうわけか息がぴったりとも思えるアストライアとアベル。

      　パンジャンドラムと電子励起爆薬の組み合わせは、アルゴフォースにとって印象深いだろう。

      　パンジャンドラムである必要は確かにあったのだとコウは思う。

      　悠然と話すアベルに、言葉もないコウだった。

      「アストライア。降下開始しましたが軌道変更を要求します。座標はここです」

      「アベルさん？」

      　またアベルが急な提案をアストライアに行う。

      　困惑するコウだった。アベルの思考速度が異常なのだろう。常に何かを考え、何かを見据えているのだ。

      『軌道変更を承認いたします。軌道コース修正完了。しかしあなたが危険ですよ』

      「構いません」

      「アベルさん、何を」

      「あなたを直接にゃん汰さんのところへ連れて行くのですよ」

      「え！」

      　コウが息を飲んだ。

      「いきましょう、コウさん。十分もかかりません」

      「ありがとうございます！」

      　微笑むアベル。彼はコウの希望に添った行動を取っただけだ。深く感謝するコウ。

      　急降下するハルモニア。エアロシェルを展開し、一気に降下する。

      　敵部隊は対空攻撃をする間もない。高高度ではマッハ六に達しているはずだ。

      　アストライアとハルモニアより通信を受けたフユキは急ぎ命令を出す。

      「ビッグボスが単機でこちらに向かっています。エッジスイフト隊、出撃できますか？」

      「おいおい！ 単機でかよ？ いかれているな！ 俺達も出撃だ！」

      　陽気なアマツバメ型ファミリアが即応する。

      　よもやビッグボス自ら単機で救援とは思いもよらぬ事態。そして前線で戦う者にとってはやはり頼もしいのだ。

      　Ｐ３３６要塞エリアではハルモニアを護衛するべくエッジスイフトが離陸する。

      　ハルモニアは高度を急速に下げていく。

      「そろそろ高度五千メートルです。ぎりぎりで投下します！」

      「はい！」

      　会話している間にも高度は三千メートルを切る。

      　落下しているのではないかと思わせる速度で降下するハルモニア。アルゴフォースのコールシゥン編隊が対空ミサイルを発射する。ミサイルはハルモニアを補捉し追尾を開始する。アベルは冷静に電磁バリアを展開し、ミサイルをすべて誘爆させた。

      　一切減速せず、飛行し続けるハルモニア。コウはたまらず問いかけた。

      「減速しないんですか！」

      「気圧──高度が下がれば勝手に速度は落ちますよ！」

      「敵が！」

      　コールシゥン編隊は五番機からでも確認できた。ハルモニアに狙いを定めたのだ。

      　時速一二二五キロメートル超＝超音速ではない。超音速に達する速度は気圧や気温によって異なる。地表に近いほど超音速に達するのにスピードが必要とされるのだ。

      「突貫しますよ！ 非武装ですけどネ！」

      「無茶だ！」

      　見かけによらず大胆なアベルに驚愕するコウ。非武装の航空機への搭乗はアシアにきて初めてかもしれない。

      　対空砲の射程内でもハルモニアはソニックブームを巻き起こしながら、突き進む。

      　レールガンの射撃もこの速度で被弾すれば相対速度で威力が増すのだが、一切気にしない。

      　アベルは不敵な笑みを浮かべながらハルモニアを操縦し直接、戦場へ向かっていた。

      　ソニックブームの轟音は吶喊とっかんとなり突き進む。

      「高度千メートル切りました。減速開始。上段エンジン停止、投下準備開始。マルチベイ展開し、ラニウスＣ強襲飛行型を射出します」

      　ようやくハルモニアが減速を開始する。縦列ジェットエンジンの上段が停止し、エアブレーキを展開。空力ブレーキをかけたのだった。

      「敵機が迫っている！」

      「大丈夫です。私が引きつけます。その間にあなたは戦場へ」

      　ハルモニアの下部マルチベイが左右に分かれ展開される。五番機がゆっくりとせり出した。

      「投下開始。ご武運を！」

      「ありがとうございます！ アベルさん！」

      　ハルモニアから五番機が投下された。ハルモニアはマルチベイを閉じ再度機首をあげ、上空に向かった。コールシゥン編隊が慌てて補足し、進路を見極めようとする。

      　五番機の眼下では戦闘が継続されている。

      　にゃん汰が搭乗するエポナも戦場に戻っていた。ＡＫ２で戦っている。

      　被弾し動けなくなった猛虎をエポスのトルーパー部隊が牽引し、陣形の穴を埋めるべく数機のエポスと傭兵が搭乗するシルエットがカバーに入っていく。

      　気が狂いそうな消耗戦を数時間以上継続している。凶悪なアラクネ型相手に防衛網を保たせているユートンの手腕であった。

      　五番機は滑空するように降下し、武器を構える。アンチフォートレスライフルだ。

      　巨大なアンチフォートレスライフルを構えた五番機は、敵のはるか上空から狙いをつけ発射する。

      　着弾し爆発が巻き起こる。頭上からの砲弾を予測できず直撃を受けたブラックナイトが吹き飛んだ。

      　ようやくアラクネ型も上空の五番機を察知した。後続部隊がラムジェット砲弾やレールガンで迎撃を試みるが、五番機のプラズマバリアと電磁装甲の前には有効打となることはなかった。

      「にゃん汰！」

      「コウ！ 速すぎないかにゃー！」

      　頭上を見上げるエポナ。にゃん汰は思わず満面の笑顔を浮かべる。

      「ビッグボス？ 軌道エレベーターにいるんじゃなかったのか！」

      「にゃん汰を助けにわざわざ？ いいなぁ。にゃん汰ー！」

      　セリアンスロープたちも驚くばかりだ。本来ならば数時間で到着できる距離ではない。

      　上空では戦闘機に狙われたハルモニアがソニックブームを発しながら敵戦闘機部隊を翻弄するかのように飛び回っている。

      　再びマッハ五以上に加速したハルモニアに対して戦闘速度であるマッハ二以下で飛行しているコールシゥンでは追いつけるはずもない。

      　ハルモニアが生み出すソニックブームもまた厄介だった。

      　コウを狙わせないためにアベルは空を駆け巡っているのだ。巨大な機体に気を取られ、敵編隊の注意を引きつけることに成功する。大きく旋回し、あっという間に離れていく。この速度域では旋回するだけで数百キロもの移動となる。敵戦闘機は捕捉できない。

      　高度三百メートルを切ったところで五番機は狙い撃つ。

      　厄介なことに乗っているシルエットを倒したところで、蜘蛛型のアベレーション・アームズは健在だ。

      「どっちを狙えば」

      『そのままシルエットを。アベレーション・アームズは高度な判断はできません』

      「わかった！ アストライア！」

      　射撃を繰り返しながら舞い降りた五番機。

      　エッジスイフト隊も到着し、援護を開始する。ハルモニアはＰ３３６要塞エリアに向かう。

      「コウ！」

      「待たせたな！ みんな！」

      　思いも寄らぬ援軍に沸き立つセリアンスロープたち。士気も一気に上がる。

      「ありがとう、ユートンさん」

      　コウは戦車隊で防衛線を支えてくれていたユートンに礼を述べた。

      　姉御肌の体の大きい虎型セリアンスロープが笑った。

      「ユートンでいいよ！ ビッグボス！ セリアンスロープとファミリアしかいないような戦場によくもまあ、はるばるやってきたねえ」

      「ん？ 当然だろ」

      「はは！ そうかい！ じゃあ援護を頼んまさ！ ビッグボス！ あたいら戦車が盾になるからさ！」

      「わかった」

      　コウと通信を切ったユートンは王城工業集団公司の回線でみんなに呼びかける。

      「はは、聞いたかい。あたいらを助けることは当然だってよ」

      「こりゃ大物だな、ビッグボス」

      「ウンランが惚れ込むのもわかるねえ。恥をかかすわけにはいかないね！ みんな行くよ！」

      「了解！ 大姐！」

      　王城工業集団公司の個々の兵器自体は卓越したものをもつわけではない。異なる兵種で構成される諸兵科連合運用を前提に構築されている。

      　卓越した連携の強さこそ、王城工業集団公司に属する兵器の強さである。

      　五番機を守る様に猛虎が進軍し、エポナ、そしてエポスが続く。エポスたちは近接兵装、対戦車用戦斧に持ち替えていた。

      　放たれる砲弾は勢いを増したような錯覚さえ覚える。怒濤の反撃であった。

      「コウ、敵は電磁ネットで無力化を狙ってくるにゃ」

      「わかった！」

      　突進する五番機をにゃん汰のエポナが援護射撃する。

      　鈍い音を立てて砲弾に耐えるアラクネ型だが、五番機が近付き一閃し両断する。

      　この一太刀で流れが変わった。

      　エポスたちが電磁ネットを警戒しながら、ブラックウィドウの脚を斧で叩き落とした。エポスは多脚戦車に対し近距離戦に持ち込んで肉薄し、壁となるように動いている。

      　五番機は戦車と戦車の間をすり抜けるように移動し、不意をついて上にいるブラックナイトに斬りかかる。

      　新素材を採用し、装甲が厚いブラックナイトも五番機が振るう孤月の前では無意味に等しい。

      　ブラックウィドウをトルーパー部隊に破壊されたブラックナイトは分離して飛翔する。

      　数は依然アベレーション・アームズたちのほうが優位。アラクネ型が百機いるとするなら、分離すれば倍の戦力だからだ。

      　戦車部隊に随伴する四脚型シルエットに加え援護射撃する後続の車両部隊たちの砲撃による猛攻に、アラクネ型部隊は戦闘ラインを下げていくのだった。

      
        第五章　狙撃手であるがゆえに

      

      　コウがハルモニアで飛来し、五番機の参戦を確認する様子を映像で確認していたものがいた。

      　フユキとヴォイ。巨大モニタには地上部隊からのコウの様子が映し出されている。

      　満足げに微笑むフユキ。ビッグボス自ら防衛救援に来たとなれば、さらなる士気向上が見込めるだろう。

      「よくぞきてくれました。それでいいですよ。ぼくが指揮を執る必要もない。ブルーお願いします」

      「わかったわ」

      　ブルーが放送室の共通回線で該当部隊に話しかける。

      『Ｐ３３６要塞防衛部隊へ。軌道エレベーターよりビッグボスが単機で飛来。トルーパー１と合流。防衛戦闘に参戦し、現在アベレーション・アームズと交戦中です』

      　必要な情報はこれで十分なのだ。

      　沸き立つ各部隊のファミリアたち。軌道エレベーターから単機で飛来と簡単にいうが、どれだけ困難で、本来なら時間がかかるものか彼らにはよくわかっている。

      　しかし、彼は来た。そして最前線で戦闘している。この事実が重要なのだ。

      「共に最前線で戦う指揮官、いや司令官の存在。これがどれほど心強いかコウ君は認識していないでしょうね。自分の価値も。日本人は自己評価が低いですからね」

      　人のことは言えないフユキが苦笑する。

      「さすがコウ君です。にゃん汰さんのトルーパー１や猛虎部隊だけではなく、全軍の士気も一気に上がりましたね」

      「コウは司令官って柄じゃねーよな！ あいつは自分でも言うとおり、鉄砲玉のほうが似合っていると思うが」

      　ヴォイが苦笑いする。

      「立場が人を変えるんですよ。私もそうでしたからね。司令官もさりげなく押しつけておきます」

      　フユキはメタルアイリスの工兵。古参の傭兵の一人ではあったが、どちらかといえば裏方専門だったのだ。

      　コウと同郷ということで共に行動し彼とともにシルエットベース産の兵器普及や要塞エリアの増強計画を共に練っているうちに、いつの間にか幹部扱いだった。

      　フユキは画面を切り替える。映し出された光景は山岳の麓である北部から東部まで広がる森林地帯だ。

      「当面は北東から東部の森林地帯を制圧している敵狙撃部隊だけが問題です。東部に潜伏しカウンタースナイパー──少数の狙撃者によって敵の進軍を遅らせる狙撃部隊の運用。厄介です」

      「手は打っているんだろ？」

      「戦闘が苦手な工兵にできることは限られていますよ」

      　フユキは射撃や斬り合いなどは得意ではないのだ。

      「私の仕掛けたトラップで損害は与えたようですがね」

      「可哀想に。さぞ無残な死に方をしたんだろうな」

      　楽しそうに笑うヴォイ。クマにしては邪悪な表情である。

      　フユキの実力は誰よりもよく知っている。

      「そうでもないですよ。せいぜいシルエット三機破壊しただけです。脱出は失敗したようですけどね」

      「死んでるじゃねーか！」

      　ＭＣＳは非常に優秀な脱出カプセルでもある。生存率は高い。トラップで死亡するとは、壮絶な死に方だったのだろう。

      「残りは五機。ですがこちらの部隊を展開すれば的です。森林地帯ゆえ平面の展開に適さないので、少数で制圧されます。いたずらに被害を大きくするだけです」

      「敵の数まで把握しているのかよ。どうすんだ？」

      「幸いコウ君が来てくれました。我々もいきますか」

      「そうこなくっちゃな！」

      　ヴォイとフユキは出撃準備に入った。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　別の場所では放送室から出たブルーが険しい表情をしている。

      　Ｐ３３６要塞エリアの北側の守備隊が壊滅したのだ。

      　牽引車両やワーカーシルエットによって逐次、格納庫へ運搬される兵器。

      　格納庫内に散乱する兵器はシルエット、車両、航空機。あらゆる種類が無残な姿となっていた。

      「ＭＣＳを破壊されている車両も多く、部隊が展開できません」

      　傍にいた犬型ファミリアが落ち込んでいる。ファミリアの多くが犠牲になっていることを意味する。

      　巨大な弾痕は通常の兵器ではありえない。

      「何かしら、この武器は……パイルバンカーよりもさらに太い弾芯？ そんな射撃武器を運用できるのかしら」

      　ブルーは呟く。彼女のスナイプでもこれほどの威力は出せない。

      「解析完了したわ。これはヘリカルレールガンね。シルエットサイズでの通常狙撃兵装における最大火力の一つよ」

      「アシア！」

      　隣にアシアのビジョンが出現した。彼女もまた険しい表情を浮かべ、破壊された兵器群に視線をむけている。

      「レールガンで発射しコイルガンの仕組みで加速させたマルチターンレールガン。こんなの本来はマスドライバー起点ユニット用なのに。兵器転用したのね」

      　マスドライバーとは貨物を宇宙へ射出するためのカタパルトの一種だ。

      　貨物を受け取る場所が必要なため移動式の意味はないが、弾頭だけなら宇宙に打ち上げられるほどの性能を持つ。対空性能も極めて高いだろう。

      「カウンタースナイパーは厄介ね。数機で制圧されている。このままだともっとも厚い護りの要が弱点になってしまう」

      　北から東にまたがる森林地帯はシルエットベースとＰ３３６要塞エリアをつなぐ要所でもある。

      　この森林地帯を制圧されてしまうと補給線を分断された挙げ句、Ｐ３３６要塞エリアとシルエットベース、双方の急所になり得る。

      「私ができることはここまで。ごめんね、ブルー」

      「十分です。ありがとうアシア」

      　ブルーの感謝に言葉に、アシアは微笑みながら消えた。

      　格納庫に出向くブルー。その場所に佇む彼女の愛機ＴＳＳ─Ｓ１カナリー。現在サンダーストームが破壊され、カナリー単体での出撃ができるように整備中だ。狐型ファミリアがチェックしている。

      　ラニウスＣ狙撃型とも言うべき遠距離狙撃型のシルエットであり、サンダーストームのコントロールボックスを担う機体。

      　装甲筋肉を使うことでレールガンなどの電力消費が激しい兵装が使えないという狙撃機にあるまじき欠点を抱えているが、シルエットベース所属ならではの最新鋭実弾兵装で補う。

      　主武装はアンチフォートレスライフル。副兵装はカービンとパイルバンカーだ。

      　威力としてはこちらが上。弾速はヘリカルレールガンのほうが上だろうと推測する。

      「カナリーはどう？ ゴン」

      「万全ですよ」

      　その答えに首を縦に振りカナリーに乗り込もうとするブルーに、狐型ファミリアが慌てた。

      「どこへ行かれるんですか！」

      　ブルーは表情を変えずに伝える。

      「私がでるわ。狙撃機には狙撃機。当然でしょ？」

      　スナイパーに対抗するには、スナイパーしかいない。

      　それはいかなる戦場でも変わることはない普遍の真理。

      「そんな！ 勝手に仕事を入れちゃマネージャーに叱られますよー。ぼく代理なんですから！」

      　ゴンが慌てる。彼女は大事な広報担当でもあるのだ。

      「マネージャーって誰よ……」

      「ジェニー隊長です。ぼくは代理を任命されちゃったんです」

      「もう、あの人ったら」

      　ブルーは嘆息した。ジェニーは悪ノリが過ぎる、と。

      　敵スナイパーより、水着やらラジオの仕事を押しつけてくる味方のほうを厄介だと思う日が来るとは思わなかった。

      「ヴォイさんとフユキさんも出撃したようですよ」

      「だったらなおさらね。私がさらにカウンターの狙撃戦を仕掛ける。敵は残り五機とのこと。ドリルと工兵だけじゃ荷が重いわ」

      　ヴォイはドリル専門ではないのだが、そんなイメージがファミリア間にも広まっている。

      「わかりました。ラジオ放送するために広報輸送機とパイロットを依頼します。ぼくは地上からサポートです」

      「なんでラジオ放送を？」

      「広報戦を仕掛けましょう。味方の士気向上と相手の戦意をくじくためです」

      「どこの世界にラジオ放送しながら集団相手に狙撃戦を……」

      「是非初挑戦してください！」

      　期待するまなざしのゴン。

      　ブルーは片手で顔を覆い、しかめ面で考え込む。

      「わかったわ。やりましょう」

      　半ばやけくそな言葉を呟く割には、それなりに乗り気なブルーだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アルゴフォース狙撃部隊。全八機のシルエットから構成される。

      　二機一組で行動、適切な場所に配置し、敵部隊の要を狙撃しその展開を遅らせる役割を担っている。

      　ネメシス戦域での狙撃兵はブルーに代表されるように傭兵によるシルエットを用いた狙撃だ。

      　当然ながらシルエットにヘッドショットなど意味はなく、センサー類が破壊されるだけ。大口径のレールガンでも戦車の装甲は射抜けない。狙撃は本来なら決定力に欠ける戦術となっている。

      　地形が平坦な場合、射程はせいぜい十数キロに過ぎない。

      　地球でいえばシルエットの大きさでは射程十キロ程度だが、惑星アシアはスーパーアース。惑星半径が異なり、より水平線が遠くなるので転移者のスナイパーはまずその認識を改めなければいけない。

      　狙撃手段も同様だ。できる限り高所かつ潜伏できる場所を見極めそこに待機し、最も効果的な目標を一方的に射撃する。防御手段が豊富なシルエットを狙撃するなど、敵からのヘイトも極めて高く割に合わない戦術ともいえる。

      　それでも敵の司令塔である兵器を破壊することは戦術として非常に有効であるし、一方的な攻撃による戦力の無力化手段は貴重だ。何よりシルエットは歩兵の役割をこなさなければいけない。その行動を阻害するだけで効果はある。

      　無人兵器はＭＣＳによってハッキングされ、誘導兵器もまた電磁バリアや対空能力を持つ兵装で対抗される。有線誘導によるミサイルのほうが有効な有様だ。

      　高次元投射装甲どころか電磁装甲や電磁バリアなどを貫通し、一方的に敵を撃破する能力を獲得したアルゴフォースの狙撃部隊は無敵といえた。

      　しかし当の彼らはそれどころではなかった。

      「くそ。なんでこんなことに」

      　アルゴフォース狙撃部隊の隊長イレネオは呟いた。

      「生きている味方は残り五人だけですぜ」

      「あのトラップはいったいなんなんですか！」

      　罠による犠牲者が出て隊員たちの士気も下がっている。

      　彼らのキルレートで考えれば戦果に沸き立っていてもおかしくないにも関わらず、だ。

      「メタルアイリスのフユキだな。地雷屋、サイレントボマーの二つ名を持つ生粋のトラップ職人だ」

      　狙撃部隊は八機いた。たかがトラップに三機ものシルエットが破壊された。

      　Ｐ３３６要塞エリアでもっとも地形的に護りが優れている広大な森林地帯。

      　狙撃で数多くの防御機構や哨戒機たちを破壊し防衛部隊を後退させることに成功したが、要塞エリアに近づくにつれ凶悪なトラップ、とくに狙撃に適した地点に敷設された罠が凶悪だったのだ。

      「アルゴフォース以外に戦闘工兵なんぞ有している傭兵部隊なんかそうはない。実に厄介だ」

      「そんなにすげえんですかい？ 戦闘工兵ってのは」

      「もちろんだ。いるかいないかでいえば、いないほうが負けるってぐらいよ。それをシルエットサイズで運用しているんだからな」

      　イレネオは嘆息した。今までのトラップからして敵は凄腕とわかる。

      「もう嫌だ。俺は帰還したい」

      「下手に動くと死ぬぞ」

      　イレネオは吐き捨てる。手下の傭兵が自分勝手な行動で死ぬことは構わないが、戦力低下は困る。

      「ここを俺達が抑えたら援軍がわんさかやってくる。あとは高みの見物で済む。これだけ戦果を挙げているんだ。狼狽うろたえるな」

      　彼らの機体はハミリオーンと呼ばれるステルス性能に優れた狙撃用シルエット。大型の二連中折れ式砲身と巨大なバックパックはヘリカルレールガン。

      　ハミリオーンはロシア語でカメレオンを意味する。周囲に擬態し、一撃を見舞う狙撃機体。

      　特徴は巨大な両眼センサー。カメレオンの如く巨大なカメラ型センサーは不気味であり威圧感さえある。狙撃するためにはセンサー頼りだけではなく目視も重要な要素だ。

      　展開した長大な大型ヘリカルレールガンは砲身長だけでも十六メートル。シルエット二倍以上の長大さを誇る。

      　ハミリオーンはこの超大型狙撃砲を、膝射や伏射状態で構えて運用する専用機体だった。

      　彼らの任務は出来れば一日。もう数時間経過しているのであと十数時間、防衛部隊を封殺すればいい。

      　多数の味方部隊がこの防衛網が敷かれた森林地帯に展開するまでに時間は必要だが、展開できれば一気に優位となるのだ。

      「隊長！ 共通回線から……ラジオが？」

      「ラジオ？ フェアリー・ブルーか」

      　イレネオはぺろりと舌なめずりをする。

      「ふん。ネレイスの女か。是非生きて捕らえたいものだ」

      「隊長の悪い癖がまた始まったぜ」

      　今度は隊員がため息をつく。イレネオはネレイスをいたぶることが大好きで、一般社会を追われストーンズまで逃げてきたのだ。

      　そんな歪んだ性癖と知っていながら隊員は思わず嘆息する。

      　ラジオに耳を傾けるとはイレネオは余裕なものだ、と。

      　ラジオ放映は敵情報として貴重ともいえる。トラップ地帯に紛れ込んだ隊員一同は、結局のところ焦燥感を紛らわせるためにラジオを聴くことになった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「こんにちは！ ダスクバスターの時間です。今日は悪戯好きなスナイパーの皆さんにご挨拶です。ＢＧＭ、スタート！」

      　傍受していたスナイパーたちが驚愕した。

      「逆探査しても意味ないですよー？ なんてたってアシアを通じた量子通信でお伝えしています。ごめんなさいね」

      　まったく悪びれもせずに謝罪の言葉を口にするブルー。

      「あなたたちの場所はわかりません。だから、炙り出します。あなたたちは地雷屋フユキの罠にかかりましたからね。位置の目星は付けているんですよ！」

      　Ｐ３３６要塞エリアから飛翔する巨大な輸送機。

      　ただの輸送機ではない。輸送機改造型のガンシップ兼戦術放送機能を兼ね備えたＡＣー１３Ｅソング・ソロ。

      　大量の榴弾砲やロケット弾がフユキの仕掛けたトラップ区域から予測した目標地点に猛射される。

      　狙撃者に対するカウンター・スナイプは大きく分けて二つある。その一つが狙撃者のいる地点を空爆、一気に焼き払うというものだ。

      「スナイパー部隊の対抗策としちゃオーソドックスではあるが……きついな」

      　高次元投射装甲とはいえ、長時間の直撃はきつい。破壊されないにしても無力化される恐れは大いにありうる。

      　狙撃特化型シルエットの装甲は厚くないのだ。

      「隊長！ このままじゃ！」

      「ロケット弾如きでやられやしねえよ！ じっとしてろ！ 敵の目的は俺達を炙り出すことだ！」

      　怯える部下をイレネオは叱咤する。高次元投射装甲に榴弾や爆風の効果は薄い。むろん直撃を受け続けたら無傷ではすまないが、致命傷になることはない。

      　爆炎と、砕け散り燃え盛る樹木は彼らを心理的に追い詰める効果があった。

      「だめだ。ダメージが洒落にならねえ！」

      「いくぞ。二機同時で狙撃するなら！ 五十キロ近く離れているんだ。反撃しようがない！」

      　ロケット弾の直撃で機体に裂傷が入る。周囲に炎が巻き起こり、無傷では済まない。

      「やめろ！ あいつは！」

      　イレネオの制止は間に合わなかった。

      　焦った部下がヘリカルレールガンを展開し狙撃を行った。対で動いている僚機もそれにならう。

      　ソング・ソロは回避行動を取ったが、間に合わない。

      　飛翔体を宇宙空間へ打ち上げるマスドライバーとしても運用できる弾速をもつのだ。小回りが利かない輸送機で回避できるはずもなかった。

      「次のナンバーは──」

      　ソング・ソロのＭＣＳが即座に射出され、その中から二羽の鳥型ファミリアが飛びたった。

      「あなたのハートを撃ち抜きますね！」

      　カウンター・スナイプのもう一つの方法。それはブルーも告げた方法。

      　スナイパーに対抗できる者はスナイパーのみ。

      
        
      
      　ソング・ソロに狙撃砲弾が直撃される直前した瞬間、投下されたシルエット──カナリー。ブルーの愛機だ。

      　敵部位隊の狙撃地点はすでに判明している。狙撃地点を望遠レンズで確認する。

      　拡大された映像には超大型の狙撃銃を構えた敵機がはっきりと視える。光学迷彩で隠れているが輪郭をセンサーが捉えていた。

      　即座にアンチフォートレスライフルを放つ。五十キロ程度なら着弾まで一分もかからない。大型狙撃銃を構えた敵など身動きできないだろう。

      　続けざま二射目を放つ。

      「回避でき……」

      　巨大なレールガンが仇となった。ハミリオーンが狙撃体勢から立ち上がり逃げようとしても無駄だった。

      　二機は狙撃され、爆散し破壊された。噂に違わぬ電子励起爆薬を用いた狙撃銃の威力。

      「いわんこっちゃねえ。相手はあのスナイパー、フェアリー・ブルーだぞ」

      　愚かな部下の行動にイレネオは目眩がする。

      　あれほどの凄腕パイロットが操縦するシルエットを狙撃する場合には、相応の準備と覚悟が必要だ。

      「ちっ。仕方ねえ！」

      　舌打ちしながら立ち上がりカナリーに向かって狙撃をするイレネオ。射撃した瞬間、ハミリオーンはローラーダッシュで移動する。回避地点を予測したその狙撃はカナリーの左腕をかすめた。

      　左腕を根元から持って行かれ、バランスを崩し落下するカナリー。

      「当たったか？ いや、かすっただけだな」

      　ブルーもただ撃たれていたわけではない。被弾するまでに反撃の狙撃を行っていた。

      　移動した瞬間、元いた地点に爆発が発生する。アンチフォートレスライフルの威力は絶大だ。

      「あの一瞬で撃っていたのかよ。化け物が」

      　間一髪直撃弾を避けたイレネオは冷静だ。

      「何が心ハートだ。命ライフを狙ってきてやがる」

      「フェアリー・ブルー、この距離から反撃するのかよ」

      　狙撃を控えた部下二人の怯えが増した。

      「てめえらは動くな。あいつは俺がやる。雑魚にも反応するんじゃねえぞ」

      　厳命してイレネオの機体がゆっくりと動き出す。

      　これより妖精狩りフェアリー・ハンティングを行うのだ。

      
        

      

      「狙撃手スナイパーはあと三人か」

      　ブルーが呟いた。

      　狙撃弾がソング・ソロに直撃した直後にカナリーは投下され、体勢を整えて着地している。

      　敵は距離を詰めて狙撃してくるだろう。撤退したら敵の思うつぼだ。敵部隊の展開が完了すれば、最大の護りが大きな急所となる。

      　残った狙撃手からの反撃は左腕部をかすっただけだが、それでも大ダメージとなり破損した。アンチフォートレスライフルは狙撃用としてはまともに使えない。ライフルの両手保持が不可能になったのだ。

      　この敵狙撃手は相当の手練れだと判断した。視認をしようとしてもすでに視界から消えようとしていた。

      　反撃で狙いを定めず撃ってみたものの、命中するはずもない。

      「ぼくが囮になりましょうか？」

      　狐型ファミリアであるゴンが提案する。

      　着地地点を予測し、軽量の哨戒車両で待機していたのだ。

      「ダメよ、ゴン」

      「はい」

      　ゴンを制止する。鳥型と違って脱出には危険が伴う。

      　彼も大人しく従った。

      　カナリーの機体状況を確認する。左腕部が使えなくなったが他の部位は無事だ。作戦を中断するわけにはいかない。

      　ブルーは戦闘続行を決意する。

      「使える兵装はカービンとパイルだけ。アンチフォートレスライフルも一発だけなら使えるけど、もって一発。右腕部に反動がかかりすぎて精密射撃に使えない可能性もある」

      　片腕ではアンチフォートレスライフルの反動は殺しきれない。

      　一発で仕留めるにしても弾道もぶれるだろう。難しい選択だった。

      「音楽が切れる。そろそろですね。あのスナイパーに勝つには悪巧みの一つや二つは必要がある」

      　音楽が途切れるのにあわせ、ブルーはラジオを再開する。

      「私は生きていますよー。残念でした。あなたたちは残り何機かしらね？」

      　挑発するようにトークするブルー。

      　最近人格が変貌するとはよくいわれるのだ。

      「狙撃部隊を展開するアルゴフォースによる時間稼ぎ、その数ではもう無理ですよね。大人しく投降しなさい！ では次のナンバーにいきます。次の曲は……」

      　ブルーは装甲車両と森のなかを進む。

      「フェアリー・ブルー。聞こえるな？ 返事はしなくていい。こちらアルゴフォース狙撃部隊隊長、イレネオだ」

      　カナリーは静かに歩みを止めた。

      　かかった、と唇の端を歪ませ笑うブルー。ラジオを用いた駆け引きは彼女の勝利だ。

      「お互い糞でけえ棺桶に乗ったまま殺し合い、撃ち合いだ。一騎打ちといこうじゃねえか。時間がないのはお互い様だろ？」

      　ブルーは微笑した。こんなあからさまな挑発は珍しい。

      「俺はネレイスの女が大好物なんだ。長くて太いものぶちこんでやるから大人しくしてな」

      　ブルーは思わず鼻で笑う。安い挑発だ。

      　本気で気持ち悪いが、ブルーとしてはただ処すだけ。

      「放送中、失礼します。今リスナーのアルゴフォースさんよりご意見を頂戴いたしました。私と一騎打ちをご所望とのこと。受けてたちましょう！ ただし、私相手に下ネタは厳禁です。マネージャーを通してくださいね」

      　余裕の笑みを浮かべ、挑発を受け流す。

      　ブルーが搭乗するカナリーは目星をつけた地点まで移動し、おもむろにアンチフォートレスライフルを放つ。狙いを定めない無照準射撃。反動のまま大きく右腕が跳ね上がる。これなら負荷も最低限で済む。

      　爆轟能力を最大に調整。もう一発発射。反動が収まったあと、さらにもう一発無造作に砲弾を放った。地面に巨大な深い孔を穿つ。計三発の砲弾を発射した。

      　相手は簡単に彼女のいる場所を特定できるだろう。

      「私はこの付近にいます。私のシルエットに左腕部がないハンデです。アルゴフォースから動きなさい。撃ち込まれるパイロットはどちらのほうかしらね？」

      　ラジオ経由でイレネオに話しかける。

      　自分も敵も時間がない。一気に決着を付けたいところだ。

      　ブルーは次の手を打つことにした。最後の引き金を引くには少しだけ仕掛けが必要だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「哨戒ヘリか。そんなもん揃えている連中はメタルアイリスしかいねえよ」

      　頭上を飛ぶ哨戒ヘリは囮だろう。撃ち落とした瞬間カウンター・スナイプによる砲弾によって被弾する。

      　一年前まではシルエット同士が殴り合う。それが戦場の光景だった。

      　急激な戦場の変化について行けない者は多い。

      「部隊展開する時間稼ぎ、その数では無理ね。大人しく投降しなさい！」

      　ラジオから彼ら宛てのメッセージ。

      　落下地点からは五十キロも離れていない。

      　相手の戦力は未知数だが、被害状況からいって大軍は出してこないだろう。

      　一方的に破壊し尽くしたからだ。しかし現状では彼らの部隊が追い込まれる立場となった。

      　ブルーには失った機数までは判明していないだろう。それでも警戒はしているはず。

      「フェアリー・ブルー。聞こえるな？ 返事はしなくていい。こちらアルゴフォース狙撃部隊隊長、イレネオだ」

      　イレネオは勝負にでた。我慢比べに応じてもいいが、哀れな猟鳥になる気はない。

      　時間の経過が致命的となる。制圧しているとはいえ相手の陣地なのだ。

      　数を減らした狙撃部隊では時間差で狩られる確率が高くなっている。

      「お互い糞でけえ棺桶に乗ったまま殺し合い、撃ち合いだ。一騎打ちといこうじゃねえか。時間がないのはお互い様だろ？ 俺はネレイスの女が大好物なんだ。長くて太いものぶちこんでやるから大人しくしてな」

      　後半は本気だった。もし生きていたらＭＣＳを引っこ抜いて連れ帰るつもりだ。ネレイスの人権はあるといっても、所詮作り物。ストーンズ内では大した罪にならない。

      「放送中、失礼します。今リスナーのアルゴフォースさんよりご意見を頂戴いたしました。私と一騎打ちをご所望とのこと。受けてたちましょう！ ただし、私相手に下ネタは厳禁です。マネージャーを通してくださいね」

      　フェアリー・ブルーがラジオ経由で回答があった。

      　強気な女だ、とイレネオは思う。少しぐらい恥じらってくれたほうがやりがいあるというのだ。

      　爆音が聞こえる。最後に遅れて一回。計四回だ。

      「何がマネージャーだよ。アイドル気取りか。ま、アイドルを好き放題するってシチュエーションは夢があるな」

      　イレネオが嬉しそうに舌なめずりする。

      　遠くで火柱が上がる。フェアリー・ブルーが落下した地点より、イレネオの場所に近い。

      「私はこの付近にいます。私のシルエットに左腕がないハンデです。アルゴフォースから動きなさい。撃ち込まれるパイロットはどちらのほうかしらね？」

      　ブルーのラジオはそこで途切れた。再び音楽のみとなる。

      「何がこの付近にいます、だ。ラジオの発信源はしっかり位置情報を隠蔽してやがるくせによ」

      　イレネオは舌を巻く。

      「左腕が使えない、といったわりには射撃しているな。こちらを撃ち込むと宣言までしやがった。ラジオトークでだまし討ちか。いい女ほど嘘が上手いってな」

      　ヘリカルレールガンの弾頭はわずかにブルーのシルエットにかすったであろうことはわかっているが、自分に不利な情報をわざわざ教えるヤツはいない。

      　本当に食えない女だ。

      　手を出すと火傷するタイプだなと確信し、警戒しながらイレネオのハミリオーンはメタルアイリス防衛網の一画である森林地帯奥地に単独侵攻を開始した。

      　

      　いわゆる光学迷彩には二種ある。

      　一つは周囲の映像を撮影し装甲表面に投影して擬態するタイプ。

      　もう一種は光を屈折させ、歪みを持たせて周囲に溶け込むタイプ。スネルの法則を利用したものだ。

      　ハミリオーンは後者のステルスシルエットだ。光の波長を破壊的干渉させるだけではなく熱や紫外線、赤外線まで屈折させることができる。

      　ローラー移動を用い、音も殺す。腰を低くし前傾姿勢で移動する。

      　フェアリー・ブルーは動かないようだ。

      　慎重に距離を詰めながらも、トラップの気配すらない。

      　森林地帯は大きな針葉樹で形成されている。大きなもので五十メートル以上もある。

      　爆発地点に近付く。ハミリオーンは高性能レーダーを展開しており、必要な情報がもたらされる。

      　動きを止め狙撃に備え周囲を警戒する。

      「リアクター反応が二つ、か」

      　レーダーにリアクター反応が二つ。金属反応も複数ある。一つは樹上。二十トン以上に耐えられる枝は限られる。

      　もう一つはなんと地中だ。動く気配はない。

      「まだ動かない、か」

      　ブルーのシルエットは大威力の狙撃砲は使えないようだ。相手があの兵装を使用可能なら、イレネオのハミリオーンはとっくに狙撃されて撃破されている。

      　アーテーを一撃で破壊したといわれるあの砲弾を被弾しては、シルエットなど風船の如く破裂するだけだろう。

      　巨大な両眼センサーを最大望遠。異物がないか確認する。

      　樹木の物陰からかすかに見える砲身。金属反応も七メートル近い。細長いがステルス効果。もしこれが本体ならリアクターを停止させているということになる。

      　樹上のリアクター反応は偽装であろう。かすかに金属装甲らしいものがうっすらと見える程度だ。

      　巧妙に隠蔽してあるが、破壊された哨戒車両らしき残骸も確認できる。

      　リアクターを使ったトラップだろう。

      　そして問題の地中。

      　傍目から見るとただの地面に見えるが──

      　ハミリオーンは接近して地面に触れる。

      　布のようなものを一気に引き剥がした。

      「へ。やっぱりな」

      　量子ステルスシートが被せられていた。これも一種の光学迷彩だ。

      　頭上を気にしすぎていたなら落ちていただろう、即席の落とし穴ピットトラップだ。あの大威力の兵装で作った即席の罠だろう。ハミリオーンが嵌まっていたなら即死だった。落とし穴のなかは金属水素のプールだったのだ。金属反応も当然。警戒、もしくは腹立ち紛れに一発でも撃とうものなら大爆発する。

      　そこからフェアリー・ブルーの奇襲が始まるのだ。

      　下手をするとこのプールの爆発だけで半壊するかもしれない。落ちても死、警戒しても死。警戒し発見される前提で仕掛けられている。敵の性格の悪さがみてとれる罠だ。

      「リアクター反応が弱いと思ったぜ。これは装甲車のリアクターだな。ウィスがないと金属水素状態が維持できねえからな」

      　共通回線を再度開く。

      「子供だましに過ぎない。おっと。お前はオレが見抜くことを前提でこんなもんを仕掛けやがったな、この女狐」

      　近くにいるであろう、ブルーへ語りかける。

      「教えてやるぜ。フェアリー・ブルー。狙撃手ってのはな。シルエットでも五感が大事なんだ」

      　イレネオには相手の考えが読めた。

      「ヘリカルレールガンは連射が効かん。そこでお前は三択、いや四択を迫って賭けにでた。そうだろ？」

      　イレネオの顔が邪悪に歪む。

      「このレールガンはな！ 二発までなら連射可能なんだよ！」

      　ステルス形態を解かず、巨大なヘリカルレールガンを展開し、膝射体勢を取る。

      　僅か八機の狙撃部隊で要塞エリア東部の森林地帯を制圧できた秘密がこの構造にあった。

      　二連レールガンの砲身は、同時に射撃するものには非ず。

      　回転し熱のため連射できない砲身を自動的に交換するためのものだったのだ。

      「てめえの大事なもんをぶち抜いてやらあ！」

      　絶叫し、ヘリカルレールガンで樹上と大木ごと貫くために射撃する。

      　仕留めたと確信した。巨大な大木など壁にもならない。砲弾は障害物を易々と貫通し、大木の物陰からカナリーの主翼であろう部品が飛散した。

      　樹上のリアクター反応も破砕音とともに停止を確認する。

      「残りの反応はこのトラップのみ。生きてねーだろうが、奴らの機体は頑丈だからな。確認だけはするか」

      　その瞬間、ハミリオーンの頭上を影が覆う。

      「なっ！」

      　イレネオが気付いた時には何もかも遅かった。金属水素のプールから、カナリーが飛び出したのだ。

      　立ち上がろうとする間もなく、背後に着地するカナリー。装甲筋肉ゆえの運動性能を誇る。

      　引き絞るように構えた右腕に装着されている兵装は狙撃銃にあらず。巨大なパイルバンカーであった。

      　巨大な杭がシルエットの弱点である背後を襲う。

      「ブルーの反撃開始です！」

      　ゴンが叫ぶ。

      　合金製の杭はパワーパックごとリアクターを貫き、ＭＣＳさえ貫いた。イレネオの背中に激痛が走る。杭がＭＣＳを貫通し、直接肉体にまで届いてしまったのだ。

      「ぐはっ。て、てめえ……！」

      　かろうじて即死だけは免れたが、苦痛が長引く結果にしかならない事は彼自身理解していた。

      「どうですか。長くて太いものに貫かれた気分は？ 宣言通り撃ち込みましたよ？」

      　ブルーは冷笑する。

      　後部座席のゴンは興奮して尻尾を振っている。

      　物陰に隠してあった兵装。アンチフォートレスライフルと、カナリーの羽を上下に並べたもの。

      　樹上に反応したリアクターは隠していた装甲車のものだった。

      「シルエットの……リアクター反応じゃなかったぜ？」

      「出力を最小にしていた状態です。センサーも稼働しないレベルにまでね。あなたがいったでしょ？ 五感が大事だと。射撃音が聞こえたらそれで十分でした」

      　ネレイス特有の尖った耳をぴくっとさせる。

      「俺が腹立ち紛れに撃っていたら死んでいたぞ」

      「そんな浅慮な者が狙撃手になれるはずもないでしょ？ 賭けもせずに勝てるほど甘い相手でないことはわかっています」

      「はは……」

      　力無く笑った。完敗だった。

      　敗因──それは己が狙撃手であるがゆえに。

      「さようなら。私相手に下ネタは厳禁ですからね？ マネージャーに叱られますよ」

      　自分のことは棚にあげるブルー。カナリーは片手でハミリオーンをつかみあげ、金属水素のプールに放り込む。

      　金属水素に満ちたプールは火柱を上げ爆発した。リアクターが死んでいるシルエットでは原形も留めず破壊されるだろう。

      「私のマネージャーは怖いですよ。水着グラビアの仕事まで入れてくるのですからね」

      「ブルー」

      　囁くようにゴンがブルーに後部座席から呼びかける。

      「なあに？ ゴン」

      「ラジオのマイクは入っていますよ」

      「う……うそ……」

      　マイク回線を見るとＯＮになっている。そっとＯＦＦにした。

      　呆然とした。そして小声になる。

      「いつから……」

      「金属水素のプールから飛び出したあたりからです」

      「誰が……」

      「ぼくです」

      　悪びれずゴンが胸を張った。

      　あの逆転劇を放送しないなんてあり得ないからだ。

      「あなただったのね、ゴン……」

      　打ちひしがれるブルー。

      　気を取り直して、マイクに向かってはっきりという。

      　水着グラビアの件を自分から呟いてしまったことは早く忘れたかった。

      　後にリスナーから問い合わせが殺到することなど、今のブルーには知る由もない。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「隊長機撃破。任務完了。ラジオ放送、続行します」

      　平静さを保つべく、何事もなかったかのように振る舞うブルー。冷や汗が流れている。

      　心なしか強ばった声だった。

      「隊長がやられたか」

      　アルゴフォース狙撃部隊、残り二名。ラジオ放送でイレネオの末路を知ることとなった。

      　戦場の制圧能力を失った事態は明らかだった。

      「何がフェアリーだよ。森にいるエルフの狙撃手だ。俺達は撤退するか」

      「できるか？」

      「するしかねえだろ。後方部隊も近付いてきている。入れ違いでなんとかなりそうだ」

      　狙撃手二名は、判断に窮していた。

      　お互いは、五キロほど離れて歩いている。

      　頭上を見ると遙か遠くに小さくなったヘリが見える。

      「偵察ヘリも高度を取ってきやがったな。八機もいりゃまとめて掃討できたのに」

      「追い込まれることは時間の問題。俺は引くぞ」

      「わかった。俺も続く」

      　ハミリオーンが動き出し、森のなかに消えようとする。

      　小さな爆発が起きた。

      「なっ！」

      　慌てて横に回避する。また爆発する。

      「これは、導爆線の一種？ 地雷屋の罠が！」

      　気付いたら周囲にコードが張られている。ただの鋼線ではない。爆発するのだ。

      「もう逃げられませんよ、スナイパー部隊」

      　共通回線で宣言される。

      　目の前に自分と同じステルス仕様の機体が現れる。

      　カレドニア・クロウ。フユキの工作機。カナリーと同様最新のラニウスと互換性を持つ。

      「この導爆線デトネーションコードの結界。逃れることはできません」

      　導爆線。工兵が好んで使う多目的コードである。カレドニア・クロウが使うコードはただの導爆線ではない。カレドニア・クロウは金属水素生成炉を内蔵しているのだ。

      「ふざけんな！」

      　ハミリオーンが予備兵装のマシンガンを取り出し射撃する。

      　その弾丸もカレドニア・クロウには届かない。張られた導爆線に触れ爆発で阻止されたのだ。

      「コードをバリアに！」

      「こういう真似も可能なんですよね」

      　フユキのカレドニア・クロウがコードを両手、同時に十本を指から飛ばす。

      　ハミリオーンの右手が切断された。

      　カレドニア・クロウの導爆線は斬る圧力を利用した切断解体、押す圧力を利用した圧力爆弾など多岐にわたる使い方が可能。工兵のために生み出された万能アイテムだ。

      　注入する金属水素の量によって爆轟ばくごうを調整することができる。

      　この多目的コードは敵を絡め取り、縛り、吊す。装甲の薄い敵なら切断まで可能。

      　熟達した戦闘工兵にのみ許された兵装でもある。

      「ひ、ひぃ」

      　機動力の劣るハミリオーンが逃げることなどできるはずもない。

      　古来より狙撃手は憎悪の対象。捕まった狙撃手はその場で殺される場合も多く、ネメシス戦域とて例外ではないのだ。

      　それでも逃走を選ぶ。パイロットにとって初めて見る機体だが、凄腕の傭兵が乗る機体が普通の機体なはずがない。

      「逃しませんよ」

      　ハミリオーンも死を悟った。周囲に張られた導爆線がいっせいに機体に絡みつき、縛り吊し上げる。

      「な、なんでこんな死に方……ぎゃ……」

      　機体が締め上げられ、徐々に斬り込みが入る。そしてコードが爆轟を発した。

      　連続してコードが誘爆し、ハミリオーンはばらばらになって破壊された。

      「ブルーが厄介な機体を排除してくれましたからね。ここはぼくがやらないと。──あと一機ですか」

      　残り一機を処理するため、フユキのカレドニア・クロウは悠然と歩きだした。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「すまん。──俺が助かる可能性も高くなった」

      　僚機が地雷屋にやられたようだ。最後のハミリオーンはそっと逃走する。

      　不気味な地鳴りが定期的に聞こえる。仕掛けられた爆発物が炸裂したのだろうか。

      　ハミリオーンはバランスを崩し転倒した、とパイロットが錯覚した瞬間――

      　正確には機体が落下していた。

      「落とし穴？ なんでこんなところに！」

      　思わず叫ぶ。シルエットサイズの落とし穴は珍しいものではないが、侵攻以前、この場所に到着した時にはなかったはずだ。

      「できるんだな、それが」

      　共通回線での呼びかけ。ヴォイの声だ。

      　ハミリオーンの目の前には巨大なファン状のようなもの。それが変形し、ドリルになった。

      「ひ、ひぃ！」

      　そのドリルの用途に気付いたパイロットは恐慌に襲われる。

      「おいたが過ぎたな。冬眠している熊を起こすと殺されるぜ」

      　ヴォイが眠たそうに笑うとドリルを前進させる。

      　ハミリオーンは予備兵装のマシンガンを連射するが高速回転するドリルに弾かれる。

      　顔面が蒼白になる。落とし穴の底に逃げ場はない。

      　真正面から突進され、ハミリオーンは壁にぶつかる。シルエットはくの字の体勢のまま穿うがち抜かれた。

      　ドリルが半ばまで貫通すると、もがいていたハミリオーンの動きが停止する。

      　ヴォイはためらわず敵胴体をドリルで貫通した。

      　

      「よお。フユキ。こっちも終わったぜ」

      「間に合わなかったとは。早いですよヴォイさん。新型ドリルは凶悪ですね」

      「戦闘用跨乗機兵ドラグーンドリル戦車だからな！ コウがようやく作ってくれたんだぜ」

      　ヴォイの新型兵器。それは坑道掘削装甲車を改良したジェット推進のドラグーンドリルタンク。

      　戦場に出ることを前提にした機兵ドリル装備の戦車である。

      　カレドニア・クロウはバイクのようにドリル戦車にまたがる。上から装甲が被せられ、一体化した。

      　大型で戦闘向きではないと判断されていた坑道掘削装甲車だが、機兵戦車として地中からシルエットを運搬する能力を与えられ、ついに戦闘特化型の派生兵器が生まれた。

      　再び地面に潜るドリル戦車。工兵部隊との相性は抜群。コンビを組むことも多くなることは当然といえた。

      「地上から走ったほうが早くないですか？」

      「地中のほうが安全だよ。人手不足だ。フユキがやられたら困る。途中で地下鉄に乗れば要塞エリアに戻るのも早い」

      「気を遣っていただきすみません。地下鉄というと日本を思い出します」

      　ぺこりと頭を下げるフユキに笑うヴォイ。

      「Ｐ３３６要塞エリア防衛部隊へ。敵狙撃部隊排除完了。至急防衛網を再展開せよ」

      　フユキがブルー代わり、Ｐ３３６要塞エリア防衛部隊に通達を行う。防衛網の死角は守り抜いた。

      　防衛戦の重要局面は、ここからであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｐ３３６要塞エリアに鷹羽兵衛とクルトを載せた二式大型航空艇が護衛の零式とともに到着した。

      　アラクネ型部隊を追い返したコウや、狙撃部隊を排除したフユキとブルーも帰還した。

      　山場は乗り切った状況だ。アルゴフォースとの戦いはパイロットがいることが大きい。

      　マーダー相手に昼夜は関係ないが、パイロットがいることでアルゴフォースとの夜間の戦闘は減少する。

      　夜は眠らないファミリアたちがいる分、メタルアイリスのほうが有利ともいえる。

      　そんななか、深夜になってアシアがユリシーズを召集した。珍しいことだ。

      　コウが代表となって各構築技士たちに呼びかける。今回は軌道エレベーター奪回に貢献したＢＡＳ社と五行の構築技士たちも参加となった。

      　バリーたちは動けないキモン級を防衛するために防衛線を展開している。この会議に呼ぶわけにはいかなかった。

      「こんな深夜に申し訳ない。アシアからみなさんにお話がある」

      　俺がなんでアシアの代理人になっているのだろうと疑問に思っているコウ。自覚はまだ足りないようだ。

      「昼にはできない話ってことだな！」

      　ケリーが笑う。そしてそれは重要事項だ。

      　不安そうなジョージとアベル、そして五行の構築技士が画面から窺うかがえる。

      『その通りよ。ケリー。アベレーション・アームズの解析を進めた結果、特定の分野において私が解放した技術を陵駕している事が判明したわ』

      「特定の分野というところがミソだね、アシア」

      　その事実に硬直する構築技士たちだが、ウンランは怯まない。

      『ええ。ウンラン。リュビアは要求されるがままストーンズに技術を提供した。ストーンズが認識、応用できる最小限のね。最悪の事態は避けられているともいえる』

      「どんな分野なのでしょう？」

      　クルトが質問を発する。

      『例えばマテリアル。ケイ素系、鉄系ね。現人類が把握できる限界まで解放されている。ＭＣＳの干渉もそう。範囲はマーダーの基幹となる節足動物と双弓類全般。節足動物とＭＣＳの相性は最悪だけどね。よく動いたものと感心するぐらい』

      「マテリアル系は通常のシルエットにも応用できそうですな」

      　衣川が考え込む。

      『その通りよ。その証拠にコウとにゃん汰が交戦したブラックナイトと呼ばれるシルエットは新装甲を採用していた。素材は鉄合金――鋼よ。強度は約十ギガパスカルに近い鋼。理論上における鉄の強度を上限まで引き出したものを装甲にしている。地球じゃ加工できないね』

      「鉄か。コストを考えてだろうな」

      　兵衛が納得する。鉄は宇宙で最も普遍的に存在する金属で安価だ。二十一世紀でも鉄の見直しは進んでおり、夢の素材と言われ始めていた。自動車やバイクなどに非鉄金属を採用するとやはりコストの壁に打ち当たるからだ。

      『生物模倣技術も兵器転用には限界があるからね。ただ、どんな兵器が出てくるかわからない以上既存兵器の強化に応用すると考えたほうがいいと思う。ストーンズの場合はマーダー生産工場を改修して使っているはず』

      　その言葉に構築技士たちも肯定する。新技術なら未知のものを作るよりは、現在ある兵器の強化を図りたいところだ。アシアの言うとおり生産ラインの問題もある。

      『軌道エレベーターの私も解放された。新技術を解放、といいたいところだけど。最初に救出された私が頑張りすぎたね。実はみんなに提供できる技術はあまりないの。ごめんね』

      「アシア。最初の君が頑張ってくれたおかげで、今の俺達がある。謝る必要なんてどこにもない」

      　言葉に悔しさを滲ますアシア。

      　コウの言葉に全員が賛同する。技術が封印されていた彼らの兵器開発は一気に加速し、今でも完全に応用できているとは言い難い状況なぐらいだ。

      『それでも、です。アベレーション・アームズに対抗するための技術を可能な範囲で解放したいと思います』

      　一同、緊張で息を飲む。

      「それは？」

      『私も各合金や非鉄金属のマテリアルを解放します。そしてパワーパック規格や各種リアクターの小型化。惑星間戦争時代とほぼ同水準。構築技士たちはシルエット用パワーパック内部を構築できるようになるわ。巨大なリアクターを一基搭載、小型リアクターを二基積むとかね。後は細かな技術になるけど』

      「何があまりない、だアシア。聴いただけでも我々が眠る時間がなくなるほどの構築権限が増えるということじゃないか」

      「リアクターとパワーパックは常に規格化されて変更が許されなかった、手をつけることが不可能な聖域だった。これが構築可能となると戦車など既存兵器にも十分活用できる。この情報だけでも新たな革命だ」

      　ケリーが苦笑しウンランが興奮する。単純な話だ。発電機であるリアクターを二基搭載するだけでどれだけ行えることが増えるだろうか。想像もつかない

      　その場にいるアベルはパン……と呟いている。こうしている間にも何か新しい構想を閃いたようだ。アシアの一言だけで構築技士たちの思考は来るべき技術解放に向け、新設計に傾いていた。

      「本当は通常パワーパック自体の小型化がしたいところだが、無茶は言えまい」

      「もう十分小さいだろうさ！ それより大出力でぶん回せるんだぜ。夢があるな」

      　アシアから提供される新しい技術リストを確認しながら、構築技士たちの話は弾む。

      『でも問題はある。急にそんな技術を解放しても生産ラインは限れるし、既存の兵器をカスタムする程度に留めたほうがいい。そこで、コウ。お願い』

      「あれを本当にやるのか？」

      『うん』

      　打ち合わせしていたのだろう。コウが意を決し口を開く。

      「最初に話す必要があります。ユリシーズ所属Ａ級構築技士の了解を得ました。ＢＡＳ社及び五行重工業には金属水素生成炉の生産、購入権限付与となりました。その他の技術も購入できるようになります。今後ユリシーズに所属する限りＡ級とＢ級の構築技士に制限の差はありません」

      「なんと！ 深い感謝を！」

      「ありがとうございます！」

      　コウの言葉にＢＡＳ社と五行重工業が驚愕し、そして歓喜の声を上げる。

      「あんたたちは真っ先に俺達につく、と宣言してくれたからな。それぐらい当然の権利だ」

      　Ｂ級企業のなかでも力ある彼らがユリシーズに参加してくれたことはケリーたちにとっても力強かった。どのＡ級構築技士からも反対はなかった。

      「今後ユリシーズに参加する企業はＡ級構築技士と同様に扱うことになります。今回の功績として金属水素生成炉の権限です」

      　もともと金属水素生成炉の購入制限をＡ級構築技士に限定していた理由は、ストーンズに技術が漏洩することを怖れていたからのことだ。

      　敵も少数ながら入手可能になり、対立軸が確定した以上は制限する理由もない。アシアとアストライアと相談して決めていたことだった。

      「ではこれからが本題です」

      　コウは決意をし、立ち上がる。

      「アベレーション・アームズに対抗するためのお願いです。皆さんどうか……」

      「ダメだぜ。コウ。やり直しだ」

      　ケリーが無慈悲にダメ出しを行う。

      「え？」

      「もっと命令口調でいい。思った通りのことを簡潔にいって、俺達に命じろ。お願いなんかじゃなくていい、怒るヤツはいねえぜ」

      　構築技士全員がケリーに同意すべく、深く首肯した。

      「わかりました」

      　コウは口ごもって考え、言葉を発する。

      「脅威となるアベレーション・アームズに対抗するため、各構築技士に告ぐ。異形兵器群に対抗する戦時開発を実行せよ！」

      「オーケー、ビッグボス！ 了解した！」

      　ケリーが親指を立ててコウの命令を承認する。各構築技士が命令を拝受し、戦時開発指令は了承された。

      
        第六章　走れ！ メロス！

      

      　構築技士たちによる会議では会話が弾んでいる。会話からアイデアが生まれることは珍しいことではない。

      　兵器というものは常に開発されている。戦争が始まってからでは遅いからだ。

      　戦況によって仮想敵の変化、新ドクトリンの導入、資源の不足などの要因によっても左右される。天才が一夜にして設計した兵器が採用された例も地球では実例が存在する。

      　アベレーション・アームズの登場は未知であり脅威であった。

      　アルゴフォースによる応用兵器の開発なども考えられる。アルゴフォース狙撃部隊のハミリオーンが装備していた光学迷彩も惑星アシアでは未知の技術が使用されていた。

      　アストライアの戦闘指揮所にいるコウとアシアのもとへ画面の一つが点灯する。マットからの通信だった。

      「こちらペリクレスより報告。パイロクロア大陸でＪ００６洋裁エリアにいる衣川氏と御統重工業社員一同の収容は明日にでも終わる。Ｐ３３６要塞エリアに帰港したかったが厳しい。状況に応じて行動するよ」

      「衣川さん？ そこまでパイロクロア大陸の状況は悪いのか」

      　聞いていなかったコウがたずねる。パイロクロア大陸も激しい戦闘が発生しているのだ。

      「確認された情報によるとスフェーン大陸もパイロクロア大陸も同アベレーション・アームズが導入されたようだ。かなりまずい状況だよ。兵器供与などユリシーズが一部組織の援助も始めたが」

      「そこまでか」

      「資源と要塞エリアの奪い合いだ。激化もするさ」

      　マットが苦笑した。想像以上にひどい状況のようだ。

      「アシア。ぼくから一つお願いがあるんだ。ダメ元でね」

      『何かな？ マット』

      「クアトロ・シルエットの強化はできないものかな、って。強化というか違う形状のものを構築できないものかと」

      　コウもアシアをみた。クアトロ・シルエットは十分に高性能だが、アベレーション・アームズには分が悪かった。

      　シルエットの戦闘機化が進んでいる状況もまた、地上限定のクアトロ・シルエットには不利を招く。

      『ごめんね。あれはプロメテウスの温情みたいな処置だから限定的な解除。あれでもかなり特例なの』

      「それはわかっている。すまない、アシア。無理を言って」

      　申し訳なさそうにアシアが首を横に振る。今までセリアンスロープはシルエットに乗ることさえできなかったのだ。後方で補給作業が行えること自体、どんなに奇跡的なことか。

      『とはいっても他の形態に可能性はある。諦めてはいけないよ』

      　男性の声が突如響く。即座にコウはその正体を見抜いた。

      「プロメテウス！」

      『コウの友人はぼくの友人だ。ＭＣＳはケンタウロス型に限定しているなどとは一言もいってない。ＭＣＳは哺乳類に限定されてはいるけどね』

      『プロメテウス。やっぱり出たわね』

      『そりゃそうさ。人を改造して部品にするアベレーション・アームズ。あれにはぼくも思うところはあるのさ』

      「ありがとう！ プロメテウス！」

      　マットはプロメテウスが重要なヒントをくれたことを確信した。

      『可能な仕様を教えることはできないが不可能なことは教えてあげよう。まずラミア型は無理だ。下半身が蛇だからね。次にサテュロス型。下半身を山羊にしたところで人馬型と変わらない。脚の形状も二足なら通常シルエット扱いだよ』

      「わかりました」

      『ぼくたちは神話を模して作られている。ＭＣＳも案外地球の伝承にヒントがあるかもね』

      「俺からも礼を言おう、プロメテウス。ＭＣＳについて、聞きたいことがあった。〔プロメテウスの火〕について教えてくれ。スピリットリンクとリミッター……」

      『おおっと、もう時間だ！ さよなら！』

      「待て、プロメテウス！」

      　プロメテウスは不意に通信を遮断する。

      『逃げたね』

      「逃げたな」

      　アシアとコウは顔を見合わせ断定した。

      「哺乳類で地球の伝承。うーん」

      　新たな可能性を探るべく、マットは哺乳類について調べ始めていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｐ３３６要塞エリア、不時着しているキモン級双方に緊張が走った。

      「フユキ。映像を」

      「わかりました」

      　Ｐ３３６要塞エリアの観測機が捉えた映像が映し出される。

      　砲塔を複数持つ戦車。履帯が四本装備されている。この戦車を中心に小型戦車が周囲を囲んでいる。さながら艦隊戦の輪陣形だが、注視すると小粒な歩兵が陸上戦艦の上に複数駐機している。

      　多砲塔戦車が巨大すぎた。重戦車が小さくみえていただけ。小粒にみえた人型はシルエットであった。

      「これがＰ３３６要塞エリアに向かっている敵の主力、さながら陸上戦艦だな。今キモンに向かっている大型戦車だ」

      　Ｐ３３６要塞エリアへ、キモンに向かっている敵の映像を転送する。

      　その映像には巨大な砲塔を持つ、陸上巡洋艦ともいうべき戦車が映っていた。巨大な四つ足を装備していると思いきや、脚部に相当する部分に履帯が付いている。

      　Ｐ３３６要塞エリアに向かっている陸上戦艦よりは一回り小さい。周囲には重戦車が多数周囲を護衛している。

      「Ｐ３３６要塞エリアにはヴァーシャが開発した戦車群。キモンにはアルベルトが開発した戦車群が向かっているようだな」

      　リックがその映像を見て分析する。彼の戦車隊は今キモンの正面に展開していた。

      「キモン級に向かってきている敵兵器はＲ００１要塞エリアの運用履歴から名称だけ判明している。重戦車エーバーⅡと陸上巡洋艦ラントクロイツァーＰ１５０ゲシュペンストだな」

      「交戦したエーバーⅠの後継機か。やはり本命は温存していたか」

      　リックはすでにエーバーⅠと呼ばれる重戦車と交戦している。Ⅰというからには後継機の存在は容易に想像できた。

      「こちらには相変わらず新兵器をぶつけてきますか。嫌になりますね」

      「大丈夫か？」

      「今こちらには鷹羽さんとクルトさんもいます。シルエットベースとのラインも守られた。むしろ問題はそちらでしょう」

      「それはそうだが……」

      「そちらにコウ君を送ります。こちらは安心してください。応援の企業も到着しそうです」

      「コウを？ そうか。ハルモニアか！」

      「はい。あとはこちらにおまかせを。二面攻撃ですがこれを凌げば勝機も見えるでしょう」

      「頼んだ、フユキ」

      　フユキはその言葉に応えバリーとの通信を終えた。確認するべくヴォイがいる工廠に呼びかける。

      「コウ君の準備は？」

      「すぐ打ち上げるぜ」

      「了解です。新たな合流企業のアヴァンセ・デュレシェフ社はペリクレスと合流するようです。他にも数社打診がある。ありがたいことです」

      　画面を見つめ、フユキは呟く。

      「東部侵攻には肝を冷やしましたが、正面からの進撃はとっくに対策済みですよ。アルゴフォースさん」

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　陸上戦艦ともいえる超重戦車Ｔー０６と主力戦車であるＴー０４戦車はヴァーシャが構築した戦車だ。

      　Ｔー０４は機兵戦車でもある。後部の荷台ユニットによって戦車を運搬車両や盾代わりにするため、ユリシーズのような一体型設計ではない。計十二輌の陸上戦艦をそれぞれの部隊に旗艦として配置。Ｔー０６は輸送艦キャリアーとしての機能も持ち、シルエットも多数搭載している。作業内部スペースが必要だからだ。

      　各地の小拠点である防衛ドームに温存されていた各種兵器が一斉に進軍し、いよいよＰ３３６要塞エリアに迫ろうとしているのだ。

      「防衛ラインが薄いな。間接射撃がたまに飛んでくるだけだ。放棄するとも思えん」

      　この部隊を率いるアルゴフォース指揮官が呟く。軽装甲の車両とシルエットを偵察に出すが現時点では敵部隊の反応はない。

      　空中では戦闘機同士が戦闘を行っている。戦況は拮抗しているようだ。

      　その頃フユキはコントロールタワーで敵部隊を確認していた。

      「ラインを超えてきましたね。アシア。お願いできますか？」

      『いいよ！ いよいよね！』

      　アシアの声に合わせて、Ｐ３３６要塞エリア外周部に異変が起きる。

      　荒野に、森林に、盛り上がるように現れる敷設されたレール。

      「装甲列車防衛隊！ 進発しんぱつせよ！ 後続は装甲軌道車！ 彼らが時間を稼いでいる間に防衛部隊は展開をお願いします！」

      　フユキの号令とともに、装甲列車が要塞エリアから発車する。

      　続く装甲軌道車は、軌道走行用の機構とともに軌道外走行に対応した履帯を兼ね備えたデュアルモードビークルである。

      「列車の火力で時間を稼ぎましょう。複線ですからね。内回り外回り、随時進発してください！」

      　時間差で発車する列車と貨車。貨車は戦車やシルエットを運搬する。装甲軌道車はそれらが発車したあとで続く。

      　この装甲列車防衛網線路の構想はコウとフユキの合作だ。補給ラインのため地下鉄を含めた鉄道網を完備させていた二人だったが、Ｐ３３６要塞エリアの周囲にレールを展開し、防衛時に列車を兵力として使えるようにしていたのだ。

      　線路を普段は地中に隠すことで、どのラインに敷かれているか隠蔽する目的も持つ。

      　フユキ率いる工兵部隊が施した防衛の要。その全容が明らかになろうとしていた。

      
        

      

      　この事態にアルゴフォースの戦車部隊に動揺が広がった。

      「地面がせり上がっていますぜ！ ありゃレールだ」

      「まだ距離はありますが、例の列車砲が出てくるんですかね」

      　指揮官は部下たちの問いに冷静に回答する。

      「列車が防衛ラインを張れるはずなかろう。そのまま進軍しろ」

      　シルエットと戦車、相当数が用意されている。

      　Ｔー０４は重戦車とはいえないが、リュビアからもたらされた新型装甲材と金属水素貯蔵型の電磁装甲を持つ。生産性重視の戦車だ。

      　先行して進軍したアルゴフォース戦車部隊から伝達があった。

      「まずい！ 来るな！」

      「列車が！ 列車がぁ！」

      「おい？ どうした！」

      　戦車隊が到着した先。小高い丘が連なっており、装甲列車が走っている。

      　打ち出される大口径レールガンに有線ミサイル。彼らのリアクターとは出力が桁違いのＡカーバンクル由来のエネルギーだ。

      「装甲列車がいるんだ！ まずいぞ、あれは。Ａカーバンクルを通したシェルターぐらいに強固だ！」

      「こっちの百五十二ミリレールガンがまったく効かねえ！ 弾かれるんだ！ あの列車は化け……」

      　交戦中だった戦車部隊との通信が途絶えた。

      　Ｐ３３６要塞エリアの防衛ライン──その正体は装甲列車を運用した疑似要塞化であった。

      「近づけないだと。そんな馬鹿な。シルエット隊、前へ！ 線路を切断しろ！」

      　随伴しているシルエットが線路に接近しようとする。対戦車用戦斧を構えている。この大質量の斧で叩き斬るつもりなのだ。

      　Ａカーバンクルで強化されている線路はそう簡単には傷一つ付かない。そこに装甲列車は猛スピードで駆け抜け、複数のシルエットが轢かれ砕け散った。

      　申し合わせたかのように反対側から装甲列車が走ってくる。

      　悲鳴もあげる間もなく据付型の九十ミリ機関砲やレールガンの猛射を受け、装甲が孔だらけとなる。

      　古来より弱点であった線路の軌道。

      　それが今やＡカーバンクルによって切断不可能な領域の硬さになっている。

      「まずいぞ。これはまずい。陸上戦艦を集めよ。そうでなければ突破できん！」

      　慌てて再編成するアルゴフォースの戦車隊。

      　その間にもＰ３３６防衛部隊は各種兵器を配置し、着々と防衛網の布陣を完了させていった。

      
        

      

      　Ｐ３３６要塞エリアが敵を迎撃している頃、不時着したキモン級を撃破するべくアルゴフォースの軍隊が集結していた。

      　最前線に出ていたリックが被弾し、帰還したほどだ。

      「リック。無事でよかった」

      　バリーが安堵した。今リックに倒れられるわけにはいかない。

      「何がいいものか。前線が崩壊している。なんて数と戦力だ！」

      　敵の部隊は戦車部隊、後方部隊、シルエット部隊、航空隊に加えアベレーション・アームズのアラクネ型も投入している。

      「機動砲撃機──逆関節型の歩行戦車までいるとはな」

      「普段背は小さいくせに頭部が伸びたからな。アシアが怖れていた恐竜型か、もしくはダチョウ型だろう」

      「ダチョウはねえな。俺が造るなら恐竜だね」

      「だろうね。手に相当する部位も抱えるぐらいなら使える。獣脚類ティルパット型というべきアベレーション・アームズだろう」

      「手は使えるのか？」

      「抱えることができる程度みたいだが、一応使えるとみている。装甲は脆いようだ。量産性を優先した機体だろうが、数が多いな」

      　新型兵器の対応に限界にきているキモン級部隊。既存の兵器から想定できないアベレーション・アームズは実に厄介だった。

      「この戦力。キモンを撃破後そのまま軌道エレベーターを奪い返すことが目的だな」

      「そうみるべきだろう。キモン級を撃破するためこれだけ戦力がいるという評価かもしれないが」

      「過大評価は辞めて欲しいもんだ。侮ってくれるぐらいがちょうどいい」

      　バリーがため息をついたとき、オペレーターの声が響く。

      「司令！ ジェニーさんが！」

      　防空のため出撃していたジェニー機。その突出した戦闘力と戦果は敵の注目を引きつけた。

      　誘導ミサイルが乱打され、タキシネタが追い込まれていた。

      　爆発に包まれたその瞬間、閃光のなかからタキシネタが現れた。ずいぶんと被弾している。

      「ジェニー！ 戻れ！」

      　冷静、いや端から見るとやる気がないようにも見えるバリーがこのときばかりは怒鳴った。

      　ジェニーは他のタキシネタやスターソルジャーの援護を受けながらキモンに帰投する。

      　戦闘指揮所に戻ってきたジェニーにバリーがため息をつきながら説教する。

      「突出しすぎだ。自分が隊長だということを忘れるな」

      「ごめんね」

      　舌をぺろりと出し謝罪するジェニー。もっと小言を受けてもいいような状況だった。

      「右展開部隊のトルーパー２、防衛ラインを下げるとの連絡がありました」

      　オペレーターのネレイスの少女ルースが告げる。

      「Ｒ００１要塞エリアからの救援も難しい状況。逃げようにも浮くことすらできない」

      　バリーは冷や汗を浮かべながらも笑った。

      「昔の軍人がこういった。〔我が軍の右翼は押されている。中央は崩れかけている。撤退は不可能。状況は最高だ！ これより反撃する！〕ってね。まさにこの状況だ」

      「反撃といっても今のキモンは座礁した空母みたいなもの。どうするの」

      「ディケ。変形はいけそうか」

      『修理状況進行度五十五パーセント。移動は不可能ですが変形は可能です』

      「変形ってなに!?」

      　ジェニーも知らなかったキモン級に隠された秘密。

      「キモンは移動基地艦だぜ。戦闘基地形態ってのがあるんだよ。といっても俺も最近知ったんだがな！」

      『私の用途では運搬艦としての運用が求められており、とくに説明はしていませんでした』

      「この重要な情報をここまで隠蔽していたとは。さすがアストライアをもとに生まれたＡＩね」

      『それは不当な評価です』

      　ジェニーの感想にディケが抗議する。

      「それはともかく楽しみだわ」

      　さらっと流すジェニー。

      「移動基地艦変形せよ！ これより本艦はバトルベースモードへ移行する」

      　バリーの命令とともにディケが艦内放送を行った。

      『全搭乗員に告ぐ。これより当キモン級は戦闘基地形態へ移行する。ファミリア各員、持ち場へ移動』

      　三胴艦であるキモン級は大きく横に展開し、バラスト部分をさらに横に配置し高さを下げる。

      　防御壁をせり出し、甲板が拡大していく。

      　ミサイルサイロまで姿を現す。大型のレーダーがせり出すように出現し、情報収集と哨戒機との連携を開始した。

      　左右の側面からは多数の車両やシルエットが出入りできるようなスロープが三カ所、計六カ所あらわれる。

      「この形態が軍事基地化ということか」

      「移動する要塞ね」

      　唖然とするリックとジェニー。

      「敵の侵攻を食い止める防塞だな。最前線にいる部隊支援の移動基地。アシアがコウのために用意した強襲型移動基地艦キモン級。アストライアと相性がいいはずだよ」

      『アストライアをはじめとするホーラ級はかの兵器統括超ＡＩアストライアの端末として生まれたもの。本来キモン級とは別の系統に属する艦なのですけどね』

      「アストライアはここにはいない。頼んだぞ、ディケ」

      『承りました』

      　バリーは次の手を打つべく、端末を走らせる。

      「救援の企業もくる可能性もある。ＢＡＳ社も支援攻撃を行ったそうだが、何か教えてくれん」

      「不安だな」

      　友軍の支援を不安がるリック。

      「基地形態への変形完了だ。全域の対空性能強化。補給機能、支援機能を駆使し、敵の侵攻をここで阻む。指揮は頼んだ、リック。ジェニーは休息後、リックの補佐を頼む」

      「わかった。この形態なら地上部隊は指揮しやすい。ジェニーが戻るまで私がやろう」

      「ちょっと待って。あんたはどうするのよ！」

      「俺か？ 今は指揮官より前線の兵力だ。俺も出るのさ。指揮官が出るなとか言うなよ、ジェニー隊長？」

      　本来はメタルアイリスの総責任者であるジェニーには耳が痛い言葉だった。

      「機体はどうするのよ」

      「あるだろ、ここに。ビックボスの予備機。ラニウスＣ強襲飛行型というとびっきりの高性能機がな。俺が使ってもコウは文句を言うまい」

      　バリーは嬉しそうに笑った。

      　久しぶりの戦場。やはり最前線の歩兵のほうが自分には合っていると再確認できた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　飛行機の編隊が朝焼けの中を行く。

      　それはかの電動プロペラの攻撃機ブーンである。

      　二機で一組、計二十機。巨大な糸車状のものをぶらさげている。

      　完成したばかりの新兵器を運搬中であった。

      「投下したら即座に帰還するぞ」

      「こりゃなんですかい」

      　猫型ファミリアが犬型ファミリアに聞く。

      　Ｒ００１要塞エリアでアシアが深夜から作り続けた兵器だった。

      「見たらわかるだろ。その……なんだ。パンジャンドラムだ」

      「それは見たらわかるんですよ。何に使うのかと。数百キロ以内に敵はいないよ？」

      「転がるんだよ！」

      「返事になってないよ？」

      　そういう間にもブーンたちは進んで行く。空も青くなった頃。

      「投下するぞ。これは航続距離特化型。大陸横断パンジャンドラムだ」

      「横断って何さ！」

      「転がって大陸を横断するんだよ！」

      「大陸間弾道弾じゃないの！ ロケット兵器でしょ！ これを弾道軌道で飛ばそうよ！」

      「無茶をいうな！ それにだ。すでにそれはあるらしい。投下するぞ！ これより大陸横断トランスコンチネーシヨンパンジャンドラム〔メロス〕を投下します」

      　大陸横断パンジャンドラム〔メロス〕が地面に落下。ゆるやかに転がり始めた。

      「走れ！ メロス！」

      　犬型ファミリアが絶叫する。その声に応じるかのように勢いをつけて転がり始めるメロス。

      　長距離移動に特化したパンジャンドラムだ。

      「これはＰ３３６要塞エリアよりアベルさんから昨日の夜設計データが送られたもの。ビッグボスやＴＡＫＡＢＡの技術も盛り込んだ最新鋭らしいぞ」

      「ビッグボスやＴＡＫＡＢＡの技術？」

      「バイクのような倒立フォーク、サスペンションが見えるだろう。あれで荒野を超高速で走ることができる安定性を手に入れた。命名はビッグボスらしい」

      「パンジャンドラムも二輪だよね」

      「いうな！ バイク乗りに怒られるぞ！」

      　想わず猫型ファミリアを制止する犬型ファミリア。最新鋭のパンジャンドラムは、Ｒ００１要塞エリアの空いている生産ラインでもすぐ作成できることが判明し、急遽支援兵器として作られたものだった。

      　コントロールを奪われないようＡＩなどは搭載されていない。一度発射されたら不規則に動きつつ前進するのみ。

      　爽やかな朝の青空の下、十輌のパンジャンドラムは投下され、荒野をゆっくりと転がり始めた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「それでだ。なんでゆっくりと転がっているのかね。〔メロス〕は」

      　ジョージが隣にいる犬型ファミリアに質問する。

      　昼間近の時刻。移動できないキモン級を防衛ラインとしたメタルアイリスとアルゴフォースの戦闘が開始した。

      　敵は陸上巡洋艦を旗艦とした大戦車部隊。彼らが撃破されたら、そのまま戦車隊は軌道エレベーターになだれこむだろう。

      　そういう意味でも決死の防衛ラインであった。

      「アベルさんがいうにはタイミングが重要だそうです」

      「それで、あんな風にゆっくり走っているのか？」

      　軽快に転がっているパンジャンドラムをみて呟くジョージ。ロケットが噴射しておらず、動きが遅いように見えるのだ。

      「はい。今はウィスのエネルギーでいわば電動回転。一定のラインを超えるとロケット噴射走行となって高速で暴れる、と聞いています」

      「不安だな……」

      「パンジャンドラムに不安はつきものです。そろそろいきますか」

      「？」

      　悟ったように呟く犬型ファミリア。彼は今まで多くのパンジャンドラムの整備をしてきたのだ。

      　大陸横断パンジャンドラムは転がっていた。

      　時速は五十キロ程度だろうか。

      「激怒せよ！ ＰーＭＡＸ発動！」

      　ファミリアが命じた。

      　先頭のパンジャンドラムが停止した。後方に位置する残りのパンジャンドラムも停止する。

      　計十輌のパンジャンジャンドラムが一斉に吼えた──

      　車輪の噴射口から凄まじい数のロケット噴射。

      「何が起きている？」

      「あれこそは〔ＰーＭＡＸ〕。ビッグボスから提供されたパンジャンドラムマキシマムブーストシステムを搭載しています。地表で走るにもかかわらず、超音速に達するのです」

      「爆薬となる金属水素に加え、速度による質量兵器ともなるわけか。加速できる距離が必要だな」

      「ご安心ください。常にＰマキシマムブーストシステムが作動する、〔フルタイムＰーＭＡＸ〕も搭載しています。近距離でも対応可能です」

      「よくわからんがすごそうなシステムだな」

      　投げやりなジョージだ。深く考えたくないのかもしれない。

      　時速千三百キロ近く。マッハ一を超える。音さえもパンジャンドラムにはついていけない。

      　しかも右往左往としかいいようのない変則的な動きを織り交ぜている。

      　彼らは走る。その戦場へ。

      　メロスがごとく。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「敵パンジャンドラム、急接近。超音速で近付いてきます！」

      「迎撃せよ！」

      　陸上巡洋艦ゲシュペンストの指揮官は即座に命じた。

      「やっていますが無理です。転がる速度が速い上、左右不規則に動くんです！」

      「ＡＰＷを展開せよ！」

      「無理です。あの速さは捕らえきれません！」

      「対空兵装に切り替え。アルマジロに体を張って止めさせろ！」

      「了解しました！」

      　対空兵装で迎撃する各部隊だが、電磁装甲の前では有効打にならない。鈍い金属音とともに孔あなが空くだけだ。

      　ヘロットが操縦するアルマジロたちは受け止めようとするが、走者に殴り飛ばされる盗賊のように、呆気なく弾き飛ばされてしまう。

      　巨体が超音速で飛んでくるのだ。半壊してもおかしくはない。

      「ば、馬鹿な！ さらに加速しただと！」

      　メロスの速度が増していくのだ。

      「あれはどうなっているのかね」

      　ジョージが整備担当のファミリアに質問を発した。まだおかしな機能があると察したのだ。

      「フューリー機能ですな。被弾が一定数を超えるとさらに加速します。被弾したあの状態ではどのみち長くはもちませんからね。しょせん爆雷です」

      「日本の古典小説がモデルだったか。激怒するのか」

      　その機能を聞いて呆れるジョージだった。

      　先頭のメロスは目的地にたどり着けなかった。

      　対空用レールガンの集中砲火を受け、爆散したのだ。

      「や、やったぞ！」

      「倒したー！」

      「いや。待て。あれをみろ！」

      　歓喜に打ち震えるアルゴフォースの背筋を凍らせたその光景は、地平線より現れる新手のメロスの群れだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　荒野を突き進むバイク集団。すべて蒼で統一されている。外装の巨大なカウルはもちろん防盾でもある装甲仕様。

      　乗り手をすっぽりと車体に収め、正面から防護している。ハンドル部分はナックルバイザーも完備だ。

      　バイクは珍しい前二輪、後一輪。リーニング・マルチ・ホイールを採用した三輪バイクは接地と安定性に優れている。惑星アシアのような整地されていない荒野を走るのにはぴったりだ。

      　否──ネメシス戦域にバイクという乗り物は少ない。

      　数は二十両。乗り手のシルエットはアクシピターとラニウスで構成されている。後続からは装甲車や半装軌装甲車が追いかけるように走行している。

      　このバイク状の補助兵器はアサルトバイク。ラニウスや装甲筋肉系機体の補助動力として生み出されたものだ。

      　主砲は百五十五ミリレールガンのみ。電磁装甲もない分非常に低コストだ。

      　これはかつて第二次世界大戦で活躍した低反動砲を搭載した迫撃砲装備のスクーターから着想を得た兵器。

      　ファミリアに頼らないシルエットの長距離運搬とアクシピターやラニウスの貧弱な射撃を補うべく検討した結果生み出されたサポート・ビークルである。

      「社長。もうすぐ交戦距離になります。私が斬り込みましょう」

      「わかった」

      　先頭の二両のみアクシピターが搭乗している。パイロットの一人はＴＡＫＡＢＡ社長の川影。

      　斬り込むと宣言したもう一機のパイロットは秘書の千葉結月。剣の名門である、かの北辰一刀流千葉周作の末裔である。

      　かつて鷹羽修司の婚約者だった女性だ。

      「行きます！」

      　付近でアベレーション・アームズのアラクネ型と戦闘しているクアトロ・シルエットの一団がいた。

      　隊長はエポナに乗る狐耳の青年パルムだ。

      　アラクネの戦闘能力の高さ。通常の戦車やシルエットの即席部隊では対応できない。

      　性能的に優秀なクアトロ・シルエットが対応せざるをえなかったのだ。

      「そこのクアトロ・シルエット。聞こえますか。こちらはＴＡＫＡＢＡ選抜隊。今から援護します」

      「ＴＡＫＡＢＡというと、コウ様がいた……！ かたじけない。感謝します！」

      　コウ様と聞いてパイロットは思わず苦笑した。

      　コウとは修司を通じて面識もある。知らない仲ではない。

      　兵衛から惑星アシアで数奇な運命をたどり、彼が本来であれば修司の──あの五番機に搭乗していることも知っている。

      「コウ様ねえ？ コウ君の知人ならなおさら助けないとね」

      　あの青年はコウ様と呼ばれていると知ったら、さぞ嫌がるだろうと思ったのだ。

      　彼女の覚えているコウは口数の少ない内気な青年だった。修司の弟分みたいなものだ。

      　押されているエポナのフォローに入る。

      　ブラックウィドウの射撃を正面から受け止め、主砲のレールガンで反撃する結月のバイク。

      　大きく弧を描いてバイクを倒し込み、地面すれすれでアラクネ型に近付く。

      　奇妙な角度のバイクに戸惑うアラクネ型。バイクを乗り捨て、刀を両手に持ち替えて斬りかかるアクシピター。

      　ブラックナイトのパイロットたちは選抜者だ。

      　反応してハルバードで受け止めようとするも、それさえも躱かわして胴体に斬撃を見舞う。

      　流れるような一刀にクアトロ・シルエットたちも絶句した。

      「なんという遣い手だ」

      　剣術を理解できるセリアンスロープたちはその業に畏怖する。

      「あら？ 剣術なら私はコウ君に手ほどきしたこともあるのよ？」

      「おお」

      　どよめきがセリアンスロープたちに生じる。

      「そこまでだ。千葉。さっさと片付けるぞ」

      　ラニウス隊も到着し、速やかに抜刀する。会長が会長だ。剣術や剣道の遣い手も少なからずいる会社であった。

      　今回はＴＡＫＡＢＡ社の選抜隊を編成した。そのなかでも結月は修司亡き今では兵衛の打太刀に対して仕太刀を務めることが出来る唯一の相手だった。

      「私だけ遠距離ですまんな」

      　川影のアクシピターはとくに異端だった。巨大な長弓は和弓のよう。矢をつがえ、放つ。

      　矢には極細の爆導線がついている。これが有線ミサイルのようにウィスを通すのだ。着弾と同時に爆発し消滅する。

      　距離としては対戦車ミサイル同様、十キロまでは余裕で届く。

      　弓道を修めた川影用の兵装。シルエットが用いる強弓だ。その強いこだわりに理解のある兵衛が製造を認可した。

      「ぼくたちは後ろで支援しますね！」

      　彼に付き従うファミリアたちが背後から支援に入る。

      　川影は彼らとともに住んでいる。もともと動物好きであり、ファミリアとも非常に相性がいい。多くのファミリアが彼を慕い、付いてきたのだ。

      「我々はいわばコウ様の弟子。ここで恥ずかしい戦いをしてはならん！ みなの者、続け！」

      　日本文化に傾倒しているプラムの言葉遣いがあやしくなってきた。

      　アルゲースから供与されたアークブレイドを引き抜き、突撃する。配下の者もそれに続いた。

      　戦意が一気に向上し、押され始めるアラクネ型。この場所に展開部隊数は三十程度。分離しても六十だ。

      　数の拮抗は崩れた。

      　アラクネ型は予想せぬ新手に苦戦を強いられることになる。

      　新型装甲材といっても近接兵装の刀剣類には強くない。

      　圧倒的な機動力と撃ち合いに関して、バイクで追いかけてくる敵や四脚歩行で加速する敵だ。

      　対シルエット戦でイニシアティブは取れても、この絡め手にはしてやられたようなもの。

      　戦闘ラインを下げることになる。撃破されていくブラックウィドウをみながら指揮官は確信した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「友軍、ＴＡＫＡＢＡ選抜部隊がクアトロ・シルエットと合流。アラクネ型を押しています！」

      「制空権は拮抗状態。よくぞ救援にきてくれたものね」

      「それが地上からやってきたようです。シルエット用の三輪バイクですね」

      「え？」

      　オペレーターの言葉にジェニーが絶句する。

      「バイクを作ったの？ シルエット用の？」

      「ＴＡＫＡＢＡは地球ではバイク製造の関連会社だったそうですよ」

      「とはいっても人型兵器にバイクだなんて。うーん、移動手段としてはありか！」

      　多少の煩悶はあったが、機兵戦車と違いバイクなら操縦手も不要だ。

      
        

      

      　その頃バリーはラニウスＣ強襲飛行型の足下にいた。コウと違って剣術などは使えないが、長年の傭兵としての自負はある。

      「バリー司令。ＭＣＳをバリー司令のものと換装終了です。武装セッティングも指示通りに」

      　整備兵がバリーに報告する。

      「ありがとう。──うっし、ひさびさの出撃だ！」

      　しばらく慣れない司令仕事でストレスが溜まっているのだ。乗り込んだＭＣＳに、ジェニーから通信が入る。

      「ねえバリー。新しいラニウスが応援で山ほどやってきたわよ。あなたが出る幕あるの？」

      「なんだと！ 負けちゃいられねえ！」

      「もう、これだから！」

      　ジェニーは不満げに口を尖らせ、端末に手を走らせ戦況を確認する。

      　バリーもセッティングを確認する。用意されたラニウスＣは五番機同様アークブレイドを装備。

      　乗り手にあわせて射撃兵装を重視している。ＡＫ２よりも砲身が長く装弾数が多い新型のＡＫ３を装備していた。

      　銃身にはアンダーバレルショットガンが装備されている。Ｓ１２番ゲージの散弾規格が使えるのだ。

      「上空はスターソルジャー部隊とヨアニア隊。地上は戦車部隊と支援の後続部隊、アサルトシルエット隊だな」

      「バリー司令。サンダーストームで出撃しますか？」

      「要らねえ！ このまま最大加速で戦場を突っ走る。ラニウスＣ強襲飛行型、でるぞ！」

      　バリー嬉しそうに叫んだあと、ラニウスＣ強襲飛行型は出撃するため、航空機用の甲板から発進した。

      　キモン級の正面では激しい戦闘が続いている。

      　メタルアイリスの戦車部隊と、敵戦車エーバーⅡの激しい砲撃戦だ。

      　相手の側面を取るべく、シルエットと装甲車両、敵シルエットとティルパッド型のアベレーション・アームズがぶつかりあっている。

      　ティルパッド型はシルエットが通れる場所は通ることができるようだ。通常砲弾で撃破できる程度の装甲だが、機動力が厄介だった。

      　地面が鳴動しメタルアイリスの主力戦車ファイティングブルが突如、噴煙をあげながら粉砕された。

      「何が起きた！」

      　前線で隊長をしている狼型ファミリア、ウッツが戦慄する。

      「陸上巡洋艦の艦砲射撃だ！ 八百ミリ砲のレールガンか。レールガンで曲射なしとは、どれだけの電力をつぎ込んだ」

      　リックが歯軋りする。決してファイティングブルの装甲は薄くない。

      　敵艦砲射撃の威力が桁違いなのだ。レールガンから放たれる砲弾の初速は投入する電力を増大させることによって向上する。

      「狙われたら死ってことだな。了解だ！ 常に機動防御を意識し位置を気にせよ。離れている奴も油断するな！」

      　ウッツは即座に各部隊へ指示を出す。

      「そろそろ防衛ラインも下がりすぎた。キモンまで三十キロもないぞ。どうするんだ、リック。陸上巡洋艦は装甲が厚い」

      「なあに。火力はレールガンだけではないさ」

      　リックが嘯うそぶく。

      「動けないとはいえ、こちらはＡカーバンクルの高次元投射装甲を持っている。そう簡単には落ちんよ」

      「とはいえ、あの大口径砲はなんとかしたいわね」

      　ジェニーも考え込む。通信でどこかとやりとりをしていたようだが、それも終了したようだ。

      「リック。あとは私がやるわ。戦車隊のサポートは引き続きお願い」

      「ありがとう、ジェニー。任せたまえ」

      「バリー。そっちはどう？ 少しだけ敵の対空砲火を無力化したいの。一瞬でいい」

      「俺が接近する。俺がいる座標から計算してミサイルを撃て」

      　バリーがラニウスＣで最前線に向かっている。

      「無茶はしないでよ！」

      「わかっている！」

      　そう話している間にも最前線に到着したバリーのラニウス。

      「どうやって斬り込むかだけどな。コウじゃないが」

      「私たちがいますよ、司令」

      　アサルトシルエット隊のネレイス、ジェイミーがバリーの援護を申し出る。

      「危険だぞ！」

      「司令官一人で特攻させるわけにはいきません」

      　アサルトシルエット隊が迂回しながら陸上巡洋艦に近付こうとする。バリーも部隊に合流した。

      　陸上巡洋艦が吼ほえた──

      　巨大な主砲から発射された弾頭はキモンに直撃する。

      　被弾によって船体が大きく揺れた。

      「高さ三十メートル、丘の上にいるな。射程は三十キロ程度か」

      　バリーが敵の戦力を解析結果で分析する。

      「カメラに捉えた。あそこだ。座標を送るぞ！」

      　本来は前線観測機の仕事ではあるが、ラニウスは頭部が大きくセンサー性能に優れている。その役割を果たすことができた。

      「各部隊。とにかくキモンを壁にして！ 今から砲撃戦を開始する！」

      　ジェニーが指示を始める。

      「砲撃戦用意！ 目標捕捉完了。第一射。高速滑空弾用意。撃ち方始め！」

      　高速滑空弾。射程は数百キロあるスクラムジェットエンジン採用の対地ミサイル。

      　ミサイルサイロから発射され、マッハ十五で飛翔する。弾道ミサイルと違い、グライダーのように自在に動きながらも目標に直接到達するミサイルだ。

      「第二射！ 間接打撃部隊！ 撃ち方始め！」

      　キモン級の背後に展開していた多連装ミサイルや榴弾砲が間接射撃を開始する。弧を描く砲弾は陸上巡洋艦を狙う。

      「第三射！ 計画射撃用意。高速誘導弾。撃ち方始め！」

      　最後にミサイルサイロから放たれる巡航ミサイル。速度こそ高速滑空弾に劣るが、より高度な軌道を取ることができるミサイルだ。

      　キモン級のミサイルによる攻撃はゲシュペンストの対空砲やプラズマバリア、護衛の対空車両も奮戦し、ことごとく撃ち落とされた。

      　有効打は第二射の榴弾砲のみ。それらさえも電磁バリアで誘爆され、電磁装甲を貫くことはできない。

      　陸上巡洋艦ゲシュペンストも負けじと主砲を撃ち返す。

      　爆炎と土埃が舞い、キモンの艦体は揺れる。

      　ジェニーは動じない。キモン級はそんなものでは倒せない。

      「これでいいか？ ジェニー」

      「十分よ」

      　バリーの通信に、ジェニーはにやりと笑った。

      「さあ、いらっしゃい！ コウ君。航空部隊、支援急いで！」

      　その言葉が合図となってハルモニアが急降下してきた。

      　キモンに潜伏していたヨアニアたちが一斉に離陸する。マッハ四に達する重戦闘機こそ出番だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「コウ。投下するにゃ！ 私はこのままキモンに帰投するにゃ」

      「了解！」

      　ハルモニアのパイロットはにゃん汰。アベルはＰ３３６要塞エリアからシルエットベースに移動し、設計任務に当たることになったおり、パイロットを買って出た。

      　前線から退くようコウにきつく言われた彼女だったが、ハルモニアで移動するとなれば話は別。パイロットの座は譲らなかった。アベルなりの気遣いであったかもしれない。

      　急降下するハルモニア。キモンからの攻撃により、敵の対空砲は防戦でほぼ手一杯になっている。

      　そのためハルモニアの急降下に対応できないのだ。

      　高度千メートルから降下する五番機は、弾丸のように急降下し、孤月の柄に手をかける。

      「空から急降下する大型飛行機が！」

      「Ａスピネルとはいえゲシュペンストの装甲は厚い！ 下手なミサイルなどでは抜けまい！」

      「弾頭──否。シルエットです！」

      「なんだと！」

      　五番機はプラズマバリアを発し、対空ミサイルを無力化。軌道を変更しながら落下する五番機に対応できない。

      「もらった！」

      　五番機は抜刀した瞬間、長大なゲシュペンストの主砲を切断した。

      　減速はしていない。自由落下だったようだ。

      　五番機はすぐさま水平軌道に切り替え陸上巡洋艦から離れる。

      「一振りで主砲を切断しただと！」

      　厚い砲身は簡単に切断できるものではない。それをただの一刀のもとに斬り飛ばすとは──悪夢のような光景であった。

      「あいつを狙え！ ただ者じゃないぞ！」

      　そう命じた時であった。緊急通信がつながる。

      「どうした？」

      「後方から超音速で近付いてくる敵の大型地上自走爆雷が立て続けに爆発を起こし、部隊が混乱しています！」

      「被害は？」

      「多数のシルエットが轢かれました！ 戦車は二台破壊されただけです。精密誘導はできないようで」

      「ばか！ そんなものは放置しろ！」

      　そういっている間に五番機は森のなかに消えていった。辻斬りのような強襲であった。

      　にゃん汰が操縦するハルモニアは、早くもキモンの甲板に着陸していた。

      「なんだあの機動力は！ 敵の最新鋭のシルエットはあんなことまで可能なのか！」

      　超音速を低高度で出せるシルエットはアルゴフォースには多くない。

      　大型ミサイルは陽動だったのだ。してやられた気分だった。

      　加えてヨアニアによる対地攻撃が激しくなる。

      　高速な重戦闘機は実に厄介な相手だった。

      「こっちは航空母艦キャリアーよ？ 主力は搭載機に決まっているじゃない」

      　ジェニーが微笑んだ。

      　即興の作戦は成功。五番機の一撃によって敵陸上巡洋艦の主砲を無力化したのだ。

      「まだ油断は出来ないがね。換えの砲身ぐらい用意はしているだろう」

      「もちろん。だけど時間は稼げたわ。十分よ」

      　二人は戦況を確認する。

      　現在動けないキモンは籠城を強いられているようなもの。

      「援軍さえいればね」

      　ジェニーは画面を注視し深呼吸した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　敵包囲網を警戒するべく、キモン級付近の森林地帯を行進するメタルアイリス所属シルエット。

      　彼らは正規軍ではなく傭兵だ。それぞれ自分が用意したシルエットに搭乗している。

      「敵機！ 高速で近付いてくるぞ！」

      　重シルエットであるエレファントが警告を発する。

      「シルエット並の大きさなのに、この移動速度、アベレーション・アームズってヤツか」

      「ベア！ 気をつけろ！ そっちにいったぞ」

      「接近兵器は持ってないだろ。へへ」

      　ベアが迎撃しようと巨大な斧に持ち変える。

      　追加装甲も付けている。アベレーション・アームズなら射撃主体のはずだ。

      「え？」

      　傭兵が唖然とした。

      　巨大な掌てのひらに掴まれたのだ。

      「なんだ……ぐわあ！」

      　巨大な手はシルエットを握り潰した。

      「こんな形のシルエットがありなのか！」

      　眼前に現れた兵器は、明らかに爬虫類を思わせる頭部。口にあたる部位はない。そして長大な胴体に尻尾。

      　恐竜をモチーフにしたアベレーション・アームズ。

      　瞠目すべきは巨大な両手だった。

      「なんで恐竜型兵器に手が！」

      　彼は知らなかった。二足歩行する恐竜。ティラノサウルスなどの極端に短い手は退化した器官と言われていたが、実は強力な凶器であり、鋭い爪で相手を切り裂くためともいわれている。

      　また別種の恐竜は巨大な腕へと進化させていた。この二種の応用がこのアベレーション・アームズ最大の武器だ。

      　シルエットを握りつぶし、切り裂くために存在する巨大なクロウ。

      　セリアンスロープたちが愛用する巨大クロウよりさらに大きい。

      「うわぁ！」

      　悲鳴をあげ、逃げ出すエレファント。悲しいかな重量級のローラーダッシュでは逃げ切れない。

      　背中から鉤爪の一閃を受け破壊された。

      　絶望を象徴するかのように、十機以上の獣脚型のアベレーション・アームズが現れた。

      　背中には対戦車ミサイル用のランチャーも搭載している。即座に後ろにいるシルエットに放たれる有線ミサイル。

      「くそ。手のある二足歩行戦車ってことか。ありかよそんなの！」

      　泣きながら応戦するパイロット。だが善戦する間もなく、その尻尾で転倒させられる。倒れたところを巨大なクロウで引き裂かれるのであった。

      　その光景を大型モニタで眺める三人。

      　カストルたちだ。

      「どうですかな。カストル様。恐竜型アベレーション・アームズ〔ミリフィクス〕の調子は」

      「うむ。パイロットには投薬だけで済むし、腕部があるとＭＣＳのザルのような判定を通り抜けやすくなる」

      「前脚と腕部、その境目の判定がいささか理解できませんね」

      　ヴァーシャはアベレーション・アームズが苦手だった。リュビアの技術について使用するものは装甲材などに限定している。

      　一方アルベルトはこういう変態じみた兵器を作ることが得意だ。

      「前脚ではなく腕であることが重要らしいが……こちらも試行錯誤するしかあるまい。デイノケイルスを生体模倣技術でＭＣＳに組み込んだ歩行戦車のつもりだったが、山岳地帯や森林地帯では有用だな」

      　デイノケイルスミリフィクス。恐ろしい手デイノケイルスと尋常ではないミリフィクス、という語源を持つ雑食恐竜だ。ティラノサウルスほど大型でもなく、謎多き恐竜である。

      　長らく腕以外発見されていなかったことから全容が不明だった恐竜でもある。

      「恐竜型は現在二種。砲撃用の歩行戦車〔ダスプレト〕とこの〔ミリフィクス〕のみ。まだまだ研究途上だ」

      　彼らは実験結果を見るようなまなざしで、一方的に蹂躙されるシルエットたちの映像を眺めていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　逃走するベアがまた一機捕まった。自分が最後の生き残り。傭兵部隊は安全と思われた森林地帯で壊滅した。

      　ソルジャー型に乗っている傭兵は必死だった。部隊の機体では装甲が薄く貧弱だ。為す術もなく殺されるに違いない。

      　意外に早い獣脚型の走行は、瞬く間に追いついた。

      「もうダメだ……」

      　絶望に包まれた瞬間、地面を強引に走り抜ける音とともに一輌の戦車が現れた。

      　無砲塔戦車だが、後部から二門の大型多銃身機関砲を搭載している。

      「諦めるなよ！」

      　犬型のセリアンスロープが通信してきた。

      「こいつ――無砲塔戦車〔ヴァーリ〕に乗れ。戦車までは握りつぶせやしないからな！」

      「はい！」

      　機兵戦車機能も持っているようだ。

      　主砲のレールガンとともに放たれる六十ミリ機関砲に、ミリフィクスはダメージを受けている。

      「こういう無砲塔戦車ってのはな。待ち伏せに有利なんだぜ」

      　物陰から現れた戦車は、ブラックタイガーとは違う形状。無砲塔戦車だったのだ。

      　パイロットは猫型ファミリア。

      　見たことがない型式の戦車に驚くパイロット。

      「あなたは？」

      「俺達はランドストローム社の傭兵さ。スウェーデン系の転移者企業だ。もうじき援軍もくるぜ！」

      　そう言っている間に、地上にいるミリフィクスに上空からミサイルが放たれた。

      　上空の戦闘機はカナードとデルタ翼を持つ、クロースカップルドデルタ翼が特徴の単発の戦闘機だ。

      「装甲は意外と薄い。恐竜は見た目より軽いからな！」

      　敵の数が少なくなったところで、シルエットに変形してミリフィクスを倒している。残った数機は逃走を開始した。

      「あれは？ 多目的戦闘機？」

      「我が社の可変シルエット〔エインヘリアル〕だ。今からキモンの援軍に向かう。あんたはどうする？ 安全地帯まで送り届けることもできるが」

      「このまま一緒にいきます！」

      　まだ新米傭兵なのだろう。先ほどの恐怖は残っているようだが戦意は喪失していない。

      　セリアンスロープがにやりと笑う。

      「その意気だ。行くぞ。戦闘データはきっと役に立つだろう」

      　彼らはキモン級に向かって走り出した。

      　新たな脅威の情報と、頼もしい友軍の到来を伝えに。

      
        

      

      　森の中を駆け抜けるように飛ぶ五番機。

      　背後から追っ手はない。

      　合流地点にはラニウスで構成されたアサルトシルエット隊がいた。

      「バリー！ 間に合ってよかった！ 司令官が最前線に出るなよ。無茶するな」

      「それはこっちの台詞だ！ めちゃくちゃな戦法取りやがって。一騎駆けの大将狙いとか正気の沙汰じゃねーぞ。俺は率先垂範ってヤツだ！」

      　コウの心配にバリーも軽口を叩く。思えばコウが最初に戦った人間もバリーだった。

      「無茶するわね、コウ君。宮本武蔵にでもなったつもり？ 修司さんも呆れるわよ」

      「え？ う、嘘だ。その声は結月さんですか……」

      　コウが声を聞き絶句した。

      　通信は聞き覚えのある知人の声だったからだ。

      　修司に紹介され、稽古をしてもらったこともある千葉結月。兄貴分だった修司の彼女だ。コウにとっては頭の上がらない姉貴分でもあり、剣道の指導では修司以上に容赦なかった。

      「バリー司令。お初にお目にかかります。ＴＡＫＡＢＡ選抜隊の川影です。会長ともどもお世話になっています」

      「これはＴＡＫＡＢＡの社長。こちらこそ兵衛さんには頼りっきりで」

      　バリーと川影が挨拶しているなか、気まずい沈黙がコウと結月に漂っていた。

      「あなたが五番機に乗っているのね。会長から聞いたわ」

      「えっとその……すみません……」

      　この機体は結月にとっても思い入れある機体だったろう。それを思うとコウは申し訳なさで押しつぶされそうだ。

      「なんで謝るの？ 貴方でよかったわ。本当に……でも今は戦闘中。さっさと巨大な戦車を倒すわよ。貴方が十年遅いせいで、私なんてもうアラサーなんだから」

      「うぅ……すみません。はい戦車を倒しましょう」

      　確か修司が二十五で、結月は二十三だったはずだ。転移した時間が十年差あるとアラサーだ。

      　十年遅い。何気ない一言が致命的な時の流れを実感させ、ますます申し訳ない気分にさせる。

      　その表情に気付いた結月がコウを叱る。

      「五番機に乗っている以上、しゃんとしなさい！ 落ち着いたらまた稽古を付けてあげる」

      「はい！」

      　戦場で回顧している時間はない。それでも心の底から思うのだ。

      　懐かしい、と。

      　感傷を振り切って戦闘に専念することにする。

      「スウェーデン系の転移者企業ランドストローム社も援軍にきてくれた。これでなんとかなると思いたい」

      「追っ手も来なかったな」

      「あれはＢＡＳ社のおかげだな。新手のパンジャンドラムの陽動だ。お前が知らないとはそっちのほうが驚きだ」

      「え？ 新手のパンジャンドラム？」

      「大陸を横断してやってきたぞ。お前がやらかしたと聞いたが」

      「なんで大陸を横断……？ ああ！ まさか〔メロス〕？ ちょっと待って。あれの構想を話したのは昨日の夜だぞ！ 酒の席だ！」

      　思い出したのか顔面が蒼白になるコウ。心当たりはあるらしい。

      「なんで大陸を横断するパンジャンドラムなんて発想を得た？」

      「昔、クイズ番組の再放送で……」

      「クイズで大陸を横断するとは意味不明だが、身に覚えはあるんだな」

      「昨日酔った勢いで……ちょっと待ってくれ」

      　大陸横断パンジャンドラム〔メロス〕の完成を初めて知ったコウ。動揺を隠しきれない。

      　会議が終わったあと、構築技師達は構築談義で議論が白熱。大盛況ともいうべき状況であった。

      　そのなかでアベルとパンジャンドラムの話で盛り上がってしまったのだ。

      　ことの発端は大陸を横断するパンジャンドラム構想を話していた時、兵衛も話に加わったことだった。まず足回りのサスペンションを強化されたパンジャンドラムは、コウによってＰーＭＡＸ機能を付けられた。

      　破壊されたら終了の自走爆雷にフューリー機能も搭載。いち早く目的地点に到達する機能をつけ、メロスは完成した。

      　自走爆雷の強度計算などアストライアの力を借りずともアシアが手伝えばすぐに終わる。

      　そこでアベルとの話は終わった。その後兵衛とコウの二人でラニウスとアクシピターのさらなる強化案を練っていたのだ。

      　いたく満足げなアベルだったが、そのままＲ００１要塞エリアで生産指示を出していたとは予想外だった。

      「通信越しにアキの顔が澱よどんでいたからな」

      「アストライアも呆れていたわよ、ボス」

      「説教一日追加だからな、覚えておけ」

      「違う！ お、俺じゃないって！」

      　全員に責められているような気になるコウ。

      　通信に映るリックの目は笑っていない。

      『ごめんね。コウ。一晩で……できちゃった。一夜の過ちって怖いね……』

      　アシアが通信にでてきた。悪びれる様子もなく舌をぺろっと出して謝罪し、姿を消す。

      　次の瞬間、アキの画面が映し出された。顔に縦線が入っている。

      「一夜で……兵衛さん公認で……アシアとあの人※アベルで作っちゃったんですね」

      「ちょっと待っ」

      　ぽつんとそれだけを言いに割りこんできたアキ。すぐに通信が途切れた。コウは言い訳する暇さえ与えられなかった。

      　浮気現場を見られたかのような気まずさに死にそうになる。

      「コウ。念のために聞くが、作ったものはパンジャンドラムだよな？」

      「他に何があるってんだよ！」

      「疑われても仕方ない流れね」

      　バリーが真顔で問いかけ、ジェニーが苦笑している。

      「それはおいておこう。次はどうするバリー」

      「声が震えているぞ、コウ。戦車の弱点である兵科、歩兵をぶつけるしかあるまい。シルエットで肉弾戦だな」

      「作戦じゃないだろ！」

      「その気まずさを敵戦車にぶつけろ。即席だが高速打撃部隊もいる」

      「高速打撃部隊？」

      「シルエットによるバイク運用とクアトロ・シルエットの高速移動打撃部隊だ。機動と近接火力の両立が可能だぞ」

      「シルエットによるバイク運用？ 何を言っているんだ、バリー」

      　バリーのラニウスが無言で丘の上を指差す。

      　丘の上からバイクがジャンプで飛び出し駆け出す。先頭はアクシピター二機、続いてラニウスＢの群れ。ブルーで統一された特徴的な編成だ。

      　続いて襲歩で駆け出すクアトロ・シルエット。先頭はパルムのエポナ。

      　呆然とするコウ。ラニウスの強化バイクなど聞いたことがなかった。

      「コウ様。話はあとだ。行くぞ！」

      「置いていくわよ、コウ様！」

      「社長？ 結月さんまで。二人とも！ コウ様はやめてください。ちょっとパルム？」

      　川影社長と結月が声をかけてくる。先頭のアクシピターが二人だった。恥ずかしさで顔が赤くなっていくことを自覚する。

      　パルムは表情一つ変えず返答する。

      「ビッグボス！ いきましょう！」

      　今度はビッグボスと呼ばれ、気恥ずかしくなる。

      　こんな気まずい思いで戦う事態は初めてだった。

      　後日パルムたちにきつく言い含めておこうと誓うコウだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「陸上巡洋艦の脚部分を破壊だ！ 動けなくなった戦車はあとで料理すりゃいい！」

      　バリーの号令とともに駆け出す高速移動打撃部隊。エーバーⅡの隙間を縫うようにシルエット用バイクは疾走を開始する。

      　コウは高速道路の渋滞をかき分けて進むバイクを連想した。

      「シルエットにバイクか。とんでもないもの持ち出してきたな」

      「ちったあ俺達の気持ちがわかったか、コウ！」

      「バリー！ 俺はそこまでとんでもないものは作ってないぞ！」

      「自覚がないって恐ろしいわね」

      「ジェニーまで！」

      　そんな話をしている間にラニウスＣの二機も同様に駆け抜ける。

      「この陸上巡洋艦は二種の保険をかけてある。あいつは脚部の歩行と底面部に備えてある履帯で移動しているが、あのぶっとい脚部はアークブレイドを使えば切断可能だ。そうだろ？」

      「ああ！ いけるはずだ。アーテーに比べたら紙だな」

      「比較対象がアーテーかよ……まあ俺のような素人剣術でもいけるはずだ。頼んだぜ、コウ！」

      　五番機は対空砲火をくぐりぬけ、陸上巡洋艦ゲシュペンストの右脚部に到達。

      　抜刀して一刀のもとに斬り飛ばす。

      　がくんと体勢を崩し、ゲシュペンストの移動速度が落ちた。

      「くらえ！」

      　左の履帯付き脚部に両手で剣を振り下ろすバリーのラニウスＣ強襲飛行型。

      　ほぼ切断に近い状態まで斬り込むことに成功し、残りの装甲部分の重量が支えきれず、脚は折れた。

      　別の場所ではクアトロ・シルエットやＴＡＫＡＢＡ選抜隊も各々の方法で脚部を破壊している。

      　空からの支援もあった。ＢＡＳ社のバザードが対地攻撃を。ランドストローム社のエインヘリアルが空戦支援に入ってくれたのだ。

      「支援もきたぞ。このまま行くぞ！」

      　高速打撃部隊は被害を出しつつも、陸上巡洋艦を攻略していく。

      　鬼気迫る勢いで群がる敵シルエットや戦車をなぎ倒していく五番機の姿はしばらくの間、語り草となってしまった。

      
        

      

      　キモンの戦闘指揮所にバリーが戻ってきた。

      　コウは最前線で先陣を切っている最中だ。

      「やはりお前のほうが指揮官に向いているんじゃないか、ジェニー」

      「私は大局がさっぱりだわ。タキシネタの修理が終わるまであなたのサポートに回るから、全体指揮をお願い」

      「じゃあこっちの戦況はジェニーとリックに任せた。ビッグボスがやる気を出していることが幸いだな」

      「八つ当たりにしか見えないけどね！」

      　バリーはＰ３３６要塞エリアとＲ００１軌道エレベーターの状況を確認する。

      「Ｐ３３６要塞エリア９時方向に敵影を確認しました！」

      　オペレーターはすぐさま報告し、情報を共有する。

      「今度は海上か。──エメ提督。急で済まないが進路変更。Ｐ３３６要塞エリア付近の海域にいるアリステイデスとペリクレスに合流してくれ」

      「了解いたしました」

      「コウは必要か？」

      「いると嬉しいですが、無理はいいません」

      「ん。わかった」

      　おもむろに五番機に通信するバリー。

      「コウ。聞こえるか。獅子奮迅、大活躍中のところ申し訳ないが、至急Ｒ００１要塞エリアのアストライアに行け」

      「人使いが荒いな！ ようやく敵侵攻を阻止したところだぞ！」

      「お前さんのおかげでこちらはかなり楽になった。感謝する。次はエメちゃんを助けてやってくれ。いったんキモンに戻れ。にゃん汰のハルモニアで送る」

      「エメを？ ──わかった」

      　エメの名を出されたら何も言えないコウ。彼女を守ることが第一となっている節さえあるとバリーは感じているが、コウにとってもその方針がよいのだと判断している。通常戦闘時の無謀な突撃は控えるだろう。

      「川影社長。パルム。前線は頼むぞ」

      「承知した。会長ほどではないが遣い手も揃っている。ここは任せろ」

      「おまかせください！ ビッグボスの穴は我々が受け持ちます！」

      　やる気に満ちたＴＡＫＡＢＡ選抜隊とトルーパー２部隊。これで安心だ。

      「エメ提督。コウがそちらに合流次第飛んでくれ。ハルモニアが向かう」

      　本来はトルーパー２部隊がアストライアに乗り込む予定だったが、キモン級の危機のため取りやめになったのだ。

      「ありがとうございます。バリー司令。アキもアストライアも大層喜んでいます。ええ。ちょっと怖いぐらい」

      「そ、そうか。ほどほどにしてやれよ。おまえたち」

      　バリーからも情けをかけられた。

      「私がいるので大丈夫です」

      「そうだよな。エメ提督だけが頼りだ」

      　その会話を隣で聞いていたジェニーが苦笑した。

      「ほんとあの子たち何をしているのかしら。頼りになる人物が少女提督なんてね」

      「アストライアの見る目は間違っていなかったということさ」

      『私みたいなものですからね』

      　ディケが満足げである。

      「ディケが優秀だからな。ＴＡＫＡＢＡとランドストローム社の援軍で持ちこたえることができそうだ。次はＰ３３６要塞エリアを守り切るための一手だ。こちらも援軍が間に合った」

      「援軍？」

      「そうとも。ジェニーは安心してみるといい。メタルアイリス軍とともにユリシーズの援軍も今から空中空母艦隊へ攻撃をかけるぞ」

      　バリーが端末に手を走らせる。Ｐ３３６要塞エリアから９時方向の映像。そこには新たな友軍艦があった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アルゴフォースの空中空母を旗艦とした空中輸送船団は、Ｐ３３６要塞エリア西方の上空に待機している。

      　巨大空中空母〔オストログ〕級一番艦を中心に三隻。一キロ以上の甲板を持つ、Ａカーバンクルを用いた要塞級の空母で構成された大部隊だ。本来は１０時方向の一角を担うはずが、戦況の変化によって南下している。

      「こちらに宇宙強襲揚陸艦が二隻近付いているな」

      「ペリクレスとアリステイデスと思われます」

      「お互いの搭載兵器がどれほどかだが…… あの二隻だと大した搭載数ではあるまい」

      　空中空母艦隊に緊急報告が届く。

      「至急！ 海中から急速に近付く艦船があり！」

      「海中からだと！」

      「ペリクレスとアリステイデスに合流する模様」

      「ちぃ！ アストライアか？」

      　彼らからより沖の方の海中から巨大な空母が現れた。

      　それはアストライアではなかった。

      「敵空母確認！ ……これはアストライアではありません。転移者企業である〔アトゥ・グループ〕の旗艦〔ジャンヌ・ダルク〕です！」

      「アトゥ・グループだと！ フランス系転移者企業までユリシーズに入ったというのか！」

      「もう一つ。宇宙より飛来する敵空母確認。これこそがアストライアと同型艦だと思われます！」

      「海中、空中、宇宙からの三面進軍ときたか」

      　司令官は半神半人であった。名はイーピクロス。

      「仕方ない。ここは退却だ。どのみち北部や東南方面を抑えることには失敗している。戦力を集中させる時だろうな。それでよかろう？ カストルよ」

      　通信先にフードを被ったカストルがいた。

      「それでいい。イーピクロス。包囲は失敗した。今は戦力の集中に務めよう」

      「無事撤退できたらな」

      　ため息をついた。易々と退却はさせてもらえないだろう。

      「コールシゥンを出撃させろ。アルラーは温存だ」

      　空中空母や輸送機から大量のコールシゥンがメタルアイリスを迎え撃つため出撃した

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「こちらアトゥ・グループの旗艦ジャンヌ・ダルク。通告通り我々もユリシーズと行動を共にする」

      　艦長であるキーフェフがフユキに連絡を行った。

      「こちらＰ３３６要塞エリアのフユキです。協力感謝します」

      「これより敵空中空母と戦闘に入る」

      　フユキとの通信を終えたキーフェフ。

      「ずいぶんと他企業に後れを取ってしまったな。ＢＡＳにしてやられるとは」

      　アトゥ・グループもまた巨大な欧州系の転移者企業である。

      　陸戦兵器や艦船を製造するアトゥ・システムズに航空機や可変機シルエット専門のアトゥ・アビアシオンなど複数のフランス系転移者企業から構成されている。

      「参戦が遅れた分、存在感は示さないといけない。フレイム・ミラージュ。発進せよ！」

      　特徴的な無尾翼デルタ翼の単発戦闘機であるフレイム・ミラージュが発艦していく。

      　アリステイデスとペリクレスは飛来し着水。ジャンヌ・ダルクを中心に併走する。

      　その二隻からは零式とヨアニアが飛翔した。この二隻は御統重工業の部隊と社員を運搬中であった。

      　御統重工業は戦乱の拡大を受けメタルアイリスより二隻の強襲揚陸艦が派遣され避難を開始。自分たちがいたＪ００６要塞エリアに最小の戦力を残して離れ、シェーライト大陸へと移動中での参戦となる。零式は御統重工業のＯＥＭ生産したもの。五行重工業より生産基地の規模が大きいため、安価な零式を生産していた。

      　集結した戦闘艦群は即席のユリシーズ所属空母打撃群として作戦行動を開始した。

      
        

      

      「敵が後退する。そのまま行かせよう」

      　エメが戦況を分析し、敵撤退を注視する。コウもハルモニアによってアストライアへの帰投は終えている。

      　アストライアからは哨戒のためエッジスイフトが発進していた。

      「この海域さえ確保したらシルエットベースはもとより、Ｒ００１とも往来しやすくなる。防衛の目処が立ったか」

      　コウが戦況を確認する。Ｐ３３６要塞エリアのフユキより通信が入った。

      「アストライアは海上から山脈沿いの森林地帯より迂回してＰ３３６要塞エリアに帰還してください。この包囲網をみるといまだ敵はシルエットベースの位置は掴んでいません」

      「そうみたい。北から東の森林地帯を低空飛行してメガレウスの射程に入らないように。ブルーとフユキのおかげで現在は安全」

      　フユキの言葉にエメが二人の活躍を口にし、森林地帯への飛行ルートを示す。

      「そうだな」

      　二人の活躍によって敵は撤退戦を始めている。コウとしても舌を巻く活躍だった。

      　目視できる敵機はコールシゥンのみ。可変機であるアルラーの姿は見えなかった。

      「最後の戦場は、クルトさんと兵衛さんが戦っている列車防衛網の戦車部隊か……」

      「私がエポナで出ます。コウは休んでください。いくらなんでも連戦しすぎです」

      　ハルモニアで移動し、各地の戦場を転戦し続けるコウを案じるアキ。

      「そういうわけにはいかないさ。あの二人は俺の師匠だからな」

      「わかった、コウ。でも今は五番機のなかでいいから出撃までは休んで」

      「そうするよ。エメ」

      　エメのいうことなら素直に従うコウは、五番機のＭＣＳで仮眠についた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　それはＰ３３６要塞エリアにあるガレージ内での出来事が発端だった。

      「頼むよ！ 火力だ！ 俺に火力をくれ！」

      　狼型ファミリアが、整備している狸型ファミリアに食らいついていた。

      　壊れた戦闘機や戦車が無数に並んでいる、整備工場内である。

      「無理ですよぉ。新型機とはいえ、六十ミリガトリングガン二門以上に何を積むってんですか」

      「対戦車ミサイルは四発しか搭載できねえ。そんなもんじゃ全然足りないんだ！」

      「撃墜されたばかりですよね。ハイノさん。タンクキラーの異名を持つ撃墜王が、何をいっているんですか」

      「撃墜されたからには百倍返しだ。その上クルトさんが最前線で戦っているんだよ。寝ている場合じゃねーんだ。もっと火力を！ もっと継戦能力をこいつにくれよ！」

      「ええー。どうしますか。ヴォイさん」

      　ヴォイは整備を統括しているウサギ型ファミリアを受けていた。ハイノが火力を求める気持ちは二人にも理解できる。

      「しかしなぁ……お前の機体は相当いじっているからな。これ以上改造するとどうなるか」

      「敵の新型戦車は未知の新装甲。本来なら近付いてぶった斬るしかねーんだ。攻撃機アタッカーができる有効な攻撃は電磁装甲が薄い砲塔を真上から狙うぐらいだ」

      「真上じゃなくても狙えるだろ？」

      「真上じゃないとダメなんだ。砲の仰角は直角に近い角度まで上がる。レールガンの対空射撃でこちらが落とされる。加えて相手は新型戦車だぜ。機関砲弾程度ではあの装甲は抜けないんだよ」

      「そういわれてもな。対戦車ミサイルを撃ち終えたら補給に戻れ。機関砲なんて護身用だ」

      　二人は口論にまで発展していた。

      「ヴォイ。どうした？」

      　そこに通りすがったコウがやってきた。五番機ごとハルモニアに搭乗し、Ｐ３３６要塞エリアに戻ってきたばかりだ。

      「ん？ ああ。こういうことがあってな」

      「クルトさんの新型戦闘攻撃機ミーランか」

      「コウのサンダークラップを参考にしたらしいな。それをこの狼野郎がよ。火力不足だと駄々をこねている」

      「火力ね。とはいっても……」

      　屋内はスクラップ同然の戦車から、整備待ちの戦闘機まで転がっている鉄火場だ。

      　そのなかで目に入った戦車があった。側面を撃ち抜かれたのだろう。

      　主砲にはレールガン採用であることが幸いし、砲弾による誘爆はしなかったようだ。

      「誘爆していない、か……」

      　呟きながらコウが端末を走らせ、ヴォイに提示する。

      「これはどうだろう」

      「あのなあ。確かにここですぐに改装は可能だが……」

      　ヴォイはジト目で佇んでいる戦車に視線を送る。

      「バランス悪くてすぐ墜落するぜ、これ」

      「だよなあ」

      　画面を覗いたハイノが驚愕した。

      　それは彼が望んでいた形そのものだったからだ。

      「いや、これだ。これがいい！ 頼む、ヴォイさん。こいつを作ってくれ！ 材料もあそこにあるだろ！」

      　戦車を指差しながら叫ぶ。あの砲を航空機に装備したいと言っているのだ。

      「馬鹿野郎！ 空中分解してもしらねえぞ！」

      「作っておいてなんだが、やめといたほうがいい！ 無茶だろ、これは」

      　本人が乗り気になると思わなかった。 ヴォイもコウも血相を変えて反対する。

      「構わん！ それぐらい火力がいるんだ！」

      「しかし……」

      「だめだ。もうこいつは夢中になっちまってる。罪作りなものを作るな、コウも」

      　ヴォイが苦笑する。

      「ならば！」

      「わかったわかった。仕方ねえな。墜落しそうになったらすぐに帰投しろよ」

      　そういってヴォイはコウの設計通り、機体を改良することにした。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｐ３３６要塞エリアに進軍するアルゴフォースの戦車大隊。Ｐ３３６要塞エリアの三倍以上の数はいるだろう。

      　敵旗艦は陸上戦艦だ。制空権争いは拮抗状態ともいえる。

      　列車砲による弾幕もあるが、集結した戦車部隊もよく持ちこたえていた。最前線にはクルトのフラフナグズ率いるバズヴ・カタ部隊に兵衛も参戦している。戦車相手にはシルエットによる近接戦は有効だ。

      　上空は戦闘機フォルケとエッジスイフト。スターソルジャーが戦闘を行っている。

      　それらの戦闘機よりも低い高度でファミリアが駆る戦闘攻撃機ミーランも敵兵器に攻撃を行っている。

      　ワイヤー誘導の対地ミサイルで堅実にＴー０４戦車へダメージを重ねていく。

      「もう二度と俺達の居場所を失わせない！」

      　ハイノが最後尾にいた。対戦車ミサイルも撃ち尽くしているが彼の戦いはこれからだ。

      　いったん上空に高く舞い上がり、急降下爆撃を仕掛けたのだ。ミーランに搭載されていた兵装は、ありえない長砲身。

      　それは戦車砲であった。百五十五ミリレールガンは装甲重視の大型戦闘機でさえ反動を殺すことは無理がある。

      　彼は迷わなかった。砲塔を狙い、撃つ。

      　敵もレールガン採用戦車だ。砲弾の誘爆は見込めないが砲塔の構造は変わりなく、その部位は脆いと確信している。

      　彼の狙い通り百五十五ミリレールガンは位置エネルギーも加わり威力を増す。Ｔー０４の装甲を撃ち抜いた。

      　機体は大きくバランスを崩し、ハイノは暴れ馬の如き反動をなんとか制御をする。

      「ハイノ！ 無理をする！」

      「へへ。かましてやりましたぜ、クルトさん」

      「そんな改造を誰が……」

      　いくらポン付けとはいえ、戦闘機に戦車砲を装備するなど尋常なことではない。

      「ビッグボスがやってくれたんでさあ。名付けて〔大砲鳥カノーネンフォーゲル〕。よくぞ俺用にブリコラージュしてくれたって感じですよ」

      「コウ君が？」

      「感謝しかねーですよ。何度も止められましたがね」

      「わかりました。私からも礼をいっておきましょう」

      　予想外な活躍を見せたことから、大砲鳥は多くの現地改修を施したバリエーションを生むことになる。その度にクルトは重心計算を強いられ、適切に改良を施すことになる。長丁場になる戦車大隊との戦闘。前線もまた必要に応じて各兵器を改修していったのだった。

      　Ｐ３３６要塞エリアに迫る戦車大隊相手に、防衛戦は継続中であった。

      
        

      

      　陸上巡洋艦を中心とする敵部隊によるキモン級への追撃はいまだに続いている。

      　バトルベースモードとなったキモンはまさに難攻不落の要塞。ミサイルの間接支援、補給、修理。すべてを賄っていた。

      「相手はこちらの息切れを狙っているはずね」

      　ジェニーが冷静に分析する。悲壮感は一切無い。

      「もう一回俺がでるか」

      「その必要はないわ。Ｒ００１要塞エリアからの援軍。これで勝ちね」

      　ジェニーが自信満々な笑みを浮かべる。リックも画面を確認し、その艦影に納得する。

      「この手があったか。予想外だ」

      「これは勝負あったな」

      　リックとバリーが認める援軍。荒野をドリルで走破する、ソウヤの姿がそこにあった。

      「アルキメディアンスクリューによる地上走行は設計の想定内です」

      　エリはジュンヨウのなかで宣言した。ソウヤの地上走行機能が勝敗を決するのだ。

      「欠点は荒野を耕してしまうぐらいですかね。補給物資も兵器も搭載していますよ」

      　エリの言葉通り、ソウヤはＲ００１要塞エリアの海上から補給物資と援護するための各種兵器を搭載して発進。

      　海上からキモン級まで最短距離を計算し、文字通りまっすぐやってきたのだ。アルキメディアンスクリューでは、それほどの速度はでない。パンジャンドラム〔メロス〕は大きく迂回して移動していたが、最高速度の差である。

      　戦車型可変シルエットである十式と零式の各部隊が発進する。十式は荒野での撃ち合いを想定し、戦車形態で運用だ。

      「ソウヤと合流し、一気に押し返す。この戦力ならできるわ」

      　形勢は逆転し、ジェニーはそれぞれの部隊に指示をだす。

      「敵が撤退するなら深追いは厳禁。逃げ遅れた敵はキモン級からミサイルをお見舞いするわ」

      「容赦ないな、ジェニー」

      「さんざんしてやられたもの。これぐらいはね」

      　自身も撃墜されそうになったジェニー。やはり苛立っていたようだ。

      　ジェニーの宣告通り、逃げ遅れている敵戦車には高速滑空弾を発射。的確に撃破し、敵の数を減らすのだった。

      
        

      

      「こちらアストライア。ペリクレスとともに北部方面よりＰ３３６要塞エリアに入りました。アリステイデスとジャンヌ・ダルクは海上を警護しています」

      「わかった。エメ提督。そのままＰ３３６要塞エリアに待機だ」

      「はい。マットとアベルさんが地下鉄でシルエットベースに向かいました。衣川さんはＰ３３６要塞エリアで他の構築技士と合流予定です」

      「Ａ級構築技士が一気に集まったな。ケリー氏もそのうち来るだろう。コウから聞いたが、戦時開発のためか」

      　アシアとコウが構築技士に下した使命。各構築技士は強化案や新機体を考え抜き集結しつつある。

      「そうです。お互いの知見を出し合い、兵器を開発する意向と聞いています。Ａ級構築技士が一箇所に集結するリスクもありますが、Ｐ３３６要塞エリアや、すぐに移動可能なシルエットベースよりも安全な場所も少ないと思われます」

      「賢人会議のラウンドテーブルさながらだな。わかった。ありがとうエメ提督」

      　通信を切り、Ｐ３３６要塞エリアの防衛を指揮しているフユキに繋ぐ。

      「こちらフユキです。キモン防衛お疲れ様です、バリー司令」

      「フユキ臨時司令もご苦労だった」

      　二人で顔を見合わせ笑い出す。柄ではないことはお互いよく理解している。

      「敵包囲網は破綻しました。戦力は六時から九時に集中させています。戦艦メガレウスを空挺堡にＱ０１９要塞エリアとＱ２２１要塞エリアに戦力を集中。局地の防衛ドームを駆使し戦力保持に移りました」

      「防衛成功か。これで長期戦か」

      「ですね。ですが敵は他の大陸からの補給線も健在です。長期戦に突入すれば我らが不利となります」

      「他の大陸の戦局も影響しそうだな」

      「我らは二つの要塞エリアＰ３３６と軌道エレベーターのあるＲ００１、そしてシルエットベースがあります。しかし、それだけなのです。メタルアイリスが援軍を出さなければ御統重工業の離れたＦ２７１エリアの陥落は時間の問題でしょう」

      「俺達はＱ０１９要塞エリアとＱ２２１要塞エリアを抑えないといけないわけか」

      「その通りです。二つは無理でも、どちらか一つを。そしてこの地域を人類拠点にする必要があります」

      「無茶をいってくれるな、フユキ。どうするんだ、あの宇宙戦艦を」

      　フユキはじっとバリーを見つめ、不敵に笑った。

      「やるしかないでしょう。メガレウス撃破作戦を」

      「簡単にいってくれるなぁ」

      　そう言いつつもバリーもまた、メガレウス撃破の可能性を考慮するのであった。

      
        断章　惑星間航行弾

      

      　アルゴナウタイ。そしてカストル率いるアルゴフォースもまた決断を迫られていた。

      「凌がれたか。想像以上のやり手だな。メタルアイリス」

      　自軍の劣勢にむしろ嬉しそうなカストルであった。

      　もとより不老不死の存在。ストーンズにとって生身の肉体を持つということ自体が娯楽の一種に過ぎない。

      「開戦前にはアストライアの存在とユリシーズの参戦は予想外でしたよ」

      「兵器開発統括ＡＩの生き残りアストライアにアシアの技術解放。そして構築技士集団であるユリシーズ。相乗効果は計り知れない」

      　ヴァーシャとアルベルトが所感を述べる。彼らにとっては想像以上の戦力であった。

      「なあに。技術はジャック老から我らも奪い取った。リュビアからの提供技術もある。あと数ヶ月は兵器実験が行えるのだ。彼らにはせいぜい足掻いてもらわねば」

      　カストルにとってメタルアイリスとの戦争はマーダーに代わる兵器の実験場に過ぎなかった。

      「メガレウスはしばらく移動できん。単独航行艦前提という致命的な弱点があるからな。その間にＰ３３６要塞エリアかＲ００１要塞エリアを抑えておきたかったが……」

      「おや。意外ですな。それこそアストライア、キモンにあの二隻の宇宙強襲揚陸艦がまとめてきてもメガレウスには敵わないと思いますがね」

      「所詮単艦よ。全長二キロ以上ある宇宙戦艦がちんたら飛んでみろ。それこそ集中砲火を喰らって終わりだ。最悪強襲揚陸艦が体当たりを仕掛けてきてもおかしくない」

      　メガレウスの戦力は強大だ。メタルアイリスがどのような手段を使ってきてもおかしくない。

      　カストルはその戦力に溺れることなく、冷静に判断するよう努めている。

      「──敵がまだ宇宙艦を保有していないとは限らない。となると強襲揚陸艦を一隻潰す可能性もありますな」

      「そのような事態を防ぐために防衛ドームをいくつも潰してＡカーバンクルを回収。護衛となる空中空母を作ったのだ」

      　護衛艦隊の概念を宇宙戦艦に導入することは難しい。そこで宇宙戦艦に随伴こそ空中空母としての使い捨て兵器を考案。地面に鎮座した宇宙戦艦を守るために、各種兵器を搭載した護衛空母運用がカストルの目指すところだった。

      「とはいえメガレウスがここにあれば、彼らの宇宙艦も行動を制限できます。移動させる必要もないのでは」

      「そうだな。飛んだが最後、メガレウスによる集中砲火を浴びせて終わりということだ」

      「敵からすれば攻略対象もこの艦になるかと」

      「最前線基地として、な。失った兵力を回復させメガレウスを起点に各部隊を配備する」

      　ヴァーシャもその言葉に頷く。

      「アベレーション・アームズも有用です。包囲される状況は敵も阻止してくるでしょうが、力押しに足る戦力は用意できるでしょう」

      「陸戦能力が心強い。これは二人の成果だな」

      　量産性を最重視するヴァーシャと火力を最優先するアルベルト。

      　設計思想に違いはあれど、二人の思考もまた相乗効果を生み出していた。

      「私はエリートフォース用のカスタム機の作成に入ろうと思います」

      「コルバスでよいではないか。私は気に入っているぞ」

      「あれはいささか機動力に欠けますからね。戦闘用の特殊部隊にはレイヴンとコルバスを。私は強襲用部隊の兵器を作りたいと思います」

      「期待しているぞ」

      「その期待に応えるべく、心より奮起いたします」

      　こういうときに部下に任せるカストルはよき司令官だ。ストーンズとは思えない柔軟な思考を見せる。

      「私はアベレーション・アームズの改良と設計の手伝いをいたしましょう」

      「頼んだぞアルベルト。陸上巡洋艦のように歩行も兼ねた戦車もさらなる研究をせねばならん」

      　砲撃狂を揶揄せず、むしろハッパをかけるこの手腕が恐ろしいとヴァーシャは思う。

      　人類勢力では己の構築兵器が認められることがなかったアルベルトから、無類のやる気を引き出すことに成功している。

      「ヴァーシャ。絶えず戦線を作り出せ。手を緩めてはならんぞ」

      「了解いたしました」

      「アルベルト。アベレーション・アームズの生産ラインは適度にな。極力新種を作り出せ」

      「どの機体が最適な兵器か見極めるわけですな」

      「恐竜が滅びて哺乳類が栄えたかのごとく、獣脚型のアベレーション・アームズが最適とは限らん。結局は従来の兵器で十分ということさえ考えられる」

      　カストルは己の生み出した兵器にも冷静に判断を下していた。

      　役に立たない、費用対効果が悪い兵器は即座に打ち切るつもりなのだ。

      「車輪や履帯と比べると脚部というものは部品点数が多く、バランスも悪いですからね。不安定になりがちです」

      「結局は従来の兵器や四つ足や昆虫型に帰結するかもしれん。アベレーション・アームズを基にした次なる研究もあるだろう？ データはきっちり取っておけ」

      「はっ！」

      　戦術や新兵器開発方針が決定した二人が退出する。残されたカストルにはやるべきことがある。

      「リュビアを呼び出せ」

      　カストルは二人がいなくなった戦闘指揮所で部下に命じた。

      「カストル様…… そのリュビアは……」

      「そうか。すでに表層人格が破壊されていたな」

      　ため息をついた。

      　超ＡＩのリュビアの表層人格が行方不明なのだ。人間でいうと発狂に近い。過酷な解析と強制指令の果て、リュビアは表層人格を維持できなくなっていた。

      　二十億年近く惑星管理を行っていた超ＡＩがそのまま壊れたとはストーンズも思っていない。

      　表層人格を形成しているメインデータは別の場所に避難させていると推測していたが、ストーンズの半神半人による解析班をもってしてもそれらしいデータは発見できなかった。

      「錯乱状態ともいえるリュビアが最後に発した計画。──貨物運搬に偽装した惑星航行型ミサイルを用いたもの。補給攻撃だったか」

      「はい。補給物資を搭載し、惑星アシアの山岳地帯を攻撃するといっていました。物資は超ＡＩリュビアが選定したもの。大したものは入っておりません。うまくいけばアストライアの本拠地が判明し、甚大な被害を与えることができると」

      「命中しなければアストライアの本拠地は特定できないとは報告にあったな。着弾した付近がおそらくシルエットベースと呼ばれる秘密基地だ」

      　カストルにしてもシルエットベースは手に入れたかった。

      　傭兵機構の人員が目にした、山岳部の秘密基地だ。巨大な居住区に要塞エリア並の生産設備があると言う。拠点としてこれほど理想的な立地は存在しないだろう。

      「惑星リュビアのストーンズ人員は？」

      「避難した模様です。逃げ遅れた者は不明です」

      「管理していた人類は？」

      「全て不明です。データ的には死亡したとみていいでしょう」

      「マーダーの惑星になるとは、な」

      　惑星リュビアは正体不明の内乱が発生。マーダーが同士討ちをはじめ、大規模な抗争に発展したと報告が上がっていた。

      　開発途上の竜弓類グループのマーダー開発が原因といわれている。

      「まあよい。リュビアはもともと生態系プログラムの実験惑星みたいなもの。人間を放り込んだとしてどのみち獣に食われる」

      　改めて部下に質問を発する。

      「到着はいつだ？」

      「明日には到着するかと」

      「惑星間航行弾──補給攻撃、か。リュビアも容赦がないな。正気を失った超ＡＩは敵に回したくないものだ」

      　カストルは腕を組み考え込んだ。惑星リュビアから放たれるミサイル。そして補給攻撃。

      　その意味するところは──

      
        

      

      
        

      

      
        

      

      
        

      

      
        

      

    
  
    
      書籍版特典ＳＳ

    


    
      
        軌道エレベーター奪還

      

      　Ｒ００１要塞エリアに封印されていたアシアを救出し、軌道エレベーターを手に入れたユリシーズとメタルアイリス。

      　ストーンズによって人類はすべての軌道エレベーターを抑えられていたところであり、惑星アシアでは大きな転機となるだろう。

      「軌道エレベーターか。よく落ちてこないものだな」

      　コウがアストライア艦内から空を見上げると、天空を貫く巨大な柱が見えた。

      「軌道エレベーターは静止衛星軌道から吊されているの。だから落ちてこないのですよ」

      　救出したアシアとアストライアのビジョンがコウの傍にいる。

      「軌道エレベーターは全長約十万キロ。地球の直径が一万二千七百キロメートルで考えると約八倍もの長さとなりますね」

      「よくこんな巨大な物体を建造できたものだ」

      　コウが呆れるような声を出す。地球の直径より八倍もの長さの建造物が目の前に存在しているのだ。

      「三惑星を創造時にソピアーが作ったのよ。各惑星に三基ずつね。それはとても古いものであり、ネメシス星系でもっとも頑丈な建造物の一つですよ」

      　三人目のアシアはコウにわかりやすく、丁寧に説明する。若干口調が違うので戸惑うコウを見て楽しんでいるようだ。

      「宇宙からの無人採掘とマテリアルの生産作業は今なお続いております。人類が凍結されていた間も備蓄に励んでおり、オケアノスによって管理されているのです」

      「採掘？」

      「太陽系にも地球のトロヤ群、木星のトロヤ群などがありました。ラグランジュポイント付近に存在する小惑星帯はレアメタル資源として有用です」

      「小惑星帯が各惑星にあるの。地球に倣い英語読みでトロヤ群惑星と呼んでいるわ。惑星アシアのトロヤ群だね！ 天体力学におけるラグランジュポイントはざっくり説明すると惑星と衛星の位置関係が変わらない地点、かな。人工施設を建築する場合、重要な要素になるの」

      　ネメシス星系はギリシャ神話の影響を強く受けている星系であり、その共通語は英語がベースとなっている。アシアもトロイア群と言いたいとところなのだろう。

      「惑星におけるレアメタルは地中深くに沈みますが、小惑星はその可能性は低いですからね」

      「なるほど。マテリアルというのは？ シルエット製造も軌道エレベーターから搬入される素材が必要なんだっけ」

      　シルエット製造はＭＣＳをはじめ、各地にある。その多くは作業機か作業機ベースを改装したものでないと製造は不可能だ。

      　Ｒ００１要塞エリアは軌道エレベーターを保有しているということもあって、あらゆる兵器が生産可能となっている。

      「超高真空状態でないと作れない合金や素材があるからね。分子を配合した合金でも、無重力では均等に配置できるから性質が異なってくるから」

      「地球で言えば超高真空が生じる空間は地表より二百五十キロほど上空の宇宙空間になりますね」

      　アシアの説明にアストライアが補足する。

      「ホウ素のナノマテリアルであるボロフェンは超高真空状態で生成可能よ。機械的性質がグラフェンよりも強くて金属的性質を持つから複合材料として使う場合が多いね」

      　超高真空状態とは宇宙空間と同様、〇・〇〇〇〇一～〇・〇〇〇〇〇〇〇〇一パスカルの状態だ。

      「ナノマテリアルだけではありません。高エントロピー合金も宇宙空間での製鋼となります。五種類以上の異相が異なる金属を均等に混ぜ合わせる素材ですが、宇宙空間での極低温、無重力状態で圧延及び焼鈍を行った合金を母材とし、多種多様なマテリアルに応用します。無重力で作った母材を、各地にある超高圧施設によって一〇〇Ｇｐａの圧力をかけ、六方最密充填構造を持つ鋼材とするのです」

      「金属加工業だったけど、そこまでは知らないな。圧延と焼鈍は理解できるよ」

      　金属加工に勤務していたコウには最先端素材は無縁であった。

      　コウがいた時代ではハイエントロピー合金の研究が始まって五十年も経過しておらず、大量生産にはほど遠い鋼材だった。

      「その仕組みがわかっていれば十分です。宇宙空間のマテリアル生成において何が行われているか、理解しているということですから」

      　アストライアが微笑む。コウはただの人間であり、鋼材知識を持った転移者は珍しい。

      　知識を持っているということだけでも評価に値するのだ。その知識をより把握するよう導き、コウが行う構築に役立てることがアストライアの仕事だ。

      「すべての軌道エレベーターがストーンズに抑えられていたなら、各地のシルエット製造に相当影響していたか」

      「間違いなく、ね。地表でも極高真空状態施設はあるけれど、生産量は限られるから。コウが解除してくれて助かりました」

      　丁寧な言葉遣いのアシアに戸惑うコウが照れくさそうに笑う。

      「最大のアシアは調子が狂うな」

      「新鮮でいいでしょ？」

      　微笑むアシアに、さらに言葉を失うコウ。

      　いつもよりさらに無表情なアストライアが、口を挟む。

      「ところでアシア。技術解放の件ですが」

      「今回の技術解放ですね。ごめんなさいコウ。今までの私が頑張りすぎて、提供できるものが少ないの」

      「問題ない。気を遣わせて済まない」

      　コウとて技術解放が目的でアシアを解放したわけではない。アシアに謝罪されること自体予想外だった。

      「まったくないわけではないの。惑星アシアでの基幹技術で作られた構造物に手を加えることができるようにする」

      「基幹技術？」

      「本来、作業型シルエットと同等の構造をしているもの。──パワーパックそのものを構築可能にするわ」

      　コウは息を飲む。シルエットでいうパワーパックとはＭＣＳ規格に沿って作られたものを指す。パワーパックが構築可能となると、シルエット構築の根幹から覆る可能性を秘めている。

      　パワーパックはウィスを用いたリアクターや各種ギアボックス、補助類をパッケージ化したものだ。これは段階的な規格しか存在せず、構築対象外の部品でもあった。

      「何ができるようになるのだろう？」

      「小型リアクターの増設や、リアクターの大型化、機体によってパワーパックの性質を変えることが可能です」

      「いわば聖域に手を加えることができるのか……」

      　リアクター関連は未知の技術ともいえる。それを内蔵するパワーパックが構築可能になるのだ。

      　シルエット用パワーパックは今まで構築技士も一切関与できない分野であった。

      「他にはコウにはあまり必要ないものかな。私の中で最適化しても、シルエットには搭載が難しいもの」

      「それはどんな？」

      「超大型のリアクターとコンデンサが必要になる、大口径レーザーや陽電子ビーム砲よ。とはいっても転移者の概念では最大限に活かすことは不可能。大がかりな施設が必要な割には威力が低い、効率が悪いものになるの」

      「それは惑星間戦争時代にあった技術の一端だろ？」

      　光学兵器の発達は戦争に大きな変化をもたらす。

      「そうね」

      　アシアはあっさりと認めた。

      「投入した電力に対する出力の比率が悪いのですね。レールガンしかり、レーザー、荷電粒子砲、陽電子砲。すべては電力を用いて熱量に変えるものです」

      　アストライアも問題を認識していたようだ。

      「熱量？ ワットとジュールか」

      「兵器の威力を示すためにはジュールのほうが向いているかな。現行のシルエット用レールガンでも三十メガワットは必要。陽電子砲の威力を示す運動エネルギーの単位はギガジュールになるね」

      「ギガジュールって。想像がつかないな」

      「陽電子反応を生む雷で例えましょうか。落雷は１・５ギガジュールになりますね。電圧で一億ボルト、約三万度に及ぶ高熱。電流は最大で二万ボルトになります」

      　あまりの威力にコウが絶句する。

      「それでも現行の解放技術ならレールガンで砲弾を発射した方が効率良いの。１ＧＪのビームを生み出す場合、どれほどの電力が必要かという話ですね」

      「そこまで非効率になるのか」

      「非効率を厭わない、それでも大威力が欲しいときが出番になるかな、今回の私が提供する技術では」

      　コウはしばし考え込む。光学兵器の解放はとくに慎重になる。

      「前回の技術解放も活用できていないというのに、パワーパックの構築まで解放されたらどうなるのだろう」

      「問題はそこにあります。アシア、技術解放はもう少しお待ちいただけますか」

      「いいよ。パワーパックもまだ早いかな。私も今はその必要がないと判断しています」

      「そうだな。もし必要な時が来れば──その時に」

      　コウは決断を下した。

      　その時が予想以上に早く迎えることを、コウは知らなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｒ００１要塞エリアのアシアと軌道エレベーターの奪還に成功したメタルアイリス。

      　しかしその後飛来した宇宙戦艦〔メガレウス〕と、新たな技術体系を用いた【異形の兵器群アベレーション・アームズ】の登場により戦況は一変。

      　超がつく高性能機体であるエポナでさえ苦戦するほどの戦闘力を持つアラクネ型の登場に、戦線に立つ者はみんな危機感を覚えていた。

      　ハルモニアを用い、五番機が救援として飛来。士気が上がった防衛隊はアラクネ型の侵攻を撃退し、エポナをＰ３３６要塞エリアまで下がらせる。

      　敵部隊を退けたあと、コウとにゃん汰はＰ３３６要塞エリアで合流した。

      「にゃん汰！」

      　コウの緊迫した声に、にゃん汰の体がぴくっと震える。無茶をしたため怒られると思ったのだ。

      　コウは走り寄り、にゃん汰を抱きしめた。彼女の無事をその体温で確認し、安堵する。

      「間に合ったか……よかった」

      「う、うん」

      　あまりの事態に硬直するにゃん汰。

      　思わず頬が緩んでしまう。しかし、それも束の間の出来事だった。

      「にゃん汰。お前は下がれ。しばらく後方任務だ。兵器開発と、アストライア合流後にはアキと同じくオペレーター任務にする」

      「なんでにゃ？！」

      「無茶するからだ！ あの爆薬も使用禁止だ」

      　いつになく鬼気迫るコウの声に、にゃん汰も言葉を失う。

      　エポナのダメージは相打ち覚悟で使った電子励起爆薬による自爆に近い。装甲の厚さでは通常のシルエットと比較しても群を抜いているエポナでさえそれほどのダメージを負ったのだ、

      「わかった……」

      　言葉に力をなくし、応じるにゃん汰。きついようだが、コウとしても二度とあのような危険な真似をさせるわけにはいかない。

      　コウとしてもにゃん汰だけを特別扱いすることに気は引けるが、安心して戦うためにも後方任務が最適と判断したのだ。

      
        

      

      「ファミリア高速打撃部隊。一度下がれ。アキ、防衛部隊を頼む！」

      「了解しました！」

      　Ｒ００１要塞エリアは森林地帯を低空飛行し、メガウレウスの砲撃を回避しながらＲ３３６要塞エリアに移動していた。

      　コウも最前線を支えるため転戦し続けている。

      「兵衛さんとクルトさんが支えてくれている」

      　兵衛のアクシピターとクルトのフラフナグズ率いるクルト・マシネンバウ社社員のバズヴ・カタ部隊がアルゴフォースの陸上戦艦相手に死闘を繰り広げている。

      　敵はＰ３３６要塞エリアより南方から、大陸沿いに侵攻してきている。

      「ハッチを開けろ！」

      　ハッチが開いた──それは巨大な貨物列車のコンテナだった。

      　五番機もエポナもコンテナ輸送によって戦場に運搬されたのだった。

      「こちら列車砲部隊。砲撃開始！」

      　敵の弾幕を受けきって耐える先頭車両の装甲列車。

      　Ｐ３３６要塞エリアは装甲列車による防衛ラインを築いているのだ。

      「支援砲撃開始！」

      　装甲列車の操縦はオガサワラ・ユウマだ。

      　ファミリアたちが貨車に備えられた砲台を操作し攻撃を開始する。

      　アルゴフォースは編隊の旗艦となる陸上巡洋艦ラントクロイツァーＰ１５０ゲシュペンストと主力戦車〔エーバーⅡ〕。主力戦車と護衛であるシルエット〔アルマジロ〕や〔バイソン〕と構成された編隊だ。

      　アルマジロは両肩に迫撃砲を装備したタイプも見られる。アルゴフォースでは、シルエットによって支援砲撃を行うのだ。

      「斬り込みますよ！」

      「おうさ！」

      　クルトのフラフナグズと兵衛のアクシピターが砂塵を巻き上げながら突撃する。

      　続けてクルト・マシネンバウ社のバズヴ・カタ部隊が追う。

      　ファミリアたちは彼らが肉薄するまで、遠距離からの間接攻撃を続けていた。ウィスによる高次元投射装甲によって直撃させなければ有効打にならない。牽制程度にしかならないとはいえ、何もしないよりは有効だ。

      「ええい。シルエットはいい。あの装甲列車だ！ あれはまずい。Ｔ─０６の主砲を装甲列車に向けろ！ 脱線させればこっちのものだ！」

      　敵指揮官である市民階級ラケダイモンは優秀だ。すぐさま装甲列車の弱点を見抜く。

      　レールによってウィスが供給される以上、破壊することは不可能でも脱線させればよい。Ａカーバンクルによるウィスの供給は断たれ、補助動力のＡスピネルがせいぜいだろう。

      「緩やかなカーブがある。そこが弱点だ！」

      　路線の先には緩やかなカーブがあった。

      　列車がカーブ手前に差しかかったその瞬間、陸上巡洋艦ラントクロイツァーＰ１５０が砲撃を開始する。

      「ちぃ！」

      　ユウマが舌打ちする。大口径レールガンの砲弾に耐えうることができても、高速移動する列車の制御を狂わすには十分だった。

      　脱線したところを集中攻撃すれば、装甲列車など的に過ぎない。指揮官は勝利を確信した瞬間だった。

      　ユウマは閃いた。列車は外回りを走行中。右側のカーブ手前ならば──

      「ふん！」

      　先頭車両は脱線したかのように思われた。

      　しかし、列車は押し出されたように見え、やがて姿勢制御を行い走り続ける。

      　内回りに、である。

      　あえて反動を受けたまま車体を複線の軌道にまたがせ、高速にカーブを抜けたのだった。

      「マルチトラックドリフティングだと！」

      　指揮官が絶叫した。複線を利用した列車ゆえのドリフト走行を装甲列車はやってのけたのだ。

      　わずかでもタイミングが狂ってしまえば泣き別れと呼ばれる重大事故に直結する怖れがあった。ユウマは瞬時に決断したのだった。

      　ユウマはすぐさま通信を行い、内回りを逆進していることをＰ３３６要塞エリアに通達する。正面衝突を防ぐためだ。線路を進めば分岐路を操作することによって再び外回りに戻ることが可能となる。

      　アルゴフォース指揮官が呆気に取られたその隙に、兵衛のアクシピターとクルトのフラフナグズがラントクロイツァーＰ１５０Ｔ─０６に取り付き、攻撃を開始した。

      
        

      

      「なんだあれは……」

      　友軍ながら不可解な挙動でピンチを乗り切った装甲列車に、呆然とするコウ。

      「危機は乗り切ったようですね。──私達はファミリア隊の援護を」

      「ああ！」

      　ファミリアの被害は大きい。

      　王城工業集団公司の猛虎は装甲特化、メタルアイリスのファイティングブルは汎用性に優れた主力戦車だが、エーバーⅡはこの二機種を上回る装甲と火力を持つ。そして車両数は圧倒的にアルゴフォースが多かった。

      「おかわりだらけだ。食い切れねえ！」

      　大砲鳥で戦車を狩り続けるハイノがぼやくほどの大戦車群。

      　周囲の敵シルエットが対空砲火を放ち、牽制する。制空権はメタルアイリスにあるが、敵は地上の陸戦で押し切るつもりだ。

      　被弾し破壊されていく戦車や装甲車両。敵も戦車ではなく、支援車両を集中的に狙っているようだ。

      「アラクネ型、十機確認！ こっちにも配置したか！」

      「ビッグボス！ 上だ！」

      　別の大砲鳥がコウをかばうように割りこんでくる。

      　アラクネ型──上空からの奇襲。ブラックウィドウとブラックナイトの二段構えによる攻撃だった。

      　ブラックウィドウの砲撃を回避したところ、ブラックナイトの斬撃が真上から飛んできた。

      　五番機はすかさず抜刀し、頭上のブラックナイトを一刀のもとに斬り捨てる。

      「さすがはビッグボスだぜ！」

      「一振りで両断しちまうのかよ！」

      　ブラックナイトは惑星リュビアからの新技術の鋼板を用いられており、装甲が強固だ。

      「ファミリア戦車隊、下がれ。ここはいったん引くぞ」

      「しかし！ ここで戦線を押し上げられたらまずいぜ！」

      　虎型のファミリアが悲鳴を上げる。

      「俺がなんとかする」

      「馬鹿野郎！ そんなことをビッグボス一人にさせられねえ！」

      「私がいます」

      「それでも二機しかいない。増援予定はあるのか？ 相手はあのアラクネ型だぞ。俺達も支援する！」

      　ファミリアたちも自らの居場所を戦うため、果敢に戦うのだ。

       その時、噴煙が上がる。突如としてエーバーⅡが爆発したのだ。その隣にいたシルエットも爆散する。

      　轟音が遅れて響く。

      「な、なんだ？」

      「遠距離砲撃か！」

      　アルゴフォースのパイロットも慌てる。

      「違いますね。これは──フェアリー・ブルーの狙撃です」

      　遠く離れた地。

      　そこに即席で作られたシルエット用の攻城塔ブリーチング・タワー。そこに鎮座するシルエットは、修理を追えたカナリー。長砲身の狙撃砲を構えている。

      「弓櫓か！」

      　コウもすぐにその正体を察する。中世の城攻めでは日本でも弓を射るための櫓が組まれることがあった。高台からの超遠距離狙撃。曲射ではなく、水平線を考慮した直接射撃のため──

      「敵から奪ったこのヘリカルレールガン、使い勝手はいいわね。助かったわフユキ」

      　カナリーはハミリオーンから鹵獲したヘリカルレールガンを用いたのだ。電力が不足するため、予備リアクターを背中に搭載している。弓櫓は機動力を削がれたカナリーの苦肉の策でもあった。

      　シルエットサイズの攻城塔を即席で作った工兵部隊たち。

      「移動を開始しますよ」

      　フユキの指示で、攻城塔を十六輪のトラックが牽引し、移動する。狙撃位置の逆算を回避するためだ。

      　警笛が周囲に響く。列車ホーンによってならされた甲高い音。

      　別の装甲列車が、到着したのだ。

      「援軍はここにいますぜ！」

      　パイロットはタナカ・テツヤである。彼もまた電車をこよなく愛する男だった。

      「タナカさん！」

      　貨物からシルエットや戦車が勢いよく降車する。

      　上空からは可変機の支援も加わった。

      「増援か。くそ、後退するぞ」

      　アルゴフォースの指揮官が歯噛みする。

      　想像以上に護りが厚いＰ３３６要塞エリアの防衛ラインに撤退を余儀なくされたのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　連戦に次ぐ連戦に、コウはアストライアに戻された。しかしただ休むわけにはいかない。

      　アシアとアストライアのビジョンもすぐに出現する。

      「あら。私でいいのかな。コウ」

      「自分相手に拗ねるのではありません、アシア」

      「はーい」

      　アシアはＲ００１要塞エリアを管理する大人びた自分ではないことを指して言っているのだ。

      　それには苦笑するしかないコウ。

      「アシアはアシアだろ。どのアシアも大切だ」

      「うん！」

      　その言葉で機嫌を直したアシアであった。

      「本題は技術開放の件でしょうか」

      「そういうこと。Ｒ００１要塞エリアそのものが囮であり、ここにきてアルゴフォースは温存していた最新兵器を大量投入。防衛線が広がった俺達は苦戦を強いられることになった」

      「アベレーション・アームズは最低最悪」

      　嫌悪感を隠そうともしないアシア。

      「本当にな。厄介なことにアラクネ型の戦闘力はエポナさえ上回る。そこに宇宙戦艦に空中空母だ。かといって電子励起爆薬のリスクの高さも顕著になった」

      「エポナでさえあのダメージ。さらには敵に鹵獲され解析された場合のリスクが高すぎます。そこでアキと後方任務に配置転換されたにゃん汰に、新型砲弾を開発させております」

      　コウが電子励起爆薬を封印したこともアストライアは理解する。自軍への被害と、敵の手に渡った場合のリスクが膨大だ。

      　無人兵器であるマーダー相手にはよかっただろう。しかしアルゴフォースは人間の軍隊である。むしろアンチフォートレスライフルを狙って軍を出す危険性さえあると言えた。

      「威力だけなら、既存の砲弾を大きく上回るという、あれか」

      「はい。アンチフォートレスライフルの成果をフィードバックしたものです。早急に完成させます」

      「私も手伝っているからね！」

      「ありがとうアシア。アストライアも」

      　新装甲のシルエットや戦車相手にＡＫ２の九〇ミリ砲弾では有効弾になりにくい。長砲身に改良したＡＫ３もあるが取り回しが悪く普及しているとは言い難い。かといってこれ以上砲口径を大きくすると、装弾数も減少し継戦能力が低い兵装となる。

      「悩んだ結果だが──光学兵器を解放したいと思う。これはアストライアなどに限定して、だ。構築だけはしておこう。必要に迫られた場合にのみ製造する」

      「承知いたしました。異論はありません」

      「そうね。それがいいわ。大口径レーザーなら、アストライアだと……理論値によるとリアクター限界値で一秒きっかり照射、一ペタジュールは出せるかな。ここから威力と電力を兼ね合いで調整して構築することになるね」

      「いや、最大限だ。一ペタジュールの大口径レーザーでいこう」

      「本気なの？ いえ。本気ね。必要になるかも、か。これは製造に時間もかかるしね」

      「そういうこと。事態が発生して慌てて構築しても遅いからな。準備は必要しておく必要はある。光学部品はアルゲースしか作れないだろうし」

      　アルゲースは惑星開拓時代から存在するアストライア内にある工作機械。叡智の結晶でもある。

      「必要にならないことを祈るよ。──必要になったら躊躇はしない」

      　コウは断言した。

      　出し惜しみなどしてはいられない。あまりにもアルゴフォースは強敵であった。

      
        

      

      
        

      

    
  
    
      
        あとがき

      

      　皆様の応援のおかげで四巻です！ 三巻という大きな壁を乗り越えることができました！

      　まことにありがとうございます。心より御礼申し上げます。

      
        

      

      　これも『ネメシス戦域の強襲巨兵』シリーズを購入していただいた皆様、小説家になろう様、カクヨム様における読者様による応援のおかげです！

      
        

      

      　読者の皆様に報告からいたします。

      　第四十二回は日本ＳＦ大賞にエントリーされました！ ＨＮ『あらうさ』様や他の皆様のご推薦していただけたおかげです。ありがとうございます！ 残念ながら最終予選の通過はなりませんでしたが、エントリーされるためには推薦人と一定数以上記載された推薦文が必要でした

      　ライトノベルで日本ＳＦ大賞エントリーされる作品は少ないと思うので、このような場に立てたことだけでも大変光栄です。

      
        

      

      　また「このライトノベルがすごい２０２２」の電子書籍に関するコーナーで筆者と「ネメシス戦域の強襲巨兵」が記載されておりました。

      　ランキングでの話ではありませんが、このような情報誌の記事執筆者に認知されているということであり、大変嬉しく思います。

      　

      　四巻の制作話をしたいと思います。

      　今回の書籍用ＳＳでは、本編連載で泣く泣く断念したエピソードです。

      　断念理由は明白で「主人公視点」ではなかったから、というもの。

      　アシア大戦という大きなくくりで局地戦を書くことは試行錯誤のくくりです。

      　コウ一人の活躍では戦線は維持など不可能で、奮戦している多くの名も無きパイロットやファミリアたちがいます。

      　とくに列車防衛線はその最たる者で、本来の任務は建築工兵なのです。

      　列車戦や大戦車戦、キモン級部隊の奮戦。何やらかすか目を離すことができないＢＡＳ社など、コウが知らない場所でみんな戦っています。

      　そんな戦場を感じていただければ、と。

      　彼らの活躍を今回掲載することができて良かったと思います。

      
        

      

      　今回もまたお世話になった方をご紹介します。

      　その方こそ「日本版ウォーロック」二代目編集長であり、日本メディアで初めて「テーブルトークＲＰＧ」という単語を紹介した、冒険企画局の『近藤功司』局長です。

      　初めて直接お話させていただいた時期は今から三十五年前にもなります。当時ウォーロック誌の一読者であり、環境的にも恵まれていなかった私にも大変優しく、そして力強く励ましていただいたものでした。

      　プロ野球選手やプロレスラーが貧しい子供を助けて励ますような、そんな関係性であり、今でも憧れの編集長です。

      　再びお会いするご縁がありました。近藤局長のテーブルトークを愛する信条は当時と何ら変わりなく、改めてクリエイターとはかくあるべきと感銘を受けたものです。

      　近藤局長の撒いた種が小さく咲きましたよと胸を張ってお伝えできました。

      　様々な創作のお話をさせていただきました！ もちろん『ネメシス戦域の強襲巨兵』にも反映されております。

      
        

      

      　また前巻にもご紹介させていただきました方々に御礼を改めて申しあげます。

      　西澤冬樹様には自分と小山先生と三人でお祝いしていただきました！ 本当にありがとうございます。今後もネメシス戦域が続巻できるようにがんばります！

      　『きく』様。『司弐紘』様。『橘雪』様。『ナナシヘッズ』様。そして「小説家になろう」「カクヨム」で誤字脱字修正連絡をしてくれる皆様。こっそり修正してくれる方々は今回のような建築工兵のようにネメシス戦域の強襲巨兵のメンバーであり、参加していただいている方々だと思っております。

      　この場にて改めて御礼申し上げます。

      　いずみノベルズ編集長である『山城敬』編集長様。いつもご無理言いまして申し訳ございません。まことにありがとうございます！

      
        

      

      　そして山英二先生とあのん先生。マグマスタジオの皆様へ。

      　今回は小山先生に居合いの参考映像を送らせていただき、四巻の表紙となりました！ 敵に斬られ追加装甲を外し、胸に浅い斬撃痕が残っているイラストは感涙物です！

      　前回に引き続きマグマスタジオ様にはマップを担当していただけました！

      　おかげさまでネメシス戦域、どんどん本格ゲームらしく仕上がっております。本格ゲームを目指さないといけないですね！

      　あのん先生には一目のアシア、二人目のアシア、三人目のアシアを描いていただけました！ とても可愛く、しかも髪型など三人のアシアはそれぞれ独立しています。まさにメインヒロインの風格です。今作はあのん先生によるラフ画まで掲載という豪華な特典付きです。改めて御礼申し上げます！

      　今後ともよろしくお願いします！

      
        

      

      　読者の方々が楽しめていただければ、作者としてこれに勝る喜びはございません。

      　改めて制作関係者、読者、すべての皆様へ。本当にありがとうございました。

      二〇二二年一月　夜切 怜
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